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サステナブルツーリズム
～先進国と開発途上国～
アーナンダ クマーラ（LNBTI）

活動報告 ❶

視座

サステナブル
ツーリズム及び
周辺領域の
概念整理
中島 泰（JTBF）

国内における
持続可能な
観光の
到達点と課題
古屋秀樹（東洋大学）

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向5
仲 七重（JTBF）
五木田玲子（JTBF）

第25回
たびとしょCafe
「人と人をつなぐ
架け橋に」を
開催
片野陽介（飯能市）
文：門脇茉海（JTBF）

ゲスト

サステナブルツーリズムの
これから
中島 泰（JTBF）

巻頭言

特集

特
集

1

特集 2

北海道における
サステナブル
ツーリズムの
到達点と課題
桃井真弥（日本政策投資銀行）
神宮泰祐（日本政策投資銀行）

特集 3

奄美・沖縄における
サステナブル
ツーリズムの
到達点と課題
岩浅有記（大正大学）

特集 4

サステナブル
ツーリズムの
概念の分解と
再構築
石黒 侑介（北海道大学大学院）
中島 泰（JTBF）

特集 5

観光研究最前線

活動報告 ❷
第26回
たびとしょCafe
「コロナ禍で
改めて気がついた
観光の意義」を
開催

連載
観光を学ぶということ
第14回
和歌山大学 観光学部
サステナビリティ
ゼミ
加藤久美（和歌山大学）

わたしの1冊
第25回
『宮本武蔵』
吉川英治 著
吉川英治文庫（講談社）
佐藤和志（鶴の湯温泉）

小関みどり（大田観光協会）
文：門脇茉海（JTBF）
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
概
念
は
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
視
点
か
ら
語
ら
れ
、

語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地
や
事
業
者
側
に
混
乱
を
生
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・
現
象
の
整
理
を
行
い
、

観
光
地
・
事
業
者
等
の
主
体
別
に
、

選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
の
再
構
築
を
試
み
た
。

リ
コンス
ト
ラ
クション



　「観
光
」
は
、
日
常
生
活
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
風

景
や
風
俗
、
習
慣
な
ど
を
見
て
回
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

交
通
網
や
移
動
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
、
遠
出
を
し
な
が

ら
楽
し
む
た
め
に
行
う
旅
行
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
先
進
国
・
開
発
途
上
国
問
わ
ず
、
そ
の
訪
問
先
が

国
内
だ
け
で
な
く
外
国
ま
で
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
は
、

だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　し
か
し
、
今
般
の
厳
し
い
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
、
観
光
業

お
よ
び
多
く
の
人
々
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
命
を
守
る
た
め
に
自
宅
か
ら
一

歩
も
出
る
こ
と
が
で
き
ず
大
変
な
思
い
を
し
た
人
々
は
世
界

中
に
多
く
い
た
。
そ
れ
は
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
関

連
産
業
従
事
者
に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、

2
0
2
0
年
の
国
際
観
光
客
は
前
年
比
73
・
1
％
減
少
し
、

ま
た
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
W
T
T
C
）に
よ
る

と
、
旅
行
・
観
光
業
が
世
界
の
G
D
P
に
占
め
る
シ
ェ
ア
が

約
10
・
4
％
か
ら
5
・
5
％
ま
で
減
少
、
そ
し
て
観
光
関
連

産
業
従
事
者
は
約
18
・
5
％
減
少
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
立
国
を
目
指
し
て
き
た
日
本
に
お
い
て
も
同
様
に
、

観
光
関
連
産
業
従
事
者
の
数
や
そ
の
収
入
、
そ
し
て
観
光
施

設
の
収
入
な
ど
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
楽
し
み
や
生
き
が
い
が
失
わ
れ
た

の
み
な
ら
ず
、
国
と
し
て
の
経
済
効
果
、
そ
し
て
観
光
業
に

依
存
し
て
い
た
人
々
の
生
活
も
脅
か
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一

方
、
観
光
を
主
な
収
入
源
と
し
て
い
る
多
く
の
開
発
途
上
国

の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
悪
影
響
は
日
本
や
他
の
先
進
国

よ
り
も
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ら

の
国
々
に
お
い
て
は
観
光
業
界
が
直
接
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

巻頭言

だ
け
で
は
な
く
、治
療
薬
を
含
む
保
健
衛
生
環
境
が
乏
し
く
、

労
働
集
約
的
活
動
が
多
い
た
め
に
、
そ
の
他
の
経
済
活
動
に

与
え
た
悪
影
響
も
と
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　観
光
業
に
お
け
る
「
人
」
と
は
、
観
光
を
す
る
人
だ
け
で

は
な
く
、
彼
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
関
連
の
モ
ノ
づ

く
り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
等
も
含
ま
れ
る
。
コ
ロ
ナ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
観
光
業
に
お
け
る
「
人
」
の
側
面

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
、
観
光
活
動
や
そ
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
持
続
可
能
性
と
同
時
に
、
前

述
し
た
「
人
」
の
生
活
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
慎
重
に
考

え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
教
訓
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

　開
発
途
上
国
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
私
は
、
約
2

年
半
ぶ
り
に
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
観
光
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
人
気
急
上
昇
中
で
あ
っ
た
以
前
の
状

態
を
思
い
出
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
比
べ
て
今
は
、
国

の
活
気
が
完
全
に
な
く
な
り
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
住
民

の
日
常
生
活
に
も
大
変
な
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
同
様
な
立
場
の
周
辺
諸
国
の
状
況
も
極
め

て
厳
し
い
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く
と
、
裕
福
で
あ
る

と
い
え
る
先
進
国
の
人
々
は
、
開
発
途
上
国
を
訪
れ
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
観
光
は
、
S
D
G
s
の
8
番
、

12
番
、
14
番
※

の
目
標
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
議
論
さ
れ

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

観
光
は
S
D
G
s
の
す
べ
て
の
目
標
と
関
係
が
あ
る
と
明
ら

か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

アーナンダ クマーラ
（スリランカLNBTI学長）

スリランカのケラニヤ大学理学部卒業後、同学部専任講師を経て1983年に日本に
留学。東京工業大学大学院で経営工学修士、社会工学博士課程修了後、国際連合
地域開発センターの研究員としてアジア諸国の地域開発の研究に携わる。以後、大
学の教授として、鈴鹿国際大学教授、学部長、学長補佐や東京工業大学の特任教授、
名城大学外国語学部初代学部長などを経て現職。現在、母国スリランカで初となる

日系の４年制大学・Lanka Nippon Biztech Institute（LNBTI）の学長。卒業後に日本で活躍でき
るIT人材をスリランカで養成することを教育モデルとしている。近年、観光活動による持続可能な地
域開発などに関する研究にも力を入れている。日本のグローバル人材育成教育学会会長も務める。

サステナブルツーリズム
～先進国と開発途上国～

※

編
集
部
註
：
S
D
G
s
の
目
標
8
番
、
12
番
、
14
番
は
、
そ
れ
ぞ
れ「
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
」「
つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任
」「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」に
つ
い
て
の

目
標
で
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
進
捗
報
告
書
の
中
で
観
光
分
野
に

お
け
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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目次

第 号254

サステ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の
こ
れ
か
ら

ゲスト片野陽介
（飯能市） 

文：門脇茉海
（公益財団法人日本交通公社 
観光政策研究部 
社会・マネジメント室 副主任研究員）

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向5
～JTBF旅行実態調査結果より～
仲 七重
（公益財団法人日本交通公社 
観光文化振興部 研究員）
五木田 玲子
（公益財団法人日本交通公社 
観光文化振興部 企画室長 上席主任研究員）

「人と人をつなぐ
架け橋に」を
開催
～行政職員が
挑戦する
“宝物”同士の
マッチング～

第25回
たびとしょCafe
活動報告❶

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第14回

連載

連載

第 26回

加藤久美
（和歌山大学観光学部・
大学院観光学研究科 教授）

アーナンダ クマーラ
（Lanka Nippon Biztech Institute（LNBTI）学長）

佐藤和志
（有限会社鶴の湯温泉 代表取締役会長）

『宮本武蔵』
吉川英治著／
吉川英治文庫（講談社）

和歌山大学

～サステナビリティを
クリティカルに考え、
クリエイティブに表現し、
伝える～

観光学部

サステナビリティ
ゼミ

サステナブルツーリズム
～先進国と開発途上国～

【巻頭言】

特集

中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／お
き
な
わ
サステ
ナ
ラ
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ラ
ボ
長
）

古
屋
秀
樹
（
東
洋
大
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国
際
観
光
学
部 

国
際
観
光
学
科 

教
授
）

桃
井
真
弥
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
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北
海
道
支
店 

次
長
兼
企
画
調
査
課
長
）

神
宮
泰
祐
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行 

北
海
道
支
店 

副
調
査
役
）

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

概
念
の
分
解
と
再
構
築

石
黒
侑
介（
北
海
道
大
学
大
学
院 

国
際
広
報
メ
ディ
ア･

観
光
学
院 

准
教
授
）

中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／お
き
な
わ
サステ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長
）

中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
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観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／お
き
な
わ
サステ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長
）

奄
美・沖
縄
に
お
け
る

サステ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

到
達
点
と
課
題

〜
主
に
ア
ドベンチャーツ
ー
リ
ズム
の

社
会
実
装
を
例
と
し
て
〜

岩
浅
有
記
（
大
正
大
学 

准
教
授
）

観光研究最前線

小関みどり
（一般社団法人大田観光協会） 

文：門脇茉海
（公益財団法人日本交通公社 
観光政策研究部 
社会・マネジメント室 副主任研究員）

「コロナ禍で
改めて気がついた
観光の意義」を
開催
～“巻き込まれ力”が
築いた
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分
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築

石
黒
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学
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学
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際
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観
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学
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中
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泰
（
公
益
財
団
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人
日
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通
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観
光
地
域
研
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部 

環
境
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画
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長
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き
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サステ
ナ
ラ
ボ 
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長
）

中
島 

泰
（
公
益
財
団
法
人
日
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通
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観
光
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縄
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）
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各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

1

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
及
び

周
辺
領
域
の
概
念
整
理

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

1
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

周
辺
領
域
に
お
け
る

用
語
の
整
理

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。

　
最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

4



　
各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

1

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
及
び

周
辺
領
域
の
概
念
整
理

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

1
．サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び

周
辺
領
域
に
お
け
る

用
語
の
整
理

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。

　
最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
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各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

2
．用
語
の

登
場
時
期
と

使
用
頻
度

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1
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0

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。
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図 1 サステナブルツーリズム及び関連用語の検索状況（過去5年）1 Googleトレンドによる集計を元にJTBF作成

図 1 エシカルツーリズムとリジェネラティブツーリズムの検索状況（過去5年）2 Googleトレンドによる集計を元にJTBF作成
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最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

6



　
各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

2
．用
語
の

登
場
時
期
と

使
用
頻
度

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1
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0

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。
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図 1 サステナブルツーリズム及び関連用語の検索状況（過去5年）1 Googleトレンドによる集計を元にJTBF作成

図 1 エシカルツーリズムとリジェネラティブツーリズムの検索状況（過去5年）2 Googleトレンドによる集計を元にJTBF作成
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最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

第254号 August 20227



　
各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

4
．お
わ
り
に

3
．各
用
語
の
使
わ
れ
方

（
テ
キ
ス
ト

マ
イ
ニ
ン
グ
分
析
）

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。

　
最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

8



　
各
用
語
は
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
定
義
づ

け
ら
れ
る
以
前
よ
り
、
様
々
な
媒
体
・
用
途

で
使
用
を
さ
れ
て
き
て
お
り
、
あ
る
種
バ
ラ

バ
ラ
な
使
わ
れ
方
を
し
て
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
各
用
語
の
本
来
的
な
概
念
の
浸
透
及

び
関
連
の
取
組
の
推
進
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
定
義
の
設
定
に
は
一
定
の
方
向
付
け
を

行
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
定
義
前
よ
り
各
用
語
は
使
用
を
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
項
で
は
、
ど
の
時

点
か
ら
各
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
、
そ
し
て

一
定
の
認
知
度
を
得
て
き
た
の
か
を
整
理
し

た
い
。

　
ま
ず
、
図
1
‐
1
は
前
項
で
定
義
を
紹
介

し
た
各
用
語
に
つ
い
て
、G

o
o
gle

社
が
提

供
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
回
数
の
推

移
が
分
か
る
ツ
ー
ル
「G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド
」

を
用
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

G
o
o
gle

ト
レ
ン
ド
で
は
、
対
象
と
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
の
推
移
が
時
系
列
で

表
示
可
能
で
あ
る
が
、
対
象
期
間
中
の
最
高

値
を
1
0
0
と
し
た
検
索
総
数
の
相
対
値
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
検
索

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
は
異
な
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
期
間
中

の
検
索
総
数
の
ピ
ー
ク
が
最
も
高
か
っ
た

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
最
高
値
を

1
0
0
と
し
た
際
の
各
用
語
の
期
間
内
に

お
け
る
相
対
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
用
語
の
日
本
語
で
の
検
索
頻
度

で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、G

o
o
gle

ト

レ
ン
ド
で
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
英
語
で
の
検
索
状
況
を
元
に
し
て
い

る
他
、
集
計
方
式
が
現
在
と
同
じ
時
期
で

比
較
を
す
る
た
め
、
過
去
5
年
間
の
推
移

を
見
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
多
い
の
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
次
い

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
や
や

下
が
っ
て
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

相
対
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
低
い
の
が
エ
シ

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
多
い
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
概
ね

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
推
移
し
て
き
た

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
2
0
2
0
年
3

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
世
界
的

に
本
格
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
索
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
後

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
回
復
し
、
直
近
で
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
や
や
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
特
定
で
き
な
い

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
国
際
観
光
客
数
の
増
加
に

伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
発
生
の
問

題
を
受
け
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

な
視
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
旅
行
の
一

形
態
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
っ
た
ん
関
心
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
の
比
較
的

低
い
屋
外
で
の
旅
行
形
態
の
一
種
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因
の
一
部
と

し
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
対

象
期
間
中
は
概
ね
横
ば
い
で
検
索
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方

で
、
検
索
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対
的
に
低
か
っ

た
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
み
を
抜
き
出
し
た
グ

ラ
フ
が
図
1
‐
2
で
あ
る
。
直
近
の
急
上
昇

を
除
け
ば
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
5
年
前
か
ら
概
ね
同
頻
度
・
同
ボ

リ
ュ
ー
ム
程
度
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
検
出
が
ほ
ぼ
さ
れ
な
い
状
況
か
ら
主

に
2
0
2
0
年
の
下
半
期
以
降
に
検
索
の
頻

度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
・
用
語
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国
内（
日

本
語
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
で
の
使
用
状
況

に
つ
い
て
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
が
主
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
の
使
用
も
直
近
に
限

定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
各
用
語
の
使
用
度
合
・
頻
度
に
近

い
指
標
値
と
し
て
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
に

お
け
る
検
索
総
数
を
用
い
た
分
析
を
行
っ

た
が
、
こ
の
1
、
2
年
で
急
に
使
用
頻
度
が

高
ま
っ
た
用
語
は
例
外
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
各
用
語
は
主
に
1
9
8
0
年
代
以
降
、
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
て
お

り
、
よ
り
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
の
使
用
状
況

を
探
る
た
め
、
次
に「G

oogle S
cholar

」

を
元
に
し
た
分
析
を
行
っ
た
。G

oogle 

S
cholar

は
、G

oogle

社
が
提
供
す
る
論

文
検
索
サ
イ
ト
で
、
世
界
中
の
学
術
的
な

文
献
（
論
文
、
書
籍
、
要
約
等
）
を
検
索
・

閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
る
検
索
や
期
間
指
定
、
言
語
指
定
も
可

能
で
あ
る
一
方
で
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
論

文
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

ン
ト
委
員
会
）」
で
提
唱
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
の
概
念
を
背
景
に
、
2
0
0
4
年
に

U
N
W
T
O
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
地

タ
イ
プ
・
観
光
形
式
に
も
適
用
さ
れ
る
概
念

と
し
て
「
訪
問
客
、
業
界
、
環
境
お
よ
び
訪

問
客
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分
に

考
慮
す
る
観
光
」と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
そ
の
幅
広
い
概
念
ゆ
え

に
一
部
を
取
り
上
げ
た
使
い
方
を
さ
れ
る
こ

と
が
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
観
光
庁
に
お
い
て

も
同
定
義
が
採
用
さ
れ
、
広
義
か
つ
公
的
な

定
義
と
し
て
は
一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
る
言

葉
と
い
え
る
。

　
次
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、

U
N
W
T
O
で
は
「
持
続
可
能
で
非
侵
略
的

な
自
然
ベ
ー
ス
の
観
光
で
あ
り
、
主
に
自
然

に
関
し
て
直
接
学
ぶ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
で
非
消
費
主
義
的
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
恩
恵
、
規
模
の
面
で

地
域
志
向
で
あ
る
よ
う
に
倫
理
的
に
管
理
さ

れ
た
観
光
」
と
自
然
資
源
に
着
目
し
た
定
義

づ
け
を
し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は
、
環

境
省
が
「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
方
」
と

し
て
い
る
他
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

や
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
あ
り
方
で
も
、
資
源
面
と
し
て
の

歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
自
然
以
外
の
文
化
面
も
含
め
た
、
や
や

対
象
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
同
様
、
観
光
あ
る
い
は
持
続

可
能
性
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
90
年
代
以
前

よ
り
使
わ
れ
て
き
て
い
る
用
語
に
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
。
た
だ
、

同
語
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
、
公
的
に
、
一

義
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
て
は
い
な
い
。

な
お
、
そ
の
指
し
示
す
内
容
と
し
て
は
、

2
0
0
2
年
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
で
「
主

に
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
、
観
光
事
業
者
が

事
業
を
行
う
場
所
、
地
域
社
会
と
観
光
事
業

者
が
交
流
す
る
場
所
に
お
い
て
、
観
光
が
も

た
ら
す
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
最

大
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
責
任

あ
る
管
理
、
つ
ま
り
現
象
と
し
て
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
な
く
「
行
動
す
る
側
の
姿
勢
」
に

着
目
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　
一
方
、「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
近
年
に

な
っ
て
し
ば
し
ば
観
光
と
持
続
可
能
性
の
文

脈
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
用
語
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
同
様
、
公
的
、
一
義
的
に
定
義
が

定
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は

両
社
と
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基

本
的
な
概
念
と
し
て
の
環
境
、
社
会
、
経
済

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
へ
の

考
慮
と
い
っ
た
側
面
を
押
さ
え
つ
つ
、
旅
行

者
・
業
界
双
方
が
問
題
に
対
し
て
倫
理
的
に

「
行
動
・
対
処
」
す
る
際
の
「
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、
行
動
・
対
処
の
「
結
果
・
成
果
」

が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
の
抑
制
に
留
ま
ら

ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
生
み
出
す
ケ
ー

ス
に
対
し
て
の
「
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
形
で
、
文
脈
に
応
じ
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
も
限
定
的

な
場
面
・
側
面
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
最
後
に「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
。
同
語
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
団
体

（
A
T
T
A
）
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、

文
化
体
験
の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で

構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

加
え
て
、
望
ま
れ
る
形
態
と
し
て
「
資
源
活

用
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」
の
支
持
や
「
地

域
経
済
」
の
重
視
な
ど
の
考
え
方
が
付
加
的

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
点
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
部

分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
各
用
語
に
お
け
る
基
本
的
な
背

景
情
報
の
整
理
で
あ
る
。
次
項
以
降
で
は
、

少
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
各
用
語
の
時

系
列
で
の
使
用
状
況
の
変
化
や
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ
て
い
る

か
、
等
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（S

ustainable 

T
ourism

）は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
問
題
あ
る

い
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
配
慮
に
加
え
、
観
光

客
の
体
験
の
向
上
な
ど
、幅
広
い
内
容
を
カ
バ
ー

す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、1
9
8
0

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
世
界
的
な
環
境
の
質
の

改
善
と
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
喫
緊
の
課
題
解

決
に
お
け
る
概
念
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発

（S
ustainable D

evelopm
ent

）に
端
を
発

す
る
。
そ
の
た
め
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
同
様
に
非
常
に
幅
広

く
複
雑
な
概
念
を
包
含
し
て
お
り
、そ
の
意
味

や
使
い
方
に
関
す
る
解
釈
の
違
い
か
ら
、
様
々
な

定
義
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
注
目

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
庁
・

U
N
W
T
O
（
世
界
観
光
機
関
）
駐
日
事
務

所
に
よ
る
「（
日
本
版
）
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
2
0
年
6
月
）」
あ
る
い

は
G
S
T
C（
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
）

の
指
針
等
を
受
け
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
各
観
光
地
に
お
け
る
具
体

的
な
検
討
・
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
包
含
す
る
概
念
の
広
さ
ゆ
え
に
、
取
組

の
方
針
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
の
目
的
を
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
共
有
で
き
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
、

筆
者
の
元
に
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
何

に
（
か
ら
）
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
が
見
え
な
い
」「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
像
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
相
談
・
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

検
索
結
果
の
表
示
数
も
正
確
な
実
数
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
2
‐
1
が
対
象
期
間
を
約
30
年
と
し
て

集
計
し
た
結
果
（
対
象
言
語
：
す
べ
て
の
言

語
）
で
あ
る
が
、G

oogle

ト
レ
ン
ド
で
見

た
際
と
同
様
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多

く
、
次
い
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
同
程

度
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
相
対

的
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
や
や
先
行
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
増
加
し
て
い
る
が
、
主
に

2
0
1
0
年
代
以
降
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
増
加
率
が
高
ま

り
、
近
年
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
の
状
況
を
見
た
際
に
、G

o
o
gle

ト
レ

ン
ド
で
見
た
際
と
傾
向
が
異
な
る
の
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り
や
や
下
が
る
こ
と

と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
や
や
下
が
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、G

o
o
gle

ト
レ
ン
ド

で
は
旅
行
の
一
形
態
と
し
て
よ
り
一
般
目
線

あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
捉

え
て
検
索
が
さ
れ
て
お
り
、
一
方
の

G
o
o
gle S

ch
o
lar

で
は
よ
り
概
念
的
な
部

分
を
捉
え
て
論
文
や
書
籍
等
の
と
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
2
‐
2
は
検
索
の
対
象
言
語
を

日
本
語
に
限
定
し
た
場
合
の
グ
ラ
フ
で
あ

る
。
各
用
語
に
お
け
る
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
か
な
り
下
が
る
も
の
の
、
用
語
間
の
相
対

的
な
バ
ラ
ン
ス
は
概
ね
図
2
‐
1
と
同
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似

の
概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の

概
念
自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の

使
い
分
け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用

が
さ
れ
つ
つ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
概
ね
同
程

度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き

た
概
念
・
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て

も
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
使
用
場
面
が
よ
り

限
定
的
で
あ
っ
た
用
語
や
、
近
年
に
な
っ
て

新
た
な
概
念
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
登
場

し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
用
語
と
い
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

各
用
語
の
説
明
・
解
説
を
行
っ
て
い
る
サ
イ

ト
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
サ
イ
ト
（W

ikipedia

を
含
む
）の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
各
用
語
・

概
念
の「
定
義
」
と「
変
遷
」
を
含
む
複
数
の

サ
イ
ト
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
サ
イ

ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
表
現
し

た
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と
は
、
単
語
が

共
通
に
出
現
す
る
関
係
（
共
起
関
係
）
を
円

と
線
で
表
示
し
た
図
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

単
語
が
文
章
内
に
出
現
し
や
す
い
か
を
感

覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
円
の
大
き
さ
が
大
き
い
ほ

ど
、
サ
イ
ト
内
で
の
出
現
頻
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
図
3
‐
1
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
対
象
に
、
説
明
・
解
説
サ
イ
ト
か
ら
共

起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
上
：
英
語
サ
イ
ト
、下
：
日
本
語
サ
イ
ト
）。

英
語
サ
イ
ト
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見

る
と
、
多
く
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
幅
広
い
概
念
を
包
含
す
る
用

語
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
図
の
左

側
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
と
し

　
そ
こ
で
、「
観
光
文
化
」
の
今
号
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な
観
光
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
再
開
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
で
取
り
組

ま
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
て
き
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て

整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
提
示
（「
分
解
」
と

「
再
構
築
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」）
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
各
観
光
地
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
航
海
図
」
を

用
意
す
る
こ
と
に
、
各
識
者
の
力
を
借
り
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
そ
の
中
で
特
集
１
で
は
、
検
討
を
行
う
前

段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
国
内
外
双
方
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
う

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
関
連
の
深
い
類
似
の
概
念
と
し
て

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）
な
ど
い
く

つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
、
そ
の
比
較
の
中

で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
姿
を
よ
り

明
確
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
国
内
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
訳
と
し
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」

と
い
う
用
語
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
同
義
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
を

採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

あ
る
。
同
語
は
、
1
9
8
7
年
の
「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ

4
．お
わ
り
に

3
．各
用
語
の
使
わ
れ
方

（
テ
キ
ス
ト

マ
イ
ニ
ン
グ
分
析
）

サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1

て
、
社
会
、
経
済
、
環
境
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト

ム
ラ
イ
ン
や
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
影
響

（im
p
act

、effect

）
と
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
の
概
念
（b

en
efit

、n
egative

）
の
用

語
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
は

交
通
・
移
動
と
排
出
に
関
す
る
ワ
ー
ド
群
、

上
側
に
は
旅
行
者
と
人
数
に
係
る
ワ
ー
ド
群

な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
語
サ
イ
ト
の
方
の
共
起

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
見
て
み
る
と
、
キ
ー

ワ
ー
ド
群
自
体
の
数
が
少
な
く
、
英
語
サ
イ

ト
と
比
較
し
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
内
容
と
し
て
は
、
英
語
サ
イ

ト
と
同
様
の
概
念
・
定
義
に
近
い
ワ
ー
ド
群

が
存
在
し
、
英
語
サ
イ
ト
に
お
け
る
社
会
、

経
済
、
環
境
に
対
応
す
る
ワ
ー
ド
と
し
て
、

地
域
、
文
化
、
伝
統
、
環
境
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
済
に
つ
い
て
は
雇
用
と
合
わ
せ
て

別
の
ワ
ー
ド
群
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

左
側
の
ワ
ー
ド
群
と
し
て
、
国
際
認
証
、
基

準
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
群
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
取
組
」
と
い
っ

た
ワ
ー
ド
と
同
じ
群
の
中
で
登
場
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
図
3
‐
2
は
、同
様
に
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
シ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
・
解
説
す
る
サ
イ
ト（
英

語
、
日
本
語
）
か
ら
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
英
語
サ

イ
ト
・
日
本
語
サ
イ
ト
い
ず
れ
で
も
自
然
資

源
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
文
化
、
住
民
、
経

済
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

広
い
概
念
で
持
続
可
能
性
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
サ
イ
ト
で
は
「
環
境
省
」

が
「
推
進
」
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
に
入
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
、「travel

」「industry

」「
商
品
」

「
ツ
ア
ー
」と
い
う
形
で
旅
行
形
態
と
し
て
の

捉
え
方
が
強
い
面
が
あ
り
、
エ
シ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
に「tourist

」

「people

」「
旅
」「
楽
し
む
」「
旅
行
」「
ス
ポ
ッ

ト
」な
ど
、
旅
行
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
雑
駁
に
で
は
あ
る
が
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
周
辺
領
域
に
お

け
る
用
語
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
長
年

に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
る
中
で
一
定
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
た
用
語
が
あ
る
一
方
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
概
念
・
考

え
方
は
広
が
り
つ
つ
も
、
定
義
と
し
て
は
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
。
用
語
に

よ
っ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
国
内

と
海
外
で
や
や
着
目
さ
れ
る
側
面
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
中
で
新
た
な

言
葉
も
登
場
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
通
底
す
る
概
念
と
し
て
持
続
可

能
な
開
発（
特
に
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）

の
存
在
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
。

　
そ
の
あ
た
り
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
で

は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
。
以
降
、
特
集
2
、

3
、
4
で
、
国
内
全
体
及
び
北
海
層
、
沖
縄
・

奄
美
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
取
組
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
た
上
で
、
特
集
5

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念

の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
て
行
き

た
い
。

　
最
後
に
、
各
用
語
の
使
わ
れ
方
、
ど
の

よ
う
な
文
脈
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
わ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
を

見
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
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図 3 サステナブルツーリズムの使われ方（英語／日本語）1

Subgraph

Frequency

英語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18

75

50

25

Subgraph

Frequency

日本語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10

150

200

100

50

COVID-19

pandemic

development place we

system

reduce

tourist

number

large industry

convention

more[Adv]

more[Adj]

use[Noun]

local[Adj]

need[Verb]

other

business

program research

include

management

location

job

create

product

many

sustainability culture

promote

stakeholder

organization
DEVELOPMENT

Sustainable

-Isb-_NN

SDG

country

develop

sector
growth

economic

benefit

impact

negative

effect

social

well as

issue

environmental world
conservation

improve

experience

natural

environment
responsible

tourism

community

study

resource

take
travel

transportation
account

emission

percent

global

goal

practice

infrastructure

使用

削減

紹介事例

取組

ゴール
関連

係る
組織

運営

JNTO

推進

持続可能な観光

サステナブル
ツーリズム

施設

宿泊

提供

関係

国内

情報

海外 発信

魅力

雇用

経済

労働
再掲

年

国際

基準

認証

受ける

取り組み
サステナブル
ツーリズム

可能

目標
開発

活用

持続

配慮

環境

地域

保全活動

客

住民
活性

文化

伝統
観光

10



サステナブルツーリズム及び周辺領域の概念整理1

公開資料を元にJTBF作成

公開資料を元にJTBF作成

公開資料を元にJTBF作成

図 3 各用語の使われ方2

Subgraph

Frequency

エコツーリズム

レスポンシブルツーリズム

エシカルツーリズム

日本語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

250

200

150

100

50

Subgraph

Frequency

英語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

50

40

30

20

10

Subgraph

Frequency

日本語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

150

100

50

Subgraph

Frequency

英語

01
02
03
04
05
06
07

30

20

10

Subgraph

Frequency

日本語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10

60

40

20

Subgraph

Frequency

英語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

100

75

50

25

12
13

sustainable Tourism

form make

region

economy

tourist

use
example

its

when

other

more

company

site government

industry
not

provide

which
help

also

local
culture

community

who

area

natural

environment

negative

impact

effect

include

management

environmental

protection

resource

park

wildlife

protect
often

indigenous

people

benefit

economic

land

profit development

many

increase[Verb]

that

conservation

tourism
可能

持続

生態

目的

エコ
ツアー

体験

実施

問題

課題以降
発展

経済

施設

目指す

年代

屋久島

遺産世界

図
客

海外

増加

開発

ボホール

出典

年

協会

日本

歴史

文化 地域
自然

旅行

保全 環境

観光

資源

保護

振興

配慮

住む 宿泊 認定

暮らし
SDGs

人々

目標

推進

エコ
ツーリズム

環境省

so

make

positive

impact

when my

money
ensure

few

industry

where

place
visit

take

community

environment
sand

do

way
know

VIENGVANGpart

responsible

not

life

destination

people

local

travel[Noun]

other[Noun]

travel[Verb]

other[Adj]

tourism

sustainable

more[Adj]

more[Adv]

traveller

social
environmental

cultural

I

you

we

what

responsibly

responsible_tourism

become
so

beachleave

thing

as

also

different

KASBAH

many

取り組む
ハワイ多い

顧客

考え方

行動

客
日本

年

月

問題

事業

動物

商品

体験
受ける

ツアー
影響

配慮

旅行

環境 意識

保護

自然

文化
ツーリズム

責任ある観光
レスポンシブル

住民

行う ゲット
ユアガイド

レスポンシブルツーリズム

可能持続

社会

経済

例

人

コロナ

考える

保全

取り組み

生活

感染

観光

地域

関係

使う 地元

伝統

地域

守る

プロジェクト企業

エシカルツーリズム

西表島

環境
社会

持つ

マイ

思う

今回

文化

魅力

紹介

グルメ

美味しい

場所訪れる

景色
美しい

宿泊

交通

客

世界

考える
旅行

地球

エシカル旅

楽しむ

観光

島根
出雲

スポット

一休

KYOTOGOOD

HOTEL

.com

NATURE

x｛2661｝

x｛2669｝

Us
IRIOMOTE

tourism

operator

tour

also

travel

slow

base

term

involve
activity include

stakeholder

other
industry

which such
tourist

ethical

what
WorldTOURISM

responsible

sustaina ble
negative

economy
impact

positive

environment
society

live

who

when
we way

problem
many

however

not

do
you then

thing

good
here

criticism

want

behaviour

_ [Noun]
_ [Verb]

issuepromote

organisation

develop

concept

too
often

how
plastic

avoid

use code
work

farm

formcultural experience
Ecotourism

year recent become

rural
area

learn
now

people
more

make
money

order

need

volunteer

know

water

mean
leave

business

公開資料を元にJTBF作成

公開資料を元にJTBF作成

図 3 サステナブルツーリズムの使われ方（英語／日本語）1

Subgraph

Frequency

英語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18

75

50

25

Subgraph

Frequency

日本語

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10

150

200

100

50

COVID-19

pandemic

development place we

system

reduce

tourist

number

large industry

convention

more[Adv]

more[Adj]

use[Noun]

local[Adj]

need[Verb]

other

business

program research

include

management

location

job

create

product

many

sustainability culture

promote

stakeholder

organization
DEVELOPMENT

Sustainable

-Isb-_NN

SDG

country

develop

sector
growth

economic

benefit

impact

negative

effect

social

well as

issue

environmental world
conservation

improve

experience

natural

environment
responsible

tourism

community

study

resource

take
travel

transportation
account

emission

percent

global

goal

practice

infrastructure

使用

削減

紹介事例

取組

ゴール
関連

係る
組織

運営

JNTO

推進

持続可能な観光

サステナブル
ツーリズム

施設

宿泊

提供

関係

国内

情報

海外 発信

魅力

雇用

経済

労働
再掲

年

国際

基準

認証

受ける

取り組み
サステナブル
ツーリズム

可能

目標
開発

活用

持続

配慮

環境

地域

保全活動

客

住民
活性

文化

伝統
観光

第254号 August 202211



国
内
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光
の

到
達
点
と
課
題

2

1
9
6
8
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
1
9
9
3
年
東
京
工
業
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
工
学
）。
筑
波
大
学
講
師
な

ど
を
経
て
、
2
0
0
8
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
観
光
交
通
計
画
、

観
光
行
動
分
析
。
I
C
T
を
活
用
し
た
訪
日
外
国
人
動
態
調
査

検
討
会
委
員
、
持
続
可
能
な
観
光
指
標
に
関
す
る
検
討
会
委
員
、

日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
観
光

庁
）、
A
P
T
E
C
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
、
日
本
観
光
振

興
協
会
客
員
研
究
員
等
を
務
め
る
。

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科
・
教
授

古
屋
秀
樹（
ふ
る
や
・
ひ
で
き
）

D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則

（P
R
I

：P
rin
cip
les fo

r R
esp
o
n
sib
le 

In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。

　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準

（G
S
T
C
‐
D

：G
lo
b
a
l S
u
sta
in
a
b
le
 

図 1 世界の観光に関連した部門別二酸化炭素排出量5

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2

12



国
内
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光
の

到
達
点
と
課
題

2

1
9
6
8
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
1
9
9
3
年
東
京
工
業
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
工
学
）。
筑
波
大
学
講
師
な

ど
を
経
て
、
2
0
0
8
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
観
光
交
通
計
画
、

観
光
行
動
分
析
。
I
C
T
を
活
用
し
た
訪
日
外
国
人
動
態
調
査

検
討
会
委
員
、
持
続
可
能
な
観
光
指
標
に
関
す
る
検
討
会
委
員
、

日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
観
光

庁
）、
A
P
T
E
C
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
、
日
本
観
光
振

興
協
会
客
員
研
究
員
等
を
務
め
る
。

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科
・
教
授

古
屋
秀
樹（
ふ
る
や
・
ひ
で
き
）

D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則

（P
R
I

：P
rin
cip
les fo

r R
esp
o
n
sib
le 

In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。

　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準

（G
S
T
C
‐
D

：G
lo
b
a
l S
u
sta
in
a
b
le
 

図 1 世界の観光に関連した部門別二酸化炭素排出量5

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2
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D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則

（P
R
I

：P
rin
cip
les fo

r R
esp
o
n
sib
le 

In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。

　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準
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表 1「A1 デスティネーション・マネジメント（観光地経営）戦略と実行計画」の評価（沖縄県）　

図 2 JSTS-Dにおける指標導入のステップ6

①観光計画等に「日
本版持続可能な観
光ガイドライン
（JSTS-D）」に取組
むことを明記してい
ること

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
■現在準備中である 
□ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

第６次沖縄県観光振興基本計
画の「第６章基本施策」におい
て明記するとともに、各施策の
項目に指標番号を挿入する予
定。

計画案 既に指標を用いたモニタリング
（アウトカム評価）が沖縄では
実施されている。 
そのため、地域のあるべき姿
（目標）との関係を明示しなが
ら、持続可能性を計画に明確
にビルトインすることが望まし
い。

④観光計画等は、ス
テークホルダー（地
域住民を含む）の参
加によって策定して
いること

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

各観光団体関係者等を集め、
アドバイザリー会議を開催す
ることでステークホルダーの意
見を集約している。

「アドバイザリー
会議委員名簿」

「アドバイザリー会議委員名
簿」観光計画等の策定におけ
るステークホルダーの参加に
ついては、会議以外にも、パブ
リックコメントなどの書面での
意見聴取の手段も対象となる。 
また、会議やパブリックコメント
などの機会が、ステークホルダ
ーに対していかに周知されてい
るかが評価のポイントとなる。

なし ⑤観光計画等に関
連する取組みの結
果を公表しているこ
と

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
■現在準備中である 
□ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

令和３年度に県民に対して意
見募集を行う予定。 

取組結果の公表にあたっては、
地域の将来像との関係を明示
していただきたい。

③観光計画等は、定
期的な見直し（少な
くとも５年ごと）及び
一般公表をしている
こと

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

10年計画を策定し、５年ごと
に見直しを行っている。現行の
第５次沖縄県観光振興基本計
画については、平成23年度に
策定し、平成28年度に改定し
ている。 
第６次沖縄県観光振興基本計
画では、各施策に成果指標を
設定し、毎年度モニタリングを
実施した上で、成果指標達成
に向け、次年度以降の施策に
反映することを検討している。

「第５次沖縄県
観光振興基本計
画改定版（平成
29年３月）」Ｐ66

定期的なモニタリングをどのよ
うに見直しに反映しようとして
いるのか、また５年で十分なの
か、検討されるとなお良い（関
係主体の合意形成が効果的に
進んでいれば問題ない）。

②観光計画等は、複
数年の計画であるこ
と

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

現行の第５次沖縄県観光振興
基本計画で10年計画となって
おり、現在第６次計画を策定
中。

「第５次沖縄県
観光振興基本計
画改定版（平成
29年３月）」Ｐ２

項目 取組みの状況 取組みの内容

データ
（参考資料や
データ名とURL） アドバイザーのコメント

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2

①
実
施
主
体
で
意
識
を
高
め
る

④
役
割
と
責
任
の
確
立

⑤
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
-D
）」各
項
目
に
基
づ
く
デ
ー
タ
の

収
集
・
記
録
、
取
組
の
実
施

⑥
結
果
の
分
析

⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善

②
観
光
地（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）と
し
て
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成

③
関
係
者
間（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）に
お
け
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
W
G
）の
形
成
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D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則
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In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。

　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準

（G
S
T
C
‐
D

：G
lo
b
a
l S
u
sta
in
a
b
le
 

表 1「A1 デスティネーション・マネジメント（観光地経営）戦略と実行計画」の評価（沖縄県）　

図 2 JSTS-Dにおける指標導入のステップ6

①観光計画等に「日
本版持続可能な観
光ガイドライン
（JSTS-D）」に取組
むことを明記してい
ること

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
■現在準備中である 
□ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

第６次沖縄県観光振興基本計
画の「第６章基本施策」におい
て明記するとともに、各施策の
項目に指標番号を挿入する予
定。

計画案 既に指標を用いたモニタリング
（アウトカム評価）が沖縄では
実施されている。 
そのため、地域のあるべき姿
（目標）との関係を明示しなが
ら、持続可能性を計画に明確
にビルトインすることが望まし
い。

④観光計画等は、ス
テークホルダー（地
域住民を含む）の参
加によって策定して
いること

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

各観光団体関係者等を集め、
アドバイザリー会議を開催す
ることでステークホルダーの意
見を集約している。

「アドバイザリー
会議委員名簿」

「アドバイザリー会議委員名
簿」観光計画等の策定におけ
るステークホルダーの参加に
ついては、会議以外にも、パブ
リックコメントなどの書面での
意見聴取の手段も対象となる。 
また、会議やパブリックコメント
などの機会が、ステークホルダ
ーに対していかに周知されてい
るかが評価のポイントとなる。

なし ⑤観光計画等に関
連する取組みの結
果を公表しているこ
と

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
■現在準備中である 
□ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

令和３年度に県民に対して意
見募集を行う予定。 

取組結果の公表にあたっては、
地域の将来像との関係を明示
していただきたい。

③観光計画等は、定
期的な見直し（少な
くとも５年ごと）及び
一般公表をしている
こと

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

10年計画を策定し、５年ごと
に見直しを行っている。現行の
第５次沖縄県観光振興基本計
画については、平成23年度に
策定し、平成28年度に改定し
ている。 
第６次沖縄県観光振興基本計
画では、各施策に成果指標を
設定し、毎年度モニタリングを
実施した上で、成果指標達成
に向け、次年度以降の施策に
反映することを検討している。

「第５次沖縄県
観光振興基本計
画改定版（平成
29年３月）」Ｐ66

定期的なモニタリングをどのよ
うに見直しに反映しようとして
いるのか、また５年で十分なの
か、検討されるとなお良い（関
係主体の合意形成が効果的に
進んでいれば問題ない）。

②観光計画等は、複
数年の計画であるこ
と

□ない/いいえ 
□今後準備する予定である
□現在準備中である 
■ある/はい
□更新しながら適切に実施
している

現行の第５次沖縄県観光振興
基本計画で10年計画となって
おり、現在第６次計画を策定
中。

「第５次沖縄県
観光振興基本計
画改定版（平成
29年３月）」Ｐ２

項目 取組みの状況 取組みの内容

データ
（参考資料や
データ名とURL） アドバイザーのコメント

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2

①
実
施
主
体
で
意
識
を
高
め
る

④
役
割
と
責
任
の
確
立

⑤
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
-D
）」各
項
目
に
基
づ
く
デ
ー
タ
の

収
集
・
記
録
、
取
組
の
実
施

⑥
結
果
の
分
析

⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善

②
観
光
地（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）と
し
て
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成

③
関
係
者
間（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）に
お
け
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
W
G
）の
形
成
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D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則

（P
R
I

：P
rin
cip
les fo

r R
esp
o
n
sib
le 

In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。
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　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準

（G
S
T
C
‐
D

：G
lo
b
a
l S
u
sta
in
a
b
le
 

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2

10

11

12

13

14

15

16

 

16



D
．
環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
計
画

や
規
制
等
が
あ
る
こ
と
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
目
標
を
公

表
し
、
促
進
し
て
い
る
こ
と
。

 

　ま
た
、7
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
導
入
ス
テ
ッ

プ
を
図
2
に
示
す
。
E
T
I
S
導
入
地
域
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
7
で
は
、
そ
の
運
用

に
お
け
る
課
題
点
と
し
て
、
関
係
主
体
へ
の
働

き
か
け
、
関
係
主
体
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
、
関

係
主
体
と
の
信
頼
感
醸
成
が
指
摘
さ
れ
る
た

め
、⑤
取
組
の
実
施
に
先
立
っ
て
、③
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
形
成
、
な
ら
び
に
④
役
割
と
責

任
の
確
立
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、E
T
I
S
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン・カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
で
は
複
数
観
光
地
で
の
持
続
可
能
性
レ

ベ
ル
を
比
較
し
て
い
る
8

が
、
指
標
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
自
体
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
以
降
の

取
組
み
へ
落
と
し
込
む
の
か
、
政
策
立
案
に
向

け
た
活
用
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
、
J
S
T
S
‐
D
を
導
入
、
実
施
す
れ
ば

自
動
的
に「
持
続
可
能
な
観
光
地
」が
形
成
さ
れ

る
わ
け
で
な
く
、
関
係
主
体
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
実
施
と
そ
れ
に
よ

る
効
果
と
そ
の
帰
着
先
の
把
握
を
含
む

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
が
重
要
と
言
え
る
。

と
し
て「
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
に
向
け

て
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

「
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
利
益
や
旅
行
者
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
資
源
・
環
境
に
対
す

る
利
益
の
最
大
化
、
悪
影
響
の
最
小
化
な
ど

に
よ
り
『
持
続
可
能
な
観
光
先
進
国
』
を
実
現

し
て
い
く
」
中
で
、
代
表
的
な
観
光
地
に
お
い

て
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
対
策
等
に
関
す
る
モ

デ
ル
事
業
の
横
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）が
多
面
的
な
現
状
把
握
の
結
果
に

基
づ
き
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
を
行
え
る

よ
う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
持
続
可
能

な
観
光
指
標
」
を
開
発
・
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
光
指
標
と
は
、

観
光
客
の
入
込
人
数
等
の
経
済
的
な
側
面
の

み
な
ら
ず
、
観
光
地
の
運
営
に
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
、
地
域
の
自
然
や

文
化
的
資
源
の
保
護
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
環
境
、
住
民
な

ど
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
も
の
と
し
て
い
る
。

　以
上
の
経
緯
か
ら
、
G
S
T
C
‐
D
に
準

拠
し
た
「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）6
」
が
観
光
庁
な

ら
び
に
U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
に
よ
っ
て

策
定
さ
れ
た
（
2
0
2
0
年
6
月
）。
地
方

自
治
体
等
が
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、
多
面
的
に
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

と
、
J
S
T
S
‐
D
で
は
先
進
国
で
あ
る
日
本

で
の
評
価
に
な
じ
ま
な
い
、
当
然
ク
リ
ア
で
き

る
項
目
を
除
外
す
る
一
方
、
経
済
効
果
分
析
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
受
入
環
境
整
備
、
災

害
に
関
連
す
る
危
機
管
理
部
分
の
項
目
が
き

め
細
か
く
設
定
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

A
．
持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
現
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
・
取
組
み
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

●
リ
ス
ク
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

地
域
内
で
情
報
を
共
有
し
、
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

B
．社
会
経
済
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
経
済
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

●
地
域
の
観
光
事
業
者
に
よ
る
農
産

物
等
の
地
域
特
産
物
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
推
奨
す
る
取

組
み
が
あ
る
こ
と
。

C
．
文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

●
文
化
資
産
の
修
復
や
保
全
の
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

●
文
化
的
な
場
所
や
そ
の
周
辺
で
、

観
光
に
よ
る
負
荷
に
関
す
る
取
組

み
が
あ
る
こ
と
。

入
が
み
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
背
景
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
調
達
か
ら
み
た
地
政
学
的
要
因

に
加
え
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
問
題
と
そ
れ

に
伴
う
難
民
問
題
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
や
環
境
面
を
単
独
で
捉
え
る
の
み

な
ら
ず
、
経
済
、
社
会
的
な
裏
付
け
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

前
述
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
（
2
0
1
5
年
）
に

お
け
る
「
開
発
資
金
に
関
す
る
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
行
動
目
標
」
の
合
意
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
の
流
れ
と
政

策
を
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
優
先
事
項

と
整
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル

な
枠
組
み
で
あ
り
、
国
連
の
コ
フ
ィ
ー
・
ア

ナ
ン
事
務
総
長
（
2
0
0
6
年
）
が
金
融
業

界
に
対
し
て
提
唱
し
た
責
任
投
資
原
則

（P
R
I

：P
rin
cip
les fo

r R
esp
o
n
sib
le 

In
vestm

en
t

）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、経
済
的
、社
会
的
、

環
境
的
な
判
断
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
開

発
資
金
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　環
境
と
経
済
と
の
関
連
性
を
担
保
す
る
動

き
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
予
算
策
定

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
導
入

（
6
つ
の
環
境
目
標
に
関
し
て
、
予
算
の
す

べ
て
の
影
響
を
リ
ス
ト
化
す
る
も
の
） 

や

「
気
候
変
動
対
策
・
気
候
変
動
適
応
・
生
物

多
様
性
保
護
・
公
害
対
策
の
た
め
の
未
来
の

投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る

グ
リ
ー
ン
国
債
の
導
入
事
例
と
し
て
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
E
U
で
は
、
企
業
の
経
済
活

動
が
地
球
環
境
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
グ
リ
ー
ン
な
投
資
を

促
す
E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
試
行
さ
れ
て
い

る
。
従
業
員
5
0
0
人
以
上
の
大
企
業
等
が

対
象
で
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
に
適
合
し
た

経
済
活
動
の
割
合
の
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
に
関
す
る
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
環
境
、
経
済
を
含
め
た
3
視
点
を

包
含
し
た
も
の
と
い
え
る
。

５
．
ま
と
め

　本
稿
で
は
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
組
み

の
国
際
的
な
潮
流
、
な
ら
び
に
日
本
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）
の
策
定
の
経

緯
及
び
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
課

題
と
し
て
多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み
、

な
ら
び
に
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保
の
2
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
で
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の
観
点
か

ら
観
光
に
よ
る
影
響
と
そ
の
帰
着
先
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
そ
の
推
進
自
体
が
自
律
的
に

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
が
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　地
球
温
暖
化
の
観
点
か
ら
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
るT

ip
p
in
g p
o
in
t

（
転
換
点
）
が

近
づ
く
現
在
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
観
点
か
ら〝
環
境
・
将
来
〞が
重
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の〝
経
済
・
現
状
〞を
判
断
基

準
と
す
る
社
会
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

を
伴
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

〝P
red
ict an

d
 P
ro
vid
e

〞（
予
測
に
も
と

づ
い
て
施
設
・
シ
ス
テ
ム
を
供
給
・
整
備
）

に
代
わ
っ
て〝V

isio
n
 an
d
 V
alid
atio
n

〞

（
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
振
り
返
っ
て
現
在
す
べ
き

こ
と
を
考
え
る
方
法
）
と
い
う
〝B

ack 

castin
g

〞が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。
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　さ
て
、
J
S
T
S
‐
D
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
5
地
区
で
の

モ
デ
ル
事
業
（
2
0
2
0
年
度
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
9

。
事
業
で
は
、
G
S
T
C
公
認

の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
有
識
者
の
派

遣
と
と
も
に
、
J
S
T
S
‐
D
各
項
目
へ
の

取
組
状
況
等
を
記
載
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
状
の
取
組
み
と
今
後

の
課
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
表
1
は
、
沖
縄

県
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、
取
組
み
が
十
分
で

な
い
領
域
の
確
認
や
取
組
み
に
よ
る
効
果
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
経
年
比
較
な
ど
⑥
結
果
の
分

析
、⑦
継
続
的
な
開
発
・
改
善
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　な
お
、
2
0
2
2
年
度
も
、
観
光
庁
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
」
実
現
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
形
成
へ
の
取
組
み
の
ほ

か
、
観
光
を
実
践
す
る
地
域
人
材
の
育
成
・

創
出
な
ら
び
に
持
続
可
能
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
地
域
の
事
業
者
群
へ
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
S
T
S
‐
D
の

活
用
の
狙
い
で
あ
る
が
、
地
域
の
現
状
理
解

を
行
う
た
め
の
自
己
分
析
ツ
ー
ル
、
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
通
認
識
を
醸
成
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

加
え
て
、
地
域
の
取
組
み
に
箔
を
付
け
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
外
部
の
認
証
団
体
か

ら
優
秀
な
取
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例

も
み
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
運
輸
省（
当
時
）の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
総
合
的

調
査
機
関
と
し
て
の
流
れ
を
く
む
運
輸
総
合

研
究
所
に
お
い
て「
観
光
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
地
域
経
営
の
手
引
き
」が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た（
2
0
2
2
年
3
月
）。
こ
れ
は
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
図
っ
て
い
く
上
で
観

光
分
野
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
や
、
取
組

み
の
進
め
方
に
関
す
る
手
順
・
ス
テ
ッ
プ
を

示
し
た
も
の
で
、
J
S
T
S
‐
D
利
用
の
一
助

と
な
る
。ま
た
、J
I
C
A
と
U
N
W
T
O
は
、

S
D
G
s
実
現
に
対
す
る
観
光
の
寄
与
を
評

価
す
る
た
め
に
、
観
光
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ベ
ー
ス
の
指
標
を
開
発
す
る
共
同
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
国
際
貢
献
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
今
後
に
向
け
た
課
題

　河
川
整
備
の
話
に
な
る
が
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
な
ど
か
ら
河
川
の
堤
防
高
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
対
策
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
分
野
で
も
「
持

続
可
能
性
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
観
光
に
向

け
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
と
経
済
的
な
裏
付
け
の
確
保

の
2
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

4
・
1 

多
様
な
関
係
主
体
の
巻
き
込
み

　各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で

は
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
予
測
・
想
定
し
づ

ら
く
、
担
当
者
自
身
が
効
力
感
を
得
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
声
を
よ
く
聞
く
。
文
献
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
釜
石
、
白
川
郷
で
は
様
々
な

効
果
が
生
じ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
な
い
地
域
も
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情
に
基
づ

い
た
適
切
な
目
標
設
定
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
構
築
と
関
係
主
体
間
の
合

意
に
よ
る
社
会
へ
の
実
装
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
都
市
で

は
、
事
業
に
よ
る
効
果
を
あ
ら
か
じ
め
推
定

し
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
に
十
分
か
、

P
C
を
用
い
た
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

多
様
な
主
体
に
よ
る
評
価
、
合
意
を
試
行
す

る
シ
リ
ア
ス
ゲ
ー
ム
の
適
用
例
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
観
光
事
業
に
よ
る
影
響
の
波
及

プ
ロ
セ
ス
を
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
で
示
し
た
研

究
も
あ
り
、
事
業
効
果
の
見
え
る
化
に
留

ま
ら
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
合
意
形

成
に
資
す
る
試
み
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
関
係
主
体
は
、
交
通

･
観
光
･
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
、

D
M
O
･
行
政
、
環
境
団
体
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
公
共
財
で
あ
る
地
域
空
間
を
対
象
と

す
る
た
め
、
受
益
と
負
担
を
考
慮
し
た
適
切

な
合
意
形
成
、
関
係
主
体
へ
の
説
明
責
任
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
・
2 

経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
持
続

可
能
性
の
確
立

　フ
ラ
ン
ス
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
2
0
3
0
年
ま
で
に
1
9
9
0
年
比
で
40

%
以
上
削
減
す
る
目
標
を
明
示
し
た
「
気
候

変
動
対
策
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
法
」
が
成

立
（
2
0
2
1
年
7
月
）
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
伴
っ
て
夜
行
列
車
や
料
金
も
速
度
も

抑
え
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
コ
ス
ト
長
距
離
列
車

「O
U
IG
O
 C
lassic S

p
eed

」
が
登
場
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航

空
で
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
「A

ir F
ran
ce H

o
rizo
n
 2
0
3
0

」
に

基
づ
き
、
鉄
道
に
よ
っ
て
2
時
間
半
以
内
で

移
動
可
能
な
国
内
航
空
路
線
を
廃
止
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
鉄
（
S
N
C
F
）
が
運
行
す
る

T
G
V
と
連
絡
す
る
「T

rain
 +
 A
ir

」の
導

T
ourism

 C
riteria for D

estination

）
が

策
定
さ
れ
る（
2
0
1
3
年
）。
こ
れ
は
「
い
か

に
行
う
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
達
成
し
て
い

る
か
」で
は
な
く
「
何
を
行
う
べ
き
か
」
を
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
言
え
る
。
同
年
、
E
U

に
よ
っ
て
も
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
の
た

め
の
欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム（E

T
IS

：

E
u
ro
p
e
a
n
 T
o
u
rism

 In
d
ica
to
rs 

S
y
s
te
m
 fo
r th

e
 S
u
s
ta
in
a
b
le
 

M
an
agem

en
t of D

estin
ation

s

）が
開

発
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
の
実
態
や
施
策

に
よ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標
と
い
え
る
。

　一
方
、
混
雑
を
中
心
と
し
た
観
光
に
起
因

す
る
問
題
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
。
例

え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
数
多
く
の
旅
行

者
の
流
入
に
よ
っ
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー「B

ye 

B
ye B

arcelon
a

」の
制
作（
2
0
1
4
年
）、

欧
州
債
務
危
機
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
国
立
美
術
館
な

ど
の
改
装
と
合
わ
せ
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
に
よ
る
旅
行
者
の
増
加
、
ベ
ネ

チ
ア
市
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
対
す
る

「P
ro
ject o

f territorial go
vern

an
ce 

of tou
rism

 in
 V
en
ice

」の
取
り
ま
と
め

（
2
0
1
7
年
）な
ど
が
見
ら
れ
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
中
で
、
国
連
は
2
0
1
7
年
を「
開
発
の

た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」と
定
め
、

U
N
W
T
O
の
主
導
で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
1
つ
と
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（IN

S
T
O

：

T
h
e
 U
N
W
T
O
 In
te
r
n
a
tio
n
a
l 

N
etw
o
rk
 o
f S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

 

O
bservatories

）の
推
進
が
あ
る
。I
N
S
T
O

で
は
、「
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、改
善
で
き
な
い
」

と
い
う
思
想
で
、い
ず
れ
か
の
指
標
に
よ
る
地

域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ど
観
光
地
域
経
営
に
関
す

る
情
報
共
有
を
進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

わ
れ
た
。

　さ
て
、
2
0
1
5
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
は「
我
々
の

世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
、
人

間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

：S
u
stain

ab
le D
evelo

p
m
en
t 

G
oals

）の
ほ
か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
府

や
民
間
セ
ク
タ
ー
、
市
民
社
会
、
国
連
機
関
、

そ
の
他
の
主
体
ご
と
の
役
割
や
予
算
、
説
明
責

任
に
言
及
し
て
い
る
3
。
そ
れ
と
関
連
し
て「
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定（
国
際
的
枠
組

み
）」も
同
時
に
合
意
さ
れ
、
産
業
革
命
前
か
ら

の
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
度
未
満
」に

抑
え
、
さ
ら
に
平
均
気
温
上
昇「
1
・
5
度
」を

目
指
す
と
し
て
い
る
。地
球
温
暖
化
の
抑
制
は
、

S
D
G
s
に
取
組
む
理
由
、
目
的
の
大
き
な
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
に
お
け
る
気

候
変
動
対
策
に
関
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

（
2
0
2
1
年
）で
は
、
今
後
10
年
間
で
観
光
部

門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
半
減
さ
せ
、

2
0
5
0
年
ま
で
に「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」達
成
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
締
約
団

体
は
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
計
画
を
署
名

後
12
か
月
以
内
に
策
定
・
更
新
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
順
次
、
取
組
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り4
、
気
候

（
2
0
0
5
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
25
・
4
%
）の

目
標
に
向
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
で
の
持
続
可
能
な
観
光

へ
の
取
組
み
を
概
観
す
る
。

　2
0
1
7
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
19
％
増
の
2
8
6
9
万
人
、
消
費
額

は
前
年
比
18
％
増
の
4
兆
4
1
6
2
億
円
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た（
当
時
）。

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
一
部
の
観
光
地

に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境
な
ど
に
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
さ
れ
、
観
光
庁
に

設
置
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」

（
2
0
1
8
年
6
月
）は
翌
年
、
検
討
の
成
果

１
．
は
じ
め
に

　コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
訪
日
外
客
数
は

3
0
0
0
万
人
を
超
え
、
旅
行
者
の
消
費
に

よ
る
経
済
効
果
発
現
の
一
方
で
、
旅
行
者
に

よ
る
混
雑
や
マ
ナ
ー
問
題
に
よ
る
社
会
や
、

生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
環
境
へ
の
負
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
観
光
需
要
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
観
光
産
業
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
観
光
に
よ
る
功
罪
に
改
め
て
向
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
の
実
現
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
志
向
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

　2
0
2
2
年
6
月
、
米
国
・
商
務
省
は
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行
者
数
を
年

間
9
0
0
0
万
人
と
す
る「
旅
行
・
観
光
戦
略
」

を
発
表
し
、
2
0
1
9
年
の
約
8
0
0
0
万

人
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
行
者
の
利

便
性
向
上
や
魅
力
発
信
、
旅
行
分
野
で
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
力
を
入
れ
る
1

。
国
際
観
光

に
お
け
る
競
争
の
激
化
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、

本
稿
で
は
G
S
T
C（G

lobal S
ustainable 

T
ourism

 C
ouncil

）を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
観
光
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
と
、
そ
の
流

れ
を
汲
ん
で
策
定
さ
れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（JS

T
S‐
D

：Japan
 

S
ustain

able T
ourism

 S
tan
dard

 for 

D
estinations

）の
策
定
経
緯
及
び
内
容
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
経
て
動
き
出
し
た
国
内
各

地
の
動
向
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

２
．「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
の
流
れ

2
・
1 

国
際
的
な
取
組
み

　国
際
機
関
に
お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
」

へ
の
取
組
み
2

を
み
る
と
、
国
連
に
よ
る「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
お
け

る
持
続
可
能
な
発
展
（S

u
stain

able 

D
evelopm

en
t

）の
定
義
（
1
9
8
7
年
）
な

ら
び
に「
第
1
回
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」に
お
け
る「
持
続

可
能
な
観
光
に
お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の

国
際
的
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
結
成
（
1
9
9
2

年
）が
あ
る
。そ
し
て
、「
訪
問
客
、産
業
、環
境
、

受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、
現
在

と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定
義
で
き
る「
持
続

可
能
な
観
光
」の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
地

の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指
標
」が

U
N
W
T
O（
世
界
観
光
機
関
）に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
（
2
0
0
4
年
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

G
S
T
C
に
よ
る
観
光
地
向
け
基
準

（G
S
T
C
‐
D

：G
lo
b
a
l S
u
sta
in
a
b
le
 

変
動
対
策
に
関
す
る
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

2
・
2 

日
本
国
内
の

取
組
み

　図
1
は
観
光
に
関
連
し

た
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
で
あ
る
が
、
交
通
、

宿
泊
以
外
に
も
様
々
な
部

門
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
が

排
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
政
府
が
決
定
し
た

2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0
%

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
観
光
政
策
や
計
画
の
策
定
、
そ
れ

ら
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

３
．日
本
版
持
続
可
能
な

観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S
‐
D
）

　持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、①

環
境
資
源
の
活
用
の
最
適
化
、②
ホ
ス
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性
、③
長

期
的
な
経
済
活
動
の
保
証
か
ら
な
る
3
領
域

（
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
）
の
間
で
適
切

な
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
度
の
旅
行
者
の
来
訪
に
よ

る
混
雑
、
自
然
環
境
の
悪
化
等
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
や
、
逆
に
十
分
な
旅
行
者
が
み
ら
れ

ず
、
経
済
、
地
域
社
会
の
観
点
か
ら
持
続
可

能
性
に
課
題
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。　J

S
T
S
‐
D
6
で
は
、
上
記
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
加
え
た
4
分
野
、
38
大
項
目
、
1
7
4
小

項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応
で
き
て
い
る

か
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
・
D
M
O
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

以
下
に
代
表
的
な
項
目
を
示
す
が
、
国
連
加
盟

国
を
対
象
と
し
た
G
S
T
C
‐
D
と
比
較
す
る

国内における持続可能な観光の到達点と課題2

10

11

12

13

14

15

16
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

北
海
道
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

到
達
点
と
課
題

3

1
9
7
5
年
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

1
9
9
8
年
東
北
大
学
卒
業
後
、北
海
道
東

北
開
発
公
庫（
現
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
）入

庫
。経
理
部
課
長
、北
海
道
支
店
課
長
等
を
経

て
、2
0
2
1
年
10
月
よ
り
現
職
。三
度
の
北

海
道
支
店
勤
務
を
通
じ
て
観
光
業
向
け
投
融

資・情
報
提
供
に
注
力
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
そ
の
下
支
え
に

奔
走
。個
人
的
な
趣
味
で
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
も
取
得
。

（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店 

次
長
兼
企
画
調
査
課
長

桃
井
真
弥（
も
も
い
・
し
ん
や
）

1
9
9
6
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。2
0
1
9

年
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
に
入
行
。通
信
業
界
の
営
業
担
当
を

経
て
、2
0
2
1
年
4
月
よ
り
現
職
。北
海
道

の
経
済
・
産
業
動
向
の
調
査
業
務
に
従
事
し
、

2
0
2
2
年
3
月
に「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」を
執
筆
。

（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店 

副
調
査
役

神
宮
泰
祐（
じ
ん
ぐ
う
・
た
い
す
け
）

図 2 STと他旅行形態との関係性 図 1 STを土台とした観光地づくりの推進

す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。

STを土台とした
観光地づくりの推進

新型コロナ前の北海道観光のイメージ

観光による負のインパクト

ポストコロナの北海道観光の方向性イメージ

SDGsおよびCNの実現

消費単価

域内調達率

観
光
客
数

消費単価

域内調達率

観
光
客
数

サステナブルツー
リズム

アドベンチャー
ツーリズム etc

エコツーリ
ズム

グリーン
ツーリズム

旅行形態

上記含むあらゆる
旅行形態に適用可根底の旅行理念
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

北
海
道
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

到
達
点
と
課
題

3

1
9
7
5
年
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

1
9
9
8
年
東
北
大
学
卒
業
後
、北
海
道
東

北
開
発
公
庫（
現
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
）入

庫
。経
理
部
課
長
、北
海
道
支
店
課
長
等
を
経

て
、2
0
2
1
年
10
月
よ
り
現
職
。三
度
の
北

海
道
支
店
勤
務
を
通
じ
て
観
光
業
向
け
投
融

資・情
報
提
供
に
注
力
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
そ
の
下
支
え
に

奔
走
。個
人
的
な
趣
味
で
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
も
取
得
。

（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店 

次
長
兼
企
画
調
査
課
長

桃
井
真
弥（
も
も
い
・
し
ん
や
）

1
9
9
6
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。2
0
1
9

年
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
に
入
行
。通
信
業
界
の
営
業
担
当
を

経
て
、2
0
2
1
年
4
月
よ
り
現
職
。北
海
道

の
経
済
・
産
業
動
向
の
調
査
業
務
に
従
事
し
、

2
0
2
2
年
3
月
に「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」を
執
筆
。

（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店 

副
調
査
役

神
宮
泰
祐（
じ
ん
ぐ
う
・
た
い
す
け
）

図 2 STと他旅行形態との関係性 図 1 STを土台とした観光地づくりの推進

す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。

STを土台とした
観光地づくりの推進

新型コロナ前の北海道観光のイメージ

観光による負のインパクト

ポストコロナの北海道観光の方向性イメージ

SDGsおよびCNの実現

消費単価

域内調達率

観
光
客
数

消費単価

域内調達率

観
光
客
数

サステナブルツー
リズム

アドベンチャー
ツーリズム etc

エコツーリ
ズム

グリーン
ツーリズム

旅行形態

上記含むあらゆる
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

図 4 外国人旅行者における日本の観光地の中で実際に行ってみたい観光地
（上位10地域）　

図 3 外国人旅行者におけるSTに対する志向性分析す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

出所：「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査（第3
回新型コロナ影響度 特別調査）」の
アンケート結果をもとにDBJ作成

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。

準先進層
（46.6%）

サステナブルな宿泊施設に対して
通常より予算をあげてもよいか

よいと思う

重視する 先進層
（25.6%）

消極層
（25.7%）

無関心層
（2.0%）

どちらかといえば
重視する

どちらでもない

どちらかといえば
重視しない

全く重視しない

よいと思わない 分からない

（）の数値は全体平均。なお、各カテゴリーの大きさと割合の数値は同一ではない。
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ジ
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ジ
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出所：「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（第3回新型コロナ影響度 特別調査）」のアンケート結果をも
とにDBJ作成

   

観
光
地
や
宿
泊
施
設
を
検
討
す
る
際
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
か
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

図 4 外国人旅行者における日本の観光地の中で実際に行ってみたい観光地
（上位10地域）　

図 3 外国人旅行者におけるSTに対する志向性分析す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

出所：「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 
訪日外国人旅行者の意向調査（第3
回新型コロナ影響度 特別調査）」の
アンケート結果をもとにDBJ作成

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。

準先進層
（46.6%）

サステナブルな宿泊施設に対して
通常より予算をあげてもよいか

よいと思う

重視する 先進層
（25.6%）

消極層
（25.7%）

無関心層
（2.0%）

どちらかといえば
重視する

どちらでもない

どちらかといえば
重視しない

全く重視しない

よいと思わない 分からない

（）の数値は全体平均。なお、各カテゴリーの大きさと割合の数値は同一ではない。

18.6 20.3 19.9 14.6 21.0 19.0 26.3 16.4 29.7 27.8 22.8 28.4 
20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代

低収入者層 中収入者層 高収入者層

37.7 33.3 35.2 13.6 33.3 38.9 32.6 25.5 43.3 41.6 34.6 25.0 
20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代

低収入者層 中収入者層 高収入者層

24.7 25.5 14.7 13.8 28.6 25.7 18.2 8.6 
39.5 27.8 27.6 11.6 

20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代 20代 30代 40代 50代
低収入者層 中収入者層 高収入者層

先進層 準先進層 消極層 無関心層

東
ア
ジ
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ア
ジ
ア

欧
米
豪

（%） 
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（%） 

出所：「DBJ・JTBFアジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（第3回新型コロナ影響度 特別調査）」のアンケート結果をも
とにDBJ作成

   

観
光
地
や
宿
泊
施
設
を
検
討
す
る
際
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
か
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

図 7 推進に向けたマネジメント体制、財源確保、段階的取組

図 5 道内DMOなどの観光推進組織における組織上の課題

図 6「グリーン観光税」や「持続可能な観光税」といった税制導入に係る
北海道旅行者の評価

出所：（一財）北海道開発協会「道内観光推進組織アンケート」より

出所：北海道大学 石黒侑介研究室「北海道における持続可能な観光に関するウェブアンケート調査」より

す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。
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23 
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2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

人材不足（プロパー）

予算不足（事業費）

補助金への依存体質

予算不足（運営費）

行政・DMO等の役割分担

行政や地域住民の協力・理解

必要な事業と会員への配慮

政策・ノウハウの不足

組織の役割が不明確

民間との連携

人材不足（出向者）

特になし
84団体中団体82の回答。複数回答、単位：件

11.4% 14.2% 14.6% 10.7% 34.4% 14.7%

n=1,000、単一回答

無条件で賛成
目的・使途が納得できるものなら、一人301円以上の負担でも賛成
目的・使途が納得できるもので、一人300円以下の負担であれば賛成
目的・使途が納得できるもので、一人200円以下の負担であれば賛成
目的・使途が納得できるもので、一人100円以下の負担であれば賛成
無条件で反対

マネジメント体制：自治体やDMOの強いリーダーシップのもと、地域住民などとの綿密なコミュ
ニケーションを図り、地域全体のSTの理解醸成・連携を促進

財源確保：関係者間との綿密な調整を踏まえた上で、ST推進を使途とした地域の実情にあった
適切な施策の導入

トランジション段階
STに向けた道筋/
体制構築など 

サステナブルな観光圏の構築
経済活性化への貢献、
SDGs・CNの実現など

スタート地点
（現状）

段階に応じた国・北海道の支援策
画一的な支援策に加え、地域にあった支援策
を検討する必要

Phase1

Phase2

STを推進するマネジメント体制整備
持続可能な財源確保に向けた仕組づくり

•各ステークホルダーに向けたSTの意
識醸成、連携

• JSTS基準などを活用した取組の推進
など

•自治体・DMOや観光事業者に向
けた意識醸成・行動喚起

• JSTS基準などを活用したSTの
取組度合の現状把握など
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は
じ
め
に

　北
海
道
で
は
、
観
光
産
業
を
戦
略
成
長
分

野
と
位
置
づ
け
、
重
点
的
な
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
係
る
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
観
光

資
源
の
魅
力
低
減
、
観
光
公
害
に
よ
る
地
域

へ
の
悪
影
響
と
い
っ
た
観
光
地
と
し
て
の
持

続
性
を
失
う
リ
ス
ク
や
S
D
G
s
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
以
下
、「
C
N
」）
へ
の

対
応
は
、
北
海
道
の
観
光
産
業
の
持
続
的
成

長
や
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
非
常
に

重
要
と
な
る
。

　そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、（
株
）
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、「
S
T
」）
に
着

目
し
、
2
0
2
2
年
3
月
に
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
〜
」
を
公
表
し
た
。

　本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
北

海
道
に
お
け
る
S
T
の
重
要
性
お
よ
び
現
在

の
到
達
点
・
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

北
海
道
に
お
け
る

観
光
業
の
課
題

　S
T
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
北
海
道
に
お
け
る
観
光
業
の
課
題
を
経

済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点

の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
整
理
し
た
い
。

　経
済
的
観
点
：
観
光
産
業
の
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
は
、
主
に
「
観
光
客
数
」、「
消

費
単
価
」、「
域
内
調
達
率
」
の
3
要
素
で
決

定
さ
れ
る
。
北
海
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
前

ま
で
の
中
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
主
因
と
し
た
「
観
光
客
数
」

の
増
加
は
見
ら
れ
た
一
方
、「
消
費
単
価
」

や
「
域
内
調
達
率
」
に
は
伸
び
悩
み
が
見
ら

れ
て
い
た
。
観
光
客
数
の
増
加
を
目
的
と
し

た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
観
光
公
害
を

ま
ね
く
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
観
光
客
数
の
激
減

が
、
観
光
地
に
よ
り
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も

た
ら
す
要
因
と
も
な
る
。
係
る
中
で
、
よ
り

強
靱
で
持
続
的
な
北
海
道
観
光
を
確
立
す
る

た
め
に
も
「
観
光
客
数
」
の
み
に
頼
ら
な
い

形
で
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
る
戦
略
的
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
点
：
自
然
が
織
り

な
す
景
観
、
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
函

館
・
小
樽
と
い
っ
た
文
化
的
な
街
並
み
を
観

光
資
源
と
す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
気
候
変

動
や
禁
止
区
域
へ
の
無
断
侵
入
・
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た
観
光
公
害
の
進
行
は
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
低
減
や
観
光
資
源
の
喪

失
に
発
展
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

S
D
G
s
や
C
N
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会

責
任
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
観
光
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
り
、
如

何
に
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

持
続
性
を
担
保
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　上
述
し
た
経
済
的
観
点
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
の
課
題
を
両
輪
で
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
中
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
戦
略
と
し
て
、
S
T
を
土
台
と
し
た

観
光
地
づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
（
図
1
）。

S
T
の
概
要

　S
T
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
と
、「
訪
問
客
、産
業
、

環
境
、
受
け
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ

つ
、
現
在
と
未
来
の
環
境
、
社
会
文
化
、
経

済
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化

面
」、「
経
済
面
」
の
3
点
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　S
T
は
様
々
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
観
光
用

語
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
S
T
は
旅
行
に

お
け
る
根
底
的
な
理
念
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
旅
行
形
態
に
通
底
す
る
も
の
と
す
る
。

従
っ
て
、
北
海
道
で
推
進
を
図
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
お
い
て
も
、
根
底

に
は
S
T
の
理
念
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
商

品
造
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
S
T
を
正
し

く
理
解
し
た
上
で
自
然
資
源
や
地
域
文
化
等

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
図
2
）。

　ま
た
、「
環
境
面
」、「
社
会
文
化
面
」、「
経

済
面
」
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
観
光
地
と
な

る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
取
組
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
や
D
M
O
、
観
光

事
業
者
は
勿
論
、
地
元
事
業
者
や
住
民
と
も

協
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
で
7
地
域
、
オ
セ
ア

ニ
ア
で
4
地
域
（
2
0
2
2
年
2
月
28
日
時

点
）
と
特
に
欧
米
豪
地
域
で
認
証
の
取
得
が

進
ん
で
い
る
。
G
S
T
C
認
証
の
取
得
に
関

わ
ら
ず
、
S
T
を
推
進
す
る
観
光
地
は
そ
の

他
に
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
断
定
で
き
な

い
も
の
の
、
S
T
の
国
際
的
な
枠
組
の
中
に

お
い
て
は
、
欧
米
豪
地
域
が
進
ん
で
い
る
。

　旅
行
者
側
：
近
年
の
S
D
G
s
や
C
N
の

浸
透
も
あ
り
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト
コ
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
宿
泊
施
設
に
最
低
で
も
一
度
は
泊
ま
る

意
向
の
あ
る
割
合
は
、
2
0
1
6
年
で
は
全

体
で
62
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
2
1

年
は
81
%
と
旅
行
者
の
S
T
に
対
す
る
志
向

性
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
を
希
望
す
る
と
回
答

し
た
割
合
は
36
%（
2
0
2
1
年
）に
留
ま
っ

て
お
り
、
S
T
の
理
念
が
世
界
に
比
べ
て
浸

透
し
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪

　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度

　特
別
調

査
）」（
以
下
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
」）

内
の
S
T
に
関
連
す
る
設
問
2
つ
の
回
答
結

果
を
も
と
に
、
回
答
者
の
属
性
別
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
構
成
比
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
S
T

の
志
向
性
が
最
も
高
い
「
先
進
層
」
に
該
当

す
る
割
合
は
、
若
年
層
ほ
ど
か
つ
高
収
入
者

層
ほ
ど
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
先
進

層
の
割
合
が
特
に
高
い
属
性
は
、
東
南
ア
ジ

ア
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」、「
30
代
×
高
収

北
海
道
に
お
け
る

S
T
の
親
和
性
と

今
後
の
方
向
性

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
設
問

「
日
本
の
観
光
地
の
中
で
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
い
観
光
地
」
に
よ
る
と
、
S
T
を
志
向

す
る
旅
行
者
の
方
が
S
T
を
志
向
し
な
い
旅

行
者
よ
り
も
北
海
道
に
行
き
た
い
と
回
答
す

る
割
合
が
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
そ
の
差

は
大
き
い
。
S
T
を
志
向
す
る
旅
行
者
ほ
ど
、

自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
観
光
地
を
選
ぶ

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
豊
富
な
自
然
資

源
や
独
自
の
文
化
資
源
を
持
つ
北
海
道
と
S

T
の
親
和
性
は
相
応
に
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
（
図
4
）。

　S
T
は
、
気
候
変
動
・
観
光
公
害
の
顕
在

化
、
S
D
G
s
・
C
N
の
取
組
加
速
・
可
視

化
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
上
述
し
た
先
進
的

な
旅
行
者
を
中
心
に
今
後
中
長
期
的
に
広

が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
S
T
の
根
本

理
念
は
あ
く
ま
で
観
光
地
や
観
光
資
源
を
守

る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
S
T
の
考
え
に
即

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
提
供
、

S
T
に
基
づ
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
他
地
域
と

の
差
別
化
、
高
所
得
者
層
・
若
年
層
の
呼
び

込
み
、S
T
を
付
加
価
値
と
す
る
消
費
単
価
・

域
内
調
達
率
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
北
海
道
と
S
T
の
親
和
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
S
T
の
取
組
が
遅
れ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
の
持
続
性
が
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
は
勿
論
、
現
在
魅
力
的
に
捉
え
て

い
る
観
光
客
が
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

北
海
道
に
お
け
る

S
T
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題

　S
T
を
推
進
す
る
に
は
、相
応
の
コ
ス
ト
・

工
数
が
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地

域
全
体
で
観
光
地
の
持
続
性
を
図
る
こ
と
、

戦
略
的
な
投
資
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

　係
る
中
で
、①
自
治
体
や
D
M
O
を
中
心
と

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、②
持
続
的

な
財
源
の
確
保
、
の
2
点
が
重
要
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
北

海
道
の
主
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
観

光
庁
が
全
国
の
地
方
自
治
体（
6
2
0
自
治

体
）を
対
象
に
実
施
し
た「
持
続
可
能
な
観
光

指
標
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、
地

域
住
民
と
の
連
携
不
足（
67
・
0
%
）と
い
っ

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
課
題
、
S
T
に
係
る

長
期
的
財
源
な
ど
の
未
確
保（
63
・
5
%
）と

い
っ
た
財
源
確
保
の
課
題
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
北
海
道
で
も
同
様
の
傾
向
と
推
測
さ
れ
る
。

　ま
た
、（
一
財
）
北
海
道
開
発
協
会
が
道

内
の
D
M
O
な
ど
の
観
光
推
進
組
織
を
対
象

に
実
施
し
た
「
道
内
観
光
推
進
組
織
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
も
、
人
材
不
足
や
行
政
・

道
内
の
先
進
取
組
事
例

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確
保
に

係
る
課
題
を
検
討
す
る
上
で
、
先
進
事
例
と

し
て
北
海
道
ニ
セ
コ
町
を
紹
介
す
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
冬
季
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

す
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
他
、
清
流
日

本
一
に
も
な
っ
た
尻
別
川
な
ど
豊
富
な
自
然

資
源
を
有
し
て
お
り
、
農
業
に
次
ぐ
2
番
目

の
産
業
と
し
て
観
光
業
を
位
置
づ
け
る
な

ど
、
道
内
で
も
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
。

　ニ
セ
コ
町
で
は
、
2
0
1
3
年
度
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
2
0
1
8
年
度
に
は
S
D
G
s
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
環
境
配
慮
や
S
D
G
s
の
達
成
に

向
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
土
壌
が

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
国
際
的
な
競
争
力
を

高
め
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　そ
の
結
果
、
2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年

と
連
続
で
G
S
T
C
認
証
機
関
で
も
あ
る

G
reen

 D
estin

atio
n
s

の
T
O
P
1
0
0

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
先
進
的
な

S
T
推
進
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　ニ
セ
コ
町
は
、
S
T
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
一
定
段
階
ま
で
は
行
政
主
体
で
推

進
し
た
上
で
、
自
走
可
能
と
な
っ
た
段
階
で

民
間
（（
株
）
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

主
体
に
移
行
す
る
な

ど
、
段
階
に
応
じ
て

柔
軟
に
役
割
分
担
を

変
更
し
、
持
続
可
能

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
を
構
築
で
き
て
い

る
。　ま

た
、
地
域
全
体

の
連
携
を
図
る
上
で

欠
か
せ
な
い
地
元
住

民
の
S
T
の
理
解
醸

成
に
つ
い
て
、
関
心

が
比
較
的
高
い
若
年

層
に
対
し
て
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り

の
重
要
性
を
訴
求
す

べ
く
、
ニ
セ
コ
高
校

で
S
T
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な

ど
、
地
域
全
体
の
理

解
醸
成
・
巻
き
込
み

を
図
っ
て
い
る
。

　財
源
面
で
は
、
観

光
庁
か
ら
の
補
助
金

S
T
推
進
に
お
け
る

財
源
確
保
策

　S
T
推
進
に
あ
る
程
度
特
化
し
て
利
用
で

き
る
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
る
中
で
、
地

域
に
お
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
綿
密
な
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
適
切
な
財
源
確
保
策
の
導
入
が
求
め

ら
れ
る
。

　な
お
、
財
源
確
保
策
の
導
入
に
は
観
光
客

含
め
一
定
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
多
く
の
観
光
客
は
観
光
配
慮
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
を
使
途
と
し
た
税
制
導
入
に

対
し
て
前
向
き
な
回
答
を
示
し
て
お
り
、

S
T
推
進
を
使
途
と
す
る
負
担
で
あ
れ
ば
、

理
解
を
得
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

6
）。

今
後
の
方
向
性

　今
後
、
北
海
道
観
光
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
、
自
治
体
や
D
M
O
が
中
心
と
な
り
、

観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
な
ど
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
好
循
環
を
生

み
出
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
圏
構
築
が
考

え
ら
れ
る
。

　一
方
で
、
S
T
の
取
り
組
む
べ
き
事
項
が

多
岐
に
わ
た
る
中
で
資
金
お
よ
び
工
数
を
要

図 7 推進に向けたマネジメント体制、財源確保、段階的取組

図 5 道内DMOなどの観光推進組織における組織上の課題

図 6「グリーン観光税」や「持続可能な観光税」といった税制導入に係る
北海道旅行者の評価

出所：（一財）北海道開発協会「道内観光推進組織アンケート」より

出所：北海道大学 石黒侑介研究室「北海道における持続可能な観光に関するウェブアンケート調査」より

す
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
一
足
飛
び
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
を
構
築
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
お
よ

び
財
源
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
も
含

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
を
後
押
し

す
る
た
め
に
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
る
支
援

策
も
重
要
で
あ
り
、
段
階
に
応
じ
た
独
自
の

支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
促
進
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
（
図
7
）。

さ
い
ご
に

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
い
、
北
海
道
で

は
多
く
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
が
多
大
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
北
海
道
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
我
々
の
レ
ポ
ー

ト
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
連
携
不
足
、
予
算
不
足
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
お
よ
び
財
源
確

保
に
係
る
課
題
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
5
）。

の
効
果
的
な
活
用
に
加
え
、
2
0
2
2
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た「
ニ
セ
コ
町
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
よ
る
と
、
観
光
振
興
や
環
境
保
全

対
策
等
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
お
り
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
っ
て

い
る
。

S
T
に
関
す
る
現
状
分
析

　S
T
の
現
状
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

受
入
地
域
側
の
取
組
状
況
お
よ
び
旅
行
者
の

S
T
に
対
す
る
志
向
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及

し
た
い
。

　受
入
地
域
側
：
S
T
の
国
際
基
準
で
あ
る

G
S
T
C
‐
D
に
準
拠
し
た
地
域

（
G
S
T
C
認
証
を
取
得
し
て
い
る
地
域
）

を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
8
地
域
、
北
ア

北海道におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題3

入
層
」、
欧
米
豪
の
「
20
代
×
高
収
入
層
」
で

あ
っ
た
（
図
3
）。
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2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

人材不足（プロパー）

予算不足（事業費）

補助金への依存体質

予算不足（運営費）

行政・DMO等の役割分担

行政や地域住民の協力・理解

必要な事業と会員への配慮

政策・ノウハウの不足

組織の役割が不明確

民間との連携

人材不足（出向者）

特になし
84団体中団体82の回答。複数回答、単位：件

11.4% 14.2% 14.6% 10.7% 34.4% 14.7%

n=1,000、単一回答

無条件で賛成
目的・使途が納得できるものなら、一人301円以上の負担でも賛成
目的・使途が納得できるもので、一人300円以下の負担であれば賛成
目的・使途が納得できるもので、一人200円以下の負担であれば賛成
目的・使途が納得できるもので、一人100円以下の負担であれば賛成
無条件で反対

マネジメント体制：自治体やDMOの強いリーダーシップのもと、地域住民などとの綿密なコミュ
ニケーションを図り、地域全体のSTの理解醸成・連携を促進

財源確保：関係者間との綿密な調整を踏まえた上で、ST推進を使途とした地域の実情にあった
適切な施策の導入

トランジション段階
STに向けた道筋/
体制構築など 

サステナブルな観光圏の構築
経済活性化への貢献、
SDGs・CNの実現など

スタート地点
（現状）

段階に応じた国・北海道の支援策
画一的な支援策に加え、地域にあった支援策
を検討する必要

Phase1

Phase2

STを推進するマネジメント体制整備
持続可能な財源確保に向けた仕組づくり

•各ステークホルダーに向けたSTの意
識醸成、連携

• JSTS基準などを活用した取組の推進
など

•自治体・DMOや観光事業者に向
けた意識醸成・行動喚起

• JSTS基準などを活用したSTの
取組度合の現状把握など
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2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素

〜
主
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

社
会
実
装
を
例
と
し
て
〜

奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

到
達
点
と
課
題

4

大
正
大
学
准
教
授
。環

境
省
、国
土
交
通
省
勤

務
を
経
て
現
職
。観
光

庁
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
広

域
周
遊
観
光
促
進
の
た

め
の
専
門
家
派
遣
事
業

登
録
専
門
家
）、佐
渡
市
総
合
戦
略
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、北
本
市
地
域
循
環
共
生
圏
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。専
門
は
環
境
政
策
、自
然
活
用
地

域
創
生
。環
境
と
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
農
業

や
観
光
の
高
付
加
価
値
化
や
、ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
の
持
続
可
能
で
高
付
加
価
値
な
自

然
文
化
体
験
観
光
の
社
会
実
装
に
各
地
で

取
り
組
む
。令
和
３
年
度
沖
縄
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ア
ー
の
造
成
検
討
会
委
員

長（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）

大
正
大
学
准
教
授

岩
浅
有
記（
い
わ
さ
・
ゆ
う
き
）

図 1

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の

出
会
い

1
．

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

何
か

2
．

沖
縄
に
お
け
る

A
T
の
取
組
と

今
後
の
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題

3
．

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

アドベンチャーツーリズムの概念とは（岩浅有記整理2022）

（１）
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24



　
2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素

〜
主
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

社
会
実
装
を
例
と
し
て
〜

奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ブルツ
ー
リ
ズム
の

到
達
点
と
課
題

4

大
正
大
学
准
教
授
。環

境
省
、国
土
交
通
省
勤

務
を
経
て
現
職
。観
光

庁
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
広

域
周
遊
観
光
促
進
の
た

め
の
専
門
家
派
遣
事
業

登
録
専
門
家
）、佐
渡
市
総
合
戦
略
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、北
本
市
地
域
循
環
共
生
圏
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。専
門
は
環
境
政
策
、自
然
活
用
地

域
創
生
。環
境
と
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
農
業

や
観
光
の
高
付
加
価
値
化
や
、ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
の
持
続
可
能
で
高
付
加
価
値
な
自

然
文
化
体
験
観
光
の
社
会
実
装
に
各
地
で

取
り
組
む
。令
和
３
年
度
沖
縄
に
お
け
る
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ア
ー
の
造
成
検
討
会
委
員

長（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）

大
正
大
学
准
教
授

岩
浅
有
記（
い
わ
さ
・
ゆ
う
き
）

図 1

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の

出
会
い

1
．

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

何
か

2
．

沖
縄
に
お
け
る

A
T
の
取
組
と

今
後
の
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題

3
．

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

アドベンチャーツーリズムの概念とは（岩浅有記整理2022）
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2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素

2018年4月～
「欧米をターゲットとした広域周遊観光におけるサステイナブルツーリズ
ムのための高付加価値商品開発調査事業」実施（平成30年度観光庁訪
日外国人旅行者周遊促進事業）

2019年4月～
「沖縄の自然フィールドを活用した高付加価値コンテンツ造成事業」実施
（令和元年度内閣府沖縄総合事務局訪日グローバルキャンペーンに対
応したコンテンツ造成事業）

2019年5月
アドベンチャーコネクトin沖縄（JTB総研・JTB沖縄共催、OCVB後援）
開催

2019年9月
ATWS（ATTA主催のアドベンチャーツーリズムの世界サミット）in ス
ウェーデンへの参加

2019年12月
沖縄本島北部地区におけるATセミナーの開催（内閣府沖縄総合事務局
主催）

2020年4月～
「ATガイド育成調査実証事業」実施（令和2年度内閣府沖縄総合事務局
世界自然遺産登録に向けた受入環境整備に係る実証調査事業）
「アドベンチャーツーリズムにおけるコーディネーター人材育成プログラ
ム」実施（令和2年度内閣府沖縄型産業中核人材育成事業）

2021年4月～
「スルーガイド育成及びツアー造成事業」実施（令和3年度内閣府沖縄
総合事務局地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズム
のモデルツアー造成等事業）
「アドベンチャーツーリズムにおけるコーディネーター人材育成プログラ
ム」実施（令和3年度内閣府沖縄型産業中核人材育成事業）

2021年5月
「やんばる世界自然遺産を活用したSDGs次世代教育ツアー企画ガイド
育成事業」（地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向けた
実証事業（1次選定））

2021年9月
「希少な野生生物と力強く知恵深い先人達の“奇跡の森”国頭村・地域
活性化事業」（地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向け
た実証事業（2次選定））

2022年3月～
「令和3年度サステナブルな観光コンテンツ強化事業」
（世界レベルで通用するサステナブルツアー造成における要諦把握及び
その実現に向けて求められる体制・機能仮説の構築事業/沖縄における
サステナブルツアーの造成）

沖
縄
に
お
け
る

リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
現
況

4
．

A
T
を
手
段
と
し
た

地
域
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

観
光
と
自
然
保
護
が

連
動
し
た
基
金
の
創
設

表 1 沖縄におけるアドベンチャーツーリズム（AT）に関する主な取組
※内閣府沖縄総合事務局及び
沖縄観光コンベンションビューロー等の資料より作成

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

（3）

（2）

（4）

（5）（6）

（7）
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2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素

2018年4月～
「欧米をターゲットとした広域周遊観光におけるサステイナブルツーリズ
ムのための高付加価値商品開発調査事業」実施（平成30年度観光庁訪
日外国人旅行者周遊促進事業）

2019年4月～
「沖縄の自然フィールドを活用した高付加価値コンテンツ造成事業」実施
（令和元年度内閣府沖縄総合事務局訪日グローバルキャンペーンに対
応したコンテンツ造成事業）

2019年5月
アドベンチャーコネクトin沖縄（JTB総研・JTB沖縄共催、OCVB後援）
開催

2019年9月
ATWS（ATTA主催のアドベンチャーツーリズムの世界サミット）in ス
ウェーデンへの参加

2019年12月
沖縄本島北部地区におけるATセミナーの開催（内閣府沖縄総合事務局
主催）

2020年4月～
「ATガイド育成調査実証事業」実施（令和2年度内閣府沖縄総合事務局
世界自然遺産登録に向けた受入環境整備に係る実証調査事業）
「アドベンチャーツーリズムにおけるコーディネーター人材育成プログラ
ム」実施（令和2年度内閣府沖縄型産業中核人材育成事業）

2021年4月～
「スルーガイド育成及びツアー造成事業」実施（令和3年度内閣府沖縄
総合事務局地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズム
のモデルツアー造成等事業）
「アドベンチャーツーリズムにおけるコーディネーター人材育成プログラ
ム」実施（令和3年度内閣府沖縄型産業中核人材育成事業）

2021年5月
「やんばる世界自然遺産を活用したSDGs次世代教育ツアー企画ガイド
育成事業」（地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向けた
実証事業（1次選定））

2021年9月
「希少な野生生物と力強く知恵深い先人達の“奇跡の森”国頭村・地域
活性化事業」（地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向け
た実証事業（2次選定））

2022年3月～
「令和3年度サステナブルな観光コンテンツ強化事業」
（世界レベルで通用するサステナブルツアー造成における要諦把握及び
その実現に向けて求められる体制・機能仮説の構築事業/沖縄における
サステナブルツアーの造成）

沖
縄
に
お
け
る

リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
現
況

4
．

A
T
を
手
段
と
し
た

地
域
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

観
光
と
自
然
保
護
が

連
動
し
た
基
金
の
創
設

表 1 沖縄におけるアドベンチャーツーリズム（AT）に関する主な取組
※内閣府沖縄総合事務局及び
沖縄観光コンベンションビューロー等の資料より作成

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

（3）

（2）

（4）

（5）（6）

（7）
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2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を

は
じ
め
と
し
た

新
し
い
観
光
の
構
築
に

向
け
て

5
．

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

写真1）客室からの自然海岸と自然植生

写真2）
ウォーターサーバーによる
セルフ給水
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2
0
2
1
年
7
月
に
奄
美
・
沖
縄
（
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
）

が
国
内
で
は
五
件
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
私
は
、
2
0
1
8
年
7
月

か
ら
2
0
2
1
年
3
月
ま
で
環
境
省
沖
縄
美

自
然
環
境
事
務
所
の
担
当
官
と
し
て
遺
産
登

録
の
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
遺

産
登
録
に
伴
う
観
光
客
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
遺
産
の
保
護
と
利
用
を
ど
の
よ

う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
概
念
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
模
索

し
て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
概
念
が
持
続

可
能
で
高
付
加
価
値
な
自
然
文
化
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
も
親
和
性
の
高
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
主
に
沖
縄
に
お
け
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
を

例
に
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　
奄
美
・
沖
縄
の
遺
産
登
録
前
か
ら
登
録
後

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
が
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
。
遺
産
登

録
の
科
学
的
審
査
を
行
う
国
際
自
然
保
護
連

合
（
I
U
C
N
）
か
ら
の
2
0
2
1
年
5
月

の
評
価
結
果
に
お
い
て
も
、
第
一
に
観
光
管

理
の
徹
底
が
要
請
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の
沖

縄
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
1
0
1
6
万
人

（
沖
縄
県
調
査
）
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
、
暦
年
で
初
の
1
0
0
0
万
人
台
を

の
う
ち
、
二
つ
以
上
が
主
目
的
で
あ
る
旅
行

と
さ
れ
る
。
従
来
の
旅
行
産
業
の
概
念
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
の
中
小
事
業
者
と
地
域

住
民
に
、
経
済
・
社
会
的
な
観
点
で
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
を
残
せ
る
こ
と
、
同
時
に

こ
の
効
果
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
保
護
・

活
性
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
然
環
境
行
政
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
実
装
の
経
験
か

ら
考
え
た
A
T
の
概
念
を
図
１
に
ま
と
め
た

（
岩
浅
、
2
0
2
2
）。

　
な
お
、
今
回
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄

美
地
域
に
お
い
て
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

暮
ら
し
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
の
伝
統
文
化

と
し
て
「
環
境
文
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
に
お
い
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
当
山
も
生
き
も
の
と
人
と
の
間

に
生
み
出
さ
れ
た
文
化
を
「
生
物
文
化
」
と
表

現
し
て
お
り
（
当
山
、
2
0
1
5
）、
自
然
と

文
化
を
一
体
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
日
本
に
お
い
て
は「
自
然
」「
文
化
」「
体
験
」

の
う
ち
二
つ
以
上
が
A
T
と
い
う
国
際
的
な
定

義
よ
り
は
、ス
ト
レ
ー
ト
に「
自
然
文
化
」を「
体

験
」
す
る
こ
と
が
A
T
で
あ
る
と
す
る
方
が
馴

染
み
や
す
い
。

　
沖
縄
に
お
け
る
A
T
に
関
す
る
主
な
取
組

を
表
１
に
ま
と
め
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
8

年
度
の
観
光
庁
事
業
が
沖
縄
に
お
け
る
A
T

社
会
実
装
の
嚆
矢
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
本

島
の
金
武
町
や
国
頭
村
等
に
お
い
て
A
T
の

社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

　
沖
縄
に
お
け
る
事
業
を
通
じ
て
筆
者
が
考

え
た
、
今
後
の
A
T
実
装
に
向
け
た
視
点
や

課
題
を
挙
げ
る
。
な
お
、
以
下
の
「
A
T
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

A
T
理
念
の
地
域
内
共
有

　
ま
ず
、
A
T
の
有
す
る
理
念
や
A
T
が
目

指
す
と
こ
ろ
、
加
え
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
A

T
を
や
る
の
か
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
の
部
分
が
あ
る
程
度
地
域
内
で

議
論
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
点
の
取
組
に

し
か
な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
A
T
の
社
会

実
装
が
困
難
と
な
り
、
広
域
周
遊
の
議
論
も

お
ぼ
つ
か
な
い
。

観
光
客
数
を
K
P
I
と
し
な
い

　
次
に
、
観
光
客
数
を
目
標
と
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
観
光
客

数
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
今
後
の

A
T
の
概
念
に
沿
う
K
P
I
と
し
て
は
、
地

域
に
落
ち
る
消
費
額
、自
然
や
文
化
の
保
護
・

再
生
状
況
、
住
民
の
幸
福
度
、
ツ
ー
リ
ス
ト

の
満
足
度
・
再
訪
意
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
A
T
を
手
段
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地

域
で
あ
り
た
い
の
か
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
計
画
は
危

機
や
課
題
に
始
ま
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の

視
点
で
具
体
的
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
い
う
地
域
主
導
で
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
も
ち
ろ
ん
行
政
の

関
与
や
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
も
必
要
で
あ
る
が
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
熟
議
を
通
じ
て
未
来

志
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
の
視
点
で
具
体
的
な
取
組
を
記
載
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
対

象
エ
リ
ア
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る

広
域
エ
リ
ア
で
の
策
定
も
検
討
す
る
。
加
え

て
、「
と
に
か
く
誰
で
も
い
い
か
ら
た
く
さ

ん
観
光
客
に
来
て
欲
し
い
」
で
は
な
く
、
前

述
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
こ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
対
外
的
に

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
T
は
高
付
加
価

値
観
光
の
一
形
態
と
も
言
え
る
が
、
お
金
を

持
っ
て
い
る
富
裕
層
な
ら
地
域
は
誰
で
も
歓

迎
な
の
か
。
少
な
く
と
も
「
地
域
の
自
然
、

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
地
域
の

有
す
る
価
値
を
認
め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
共
感
し
て
く
れ
る
人
（
文
化
人
）」
に
来
て

欲
し
い
は
ず
だ
。

利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
次
に
、
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
利
用
方
法

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
人
の
立
ち
入
り
を
一
切
排

し
、厳
正
に
自
然
環
境
を
保
護
す
る
エ
リ
ア
、

A
T
に
よ
る
利
用
な
ど
一
日
当
た
り
や
一
グ

ル
ー
プ
当
た
り
の
上
限
人
数
等
の
ル
ー
ル
設

定
の
下
に
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ

る
エ
リ
ア
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
応
す
る

エ
リ
ア
と
い
っ
た
大
き
く
三
つ
く
ら
い
の
利

用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
生
業
が
関
係
す
る
た
め
、
観
光
業
者
な

ど
の
利
害
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広

く
地
域
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
ル
ー
ル
が

望
ま
し
い
が
必
要
に
応
じ
て
法
令
に
よ
る
規

制
を
検
討
す
る
。

A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
次
に
現
場
の
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
の
育
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
同
士
を

つ
な
ぐ
、
全
体
の
A
T
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
A
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
手
法
と
し
て
は
行
政
の
支
援
も
得
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
し
、
一
点
集
中
で
人
材
育

成
し
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
域
に
展
開
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
観
光
と
自
然
保
護
が
連
動
し
た
基
金

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宿
泊
税
が
各
地
で
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

観
光
関
係
の
基
金
と
自
然
保
護
の
基
金
が

別
々
で
は
な
く
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は

両
者
が
連
携
し
な
が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経

済
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
基
金
を
通
じ
て
、
観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
自
然
保
護
が
進
む
と
い
う
好
循
環
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
観
光
資
本
は
タ
ダ
で
は
守
れ
な
い
し
、
再

生
で
き
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

と
し
て
入
域
料
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

A
T
推
進
母
体
の
設
置

　
最
後
に
、
多
様
な
関
係
者
か
ら
な
る
A
T

推
進
母
体
の
設
置
で
あ
る
。
A
T
の
全
国
的
な

組
織
と
し
て
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
J
A
T
O
）が

2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

は
A
T
の
先
行
地
域
で
も
あ
る
北
海
道
で
は

北
海
道
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
協
議
会

（
H
A
T
A
）
が
2
0
1
7
年
に
組
織
化
さ
れ

て
い
る
が
、
沖
縄
に
は
同
様
の
組
織
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
A
T
の
理
解
促
進
と
普
及
啓

発
、
国
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

や
宣
伝
誘
致
、
情
報
や
知
見
の
共
有
、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
や
相
互
交
流
、
施
策
の

立
案
や
そ
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。
関
係
者
も
ガ
イ
ド
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
宿
泊
事
業
者
、
観
光
協
会
、

D
M
O
、
専
門
家
、
行
政
等
多
岐
に
わ
た
る

と
想
定
さ
れ
る
。
上
記
の
推
進
母
体
構
築
に

当
た
っ
て
は
一
定
程
度
の
行
政
の
支
援
の
下
、

民
間
の
意
思
決
定
の
速
さ
と
創
意
工
夫
が
発

揮
で
き
る
民
主
導
、
官
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
づ

く
り
と
継
続
的
な
資
金
・
人
材
確
保
の
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
七
点
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
主
体
性
や
熱
意
の
下
に
実
装
を
繰

り
返
し
な
が
ら
A
T
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
環
境
、
社
会
、
経
済
の
質

を
高
め
て
い
く
好
循
環
モ
デ
ル
の
実
現
が
持

続
可
能
な
地
域
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
今
後
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け
る
A
T
の
社

会
実
装
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄
に
お
け
る

A
T
社
会
実
装
は
沖
縄
島
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
A
T
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
基
本
と
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
広
域
の
視
点
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
島
以
外
に
も
慶
良
間

諸
島
、
大
東
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
な
ど
の
沖
縄
県
内
の
離
島
を
は
じ
め
、
今

回
の
奄
美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
を
機
に
、

沖
縄
と
奄
美
群
島
の
更
な
る
連
携
や
、
奄
美

群
島
と
屋
久
島
の
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
た

連
携
な
ど
、
広
く
南
西
諸
島
に
お
け
る
A
T

の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
開
発
や
人
材
育
成
、
情
報
共
有
な

ど
も
今
後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
2
0
2
2
年
6
月
1

日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、
最
新
の
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

現
況
を
把
握
す
る
目
的
で
沖
縄
に
お
け
る
3

軒
の
国
内
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
へ
の

取
材
及
び
沖
縄
県
内
の
状
況
に
詳
し
い
大
学

有
識
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　
客
室
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
室
程

度
、
1
0
0
室
程
度
、
1
室
（
一
棟
貸
し
）
と

規
模
は
さ
ま
ざ
ま
で
宿
泊
料
金
も
2
万
円
程

度
か
ら
15
万
円
程
度
と
異
な
る
が
（
繁
忙
期

で
あ
る
7
月
、
8
月
は
2
倍
以
上
の
価
格
）、

こ
れ
ら
の
施
設
に
共
通
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
は
、
沖
縄
の
本
物
の
自
然
と
文
化
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
随
所
に
工
夫
が
見

ら
れ
た
。

　
景
観
と
し
て
は
、
沖
縄
特
有
の
目
の
覚
め

る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
を
遠

景
に
、
手
前
に
は
自
然
海
岸
や
自
然
植
生
を

風
景
と
し
て
楽
し
む
こ
と
を
旨
と
し
て
極
力

改
変
を
行
わ
ず
（
写
真
１
）、
あ
り
の
ま
ま

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
残
す
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。
庭
に
は
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
や
ア
セ

ロ
ラ
な
ど
沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
果
樹
な

ど
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
資
源
循
環
と
し
て
は
、
脱
プ
ラ
の
取
組
が

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
が
客
室
に
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
置

い
て
お
き
、
客
室
備
え
付
け
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
セ
ル
フ
給
水
を
行
う
方
法
（
写
真
2
）
や
、

客
室
の
冷
蔵
庫
に
給
水
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
格
納
し
て
お
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

導
入
前
に
は
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
組
織
内
の
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
実
際
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
導
入
し
た

方
が
コ
ス
ト
安
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で

ま
さ
に
環
境
と
経
済
の
統
合
が
図
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合
理
化
も

あ
り
、
宿
泊
者
の
理
解
や
納
得
が
よ
り
得
ら

れ
や
す
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
、
資
源
循
環
と
し
て
は
、
食
べ
残
し
の
食

材
を
堆
肥
化
し
て
農
場
で
利
用
す
る
工
夫
も

見
ら
れ
た
。

　
食
と
し
て
は
、
地
産
地
消
と
旬
を
意
識
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
用
し
な
い
で
作

ら
れ
た
沖
縄
の
伝
統
野
菜
や
伝
統
料
理
を
提

供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
全
面
に
打
ち
出
し
、

更
に
洋
食
へ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
た
。
地
産
地
消
は
輸

送
コ
ス
ト
削
減
や
輸
送
に
か
か
る
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
の
観
点
で
も
有
効
で
あ
る
。
ま

た
食
器
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
を
極
力
使
わ

ず
、
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
伝
統
的
な
焼
物
で

あ
る
「
や
ち
む
ん
」
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て
は
電
動
カ
ー
ト
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
単
に
電
気
で
あ
る
か
ら
良
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
電
気
が
化
石

燃
料
に
よ
る
発
電
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
か
、
発
電
方
法
も
重
要
で
あ
る
。

沖
縄
は
現
在
ほ
ぼ
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
で

あ
る
た
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
た

め
に
は
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
や
そ
の
拡
大
は
必
須
事
項
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
、
ハ
ワ
イ
風
、
東
南
ア
ジ
ア
風
が
多
く
、

本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ら
モ
ダ
ン
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、
リ

ゾ
ー
ト
滞
在
中
に
本
物
の
沖
縄
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
新
た
な
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　
上
述
し
た
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生
物
多

様
性
の
3
要
素
か
ら
な
る
環
境
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
は
、
今
後
の
沖
縄
の
リ

ゾ
ー
ト
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
S
D
G
s
や
E
S
G
投
資
の
世
界
的
な

潮
流
を
考
え
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

視
点
は
む
し
ろ
必
須
要
素
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
、
取
り
組
ま
な
い
場
合
は
世

界
か
ら
選
ば
れ
な
い
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
リ
ス

ク
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
資
源
循

環
に
注
目
し
て
み
る
と
単
に
脱
プ
ラ
を
謳
う

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
事
業
を
通
じ
て
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
、
廃
棄
物
、
汚
水
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
処
理
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
新
た
な
技
術
を
通
じ
て

新
た
な
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、

観
光
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
地
域
や
環
境
が
よ

り
良
く
な
っ
て
い
く
好
循
環
サ
イ
ク
ル
を
地

域
単
位
で
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
全
て
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
行
政
の
施
策
と
し
て
進
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
今
回
は
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
は
あ
っ

た
が
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
に
お
け
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
の
現
況
を
把
握

し
た
。
今
後
は
個
々
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
に
加

え
て
、
地
域
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

取
組
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
参
考
と

な
る
概
念
や
施
策
と
し
て
、
地
域
循
環
共
生

圏
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
地
域
循
環
共
生
圏
」と
は
、
各
地
域
が
美

し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成

し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
資
源
を
補

完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考

え
方
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s
と
も
言
わ

れ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」と
は
、
国
立

公
園
に
お
け
る
電
気
自
動
車
等
の
活
用
、
国

立
公
園
に
立
地
す
る
利
用
施
設
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
地
産
地
消
等

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
立
公
園
の
脱

炭
素
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
含
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
あ
る
。
地
域

循
環
共
生
圏
の
概
念
と
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、

現
在
7
つ
の
国
立
公
園
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
や
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
具

体
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
地
域
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
け
で
は
な
く
既
存
産
業
の
高
付
加
価
値
化

や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
更
な
る
波

及
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
以
降
、
道
路

等
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
自
然
が

破
壊
さ
れ
、
自
然
保
護
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
観
光
開
発
が
で
き
な
い
と
関
係
者
の
不
満

が
噴
出
す
る
な
ど
自
然
保
護
と
観
光
は
常
に

二
項
対
立
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
自
然
保
護
と
持
続
可
能

な
観
光
振
興
を
両
立
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
動
き
が
屋
久
島
な
ど
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
観
光
政
策
と
し
て
は
、
2
0
0
8

年
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
、
2
0
1
3
年
に

訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
1
0
0
0
万
人
を

突
破
し
、
2
0
1
6
年
に
は
政
府
の「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定

さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
が
2
0
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
の
魅

力
向
上
や
外
国
人
観
光
客
数
の
倍
増
を
目

指
す
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
8
年
に
は
訪
日

外
国
人
旅
行
客
数
が
3
0
0
0
万
人
を
突
破

し
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
含
め
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
も
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
観

光
公
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
顕
在
化

し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
沖
縄
は
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
と
な
り
、
ま
た
、
世
界

遺
産
登
録
前
の
奄
美
大
島
の
瀬
戸
内
町
で
は

ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
地
域

の
自
然
保
護
か
観
光
か
の
二
項
対
立
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
計
画
は
撤
回
さ

れ
た
。
特
に
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は

環
境
や
イ
ン
フ
ラ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら

れ
て
お
り
、
大
量
送
客
に
よ
る
消
費
型
の
観

光
形
態
で
は
地
域
の
環
境
、
社
会
、
経
済
を

持
続
可
能
な
形
で
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
自
然
保

護
と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
適
し
て
い
る
。

　
今
年
2
0
2
2
年
は
、
国
連
の
持
続
可
能

な
観
光
国
際
年
か
ら
5
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
年
か
ら
20
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
が
、
我
が
国
初
の
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
に
お
い
て
「
共

生
と
循
環
」
の
理
念
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
30
年
で
も
あ
る
。「
共
生
と
循
環
」

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
観
光
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た

新
し
い
観
光
と
は
何
か
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装
す
る
現
場
か
ら
引

き
続
き
新
し
い
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

記
録
し
た
。
ま
た
同
年
の
那
覇
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
2
6
0
回
（
国
土
交
通
省

調
査
）
で
あ
り
、
六
年
連
続
の
増
加
で
初
の

日
本
一
の
回
数
と
な
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身

も
那
覇
に
住
ん
で
い
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

る
が
、
慢
性
的
な
大
渋
滞
、
国
際
通
り
を
は

じ
め
観
光
地
は
常
に
ど
こ
も
超
満
員
の
状
態

で
あ
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
も
明
ら

か
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
合
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
自
然
環
境
へ

の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
観
光
客

が
多
す
ぎ
る
と
自
然
が
壊
れ
、
観
光
客
を
減

ら
そ
う
と
す
る
と
人
口
減
少
で
疲
弊
す
る
地

域
の
経
済
効
果
が
減
る
ジ
レ
ン
マ
を
ど
う

や
っ
て
解
消
す
る
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う

な
時
期
に
出
会
っ
た
概
念
が
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
A
T
）
と

は
、A

d
ven
tu
re T

ra
vel T

rad
e A
s-

sociation
(

A
T
T
A)

の
定
義
で
は
、「
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」の
三
つ
の
要
素
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を

は
じ
め
と
し
た

新
し
い
観
光
の
構
築
に

向
け
て

5
．

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
歯
ブ
ラ
シ
や

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
は

客
室
に
は
置
か
ず
、
フ
ロ
ン
ト
近
く
に
ア
メ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
必
要
に
応
じ
て

持
っ
て
い
く
か
、
フ
ロ
ン
ト
に
連
絡
し
て
必

要
分
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
方
法
が
採
ら
れ

て
い
た
。
高
価
格
帯
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
客
は
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
人
も
一
定
程

度
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
以
前
か
ら

あ
る
程
度
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
2
0
2
2
年
4
月
に
施
行
さ

れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

奄美・沖縄におけるサステナブルツーリズムの到達点と課題4

写真1）客室からの自然海岸と自然植生

写真2）
ウォーターサーバーによる
セルフ給水
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

き
ょ
う
び

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

5

サ
ス
テ
ナ
ブル
ツ
ー
リ
ズム
の

概
念
の
分
解
と
再
構
築

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

1
9
8
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。
専
門
は
、

観
光
政
策
と
観
光
組
織（
特
に
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。
横
浜
国
立
大
学
国
際
社

会
科
学
研
究
科
国
際
関
係
法
専
攻
修
了

（
修
士
・
国
際
経
済
法
学
）。
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
て
観
光
分
野
の
中
央
官
庁
・
地
方
自
治
体
の
調
査
事
業
・

研
究
に
従
事
。
2
0
1
4
年
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

准
教
授
、
同
准
教
授
を
経
て
、
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
現
職
。
2
0
1
7
年
9

月
よ
り
ス
ペ
イ
ン・バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
ホ
テ
ル・
観
光
学
院
連
携
客
員
教
授
を
兼
務
。

北
海
道
大
学
大
学
院 

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授

石
黒
侑
介（
い
し
ぐ
ろ
・
ゆ
う
す
け
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）

©The Yomiuri Shimbun

リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョン

き
ょ
う
び

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

30



の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT
o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

き
ょ
う
び

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

5

サ
ス
テ
ナ
ブル
ツ
ー
リ
ズム
の

概
念
の
分
解
と
再
構
築

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

1
9
8
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。
専
門
は
、

観
光
政
策
と
観
光
組
織（
特
に
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。
横
浜
国
立
大
学
国
際
社

会
科
学
研
究
科
国
際
関
係
法
専
攻
修
了

（
修
士
・
国
際
経
済
法
学
）。
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
て
観
光
分
野
の
中
央
官
庁
・
地
方
自
治
体
の
調
査
事
業
・

研
究
に
従
事
。
2
0
1
4
年
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

准
教
授
、
同
准
教
授
を
経
て
、
2
0
2
1
年
4
月
よ
り
現
職
。
2
0
1
7
年
9

月
よ
り
ス
ペ
イ
ン・バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
ホ
テ
ル・
観
光
学
院
連
携
客
員
教
授
を
兼
務
。

北
海
道
大
学
大
学
院 

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院 

准
教
授

石
黒
侑
介（
い
し
ぐ
ろ
・
ゆ
う
す
け
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ 

ラ
ボ
長

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）
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リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョン

き
ょ
う
び

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local
）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

環境

ビジョン追求型 問題解決型 ビジョン追求型 問題解決型 ビジョン追求型 問題解決型

社会 経済

エコ・マインド
・伝統文化振興

資源保全マインド
・個別種の回復
・危機遺産から
の脱却

・グリーンな
地球
・生物多様性の
保全
・多様な文化

・温室効果ガス
削減
・文化的搾取・
抑圧の抑止

・社会的公正

SDGsマインド

・人間の安全保障 ・持続的成長 ・貧困削減

ソサイエタル・マインド
・オーバーツーリズム
対策
・災害復興
・ジェンダー平等

プロプア・マインド
・少数民族保護

まちづくりマインド
・生態系保全
・伝統文化振興

グリーンマーケティング
・マインド
・エシカル層の
獲得
・エコ・フレンドリー・
イメージの獲得

Lo
ca
l

R
eg
io
na
l

N
at
io
na
l

In
te
rn
at
io
na
l

G
lo
ba
l

図 1 サステナブル・ツーリズムのルーツ・モデル（マインドセットの分解）

32



の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al
）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

環境

ビジョン追求型 問題解決型 ビジョン追求型 問題解決型 ビジョン追求型 問題解決型

社会 経済

エコ・マインド
・伝統文化振興

資源保全マインド
・個別種の回復
・危機遺産から
の脱却

・グリーンな
地球
・生物多様性の
保全
・多様な文化

・温室効果ガス
削減
・文化的搾取・
抑圧の抑止

・社会的公正

SDGsマインド

・人間の安全保障 ・持続的成長 ・貧困削減

ソサイエタル・マインド
・オーバーツーリズム
対策
・災害復興
・ジェンダー平等

プロプア・マインド
・少数民族保護

まちづくりマインド
・生態系保全
・伝統文化振興

グリーンマーケティング
・マインド
・エシカル層の
獲得
・エコ・フレンドリー・
イメージの獲得
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図 1 サステナブル・ツーリズムのルーツ・モデル（マインドセットの分解）
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry
）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
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に
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な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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V
ol
un
ta
ry

E
nv
ir
on
m
en
t

V
oluntary

Industry
Voluntary

Community

図 2 サステナブルツーリズムのリング・モデル（施策の分解）

34



の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

VoluntaryVoluntary

Forced

Visitor

V
ol
un
ta
ry

E
nv
ir
on
m
en
t

V
oluntary

Industry

Voluntary
Community

図 2 サステナブルツーリズムのリング・モデル（施策の分解）
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

SD
Gs

SDGs
エコ

グリーン・マーケティング

SDGs

まちづくり

E I

C

V

中心部への自動車
乗入禁止（プラハ）

ホテル建設の凍結（バルセロナ）

Enjoy Respect Veneziaキャンペーン
（ヴェネツィア）ソサイエタル

プ
ロ
プ
ア

資
源
保
全

E I

C

V

中心部への自動車
乗入禁止（プラハ）

ホテル建設の凍結
（バルセロナ）

Enjoy Respect Venezia
キャンペーン（ヴェネツィア）

E I

C

V

持続可能な観光憲章の策定
（ロトルア）

E I

C

V

観光客数の上限設定（ガラパゴス）

ハワイ文化の継承・発展（ハワイ州）

E I

C

V

EV交通政策（ツェルマット）

100%太陽光発電（フィジー）

伝統的な建材顕在を用いた
ハイ・デザイン客室（トゥルム）

V

E I

C

V

国レベルの認証制度
The Green Scheme of Slovenia

釜石オープン・フィールド・ミュージアム構想
（釜石）

ローカルフッド・コンセプトの導入
（コペンハーゲン）

図 3 サステナブルツーリズムのNISTツリー（コレクティブ・シティを例に）

図 4 NISTツリーによるサステナブルツーリズムの6タイプ

観光税による経済効果の
確保・還元（ブータン）

先住民による自然活用型
コミュニティ・ツーリズム
（ユカタン半島）

I

C

E
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

サステナブルツーリズムの概念の分解と再構築5

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

SD
Gs

SDGs
エコ

グリーン・マーケティング

SDGs

まちづくり
E I

C

V

中心部への自動車
乗入禁止（プラハ）

ホテル建設の凍結（バルセロナ）

Enjoy Respect Veneziaキャンペーン
（ヴェネツィア）ソサイエタル

プ
ロ
プ
ア

資
源
保
全

E I

C

V

中心部への自動車
乗入禁止（プラハ）

ホテル建設の凍結
（バルセロナ）

Enjoy Respect Venezia
キャンペーン（ヴェネツィア）

E I

C

V

持続可能な観光憲章の策定
（ロトルア）

E I

C

V

観光客数の上限設定（ガラパゴス）

ハワイ文化の継承・発展（ハワイ州）

E I

C

V

EV交通政策（ツェルマット）

100%太陽光発電（フィジー）

伝統的な建材顕在を用いた
ハイ・デザイン客室（トゥルム）

V

E I

C

V

国レベルの認証制度
The Green Scheme of Slovenia

釜石オープン・フィールド・ミュージアム構想
（釜石）

ローカルフッド・コンセプトの導入
（コペンハーゲン）

図 3 サステナブルツーリズムのNISTツリー（コレクティブ・シティを例に）

図 4 NISTツリーによるサステナブルツーリズムの6タイプ

観光税による経済効果の
確保・還元（ブータン）

先住民による自然活用型
コミュニティ・ツーリズム
（ユカタン半島）
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の
対
象
や
現
場
と
し
て
設
定
し
得
る
政
策
立

案
者
（p

o
licy m

aker

）
を
主
体
と
し
て
設

定
し
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

試
論
：

ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
）

　1
つ
目
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
政
策
立
案
者
に
よ
る
政
策
課
題
の
設
定

と
そ
の
射
程
の
2
軸
で
整
理
を
行
っ
た
（
33

ペ
ー
ジ
図
❶
）。
い
わ
ゆ
る
樹
形
図
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
樹
形
図
が
枝
幹
か
ら
の

葉
の
展
開
を
模
し
た
図
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
図
は
む
し
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
枝
幹
の
元
に
あ
る
課
題
設
定
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
根
（roots

）
と
し
て

表
現
し
た
い
。
こ
れ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　ま
ず
、
政
策
課
題
を
把
握
す
る
際
に
重
要

な
こ
と
は
、
そ
の
課
題
が
ど
の
分
野
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
論
で
は

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
分

野
の
諸
課
題
が
特
に
強
く
認
識
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
O
で

あ
るH

aw
aii T

o
u
rism

 A
u
th
o
rity

は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
目
的
と

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
画
に
よ
る
永
続
的
な
ハ
ワ

イ
文
化
の
発
展
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
産

業
の
実
現
を
も
謳
っ
て
い
る
（H

aw
aii 

T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

）。
つ
ま
り
自
然
環

境
、
社
会
、
経
済
か
ら
な
る
ト
リ
プ
ル
・
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
政
策
課
題
が
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　次
の
論
点
と
し
て
は
、
政
策
課
題
が
特
定

の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
よ
う

な
創
造
的
な
も
の
か
、
と
い
う「
動
機
」で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
社
会
問
題
化
に
よ
っ
て

本
格
的
に
観
光
政
策
の
中
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
概
念
を
導
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
は
、
明
ら
か
に「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
解
消
」と
い
う
問
題
解
決
を
目
的
と
し
た

政
策
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と

い
う
概
念
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は

「
問
題
解
決
型
」、
後
者
は「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」

と
し
て
類
型
化
で
き
よ
う
。
実
は
S
D
G
s

も
注
意
深
く
見
る
と
前
者
と
後
者
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
貧
困
を

な
く
そ
う（N

o P
overty

）」は
貧
困
と
い
う

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
20
世
紀
末
に
「
遭
遇
」
し

た
こ
と
は
、
あ
る
種
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
は
「
現
在

お
よ
び
将
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
面
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
十
分
に
考
慮
し
、
訪
問
者
、
産

業
界
、環
境
お
よ
び
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
光
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
定
義
の
根
幹
に
は
「
観
光

は
、
地
域
社
会
に
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
に

利
益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
と
支
援
を
向
上
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
非

常
に
特
別
な
立
場
に
あ
る
」（U

N
E
P
 &
 

W
o
rld
 T
o
u
rism

 O
rg
a
n
iz
a
tio
n
 

2
0
0
5

）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
観
光
を
あ
る

種
、
特
別
視
す
る
論
調
に
は
多
く
の
批
判
的

考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ばT

o
u
rism

 

A
rea L

ife C
ycle

理
論
で
知
ら
れ
る
R
・ 

W
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
主
と
し
て
地
理
学
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
議
論

が
、「
全
体
論
的
な
視
点
で
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
持
続
可
能
な
開

発
の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
本
来
は
観
光
を
含
め
た
様
々
な

産
業
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
で
は
観
光
が
目
的
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

矮
小
化
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

批
判
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
「
主
客
の
逆
転
」
は
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
観
光
の
関
係
性
が
未
整
理
で

あ
る
が
故
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
定
義
さ
れ
る
観
光

形
態
は
数
多
く
存
在
し
、
今
な
お
、
新
た
な

用
語
が
増
え
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
観
光
実
践
の
「
内
部
」
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
も

読
め
る
一
方
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
観
光
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
標
や

目
的
と
し
て
、
言
わ
ば
観
光
の
「
外
部
」
に

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。　サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
言
葉
と
し

て
の
構
成
の
シ
ン
プ
ル
さ
ゆ
え
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に

様
々
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
内
包
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
曖
昧
性
は
運
動
論
と

し
て
の
拡
張
可
能
性
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
一

方
、
趣
旨
の
逸
脱
や
曲
解
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
観
光
政
策
の
実
践
に
お
い
て
は
、
政
策

目
標
と
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
施
策
の
乖
離
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
反
論
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
観
光
政
策
の
一
環
に
そ
れ
を
位
置
づ

け
る
た
め
に
は
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
を
把

握
し
、
地
域
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
と
い
う

「
航
海
図
」
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の

素
因
数
分
解
と
再
構
築

　他
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
概
念
的
な
拡
張

性
や
曖
昧
性
を
備
え
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
、
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
。
地
域
に
よ
っ
て
三
者
三
様

の
解
釈
、
理
解
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
を
許

容
し
て
き
た
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
実
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
複
合
体
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
分
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
言
わ
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
「
素
因
数
分
解
」
す
る
こ
と
で
総
体

で
は
な
く
構
成
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
一
般
化

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
実
情

や
特
性
に
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
再
構
築（
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る
と
考
え
た
。

　そ
こ
で
以
降
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
、
政
策
の
課
題
や
そ
の
射
程
に
基
づ

く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（m

in
d
set

）」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策

（m
easu

re

）」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
政
策
と
し
て
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ル
ー
ツ
（ro

o
ts

）」

と
、
幹
の
成
長
と
と
も
に
刻
ま
れ
る
「
年
輪

（rin
gs

）」
か
ら
な
る
樹
木
構
造
の
モ
デ
ル

と
し
て
整
理
、
統
合
す
る
。
本
稿
で
は
、
僭

越
な
が
ら
執
筆
者
2
名
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
付
し
て
こ
の

モ
デ
ル
を
「
N
I
S
T
ツ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
い
。

　な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
限

ら
ず
観
光
は
官
民
の
様
々
な
取
り
組
み
・
参

画
に
基
づ
く
総
合
的
で
有
機
的
な
産
業
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
実
践
に
お
い
て
も
多
様
な
主
体
と
視

座
が
設
定
さ
れ
得
る
。
本
稿
で
は
論
点
を
絞

る
た
め
に
、
以
降
、
産
業
界
や
個
別
の
民
間

事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
総
体
を
取
り
組
み

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

拡
大

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
多
大
な

影
響
は
国
内
外
の
観
光
を
巡
る
環
境
を
一
変

さ
せ
、
欧
州
に
始
ま
る
政
情
不
安
に
よ
っ
て

正
常
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
混
迷
を
極
め
て
い

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
観
光
を
含
め
た
産
業
界
に
と
っ
て
最
大
の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
S
D
G
s
の
普
及
に
よ
っ

て
日
常
生
活
の
中
で
そ
の
用
語
を
目
に
す
る

機
会
も
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
旅
行
や
観

光
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
視
座
を
旅
行
者
、

地
域
、
あ
る
い
は
産
業
の
い
ず
れ
に
置
こ
う

と
も
、
当
面
は
感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
観

光
に
お
け
る
既
知
の
「
リ
ス
ク
」
と
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
人
類
共
通
の
「
ゴ
ー
ル
」

の
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、

昨
今
で
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
備
え
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
・
回
復
を
包
含
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　他
方
で
そ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

包
容
力
が
、
そ
の
実
像
を
時
に
見
え
づ
ら
く

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
対
象
の
議

論
な
の
か
、
つ
ま
り
「
持
続
す
る
も
の
」
を

問
う
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
持
続
の
さ

せ
方
」
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
や
方
法
論
を
問

う
て
い
る
の
か
は
、実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

今
日
日
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
看
板

を
掲
げ
る
こ
と
へ
の
反
論
は
多
く
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
袂
に
何
を
置
く
べ
き
か
の
議
論

述
の
と
お
り
、
S
D
G
s
が「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
混
在
を
許
し
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　地
方
公
共
団
体
や
D
M
O
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
際
の
「
根
拠
」

と
「
射
程
」
は
、
政
策
目
標
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
手
段
・
方
策
の
妥
当
性
を
継
続
的
に

検
証
す
る
際
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
前
出

の
よ
う
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の

も
の
の
定
義
に
一
定
の
曖
昧
性
が
内
包
さ
れ

て
い
る
以
上
、
一
義
的
に
は
政
策
立
案
主
体

自
ら
が
そ
の
大
義
を
主
体
的
に
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
を
通
じ
て
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
根
源
的
意

義
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
継
続
性
や

戦
略
性
を
高
め
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
客
体

化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
よ
う
。

試
論
：

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
よ
る

「
分
解
」（
施
策
）

　次
に
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
、
政
策
・

施
案
レ
ベ
ル
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

分
解
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
が
、
年
輪
状
の「
リ

ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
あ
る（
35
ペ
ー
ジ
図
❷
）。

リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
は
U
N
W
T
O
が
提
唱
す

る
V
I
C
E
モ
デ
ル（V

isitor, Industry,

C
om
m
unity,E

nvironm
ent

）に
基
づ
い
て

政
策
・
施
策
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
対
象
が
4

方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軸
を

設
定
す
る
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
観
光
対
象
や
そ
の
舞
台
な
ど
の「
利
用
環
境

の
保
全
」、「
自
然
環
境
の
保
全
」、
サ
ー
ビ
ス
の

「
利
用
水
準
の
保
持
」、「
地
域
経
済
の
維
持
」、

住
民
の「
生
活
環
境
の
向
上
」、「
地
域
文
化
の

保
全
」と
い
う
6
つ
の
取
り
組
み
効
果
の
分
類

を
、
図
中
に
領
域
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　例
え
ば
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
取
り
組
む
「
都
市

計
画
に
基
づ
く
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com

m
unity

）
と
観
光

産
業
（industry

）
の
双
方
に
よ
っ
て
住
民
の

「
生
活
環
境
の
向
上
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　そ
の
上
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
を
、
円
の
中
心
か
ら
外
周
に
向

か
っ
て
強
制
性
の
高
い
も
の
か
ら
自
主
性
の

高
い
も
の
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う

に
配
置
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
取
り
組
み

の
期
待
さ
れ
る
効
果
は
同
じ
領
域
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
規
制
や
法
的

な
枠
組
み
に
よ
る
強
制
力
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
、
取
り
組
み
対
象
の
自
主
性
に
基
づ
く

も
の
な
の
か
と
い
う
制
度
上
の「
幅
」を
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前
述
の
バ
ル
セ
ロ

具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
指
向
さ
れ
て
い
る

一
方
、「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

（G
o
o
d
 H
ealth

 an
d
 W
ell-b

ein
g

）」
は

問
題
事
象
で
は
な
く
理
想
的
な
目
標
像
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
者

は
比
較
的
長
期
的
な
構
想
に
結
び
つ
く
こ
と

が
多
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
観
で
施

策
が
設
計
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
後
者
は

目
前
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う

具
体
的
で
緊
急
性
の
高
い
課
題
に
根
ざ
し
た

政
策
立
案
で
あ
り
、
総
じ
て
短
期
で
の
成
果
・

効
果
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
強
制
性
の
高
い

制
度
設
計
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　も
う
1
つ
の
分
析
軸
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
が
ど
の
程
度
の
問
題
・
ビ
ジ
ョ
ン
を「
射

程
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
市
内

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
い
う
比

較
的
狭
い
空
間
に
お
け
る
政
策
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

で
も
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
冒
頭
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目
標
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
政
策
の
射

程
を
特
定
の
エ
リ
ア
や
施
設
の
よ
う
な
か
な

り
限
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の
も

の
ま
で
を
ロ
ー
カ
ル（local

）、
複
数
の
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
単
位
ま
で
を
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル（regional

）と
し
、
次
い
で
国
レ
ベ

ル（national

）、
国
家
間（international

）、

最
終
的
に
は
世
界
的
な
も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル

（global

）と
し
て
垂
直
方
向
に
配
し
て
い
る
。

樹
木
が
土
壌
の
深
部
に
根
を
張
る
よ
う
に
、モ

デ
ル
の
下
部
ほ
ど
政
策
の
射
程
や
効
果
も
広

が
り
を
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、

実
際
の
「
射
程
」
は
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
中
間
領
域
や
複
数
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
多
様
に

存
在
し
て
お
り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

表
現
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
前
述
の
と
お
り
本
稿
で
は
政
策
立
案
者
の

視
座
に
基
づ
い
た
モ
デ
ル
化
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
え
て
5
段
階
で
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
や
地
域

D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
一
義
的
に
ロ
ー
カ

ル
を
、
都
道
府
県
や
地
域
連
携
D
M
O
、
広

域
D
M
O
の
政
策
立
案
者
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
、
そ
し
て
国
の
政
策
立
案

者
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
あ
る
い
は
国
際
貢
献
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
的
や
動
機
に
適
合
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
政
策
の
背
景

に
あ
る
指
向
性
に
基
づ
い
て
類
型
化
を
試
み

る
と
、「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
は
、
比
較
的
小

さ
な
射
程
で
「
環
境
」
分
野
の
目
的
を
追
求

す
る
「
エ
コ
・
マ
イ
ン
ド
」、「
社
会
」
分
野
の

目
標
を
追
求
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
・
マ
イ
ン

ド
」、「
経
済
」
分
野
の
目
標
を
追
求
す
る
「
グ

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
」
の

3
つ
、「
課
題
解
決
型
」も
小
さ
な
射
程
で「
環

境
」
分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
資
源
保
全
マ

イ
ン
ド
」、「
社
会
」分
野
の
動
機
に
基
づ
く「
ソ

サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」、
そ
し
て
「
経
済
」

分
野
の
動
機
に
基
づ
く
「
プ
ロ
プ
ア
・
マ
イ

ン
ド
」
の
3
つ
の
計
6
つ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　例
え
ば
沖
縄
県
で
は
、
自
然
環
境
の
再
生

や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
た
生
態

系
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
追
求
す
る
中
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
政
策
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
個
別
に
は
様
々
な
問
題
や
危
機
意

識
に
根
ざ
し
た
議
論
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
言
う
よ

り
は
、
沖
縄
に
お
け
る
観
光
は
「
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
未
来
志
向
の
議
論
の
中
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浮
上
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
こ
れ
は
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は

ロ
ー
カ
ル
や
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
自
然
再
生
や

生
態
系
保
全
を
目
的
化
さ
せ
た
「
エ
コ
・
マ

イ
ン
ド
」
の
事
例
と
言
え
よ
う
。

　一
方
で
、
同
じ
島
嶼
部
、
同
じ
世
界
自
然

遺
産
で
も
、
例
え
ば
エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
諸
島
が
追
求
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
随
分
と
趣
が
異
な
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
は
観
光
客
数
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
う

移
民
の
増
加
、
外
来
種
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ

て
2
0
0
7
年
に
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光

が
島
に
も
た
ら
す
負
の
イ
ン
パ
ク
を
抑
制
し

「
危
機
遺
産
か
ら
の
脱
却
」、
あ
る
い
は
「
生

態
系
回
復
」
と
い
う
具
体
的
な
課
題
解
決
の

た
め
の
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
。

　な
お
、
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
で
は
、
国
家
間

（in
tern
ation

al

）と
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

な
射
程
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、「
問
題
解
決
型
」

と「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」を
一
体
的
に
と
ら
え

「
S
D
G
s
マ
イ
ン
ド
」と
し
た
。
こ
れ
は
国

際
機
関
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
多
く
の

政
策
立
案
者
は
国
家
間
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
射

程
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
標

と
課
題
の
区
別
な
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
気
候
変
動
や
温

暖
化
対
策
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
な
ど
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
義
の

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

の
根
幹
に
あ
る
の
が
問
題
の
解
決
な
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
な
の
か
は
曖
昧
に
な
る
。
前

は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

S
D
G
s
の
盛
り
上
が
り
を
見
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
動
論
と
し
て
の
成
功
は

間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
実
質
化
、

実
装
し
、
政
策
や
事
業
で
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
と
、
途
端
に
そ
の
存
在

が
朧
気
に
な
る
。
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
復
興
し
、顧
客
や
投
資
者
と
し
て
の「
世

界
」
に
対
面
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
解
釈
の
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
は
も
は
や
許
容
さ
れ
ま
い
。
世
界

が
、
地
域
が
、
何
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

称
し
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
思
考
実
験
に
挑
ん
で
み
た
い
。

S
ustainability on
Tourism

か

Tourism
 on

S
ustainability

か

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
文
字
ど

お
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
2
つ
の
用
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
争
点
化
し
た
背
景
に
は
言
わ
ず
も
が

な
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
よ
る
「
持
続

可
能
な
開
発
」
の
議
論
が
あ
る
。
他
方
で
、

観
光
は
控
え
め
に
見
て
も
21
世
紀
の
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ォ
ー
ス
で
あ
り
、「
開
発
」
を
主
と

し
て
経
済
的
な
側
面
か
ら
牽
引
し
得
る
産
業

と
し
て
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で
そ
の
推
進

ナ
は
強
制
性
の
強
い「
都
市
計
画
に
基
づ
く
宿

泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
制
限
」で
あ
る
た
め
円
の

中
心
に
近
く
な
る
。
他
方
で
、
例
え
ば
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
同
様
に
民
泊
の
拡

大
や
混
雑
と
い
っ
た
都
市
型
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
問
題
に
直
面
し
て
は
い

る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
政
策
的
対

応
を
と
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
観
光
計
画

の
中
で
従
来
の
観
光
振
興
と
の
決
別
を
謳
い
、

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ッ
ド
」と
い
う
概
念
を
提
起
し

た
上
で
、
独
自
の
都
市
型
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
標
榜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
業
者

や
住
民
の
取
り
組
み
を
推
奨
・
喚
起
す
る
こ

と
を
通
じ
て
観
光
の
質
的
変
容
を
促
す
施
策

で
あ
り
、
よ
り
自
主
性
の
強
い
取
り
組
み
と

し
て
円
の
周
縁
に
近
い
場
所
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
同
じ
よ
う
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設

定
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
程

度
、
強
制
性
、
換
言
す
れ
ば
制
度
的
な
硬
直

性
の
高
い
施
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
体
施
策
と
さ
れ
て
い
る

多
種
多
様
な
取
り
組
み
や
事
業
が
、
実
は

V
I
C
E
モ
デ
ル
を
原
則
と
し
た
6
つ
の
領

域
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
い
か
に
制

度
的
硬
直
性
の
高
い
政
策
・
施
策
を
選
択
す

る
か
と
い
う
議
論
に
収
斂
す
る
こ
と
が
分
か

る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
た
め
に
、
や

や
も
す
れ
ば「
誰
に
向
け
た
政
策
か
」と
い
う

最
も
重
要
な
論
点
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は「
誰
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
採
用
す
る
政
策
な
の
か
」

と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
自
ず
と

政
策
・
施
策
の
全
体
像
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
制

度
的
な
硬
直
性
を
高
め
る
べ
き
か
が
明
ら
か

に
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
と
い
う
大
義
の
み
を
掲
げ
、

他
の
地
域
か
ら
単
に
政
策
を
コ
ピ
ー
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
最
適
な
取
り
組
み
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
6
タ
イ
プ

　本
稿
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
施
策
と
い
う
2
つ
の
視

点
か
ら
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
と
し
て
概
念

の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
最
後
に
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
分

類
を
、「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」に
統
合
す
る
形
で
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　ま
ず「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」で
は
、「
ル
ー
ツ
・

モ
デ
ル
」
の
「
問
題
解
決
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
3
つ
は
円
の
中
心
に
、反
対
に「
ビ
ジ
ョ

ン
追
求
型
」
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
3
つ
は
円

の
周
縁
に
配
置
さ
れ
る
。
円
の
中
心
は
よ
り

緊
急
性
が
高
く
し
た
が
っ
て
短
期
的
、
具
体

的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
る
た
め
制
度
的
硬
直

性
、
す
な
わ
ち
一
種
の
強
制
性
を
伴
う
施
策

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
円
の
外
側
に
向
か
っ
て

徐
々
に
制
度
的
な
硬
直
性
が
緩
和
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
で
は
、
あ
く
ま
で
目
前
の
問
題

解
決
で
は
な
く
、
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
世
の

潮
流
と
い
っ
た
中
長
期
的
で
総
じ
て
大
き
な

目
標
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
自

主
性
に
委
ね
る
よ
う
な
施
策
が
選
択
さ
れ

る
。
政
策
立
案
者
の
視
点
で
よ
り
主
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
問
題
解
決
」
を
目
指
す
政
策

立
案
者
は
円
の
中
心
を
め
が
け
て
政
策
を
検

討
し
、
逆
に
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
」
を
指
向
す

る
政
策
立
案
者
は
外
側
に
向
か
っ
て
最
適
な

政
策
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

N
I
S
T
ツ
リ
ー
で
は
、「
S
D
G
s
マ
イ

ン
ド
」
は
最
も
外
側
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
S
D
G
s
の
達
成
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

強
制
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
今
日
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素

で
構
成
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
施
策
が
何

を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
前

述
の
と
お
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
関
係
性
に
曖
昧
さ
を
抱
え
、
さ
ら
に

は
N
I
S
T
ツ
リ
ー
に
よ
る
検
証
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
か
な
り
広
範
で
多
様

な
要
素
を
内
包
す
る
。
観
光
政
策
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
地
域
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
反
対
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
づ
ら
い
が
、
総
論
と
し
て
の
賛

意
の
後
に
は
政
策
実
践
の
具
現
化
に
伴
う
困

難
に
直
面
す
る
。
本
論
は
、
漠
然
と
把
握
さ

れ
議
論
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
全
体
像
を
朧
気
な
が
ら
も
示
し
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
向
か
う
た
め
に
は
ど
の
方
向
に
進
む

べ
き
か
を
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

　そ
の
上
で
、
地
域
総
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
方
向
性
を
示
す
意
味
で
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
の
か
と
い

う
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
類
型
化

し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
「
素
数
」
に
依
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
得
る
の
か
を
論
じ
た
い
。
こ

れ
こ
そ
が
「
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。

・「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
地
域
の
社

会
的
側
面
に
与
え
る
観
光
の
負
の
影
響
を
解

決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
を
地
域
の
中

で
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
に
多
く
見
ら
れ
、
最
た
る
例
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
観
光
、
観

光
客
を
独
立
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
ず
、

都
市
と
い
う
生
態
系
の
中
で
位
置
づ
け
る
発

想
だ
。
都
市
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
N
I
S
T

ツ
リ
ー
で
は
「
ソ
サ
イ
エ
タ
ル
・
マ
イ
ン
ド
」

に
重
点
が
置
か
れ
、
比
較
的
強
制
性
の
高
い

施
策
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ハ
で
は
、
交
通
事
故
の
抑
制

や
騒
音
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
と
し
て
中
心

市
街
地
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
く
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
メ
ッ
カ
」で
あ
る
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
で
は
や
や
自
主
性
の
高
い

「E
njoy R

espect V
enezia

」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
観
光
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」

　従
来
の
都
市
・
大
型
観
光
地
の
対
案（
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
）
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
魅

力
的
な
農
村
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
ル
ー
ラ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ス
ロ
ー
や
地

域
、
食
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
従
来

の
ル
ー
ラ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
差
異
を
見

い
だ
す
と
す
れ
ば
、「
都
市
で
は
な
い
」
こ

と
に
よ
っ
て
客
体
化
さ
れ
て
き
た
農
村
を
よ

り
概
念
的
に
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
部
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
光
実
践
に
伴
う
資
源

や
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
て
お

り
、
結
果
的
に
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
少
な
い

観
光
形
態
が
実
現
す
る
。
し
か
も
そ
れ
が
高

度
な
デ
ザ
イ
ン
性
や
快
適
性
と
共
存
す
る
点

が
「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
の
特
徴
だ
。

　リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
利

用
環
境
の
保
全
」
と
「
利
用
水
準
の
保
持
」

の
両
立
が
目
指
さ
れ
、「
エ
コ
」
や
「
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た
指
向
性

を
持
つ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。

取
り
組
み
は
強
制
性
の
低
い
も
の
が
一
般

的
で
あ
り
、「
環
境
認
証
制
度
の
取
得
促
進
」

や
「
エ
コ
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
」
な
ど
が
事

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
初
め
て
の
「
持
続
可
能
な
観
光
憲

章
」
を
策
定
し
マ
オ
リ
の
先
住
民
観
光
や

温
泉
観
光
で
知
ら
れ
る
ロ
ト
ル
ア
、
ま
た

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
U
N
W
T
O

に
よ
るB

est T
ou
rism

 V
illage

な
ど
も

「
ク
ー
ル
・
ル
ー
ラ
ル
」
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
と
解
釈
で
き
よ
う
。

 ・「
グ
リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」

　資
源
の
消
失
等
に
対
す
る
危
機
意
識
に
端

を
発
す
る
形
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
取
り
組
む
事
例
で
あ
る
。
主
と
し
て
自
然

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
、
資

源
賦
存
量
の
減
耗
や
質
的
劣
化
へ
の
危
機
意

識
が
芽
生
え
や
す
い
島
（
ア
イ
ル
）
の
ほ
か
、

温
暖
化
に
よ
る
少
雪
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

山
岳
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
こ
に

該
当
す
る
だ
ろ
う
。

　主
と
し
て
「
資
源
保
全
マ
イ
ン
ド
」
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
組
み
も
一
定
の
強
制
性

を
伴
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
で
上
陸
す
る
観

光
客
数
が
強
制
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
例
が

代
表
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
ワ
イ
州
は
「
グ

リ
ー
ン
・
ア
イ
ル
」で
あ
り
な
が
ら
そ
の
政
策
・

施
策
の
対
象
に
文
化
を
重
点
的
に
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

・「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

　住
民
参
加
型
で
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

多
く
、
総
じ
て
過
疎
地
域
、
小
規
模
な
村
落

等
で
の
事
例
が
多
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
が
代
表
的
な
事
例
で

あ
り
先
進
国
と
い
う
よ
り
は
新
興
国
、
発
展

途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
和
や
社
会
的

公
正
の
象
徴
で
あ
る
鳩
（
ダ
ヴ
）
を
冠
し
て
、

「
ダ
ヴ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名
付
け
た
い
。

　具
体
的
な
例
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

観
光
客
に
1
日
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
を
課

し
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
知
ら

れ
る
小
国
は
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
観
光

客
の
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
向
上
を
掲

げ
、
住
民
の
幸
福
、
社
会
的
公
正
、
経
済
的

発
展
に
資
す
る
観
光
形
態
を
追
求
し
て
き

た
。
2
0
0
ド
ル
の
観
光
税
は
ブ
ー
タ
ン
国

内
の
観
光
人
材
の
育
成
等
の
財
源
に
な
っ
て

い
る
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
の「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り
」、「
S
D
G
s
」と
い
っ

た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
で
は「
地
域

経
済
の
維
持
」を
中
心
に「
利
用
水
準
の
保
持
」

か
ら「
生
活
環
境
の
向
上
」ま
で
一
定
の
幅
が

あ
る
。
そ
の
た
め
特
定
の
強
制
性
の
高
い
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ツ

ア
ー
の
開
発
」や「
地
元
産
品
購
入
の
場
の
設

置
」な
ど
自
主
性
の
高
い
施
策
が
目
立
つ
。

United Nations Environmental Programme and World Tourism Organization, 2005, Making Tourism 
More Sustainable: A Guide for Policy Makers
Butler, Richard W., 1999, Sustainable tourism: A State of the Art Review, Tourism Geographies, 1:1, 
7-25
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【脚注】

・「
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」

　観
光
地
な
ど
で
エ
シ
カ
ル
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

の
取
り
込
み
を
意
識
し
た
施
策
が
民
間
事
業

者
の
間
で
展
開
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
近
年
で
は
「
世
界
の
エ
シ
カ
ル
・
リ

ゾ
ー
ト
・
ト
ッ
プ
10
」
や
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行

き
た
い
エ
シ
カ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
切
り

口
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
こ
と
も
多
く
、
総

体
的
に
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
等
が
「
エ
シ
カ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
興
国
や
発
展
途
上

国
、
島
嶼
国
な
ど
で
事
業
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
し

て
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
エ

コ
」、
そ
し
て
「
S
D
G
s
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　特
徴
と
し
て
は
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
上
の「
地

域
経
済
の
維
持
」を
指
向
す
る
タ
イ
プ
と「
利

用
環
境
の
保
全
」
を
指
向
す
る
タ
イ
プ
に
大

別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
地
元
の

職
人
を
雇
用
し
て
伝
統
的
な
建
材
や
建
築
方

法
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
、
地
場
食
材

の
提
供
な
ど
を
掲
げ
た
高
級
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

で
あ
り
、
近
年
、
北
米
の
富
裕
層
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
ト
ゥ
ル
ム
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど

が
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
シ
ッ
ク
ス
・

セ
ン
ス
・
フ
ィ
ジ
ー
の
「
1
0
0
%
太
陽
光

発
電
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

・「
エ
ッ
ジ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

　自
国
や
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
先
進

的
、
革
新
的
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
謳
う
事
例
で
あ
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
う
よ
り
は
政
策
の

潮
流
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
こ
と
で
、
基
準
設
定
や
中
長
期
的
な

政
策
の
方
針
決
定
に
影
響
力
を
持
つ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
観
光
の
終
わ
り
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
観
光
戦
略
を

掲
げ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
代
表
的
な
事
例

で
あ
り
、
都
市
で
は
な
く
国
全
体
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
証
制
度
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
も
「
エ
ッ
ジ
ー
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
日
本
国
内
で
は
釜
石
市
が
取
り
組
む
地
場

産
業
や
食
文
化
、
被
災
地
と
し
て
の
歩
み
等

を
統
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」
な
ど
が
該
当
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
上
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

は
、「
エ
コ
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
ま
で
幅

広
く
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
を
包
含
し
て

「
S
D
G
s
」
マ
イ
ン
ド
に
ま
で
広
げ
て
い
る

事
例
も
多
い
。
と
が
っ
た
（
エ
ッ
ジ
ー
）
な

取
り
組
み
を
常
に
打
ち
出
す
こ
と
で
そ
の
先

進
性
や
固
有
性
を
外
部
に
発
信
し
、
観
光
政

策
の
新
し
い
価
値
観
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
国
連
が
定
め
た「
持
続
可
能
な
国
際
観
光

年
」か
ら
5
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
持
続
可
能
な

観
光（
以
降
は
同
義
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
る
）を
取
り
巻
く
観
光
地

の
状
況
、
そ
し
て
市
場
及
び
関
係
者
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
90
年
代

半
ば
に
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
研
究
と

実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
特
に
海
外
を
中
心

に
進
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
主
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
処

方
策
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と

し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
改
め

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
念
は
幅
広
く
、
本
来
は
社
会
、
環
境
、
経

済
の
視
点
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
局
面
で
は
主
に
社

会
の
視
点
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
場
か
ら
、
脱
炭
素
の
局
面
で
は
環
境
の
視

点
に
お
け
る
地
球
環
境
の
立
場
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
焦
点
と
な
る
範
囲
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
の
概
念
、
あ
る
い
は
旅
行
と
し
て
の

形
態
（
ま
た
は
対
応
す
る
市
場
）、
対
応
す

べ
き
課
題
、
推
進
さ
れ
る
取
組
な
ど
に
よ
っ

て
、ま
た
各
局
面
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

か
つ
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
、
国
・
自
治
体
、

研
究
機
関
、
各
種
コ
ン
サ
ル
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
視
点
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
語
り
、
語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地

（
地
域
・
自
治
体
）
や
事
業
者
（
産
業
界
・
個

別
事
業
者
）
が
行
動
を
起
こ
す
に
あ
た
り
動

機
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
際
に
、
混
乱
を
招

い
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
観
光
文
化
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な

課
題
認
識
の
下
、
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
現

在
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・

現
象
の
整
理
を
行
い
、
観
光
地
・
事
業
者
等

の
主
体
別
に
、
義
務
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
等
が
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
を
リ
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
／
再
建
／
復
興
）
す
る

こ
と
に
試
み
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
の

問
い
か
け

　
特
集
1
で
も
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
言
葉
と
概
念
と
し
て
は
、
90
年
代
以
前
よ

り
存
在
し
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
使
わ
れ

方
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
地
域
資
源
、
特
に
自
然
環
境
を
観
光

魅
力
の
源
泉
と
し
て
取
り
扱
う
主
に
ガ
イ
ド

業
な
ど
を
始
め
と
し
た
全
国
の
事
業
者
の
自

主
・
自
発
的
な
取
組
と
と
も
に
、
国
と
し
て

法
律
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」）
を
定
め

て
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
て
き

た
ほ
か
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
全

国
的
な
組
織
に
加
え
て
、
全
国
各
地
に
地
域

別
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
が
作
ら
れ

て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
は
、
1
9
9
2
年
の「
持
続
可
能
な
観
光
に

お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の
国
際
的
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」の
結
成
以
降
、
U
N
W
T
O
に
よ

る「
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指

標
」の
提
示（
2
0
0
4
年
）、
G
S
T
C
に
よ

る
観
光
地
向
け
基
準「
G
S
T
C
‐
D
」の
策

定（
2
0
1
3
年
）な
ど
、
国
際
的
に
は
持
続

可
能
性
指
標（
S
T
I
）の
開
発
・
導
入
を
中

心
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
国
内

に
お
け
る
目
立
っ
た
動
き
は
2
0
1
8
年
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」の
設

置
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
運
動
論
と
し
て
も

地
域
に
お
け
る
実
装
と
い
う
面
で
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
歩
、二
歩
先
を
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
国
内
で
も

組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、環
境
省
で
は「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責

任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」
と
定
め
て
お

り
、
資
源
の
保
全
に
着
目
し
た
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
は
、
資
源
の
保
全
・
保
護
に
も
触
れ
つ

つ
、
加
え
て
「
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資
源
の
保
護
＋
観

光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す

観
光
の
考
え
方
」
と
し
て
、
地
域
振
興
も
含

め
た
定
義
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本

自
然
保
護
協
会
（
N
A
C
S
‐
J
）
及
び
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
セ
ン
）

に
よ
る
定
義
も
地
域
振
興
を
含
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、歴
史
・

文
化
も
含
ん
だ
、
自
然
資
源
の
み
を
対
象
に

し
た
狭
義
の
概
念
で
は
な
く
、
広
義
の
定
義

で
い
え
ば
経
済
振
興
を
含
ん
だ
、
環
境
、
社

会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
保

持
を
ベ
ー
ス
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
に
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
特
集
１
の
各

用
語
の
定
義
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
各
用
語
に
お
い
て
も
、
や
や
強

調
さ
れ
る
内
容
や
視
点
が
異
な
る
面
が
あ
る

も
の
の
、
核
と
な
る
考
え
方
（
対
象
と
し
て

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
、
利
用
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
）
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
こ
ま
で
浸
透
し
、

各
地
域
・
主
体
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
中
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
包
含
し
き
れ

な
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
含

ま
れ
た
概
念
が
存
在
し
、
そ
の
重
要
性
が
近

年
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
概
念
を
示
す
、
推
進
す
る
中
で
も
新
た

な
言
葉
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す

必
要
・
理
由
が
何
ら
か
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
が
今
回
の
特
集
号
に
お
け
る
議
論
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

特
集
の
振
り
返
り

　
こ
こ
で
特
集
1
か
ら
5
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

●
特
集
１

　
特
集
1
で
は
、
特
集
全
体
の
検
討
を
行
う

前
段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
の

深
い
類
似
の
概
念
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い

く
つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
て
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
の

概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
概
念

自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の
使
い
分

け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用
が
さ
れ

つ
つ
、
長
年
に
渡
っ
て
概
ね
同
程
度
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
・

用
語
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
よ
り
限
定
的
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き

た
用
語
、
そ
し
て
近
年
に
新
た
な
概
念
を
説

明
す
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
用
語
と
い
っ
た

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
特
集
２

　
特
集
2
は
、
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
観
光
庁
）
等
を

歴
任
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分

野
に
お
け
る
国
内
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
東

洋
大
学
の
古
屋
教
授
に
執
筆
を
担
当
い
た
だ

い
た
。
同
特
集
で
は
、
国
際
的
な
取
組
の
流

れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
取
組
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
解
説
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
我
が
国
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
の
今
後

の
課
題
と
し
て
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
い
た
だ
い
た
。
1
つ
は
「
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
」
で
、
実
際
の
観
光
地
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
装
に

は
、
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
必
要
と
の

指
摘
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
「
経
済
的
な
裏

付
け
を
持
っ
た
持
続
可
能
性
の
確
立
」
で
、

持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
に
お
け
る
環
境
、

社
会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
枠
組
み
の

中
で
予
算
・
資
金
を
調
達
・
確
保
す
る
こ
と

が
継
続
性
の
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
べ
き
論
」
を
越
え

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装

す
る
上
で
の
、
重
要
な
気
付
き
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
特
集
の
中
で
の
「
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情

に
基
づ
い
た
適
切
な
目
標
設
定
」
が
必
要
と

の
指
摘
は
、
特
集
5
に
お
け
る
地
域
モ
デ
ル

の
提
示
に
も
通
底
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
特
集
３

　
特
集
3
は
、
道
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的

成
長
を
こ
れ
ま
で
も
支
援
し
、
昨
年
度
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」を
発
行
さ
れ

た
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の
桃

井
氏
・
神
宮
氏
の
お
二
人
に
執
筆
を
担
当
い

た
だ
い
た
。
同
特
集
で
は
、
ま
ず
豊
富
な
自
然

資
源
を
持
つ
北
海
道
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
優
位

性
ゆ
え
に
、
取
組
が
遅
れ
る
こ
と
で
逆
に
観

光
地
と
し
て
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
点
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
上
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
構
築
」と「
持
続
的
な
財
源
の
確
保
」を
北

海
道
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
2
大
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
集
2
で
古
屋
教
授
に

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
国
内
全
体
に
お
け
る
課

題
の
2
点
と
も
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
取
組
事
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
、
財
源
面
の
検
討
の
一

部
は
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
多
く
の
市
町
村
で
は
ま
だ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
は
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

●
特
集
４

　
特
集
4
は
、大
正
大
学
の
岩
浅
准
教
授
に
、

環
境
省
職
員
と
し
て
の
豊
富
な
現
場
経
験
を

踏
ま
え
て
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
を
対
象
と
し

た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
の
現
状
と
課
題
を
解
説
い
た
だ
い
た
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
A
T
T
A
の

定
義
で
い
え
ば
、
特
集
の
中
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
通
り「「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」

の
3
つ
の
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
が
主
目

的
で
あ
る
旅
行
」
で
あ
る
が
、
同
特
集
で
は
、

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
概

念
と
し
て
の
拡
張
版
と
も
い
え
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
（
岩
浅
、

2
0
2
2
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
岩

浅
氏
の
「「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
い
ず
れ
も
概
念
は
大

き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特

集
2
・
3
と
も
重
な
る
内
容
と
し
て
、
岩
浅

氏
も
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
と
し
て
挙
げ

た「
基
金
の
創
設
」及
び「
推
進
母
体
の
設
置
」

や
、
加
え
て
、
前
提
と
し
て
の
「
理
念
の
地

域
内
共
有
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
組
が
、

奄
美
・
沖
縄
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
標
語
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
非
常

に
興
味
深
く
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

●
特
集
５

　
特
集
5
で
は
、
海
外
、
特
に
欧
州
の
情
勢

に
詳
し
い
北
海
道
大
学
大
学
院
の
石
黒
准
教

授
と
私
の
共
同
執
筆
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
含
む
概
念
の
分
解
と
再
構
築

を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
具
体
的
な
事
象
を
、
政
策
の
課
題
や
そ

の
射
程
に
基
づ
く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策
」

と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
情
報
の
整
理
・

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
類
の
結

果
を
可
視
化
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
樹
木
の

根
と
幹
に
見
立
て
た
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」

と
「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
た
。
こ

の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に「
ど
こ
ま
で
を
対
象
に（
射

程
）」「
な
ぜ
取
り
組
む
の
か（
課
題
）」を
ル
ー

ツ
・
モ
デ
ル
で
、「
ど
う
い
っ
た
成
果
を
期

待
し
て
（
目
的
）」「
何
を
実
行
し
て
い
る
の

か
（
施
策
）」
を
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
射
程
・
課

題
と
い
っ
た
取
組
の
「
背
景
」
に
あ
る
部
分

と
目
的
・
施
策
と
い
っ
た
「
具
体
的
な
取
組

事
項
」
が
、
実
際
に
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
（
意
識
し
て
い
な
い
）
こ
と
も

ま
ま
あ
る
も
の
の
、
本
来
的
に
は
マ
ッ
チ
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、
両
者
を
統

合
し
た
形
で
N
I
S
T
モ
デ
ル
を
提
案
し
、

「
射
程
」「
課
題
」「
目
的
」「
施
策
」
が
マ
ッ
チ

し
た
形
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
6
つ
提
示
し
た
。
組

み
立
て
方
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
6
つ
が
今
回
我
々
が
提
示
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
射
程
」「
課

題
」「
目
的
」「
施
策
」
の
マ
ッ
チ
し
た
典
型

的
な
地
域
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
の
分
解
か
ら
の
リ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム

　
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
と
同
じ

2
0
1
7
年
、「
観
光
文
化
」
で
は
今
回
と
同

じ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

な
観
光
）
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
は
「
現
場
に
学
ぶ
解
決
力
」
と
し
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
国
内
8
箇
所
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
、
資
源
（
自
然
・
文
化
）、
社

会
（
住
民
・
観
光
客
）、
経
済
（
産
業
・
雇
用
）

の
視
点
か
ら
、
現
場
ご
と
に
持
続
可
能
な
観

光
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
の
手
法

を
示
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
逆
説
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
象
の
総
体
か

ら
持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
包
括
的
な
概
念

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
5
年
の
月
日
が
経
過
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し

て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
で
は
な
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
に

通
底
す
る
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
広
が
り
を

見
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
5
年
前
に

取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
あ
る
種
先
進

的
な
地
域
以
外
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
要
請
に
応
じ

て
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

に
新
た
に
触
れ
、
そ
の
概
念
の
広
さ
に
戸
惑

い
、
内
容
を
咀
嚼
し
き
れ
ず
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
言
葉
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
は

な
い
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概

念
と
そ
の
重
要
性
を
伝
え
、
国
内
で
の
浸
透
・

促
進
を
図
る
立
場
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
・

知
見
を
あ
た
か
も
た
だ
一
つ
の
正
解
の
よ
う

に
伝
え
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
で
、

取
組
を
行
う
地
域
側
も
専
門
家
・
有
識
者
に

「
頼
る
」「
聞
く
」
姿
勢
か
ら
、
自
ら
「
調
べ
る
」

「
決
定
す
る
」
姿
勢
へ
進
化
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
両
者
の
た
め
の
航
海
図
が
今
回
の

特
集
で
十
分
に
揃
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

が
、
今
後
議
論
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
材
料
を
用
意
し
た
と
思
い
た
い
。

お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の

設
置

　
当
財
団
で
は
今
年
度
、
沖
縄
県
那
覇
市
に

「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」

を
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
財
団
と
し

て
は
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る
事
務
所
以
外

の
地
域
に
事
業
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
手
前
事
で
は
あ
る
が
当

財
団
の
経
営
計
画
「C

h
allen

ge 2
0
2
6

」

に
お
け
る
大
き
な
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
お
き
な
わ
サ

ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な

発
展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
各
種
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
当
財
団
は
「
実
践
的
学
術
研
究
機
関
」
を
標

榜
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
理
論
」
と
「
実
践
」
の
両

立
を
掲
げ
て
、
独
自
財
源
を
用
い
た
自
主
事

業
等
を
通
じ
て
知
見
を
蓄
積
し
た
上
で
理
論

を
構
築
し
、
そ
の
理
論
を
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
受
託
事
業
で
実
践
す
る
こ
と
で
更

に
強
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
特
集
号
で
は
ま
さ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
見
方
・
理
論
の
構
築

を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
と
て
も
議
論
が
つ
く

さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
理
論
の
強
度
と
し
て

も
ま
だ
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
認
し
て

い
る
。
今
号
で
特
集
を
担
当
い
た
だ
い
た
有

識
者
、
加
え
て
そ
れ
以
外
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
幅
広
い
有
識
者
・
研

究
者
・
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね
て
、
現
場

の
た
め
の
航
海
図
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
理
論
を
元
に
し
た
多
く
の
実
践

の
場
を
、
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活
動

を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
原
稿
の
執
筆
期
間
の
中
で
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

記
事
・
論
評
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ

た
。
内
容
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
、

そ
し
て
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
位
置
づ
け
の

違
い
を
解
説
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
（
あ
る
い
は
検
討
し
始
め
た
）
地

域
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
で
、
取
組
内
容
に

対
す
る
疑
問
や
質
問
も
一
斉
に
出
て
き
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ

て
い
る
。こ
の
間
の
国
内
外
の
記
事
・
論
評
は
、

現
場
側
か
ら
の
疑
問
の
噴
出
に
対
す
る
研
究

者
・
関
係
者
サ
イ
ド
か
ら
の
あ
る
種
の
回
答

で
あ
っ
た
訳
だ
が
、こ
う
し
た
現
場
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
双
方
の
動
き
・
盛
り
上
が
り
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
心
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
か
ら
は
5
年
が

経
っ
た
が
、
こ
の
盛
り
上
が
り
が
持
続
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
の
本
格
再
開
が
望

ま
れ
る
2
0
2
2
年
が
国
内
に
お
け
る
実
質

的
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
、
観
光
庁
及
び
関

係
機
関
、
そ
し
て
釜
石
市
や
ニ
セ
コ
町
な
ど

を
始
め
と
し
た
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

い
く
つ
か
の
地
域
・
自
治
体
の
こ
の
数
年
間

の
各
種
取
組
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
と
全
国
的
な
取

組
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
に
は
大
き
な
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
今
号
の
巻
頭
言

を
執
筆
い
た
だ
い
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
に
は
、
長
年
の
日
本
国
内
で
の
研
究
・

教
育
活
動
を
経
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
さ
れ

る
大
変
お
忙
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
対
応
を

い
た
だ
い
た
。
ク
マ
ー
ラ
先
生
に
も
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
現
在
大
変

厳
し
い
局
面
に
あ
る
が
、
近
い
未
来
に
は
ま

た
観
光
交
流
、
経
済
交
流
、
そ
し
て
再
び
相

互
の
研
究
交
流
が
復
活
で
き
る
日
が
来
る
よ

う
祈
念
し
て
、
本
原
稿
を
締
め
る
こ
と
と
し

た
い
。

サ
ス
テ
ナ
ブル

ツ
ー
リ
ズム
の

こ
れ
か
ら

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
地
域
研
究
部
・
環
境
計
画
室
長

お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
長

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）

サステナブルツーリズムのこれから視座

視座
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は
じ
め
に

　
国
連
が
定
め
た「
持
続
可
能
な
国
際
観
光

年
」か
ら
5
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
持
続
可
能
な

観
光（
以
降
は
同
義
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
る
）を
取
り
巻
く
観
光
地

の
状
況
、
そ
し
て
市
場
及
び
関
係
者
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
90
年
代

半
ば
に
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
研
究
と

実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
特
に
海
外
を
中
心

に
進
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
主
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
処

方
策
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と

し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
改
め

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
念
は
幅
広
く
、
本
来
は
社
会
、
環
境
、
経

済
の
視
点
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
局
面
で
は
主
に
社

会
の
視
点
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
場
か
ら
、
脱
炭
素
の
局
面
で
は
環
境
の
視

点
に
お
け
る
地
球
環
境
の
立
場
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
焦
点
と
な
る
範
囲
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
の
概
念
、
あ
る
い
は
旅
行
と
し
て
の

形
態
（
ま
た
は
対
応
す
る
市
場
）、
対
応
す

べ
き
課
題
、
推
進
さ
れ
る
取
組
な
ど
に
よ
っ

て
、ま
た
各
局
面
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

か
つ
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
、
国
・
自
治
体
、

研
究
機
関
、
各
種
コ
ン
サ
ル
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
視
点
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
語
り
、
語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地

（
地
域
・
自
治
体
）
や
事
業
者
（
産
業
界
・
個

別
事
業
者
）
が
行
動
を
起
こ
す
に
あ
た
り
動

機
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
際
に
、
混
乱
を
招

い
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
観
光
文
化
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な

課
題
認
識
の
下
、
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
現

在
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・

現
象
の
整
理
を
行
い
、
観
光
地
・
事
業
者
等

の
主
体
別
に
、
義
務
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
等
が
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
を
リ
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
／
再
建
／
復
興
）
す
る

こ
と
に
試
み
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
の

問
い
か
け

　
特
集
1
で
も
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
言
葉
と
概
念
と
し
て
は
、
90
年
代
以
前
よ

り
存
在
し
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
使
わ
れ

方
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
地
域
資
源
、
特
に
自
然
環
境
を
観
光

魅
力
の
源
泉
と
し
て
取
り
扱
う
主
に
ガ
イ
ド

業
な
ど
を
始
め
と
し
た
全
国
の
事
業
者
の
自

主
・
自
発
的
な
取
組
と
と
も
に
、
国
と
し
て

法
律
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」）
を
定
め

て
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
て
き

た
ほ
か
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
全

国
的
な
組
織
に
加
え
て
、
全
国
各
地
に
地
域

別
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
が
作
ら
れ

て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
は
、
1
9
9
2
年
の「
持
続
可
能
な
観
光
に

お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の
国
際
的
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」の
結
成
以
降
、
U
N
W
T
O
に
よ

る「
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指

標
」の
提
示（
2
0
0
4
年
）、
G
S
T
C
に
よ

る
観
光
地
向
け
基
準「
G
S
T
C
‐
D
」の
策

定（
2
0
1
3
年
）な
ど
、
国
際
的
に
は
持
続

可
能
性
指
標（
S
T
I
）の
開
発
・
導
入
を
中

心
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
国
内

に
お
け
る
目
立
っ
た
動
き
は
2
0
1
8
年
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」の
設

置
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
運
動
論
と
し
て
も

地
域
に
お
け
る
実
装
と
い
う
面
で
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
歩
、二
歩
先
を
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
国
内
で
も

組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、環
境
省
で
は「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責

任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」
と
定
め
て
お

り
、
資
源
の
保
全
に
着
目
し
た
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
は
、
資
源
の
保
全
・
保
護
に
も
触
れ
つ

つ
、
加
え
て
「
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資
源
の
保
護
＋
観

光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す

観
光
の
考
え
方
」
と
し
て
、
地
域
振
興
も
含

め
た
定
義
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本

自
然
保
護
協
会
（
N
A
C
S
‐
J
）
及
び
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
セ
ン
）

に
よ
る
定
義
も
地
域
振
興
を
含
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、歴
史
・

文
化
も
含
ん
だ
、
自
然
資
源
の
み
を
対
象
に

し
た
狭
義
の
概
念
で
は
な
く
、
広
義
の
定
義

で
い
え
ば
経
済
振
興
を
含
ん
だ
、
環
境
、
社

会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
保

持
を
ベ
ー
ス
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
に
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
特
集
１
の
各

用
語
の
定
義
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
各
用
語
に
お
い
て
も
、
や
や
強

調
さ
れ
る
内
容
や
視
点
が
異
な
る
面
が
あ
る

も
の
の
、
核
と
な
る
考
え
方
（
対
象
と
し
て

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
、
利
用
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
）
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
こ
ま
で
浸
透
し
、

各
地
域
・
主
体
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
中
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
包
含
し
き
れ

な
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
含

ま
れ
た
概
念
が
存
在
し
、
そ
の
重
要
性
が
近

年
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
概
念
を
示
す
、
推
進
す
る
中
で
も
新
た

な
言
葉
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す

必
要
・
理
由
が
何
ら
か
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
が
今
回
の
特
集
号
に
お
け
る
議
論
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

特
集
の
振
り
返
り

　
こ
こ
で
特
集
1
か
ら
5
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

●
特
集
１

　
特
集
1
で
は
、
特
集
全
体
の
検
討
を
行
う

前
段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
の

深
い
類
似
の
概
念
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い

く
つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
て
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
の

概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
概
念

自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の
使
い
分

け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用
が
さ
れ

つ
つ
、
長
年
に
渡
っ
て
概
ね
同
程
度
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
・

用
語
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
よ
り
限
定
的
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き

た
用
語
、
そ
し
て
近
年
に
新
た
な
概
念
を
説

明
す
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
用
語
と
い
っ
た

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
特
集
２

　
特
集
2
は
、
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
観
光
庁
）
等
を

歴
任
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分

野
に
お
け
る
国
内
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
東

洋
大
学
の
古
屋
教
授
に
執
筆
を
担
当
い
た
だ

い
た
。
同
特
集
で
は
、
国
際
的
な
取
組
の
流

れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
取
組
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
解
説
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
我
が
国
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
の
今
後

の
課
題
と
し
て
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
い
た
だ
い
た
。
1
つ
は
「
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
」
で
、
実
際
の
観
光
地
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
装
に

は
、
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
必
要
と
の

指
摘
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
「
経
済
的
な
裏

付
け
を
持
っ
た
持
続
可
能
性
の
確
立
」
で
、

持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
に
お
け
る
環
境
、

社
会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
枠
組
み
の

中
で
予
算
・
資
金
を
調
達
・
確
保
す
る
こ
と

が
継
続
性
の
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
べ
き
論
」
を
越
え

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装

す
る
上
で
の
、
重
要
な
気
付
き
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
特
集
の
中
で
の
「
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情

に
基
づ
い
た
適
切
な
目
標
設
定
」
が
必
要
と

の
指
摘
は
、
特
集
5
に
お
け
る
地
域
モ
デ
ル

の
提
示
に
も
通
底
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
特
集
３

　
特
集
3
は
、
道
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的

成
長
を
こ
れ
ま
で
も
支
援
し
、
昨
年
度
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」を
発
行
さ
れ

た
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の
桃

井
氏
・
神
宮
氏
の
お
二
人
に
執
筆
を
担
当
い

た
だ
い
た
。
同
特
集
で
は
、
ま
ず
豊
富
な
自
然

資
源
を
持
つ
北
海
道
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
優
位

性
ゆ
え
に
、
取
組
が
遅
れ
る
こ
と
で
逆
に
観

光
地
と
し
て
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
点
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
上
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
構
築
」と「
持
続
的
な
財
源
の
確
保
」を
北

海
道
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
2
大
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
集
2
で
古
屋
教
授
に

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
国
内
全
体
に
お
け
る
課

題
の
2
点
と
も
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
取
組
事
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
、
財
源
面
の
検
討
の
一

部
は
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
多
く
の
市
町
村
で
は
ま
だ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
は
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

●
特
集
４

　
特
集
4
は
、大
正
大
学
の
岩
浅
准
教
授
に
、

環
境
省
職
員
と
し
て
の
豊
富
な
現
場
経
験
を

踏
ま
え
て
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
を
対
象
と
し

た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
の
現
状
と
課
題
を
解
説
い
た
だ
い
た
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
A
T
T
A
の

定
義
で
い
え
ば
、
特
集
の
中
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
通
り「「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」

の
3
つ
の
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
が
主
目

的
で
あ
る
旅
行
」
で
あ
る
が
、
同
特
集
で
は
、

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
概

念
と
し
て
の
拡
張
版
と
も
い
え
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
（
岩
浅
、

2
0
2
2
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
岩

浅
氏
の
「「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
い
ず
れ
も
概
念
は
大

き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特

集
2
・
3
と
も
重
な
る
内
容
と
し
て
、
岩
浅

氏
も
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
と
し
て
挙
げ

た「
基
金
の
創
設
」及
び「
推
進
母
体
の
設
置
」

や
、
加
え
て
、
前
提
と
し
て
の
「
理
念
の
地

域
内
共
有
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
組
が
、

奄
美
・
沖
縄
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
標
語
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
非
常

に
興
味
深
く
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

●
特
集
５

　
特
集
5
で
は
、
海
外
、
特
に
欧
州
の
情
勢

に
詳
し
い
北
海
道
大
学
大
学
院
の
石
黒
准
教

授
と
私
の
共
同
執
筆
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
含
む
概
念
の
分
解
と
再
構
築

を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
具
体
的
な
事
象
を
、
政
策
の
課
題
や
そ

の
射
程
に
基
づ
く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策
」

と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
情
報
の
整
理
・

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
類
の
結

果
を
可
視
化
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
樹
木
の

根
と
幹
に
見
立
て
た
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」

と
「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
た
。
こ

の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に「
ど
こ
ま
で
を
対
象
に（
射

程
）」「
な
ぜ
取
り
組
む
の
か（
課
題
）」を
ル
ー

ツ
・
モ
デ
ル
で
、「
ど
う
い
っ
た
成
果
を
期

待
し
て
（
目
的
）」「
何
を
実
行
し
て
い
る
の

か
（
施
策
）」
を
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
射
程
・
課

題
と
い
っ
た
取
組
の
「
背
景
」
に
あ
る
部
分

と
目
的
・
施
策
と
い
っ
た
「
具
体
的
な
取
組

事
項
」
が
、
実
際
に
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
（
意
識
し
て
い
な
い
）
こ
と
も

ま
ま
あ
る
も
の
の
、
本
来
的
に
は
マ
ッ
チ
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、
両
者
を
統

合
し
た
形
で
N
I
S
T
モ
デ
ル
を
提
案
し
、

「
射
程
」「
課
題
」「
目
的
」「
施
策
」
が
マ
ッ
チ

し
た
形
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
6
つ
提
示
し
た
。
組

み
立
て
方
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
6
つ
が
今
回
我
々
が
提
示
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
射
程
」「
課

題
」「
目
的
」「
施
策
」
の
マ
ッ
チ
し
た
典
型

的
な
地
域
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
の
分
解
か
ら
の
リ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム

　
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
と
同
じ

2
0
1
7
年
、「
観
光
文
化
」
で
は
今
回
と
同

じ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

な
観
光
）
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
は
「
現
場
に
学
ぶ
解
決
力
」
と
し
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
国
内
8
箇
所
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
、
資
源
（
自
然
・
文
化
）、
社

会
（
住
民
・
観
光
客
）、
経
済
（
産
業
・
雇
用
）

の
視
点
か
ら
、
現
場
ご
と
に
持
続
可
能
な
観

光
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
の
手
法

を
示
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
逆
説
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
象
の
総
体
か

ら
持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
包
括
的
な
概
念

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
5
年
の
月
日
が
経
過
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し

て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
で
は
な
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
に

通
底
す
る
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
広
が
り
を

見
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
5
年
前
に

取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
あ
る
種
先
進

的
な
地
域
以
外
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
要
請
に
応
じ

て
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

に
新
た
に
触
れ
、
そ
の
概
念
の
広
さ
に
戸
惑

い
、
内
容
を
咀
嚼
し
き
れ
ず
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
言
葉
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
は

な
い
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概

念
と
そ
の
重
要
性
を
伝
え
、
国
内
で
の
浸
透
・

促
進
を
図
る
立
場
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
・

知
見
を
あ
た
か
も
た
だ
一
つ
の
正
解
の
よ
う

に
伝
え
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
で
、

取
組
を
行
う
地
域
側
も
専
門
家
・
有
識
者
に

「
頼
る
」「
聞
く
」
姿
勢
か
ら
、
自
ら
「
調
べ
る
」

「
決
定
す
る
」
姿
勢
へ
進
化
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
両
者
の
た
め
の
航
海
図
が
今
回
の

特
集
で
十
分
に
揃
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

が
、
今
後
議
論
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
材
料
を
用
意
し
た
と
思
い
た
い
。

お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の

設
置

　
当
財
団
で
は
今
年
度
、
沖
縄
県
那
覇
市
に

「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」

を
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
財
団
と
し

て
は
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る
事
務
所
以
外

の
地
域
に
事
業
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
手
前
事
で
は
あ
る
が
当

財
団
の
経
営
計
画
「C

h
allen

ge 2
0
2
6

」

に
お
け
る
大
き
な
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
お
き
な
わ
サ

ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な

発
展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
各
種
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
当
財
団
は
「
実
践
的
学
術
研
究
機
関
」
を
標

榜
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
理
論
」
と
「
実
践
」
の
両

立
を
掲
げ
て
、
独
自
財
源
を
用
い
た
自
主
事

業
等
を
通
じ
て
知
見
を
蓄
積
し
た
上
で
理
論

を
構
築
し
、
そ
の
理
論
を
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
受
託
事
業
で
実
践
す
る
こ
と
で
更

に
強
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
特
集
号
で
は
ま
さ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
見
方
・
理
論
の
構
築

を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
と
て
も
議
論
が
つ
く

さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
理
論
の
強
度
と
し
て

も
ま
だ
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
認
し
て

い
る
。
今
号
で
特
集
を
担
当
い
た
だ
い
た
有

識
者
、
加
え
て
そ
れ
以
外
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
幅
広
い
有
識
者
・
研

究
者
・
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね
て
、
現
場

の
た
め
の
航
海
図
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
理
論
を
元
に
し
た
多
く
の
実
践

の
場
を
、
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活
動

を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
原
稿
の
執
筆
期
間
の
中
で
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

記
事
・
論
評
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ

た
。
内
容
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
、

そ
し
て
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
位
置
づ
け
の

違
い
を
解
説
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
（
あ
る
い
は
検
討
し
始
め
た
）
地

域
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
で
、
取
組
内
容
に

対
す
る
疑
問
や
質
問
も
一
斉
に
出
て
き
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ

て
い
る
。こ
の
間
の
国
内
外
の
記
事
・
論
評
は
、

現
場
側
か
ら
の
疑
問
の
噴
出
に
対
す
る
研
究

者
・
関
係
者
サ
イ
ド
か
ら
の
あ
る
種
の
回
答

で
あ
っ
た
訳
だ
が
、こ
う
し
た
現
場
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
双
方
の
動
き
・
盛
り
上
が
り
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
心
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
か
ら
は
5
年
が

経
っ
た
が
、
こ
の
盛
り
上
が
り
が
持
続
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
の
本
格
再
開
が
望

ま
れ
る
2
0
2
2
年
が
国
内
に
お
け
る
実
質

的
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
、
観
光
庁
及
び
関

係
機
関
、
そ
し
て
釜
石
市
や
ニ
セ
コ
町
な
ど

を
始
め
と
し
た
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

い
く
つ
か
の
地
域
・
自
治
体
の
こ
の
数
年
間

の
各
種
取
組
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
と
全
国
的
な
取

組
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
に
は
大
き
な
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
今
号
の
巻
頭
言

を
執
筆
い
た
だ
い
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
に
は
、
長
年
の
日
本
国
内
で
の
研
究
・

教
育
活
動
を
経
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
さ
れ

る
大
変
お
忙
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
対
応
を

い
た
だ
い
た
。
ク
マ
ー
ラ
先
生
に
も
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
現
在
大
変

厳
し
い
局
面
に
あ
る
が
、
近
い
未
来
に
は
ま

た
観
光
交
流
、
経
済
交
流
、
そ
し
て
再
び
相

互
の
研
究
交
流
が
復
活
で
き
る
日
が
来
る
よ

う
祈
念
し
て
、
本
原
稿
を
締
め
る
こ
と
と
し

た
い
。

サステナブルツーリズムのこれから視座
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は
じ
め
に

　
国
連
が
定
め
た「
持
続
可
能
な
国
際
観
光

年
」か
ら
5
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
持
続
可
能
な

観
光（
以
降
は
同
義
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
る
）を
取
り
巻
く
観
光
地

の
状
況
、
そ
し
て
市
場
及
び
関
係
者
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
90
年
代

半
ば
に
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
研
究
と

実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
特
に
海
外
を
中
心

に
進
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
主
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
処

方
策
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と

し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
改
め

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
念
は
幅
広
く
、
本
来
は
社
会
、
環
境
、
経

済
の
視
点
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
局
面
で
は
主
に
社

会
の
視
点
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
場
か
ら
、
脱
炭
素
の
局
面
で
は
環
境
の
視

点
に
お
け
る
地
球
環
境
の
立
場
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
焦
点
と
な
る
範
囲
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
の
概
念
、
あ
る
い
は
旅
行
と
し
て
の

形
態
（
ま
た
は
対
応
す
る
市
場
）、
対
応
す

べ
き
課
題
、
推
進
さ
れ
る
取
組
な
ど
に
よ
っ

て
、ま
た
各
局
面
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

か
つ
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
、
国
・
自
治
体
、

研
究
機
関
、
各
種
コ
ン
サ
ル
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
視
点
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
語
り
、
語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地

（
地
域
・
自
治
体
）
や
事
業
者
（
産
業
界
・
個

別
事
業
者
）
が
行
動
を
起
こ
す
に
あ
た
り
動

機
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
際
に
、
混
乱
を
招

い
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
観
光
文
化
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な

課
題
認
識
の
下
、
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
現

在
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・

現
象
の
整
理
を
行
い
、
観
光
地
・
事
業
者
等

の
主
体
別
に
、
義
務
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
等
が
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
を
リ
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
／
再
建
／
復
興
）
す
る

こ
と
に
試
み
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
の

問
い
か
け

　
特
集
1
で
も
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
言
葉
と
概
念
と
し
て
は
、
90
年
代
以
前
よ

り
存
在
し
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
使
わ
れ

方
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
地
域
資
源
、
特
に
自
然
環
境
を
観
光

魅
力
の
源
泉
と
し
て
取
り
扱
う
主
に
ガ
イ
ド

業
な
ど
を
始
め
と
し
た
全
国
の
事
業
者
の
自

主
・
自
発
的
な
取
組
と
と
も
に
、
国
と
し
て

法
律
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」）
を
定
め

て
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
て
き

た
ほ
か
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
全

国
的
な
組
織
に
加
え
て
、
全
国
各
地
に
地
域

別
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
が
作
ら
れ

て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
は
、
1
9
9
2
年
の「
持
続
可
能
な
観
光
に

お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の
国
際
的
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」の
結
成
以
降
、
U
N
W
T
O
に
よ

る「
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指

標
」の
提
示（
2
0
0
4
年
）、
G
S
T
C
に
よ

る
観
光
地
向
け
基
準「
G
S
T
C
‐
D
」の
策

定（
2
0
1
3
年
）な
ど
、
国
際
的
に
は
持
続

可
能
性
指
標（
S
T
I
）の
開
発
・
導
入
を
中

心
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
国
内

に
お
け
る
目
立
っ
た
動
き
は
2
0
1
8
年
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」の
設

置
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
運
動
論
と
し
て
も

地
域
に
お
け
る
実
装
と
い
う
面
で
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
歩
、二
歩
先
を
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
国
内
で
も

組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、環
境
省
で
は「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責

任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」
と
定
め
て
お

り
、
資
源
の
保
全
に
着
目
し
た
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
は
、
資
源
の
保
全
・
保
護
に
も
触
れ
つ

つ
、
加
え
て
「
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資
源
の
保
護
＋
観

光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す

観
光
の
考
え
方
」
と
し
て
、
地
域
振
興
も
含

め
た
定
義
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本

自
然
保
護
協
会
（
N
A
C
S
‐
J
）
及
び
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
セ
ン
）

に
よ
る
定
義
も
地
域
振
興
を
含
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、歴
史
・

文
化
も
含
ん
だ
、
自
然
資
源
の
み
を
対
象
に

し
た
狭
義
の
概
念
で
は
な
く
、
広
義
の
定
義

で
い
え
ば
経
済
振
興
を
含
ん
だ
、
環
境
、
社

会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
保

持
を
ベ
ー
ス
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
に
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
特
集
１
の
各

用
語
の
定
義
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
各
用
語
に
お
い
て
も
、
や
や
強

調
さ
れ
る
内
容
や
視
点
が
異
な
る
面
が
あ
る

も
の
の
、
核
と
な
る
考
え
方
（
対
象
と
し
て

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
、
利
用
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
）
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
こ
ま
で
浸
透
し
、

各
地
域
・
主
体
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
中
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
包
含
し
き
れ

な
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
含

ま
れ
た
概
念
が
存
在
し
、
そ
の
重
要
性
が
近

年
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
概
念
を
示
す
、
推
進
す
る
中
で
も
新
た

な
言
葉
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す

必
要
・
理
由
が
何
ら
か
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
が
今
回
の
特
集
号
に
お
け
る
議
論
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

特
集
の
振
り
返
り

　
こ
こ
で
特
集
1
か
ら
5
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

●
特
集
１

　
特
集
1
で
は
、
特
集
全
体
の
検
討
を
行
う

前
段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
の

深
い
類
似
の
概
念
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い

く
つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
て
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
の

概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
概
念

自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の
使
い
分

け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用
が
さ
れ

つ
つ
、
長
年
に
渡
っ
て
概
ね
同
程
度
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
・

用
語
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
よ
り
限
定
的
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き

た
用
語
、
そ
し
て
近
年
に
新
た
な
概
念
を
説

明
す
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
用
語
と
い
っ
た

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
特
集
２

　
特
集
2
は
、
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
観
光
庁
）
等
を

歴
任
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分

野
に
お
け
る
国
内
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
東

洋
大
学
の
古
屋
教
授
に
執
筆
を
担
当
い
た
だ

い
た
。
同
特
集
で
は
、
国
際
的
な
取
組
の
流

れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
取
組
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
解
説
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
我
が
国
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
の
今
後

の
課
題
と
し
て
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
い
た
だ
い
た
。
1
つ
は
「
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
」
で
、
実
際
の
観
光
地
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
装
に

は
、
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
必
要
と
の

指
摘
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
「
経
済
的
な
裏

付
け
を
持
っ
た
持
続
可
能
性
の
確
立
」
で
、

持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
に
お
け
る
環
境
、

社
会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
枠
組
み
の

中
で
予
算
・
資
金
を
調
達
・
確
保
す
る
こ
と

が
継
続
性
の
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
べ
き
論
」
を
越
え

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装

す
る
上
で
の
、
重
要
な
気
付
き
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
特
集
の
中
で
の
「
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情

に
基
づ
い
た
適
切
な
目
標
設
定
」
が
必
要
と

の
指
摘
は
、
特
集
5
に
お
け
る
地
域
モ
デ
ル

の
提
示
に
も
通
底
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
特
集
３

　
特
集
3
は
、
道
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的

成
長
を
こ
れ
ま
で
も
支
援
し
、
昨
年
度
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」を
発
行
さ
れ

た
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の
桃

井
氏
・
神
宮
氏
の
お
二
人
に
執
筆
を
担
当
い

た
だ
い
た
。
同
特
集
で
は
、
ま
ず
豊
富
な
自
然

資
源
を
持
つ
北
海
道
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
優
位

性
ゆ
え
に
、
取
組
が
遅
れ
る
こ
と
で
逆
に
観

光
地
と
し
て
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
点
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
上
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
構
築
」と「
持
続
的
な
財
源
の
確
保
」を
北

海
道
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
2
大
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
集
2
で
古
屋
教
授
に

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
国
内
全
体
に
お
け
る
課

題
の
2
点
と
も
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
取
組
事
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
、
財
源
面
の
検
討
の
一

部
は
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
多
く
の
市
町
村
で
は
ま
だ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
は
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

●
特
集
４

　
特
集
4
は
、大
正
大
学
の
岩
浅
准
教
授
に
、

環
境
省
職
員
と
し
て
の
豊
富
な
現
場
経
験
を

踏
ま
え
て
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
を
対
象
と
し

た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
の
現
状
と
課
題
を
解
説
い
た
だ
い
た
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
A
T
T
A
の

定
義
で
い
え
ば
、
特
集
の
中
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
通
り「「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」

の
3
つ
の
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
が
主
目

的
で
あ
る
旅
行
」
で
あ
る
が
、
同
特
集
で
は
、

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
概

念
と
し
て
の
拡
張
版
と
も
い
え
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
（
岩
浅
、

2
0
2
2
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
岩

浅
氏
の
「「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
い
ず
れ
も
概
念
は
大

き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特

集
2
・
3
と
も
重
な
る
内
容
と
し
て
、
岩
浅

氏
も
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
と
し
て
挙
げ

た「
基
金
の
創
設
」及
び「
推
進
母
体
の
設
置
」

や
、
加
え
て
、
前
提
と
し
て
の
「
理
念
の
地

域
内
共
有
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
組
が
、

奄
美
・
沖
縄
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
標
語
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
非
常

に
興
味
深
く
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

●
特
集
５

　
特
集
5
で
は
、
海
外
、
特
に
欧
州
の
情
勢

に
詳
し
い
北
海
道
大
学
大
学
院
の
石
黒
准
教

授
と
私
の
共
同
執
筆
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
含
む
概
念
の
分
解
と
再
構
築

を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
具
体
的
な
事
象
を
、
政
策
の
課
題
や
そ

の
射
程
に
基
づ
く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策
」

と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
情
報
の
整
理
・

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
類
の
結

果
を
可
視
化
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
樹
木
の

根
と
幹
に
見
立
て
た
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」

と
「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
た
。
こ

の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に「
ど
こ
ま
で
を
対
象
に（
射

程
）」「
な
ぜ
取
り
組
む
の
か（
課
題
）」を
ル
ー

ツ
・
モ
デ
ル
で
、「
ど
う
い
っ
た
成
果
を
期

待
し
て
（
目
的
）」「
何
を
実
行
し
て
い
る
の

か
（
施
策
）」
を
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
射
程
・
課

題
と
い
っ
た
取
組
の
「
背
景
」
に
あ
る
部
分

と
目
的
・
施
策
と
い
っ
た
「
具
体
的
な
取
組

事
項
」
が
、
実
際
に
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
（
意
識
し
て
い
な
い
）
こ
と
も

ま
ま
あ
る
も
の
の
、
本
来
的
に
は
マ
ッ
チ
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、
両
者
を
統

合
し
た
形
で
N
I
S
T
モ
デ
ル
を
提
案
し
、

「
射
程
」「
課
題
」「
目
的
」「
施
策
」
が
マ
ッ
チ

し
た
形
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
6
つ
提
示
し
た
。
組

み
立
て
方
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
6
つ
が
今
回
我
々
が
提
示
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
射
程
」「
課

題
」「
目
的
」「
施
策
」
の
マ
ッ
チ
し
た
典
型

的
な
地
域
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
の
分
解
か
ら
の
リ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム

　
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
と
同
じ

2
0
1
7
年
、「
観
光
文
化
」
で
は
今
回
と
同

じ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

な
観
光
）
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
は
「
現
場
に
学
ぶ
解
決
力
」
と
し
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
国
内
8
箇
所
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
、
資
源
（
自
然
・
文
化
）、
社

会
（
住
民
・
観
光
客
）、
経
済
（
産
業
・
雇
用
）

の
視
点
か
ら
、
現
場
ご
と
に
持
続
可
能
な
観

光
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
の
手
法

を
示
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
逆
説
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
象
の
総
体
か

ら
持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
包
括
的
な
概
念

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
5
年
の
月
日
が
経
過
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し

て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
で
は
な
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
に

通
底
す
る
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
広
が
り
を

見
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
5
年
前
に

取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
あ
る
種
先
進

的
な
地
域
以
外
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
要
請
に
応
じ

て
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

に
新
た
に
触
れ
、
そ
の
概
念
の
広
さ
に
戸
惑

い
、
内
容
を
咀
嚼
し
き
れ
ず
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
言
葉
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
は

な
い
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概

念
と
そ
の
重
要
性
を
伝
え
、
国
内
で
の
浸
透
・

促
進
を
図
る
立
場
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
・

知
見
を
あ
た
か
も
た
だ
一
つ
の
正
解
の
よ
う

に
伝
え
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
で
、

取
組
を
行
う
地
域
側
も
専
門
家
・
有
識
者
に

「
頼
る
」「
聞
く
」
姿
勢
か
ら
、
自
ら
「
調
べ
る
」

「
決
定
す
る
」
姿
勢
へ
進
化
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
両
者
の
た
め
の
航
海
図
が
今
回
の

特
集
で
十
分
に
揃
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

が
、
今
後
議
論
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
材
料
を
用
意
し
た
と
思
い
た
い
。

お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の

設
置

　
当
財
団
で
は
今
年
度
、
沖
縄
県
那
覇
市
に

「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」

を
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
財
団
と
し

て
は
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る
事
務
所
以
外

の
地
域
に
事
業
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
手
前
事
で
は
あ
る
が
当

財
団
の
経
営
計
画
「C

h
allen

ge 2
0
2
6

」

に
お
け
る
大
き
な
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
お
き
な
わ
サ

ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な

発
展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
各
種
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
当
財
団
は
「
実
践
的
学
術
研
究
機
関
」
を
標

榜
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
理
論
」
と
「
実
践
」
の
両

立
を
掲
げ
て
、
独
自
財
源
を
用
い
た
自
主
事

業
等
を
通
じ
て
知
見
を
蓄
積
し
た
上
で
理
論

を
構
築
し
、
そ
の
理
論
を
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
受
託
事
業
で
実
践
す
る
こ
と
で
更

に
強
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
特
集
号
で
は
ま
さ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
見
方
・
理
論
の
構
築

を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
と
て
も
議
論
が
つ
く

さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
理
論
の
強
度
と
し
て

も
ま
だ
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
認
し
て

い
る
。
今
号
で
特
集
を
担
当
い
た
だ
い
た
有

識
者
、
加
え
て
そ
れ
以
外
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
幅
広
い
有
識
者
・
研

究
者
・
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね
て
、
現
場

の
た
め
の
航
海
図
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
理
論
を
元
に
し
た
多
く
の
実
践

の
場
を
、
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活
動

を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
原
稿
の
執
筆
期
間
の
中
で
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

記
事
・
論
評
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ

た
。
内
容
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
、

そ
し
て
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
位
置
づ
け
の

違
い
を
解
説
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
（
あ
る
い
は
検
討
し
始
め
た
）
地

域
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
で
、
取
組
内
容
に

対
す
る
疑
問
や
質
問
も
一
斉
に
出
て
き
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ

て
い
る
。こ
の
間
の
国
内
外
の
記
事
・
論
評
は
、

現
場
側
か
ら
の
疑
問
の
噴
出
に
対
す
る
研
究

者
・
関
係
者
サ
イ
ド
か
ら
の
あ
る
種
の
回
答

で
あ
っ
た
訳
だ
が
、こ
う
し
た
現
場
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
双
方
の
動
き
・
盛
り
上
が
り
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
心
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
か
ら
は
5
年
が

経
っ
た
が
、
こ
の
盛
り
上
が
り
が
持
続
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
の
本
格
再
開
が
望

ま
れ
る
2
0
2
2
年
が
国
内
に
お
け
る
実
質

的
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
、
観
光
庁
及
び
関

係
機
関
、
そ
し
て
釜
石
市
や
ニ
セ
コ
町
な
ど

を
始
め
と
し
た
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

い
く
つ
か
の
地
域
・
自
治
体
の
こ
の
数
年
間

の
各
種
取
組
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
と
全
国
的
な
取

組
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
に
は
大
き
な
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
今
号
の
巻
頭
言

を
執
筆
い
た
だ
い
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
に
は
、
長
年
の
日
本
国
内
で
の
研
究
・

教
育
活
動
を
経
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
さ
れ

る
大
変
お
忙
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
対
応
を

い
た
だ
い
た
。
ク
マ
ー
ラ
先
生
に
も
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
現
在
大
変

厳
し
い
局
面
に
あ
る
が
、
近
い
未
来
に
は
ま

た
観
光
交
流
、
経
済
交
流
、
そ
し
て
再
び
相

互
の
研
究
交
流
が
復
活
で
き
る
日
が
来
る
よ

う
祈
念
し
て
、
本
原
稿
を
締
め
る
こ
と
と
し

た
い
。
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は
じ
め
に

　
国
連
が
定
め
た「
持
続
可
能
な
国
際
観
光

年
」か
ら
5
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
持
続
可
能
な

観
光（
以
降
は
同
義
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
る
）を
取
り
巻
く
観
光
地

の
状
況
、
そ
し
て
市
場
及
び
関
係
者
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
90
年
代

半
ば
に
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
研
究
と

実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
特
に
海
外
を
中
心

に
進
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
主
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
処

方
策
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と

し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
改
め

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
念
は
幅
広
く
、
本
来
は
社
会
、
環
境
、
経

済
の
視
点
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
局
面
で
は
主
に
社

会
の
視
点
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
場
か
ら
、
脱
炭
素
の
局
面
で
は
環
境
の
視

点
に
お
け
る
地
球
環
境
の
立
場
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
焦
点
と
な
る
範
囲
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
の
概
念
、
あ
る
い
は
旅
行
と
し
て
の

形
態
（
ま
た
は
対
応
す
る
市
場
）、
対
応
す

べ
き
課
題
、
推
進
さ
れ
る
取
組
な
ど
に
よ
っ

て
、ま
た
各
局
面
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

か
つ
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
、
国
・
自
治
体
、

研
究
機
関
、
各
種
コ
ン
サ
ル
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
視
点
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
語
り
、
語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地

（
地
域
・
自
治
体
）
や
事
業
者
（
産
業
界
・
個

別
事
業
者
）
が
行
動
を
起
こ
す
に
あ
た
り
動

機
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
際
に
、
混
乱
を
招

い
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
観
光
文
化
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な

課
題
認
識
の
下
、
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
現

在
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・

現
象
の
整
理
を
行
い
、
観
光
地
・
事
業
者
等

の
主
体
別
に
、
義
務
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
等
が
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
を
リ
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
／
再
建
／
復
興
）
す
る

こ
と
に
試
み
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
の

問
い
か
け

　
特
集
1
で
も
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
言
葉
と
概
念
と
し
て
は
、
90
年
代
以
前
よ

り
存
在
し
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
使
わ
れ

方
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
地
域
資
源
、
特
に
自
然
環
境
を
観
光

魅
力
の
源
泉
と
し
て
取
り
扱
う
主
に
ガ
イ
ド

業
な
ど
を
始
め
と
し
た
全
国
の
事
業
者
の
自

主
・
自
発
的
な
取
組
と
と
も
に
、
国
と
し
て

法
律
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」）
を
定
め

て
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
て
き

た
ほ
か
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
全

国
的
な
組
織
に
加
え
て
、
全
国
各
地
に
地
域

別
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
が
作
ら
れ

て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
は
、
1
9
9
2
年
の「
持
続
可
能
な
観
光
に

お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の
国
際
的
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」の
結
成
以
降
、
U
N
W
T
O
に
よ

る「
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指

標
」の
提
示（
2
0
0
4
年
）、
G
S
T
C
に
よ

る
観
光
地
向
け
基
準「
G
S
T
C
‐
D
」の
策

定（
2
0
1
3
年
）な
ど
、
国
際
的
に
は
持
続

可
能
性
指
標（
S
T
I
）の
開
発
・
導
入
を
中

心
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
国
内

に
お
け
る
目
立
っ
た
動
き
は
2
0
1
8
年
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」の
設

置
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
運
動
論
と
し
て
も

地
域
に
お
け
る
実
装
と
い
う
面
で
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
歩
、二
歩
先
を
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
国
内
で
も

組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、環
境
省
で
は「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責

任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」
と
定
め
て
お

り
、
資
源
の
保
全
に
着
目
し
た
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
は
、
資
源
の
保
全
・
保
護
に
も
触
れ
つ

つ
、
加
え
て
「
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資
源
の
保
護
＋
観

光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す

観
光
の
考
え
方
」
と
し
て
、
地
域
振
興
も
含

め
た
定
義
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本

自
然
保
護
協
会
（
N
A
C
S
‐
J
）
及
び
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
セ
ン
）

に
よ
る
定
義
も
地
域
振
興
を
含
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、歴
史
・

文
化
も
含
ん
だ
、
自
然
資
源
の
み
を
対
象
に

し
た
狭
義
の
概
念
で
は
な
く
、
広
義
の
定
義

で
い
え
ば
経
済
振
興
を
含
ん
だ
、
環
境
、
社

会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
保

持
を
ベ
ー
ス
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
に
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
特
集
１
の
各

用
語
の
定
義
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
各
用
語
に
お
い
て
も
、
や
や
強

調
さ
れ
る
内
容
や
視
点
が
異
な
る
面
が
あ
る

も
の
の
、
核
と
な
る
考
え
方
（
対
象
と
し
て

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
、
利
用
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
）
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
こ
ま
で
浸
透
し
、

各
地
域
・
主
体
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
中
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
包
含
し
き
れ

な
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
含

ま
れ
た
概
念
が
存
在
し
、
そ
の
重
要
性
が
近

年
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
概
念
を
示
す
、
推
進
す
る
中
で
も
新
た

な
言
葉
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す

必
要
・
理
由
が
何
ら
か
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
が
今
回
の
特
集
号
に
お
け
る
議
論
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

特
集
の
振
り
返
り

　
こ
こ
で
特
集
1
か
ら
5
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

●
特
集
１

　
特
集
1
で
は
、
特
集
全
体
の
検
討
を
行
う

前
段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
の

深
い
類
似
の
概
念
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い

く
つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
て
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
の

概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
概
念

自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の
使
い
分

け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用
が
さ
れ

つ
つ
、
長
年
に
渡
っ
て
概
ね
同
程
度
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
・

用
語
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
よ
り
限
定
的
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き

た
用
語
、
そ
し
て
近
年
に
新
た
な
概
念
を
説

明
す
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
用
語
と
い
っ
た

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
特
集
２

　
特
集
2
は
、
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
観
光
庁
）
等
を

歴
任
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分

野
に
お
け
る
国
内
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
東

洋
大
学
の
古
屋
教
授
に
執
筆
を
担
当
い
た
だ

い
た
。
同
特
集
で
は
、
国
際
的
な
取
組
の
流

れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
取
組
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
解
説
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
我
が
国
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
の
今
後

の
課
題
と
し
て
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
い
た
だ
い
た
。
1
つ
は
「
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
」
で
、
実
際
の
観
光
地
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
装
に

は
、
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
必
要
と
の

指
摘
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
「
経
済
的
な
裏

付
け
を
持
っ
た
持
続
可
能
性
の
確
立
」
で
、

持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
に
お
け
る
環
境
、

社
会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
枠
組
み
の

中
で
予
算
・
資
金
を
調
達
・
確
保
す
る
こ
と

が
継
続
性
の
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
べ
き
論
」
を
越
え

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装

す
る
上
で
の
、
重
要
な
気
付
き
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
特
集
の
中
で
の
「
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情

に
基
づ
い
た
適
切
な
目
標
設
定
」
が
必
要
と

の
指
摘
は
、
特
集
5
に
お
け
る
地
域
モ
デ
ル

の
提
示
に
も
通
底
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
特
集
３

　
特
集
3
は
、
道
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的

成
長
を
こ
れ
ま
で
も
支
援
し
、
昨
年
度
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」を
発
行
さ
れ

た
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の
桃

井
氏
・
神
宮
氏
の
お
二
人
に
執
筆
を
担
当
い

た
だ
い
た
。
同
特
集
で
は
、
ま
ず
豊
富
な
自
然

資
源
を
持
つ
北
海
道
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
優
位

性
ゆ
え
に
、
取
組
が
遅
れ
る
こ
と
で
逆
に
観

光
地
と
し
て
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
点
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
上
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
構
築
」と「
持
続
的
な
財
源
の
確
保
」を
北

海
道
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
2
大
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
集
2
で
古
屋
教
授
に

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
国
内
全
体
に
お
け
る
課

題
の
2
点
と
も
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
取
組
事
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
、
財
源
面
の
検
討
の
一

部
は
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
多
く
の
市
町
村
で
は
ま
だ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
は
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

●
特
集
４

　
特
集
4
は
、大
正
大
学
の
岩
浅
准
教
授
に
、

環
境
省
職
員
と
し
て
の
豊
富
な
現
場
経
験
を

踏
ま
え
て
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
を
対
象
と
し

た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
の
現
状
と
課
題
を
解
説
い
た
だ
い
た
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
A
T
T
A
の

定
義
で
い
え
ば
、
特
集
の
中
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
通
り「「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」

の
3
つ
の
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
が
主
目

的
で
あ
る
旅
行
」
で
あ
る
が
、
同
特
集
で
は
、

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
概

念
と
し
て
の
拡
張
版
と
も
い
え
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
（
岩
浅
、

2
0
2
2
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
岩

浅
氏
の
「「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
い
ず
れ
も
概
念
は
大

き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特

集
2
・
3
と
も
重
な
る
内
容
と
し
て
、
岩
浅

氏
も
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
と
し
て
挙
げ

た「
基
金
の
創
設
」及
び「
推
進
母
体
の
設
置
」

や
、
加
え
て
、
前
提
と
し
て
の
「
理
念
の
地

域
内
共
有
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
組
が
、

奄
美
・
沖
縄
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
標
語
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
非
常

に
興
味
深
く
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

●
特
集
５

　
特
集
5
で
は
、
海
外
、
特
に
欧
州
の
情
勢

に
詳
し
い
北
海
道
大
学
大
学
院
の
石
黒
准
教

授
と
私
の
共
同
執
筆
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
含
む
概
念
の
分
解
と
再
構
築

を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
具
体
的
な
事
象
を
、
政
策
の
課
題
や
そ

の
射
程
に
基
づ
く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策
」

と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
情
報
の
整
理
・

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
類
の
結

果
を
可
視
化
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
樹
木
の

根
と
幹
に
見
立
て
た
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」

と
「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
た
。
こ

の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に「
ど
こ
ま
で
を
対
象
に（
射

程
）」「
な
ぜ
取
り
組
む
の
か（
課
題
）」を
ル
ー

ツ
・
モ
デ
ル
で
、「
ど
う
い
っ
た
成
果
を
期

待
し
て
（
目
的
）」「
何
を
実
行
し
て
い
る
の

か
（
施
策
）」
を
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
射
程
・
課

題
と
い
っ
た
取
組
の
「
背
景
」
に
あ
る
部
分

と
目
的
・
施
策
と
い
っ
た
「
具
体
的
な
取
組

事
項
」
が
、
実
際
に
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
（
意
識
し
て
い
な
い
）
こ
と
も

ま
ま
あ
る
も
の
の
、
本
来
的
に
は
マ
ッ
チ
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、
両
者
を
統

合
し
た
形
で
N
I
S
T
モ
デ
ル
を
提
案
し
、

「
射
程
」「
課
題
」「
目
的
」「
施
策
」
が
マ
ッ
チ

し
た
形
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
6
つ
提
示
し
た
。
組

み
立
て
方
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
6
つ
が
今
回
我
々
が
提
示
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
射
程
」「
課

題
」「
目
的
」「
施
策
」
の
マ
ッ
チ
し
た
典
型

的
な
地
域
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
の
分
解
か
ら
の
リ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム

　
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
と
同
じ

2
0
1
7
年
、「
観
光
文
化
」
で
は
今
回
と
同

じ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

な
観
光
）
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
は
「
現
場
に
学
ぶ
解
決
力
」
と
し
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
国
内
8
箇
所
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
、
資
源
（
自
然
・
文
化
）、
社

会
（
住
民
・
観
光
客
）、
経
済
（
産
業
・
雇
用
）

の
視
点
か
ら
、
現
場
ご
と
に
持
続
可
能
な
観

光
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
の
手
法

を
示
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
逆
説
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
象
の
総
体
か

ら
持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
包
括
的
な
概
念

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
5
年
の
月
日
が
経
過
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し

て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
で
は
な
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
に

通
底
す
る
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
広
が
り
を

見
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
5
年
前
に

取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
あ
る
種
先
進

的
な
地
域
以
外
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
要
請
に
応
じ

て
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

に
新
た
に
触
れ
、
そ
の
概
念
の
広
さ
に
戸
惑

い
、
内
容
を
咀
嚼
し
き
れ
ず
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
言
葉
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
は

な
い
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概

念
と
そ
の
重
要
性
を
伝
え
、
国
内
で
の
浸
透
・

促
進
を
図
る
立
場
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
・

知
見
を
あ
た
か
も
た
だ
一
つ
の
正
解
の
よ
う

に
伝
え
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
で
、

取
組
を
行
う
地
域
側
も
専
門
家
・
有
識
者
に

「
頼
る
」「
聞
く
」
姿
勢
か
ら
、
自
ら
「
調
べ
る
」

「
決
定
す
る
」
姿
勢
へ
進
化
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
両
者
の
た
め
の
航
海
図
が
今
回
の

特
集
で
十
分
に
揃
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

が
、
今
後
議
論
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
材
料
を
用
意
し
た
と
思
い
た
い
。

お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の

設
置

　
当
財
団
で
は
今
年
度
、
沖
縄
県
那
覇
市
に

「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」

を
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
財
団
と
し

て
は
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る
事
務
所
以
外

の
地
域
に
事
業
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
手
前
事
で
は
あ
る
が
当

財
団
の
経
営
計
画
「C

h
allen

ge 2
0
2
6

」

に
お
け
る
大
き
な
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
お
き
な
わ
サ

ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な

発
展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
各
種
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
当
財
団
は
「
実
践
的
学
術
研
究
機
関
」
を
標

榜
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
理
論
」
と
「
実
践
」
の
両

立
を
掲
げ
て
、
独
自
財
源
を
用
い
た
自
主
事

業
等
を
通
じ
て
知
見
を
蓄
積
し
た
上
で
理
論

を
構
築
し
、
そ
の
理
論
を
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
受
託
事
業
で
実
践
す
る
こ
と
で
更

に
強
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
特
集
号
で
は
ま
さ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
見
方
・
理
論
の
構
築

を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
と
て
も
議
論
が
つ
く

さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
理
論
の
強
度
と
し
て

も
ま
だ
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
認
し
て

い
る
。
今
号
で
特
集
を
担
当
い
た
だ
い
た
有

識
者
、
加
え
て
そ
れ
以
外
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
幅
広
い
有
識
者
・
研

究
者
・
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね
て
、
現
場

の
た
め
の
航
海
図
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
理
論
を
元
に
し
た
多
く
の
実
践

の
場
を
、
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活
動

を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
原
稿
の
執
筆
期
間
の
中
で
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

記
事
・
論
評
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ

た
。
内
容
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
、

そ
し
て
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
位
置
づ
け
の

違
い
を
解
説
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
（
あ
る
い
は
検
討
し
始
め
た
）
地

域
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
で
、
取
組
内
容
に

対
す
る
疑
問
や
質
問
も
一
斉
に
出
て
き
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ

て
い
る
。こ
の
間
の
国
内
外
の
記
事
・
論
評
は
、

現
場
側
か
ら
の
疑
問
の
噴
出
に
対
す
る
研
究

者
・
関
係
者
サ
イ
ド
か
ら
の
あ
る
種
の
回
答

で
あ
っ
た
訳
だ
が
、こ
う
し
た
現
場
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
双
方
の
動
き
・
盛
り
上
が
り
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
心
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
か
ら
は
5
年
が

経
っ
た
が
、
こ
の
盛
り
上
が
り
が
持
続
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
の
本
格
再
開
が
望

ま
れ
る
2
0
2
2
年
が
国
内
に
お
け
る
実
質

的
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
、
観
光
庁
及
び
関

係
機
関
、
そ
し
て
釜
石
市
や
ニ
セ
コ
町
な
ど

を
始
め
と
し
た
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

い
く
つ
か
の
地
域
・
自
治
体
の
こ
の
数
年
間

の
各
種
取
組
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
と
全
国
的
な
取

組
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
に
は
大
き
な
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
今
号
の
巻
頭
言

を
執
筆
い
た
だ
い
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
に
は
、
長
年
の
日
本
国
内
で
の
研
究
・

教
育
活
動
を
経
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
さ
れ

る
大
変
お
忙
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
対
応
を

い
た
だ
い
た
。
ク
マ
ー
ラ
先
生
に
も
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
現
在
大
変

厳
し
い
局
面
に
あ
る
が
、
近
い
未
来
に
は
ま

た
観
光
交
流
、
経
済
交
流
、
そ
し
て
再
び
相

互
の
研
究
交
流
が
復
活
で
き
る
日
が
来
る
よ

う
祈
念
し
て
、
本
原
稿
を
締
め
る
こ
と
と
し

た
い
。

サステナブルツーリズムのこれから視座
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は
じ
め
に

　
国
連
が
定
め
た「
持
続
可
能
な
国
際
観
光

年
」か
ら
5
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
持
続
可
能
な

観
光（
以
降
は
同
義
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
る
）を
取
り
巻
く
観
光
地

の
状
況
、
そ
し
て
市
場
及
び
関
係
者
の
意
識

は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
90
年
代

半
ば
に
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
研
究
と

実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
特
に
海
外
を
中
心

に
進
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍

前
は
主
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
処

方
策
と
し
て
、
そ
し
て
現
在
は
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と

し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
改
め

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
念
は
幅
広
く
、
本
来
は
社
会
、
環
境
、
経

済
の
視
点
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
局
面
で
は
主
に
社

会
の
視
点
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
場
か
ら
、
脱
炭
素
の
局
面
で
は
環
境
の
視

点
に
お
け
る
地
球
環
境
の
立
場
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
焦
点
と
な
る
範
囲
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
の
概
念
、
あ
る
い
は
旅
行
と
し
て
の

形
態
（
ま
た
は
対
応
す
る
市
場
）、
対
応
す

べ
き
課
題
、
推
進
さ
れ
る
取
組
な
ど
に
よ
っ

て
、ま
た
各
局
面
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

か
つ
重
な
り
合
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
、
国
・
自
治
体
、

研
究
機
関
、
各
種
コ
ン
サ
ル
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
視
点
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
語
り
、
語
ら
れ
る
側
、
主
に
観
光
地

（
地
域
・
自
治
体
）
や
事
業
者
（
産
業
界
・
個

別
事
業
者
）
が
行
動
を
起
こ
す
に
あ
た
り
動

機
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
際
に
、
混
乱
を
招

い
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
観
光
文
化
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な

課
題
認
識
の
下
、
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
現

在
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
・

現
象
の
整
理
を
行
い
、
観
光
地
・
事
業
者
等

の
主
体
別
に
、
義
務
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
、
選
択
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
等
が
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
概
念
を
リ
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
／
再
建
／
復
興
）
す
る

こ
と
に
試
み
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
の

問
い
か
け

　
特
集
1
で
も
振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
言
葉
と
概
念
と
し
て
は
、
90
年
代
以
前
よ

り
存
在
し
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
使
わ
れ

方
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
地
域
資
源
、
特
に
自
然
環
境
を
観
光

魅
力
の
源
泉
と
し
て
取
り
扱
う
主
に
ガ
イ
ド

業
な
ど
を
始
め
と
し
た
全
国
の
事
業
者
の
自

主
・
自
発
的
な
取
組
と
と
も
に
、
国
と
し
て

法
律
（「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」）
を
定
め

て
さ
ら
な
る
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
て
き

た
ほ
か
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
全

国
的
な
組
織
に
加
え
て
、
全
国
各
地
に
地
域

別
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
が
作
ら
れ

て
き
た
。

　
一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
は
、
1
9
9
2
年
の「
持
続
可
能
な
観
光
に

お
け
る
指
標
開
発
の
た
め
の
国
際
的
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」の
結
成
以
降
、
U
N
W
T
O
に
よ

る「
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
指

標
」の
提
示（
2
0
0
4
年
）、
G
S
T
C
に
よ

る
観
光
地
向
け
基
準「
G
S
T
C
‐
D
」の
策

定（
2
0
1
3
年
）な
ど
、
国
際
的
に
は
持
続

可
能
性
指
標（
S
T
I
）の
開
発
・
導
入
を
中

心
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
国
内

に
お
け
る
目
立
っ
た
動
き
は
2
0
1
8
年
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
観
光
推
進
本
部
」の
設

置
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
運
動
論
と
し
て
も

地
域
に
お
け
る
実
装
と
い
う
面
で
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
歩
、二
歩
先
を
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
国
内
で
も

組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、環
境
省
で
は「
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る

地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全
に
責

任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」
と
定
め
て
お

り
、
資
源
の
保
全
に
着
目
し
た
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
は
、
資
源
の
保
全
・
保
護
に
も
触
れ
つ

つ
、
加
え
て
「
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、
資
源
の
保
護
＋
観

光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合
を
め
ざ
す

観
光
の
考
え
方
」
と
し
て
、
地
域
振
興
も
含

め
た
定
義
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本

自
然
保
護
協
会
（
N
A
C
S
‐
J
）
及
び
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
セ
ン
）

に
よ
る
定
義
も
地
域
振
興
を
含
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、歴
史
・

文
化
も
含
ん
だ
、
自
然
資
源
の
み
を
対
象
に

し
た
狭
義
の
概
念
で
は
な
く
、
広
義
の
定
義

で
い
え
ば
経
済
振
興
を
含
ん
だ
、
環
境
、
社

会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
保

持
を
ベ
ー
ス
と
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
概
念
に
か
な
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
特
集
１
の
各

用
語
の
定
義
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
各
用
語
に
お
い
て
も
、
や
や
強

調
さ
れ
る
内
容
や
視
点
が
異
な
る
面
が
あ
る

も
の
の
、
核
と
な
る
考
え
方
（
対
象
と
し
て

の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
、
利
用
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
）
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
こ
ま
で
浸
透
し
、

各
地
域
・
主
体
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
中
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
包
含
し
き
れ

な
い
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
含

ま
れ
た
概
念
が
存
在
し
、
そ
の
重
要
性
が
近

年
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
概
念
を
示
す
、
推
進
す
る
中
で
も
新
た

な
言
葉
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す

必
要
・
理
由
が
何
ら
か
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
が
今
回
の
特
集
号
に
お
け
る
議
論
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

特
集
の
振
り
返
り

　
こ
こ
で
特
集
1
か
ら
5
の
概
要
・
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

●
特
集
１

　
特
集
1
で
は
、
特
集
全
体
の
検
討
を
行
う

前
段
と
し
て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
用
語
の
定
義
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
に
つ
い

て
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
の

深
い
類
似
の
概
念
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
い

く
つ
か
の
用
語
も
取
り
上
げ
て
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
整
理
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
類
似
の

概
念
・
用
語
が
あ
る
中
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
概
念

自
体
に
重
な
り
が
あ
り
つ
つ
、
一
定
の
使
い
分

け
を
も
っ
て
、
た
だ
し
若
干
の
混
用
が
さ
れ

つ
つ
、
長
年
に
渡
っ
て
概
ね
同
程
度
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
・
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概
念
・

用
語
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
よ
り
限
定
的
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
き

た
用
語
、
そ
し
て
近
年
に
新
た
な
概
念
を
説

明
す
る
用
語
と
し
て
登
場
し
た
リ
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
用
語
と
い
っ
た

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
特
集
２

　
特
集
2
は
、
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
観
光
庁
）
等
を

歴
任
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分

野
に
お
け
る
国
内
政
策
を
牽
引
し
て
き
た
東

洋
大
学
の
古
屋
教
授
に
執
筆
を
担
当
い
た
だ

い
た
。
同
特
集
で
は
、
国
際
的
な
取
組
の
流

れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
取
組
へ

と
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
解
説
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
我
が
国
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
の
今
後

の
課
題
と
し
て
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
い
た
だ
い
た
。
1
つ
は
「
多
様
な
関
係
主

体
の
巻
き
込
み
」
で
、
実
際
の
観
光
地
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
装
に

は
、
関
係
主
体
間
の
合
意
形
成
が
必
要
と
の

指
摘
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
「
経
済
的
な
裏

付
け
を
持
っ
た
持
続
可
能
性
の
確
立
」
で
、

持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
に
お
け
る
環
境
、

社
会
、
経
済
の
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
枠
組
み
の

中
で
予
算
・
資
金
を
調
達
・
確
保
す
る
こ
と

が
継
続
性
の
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
べ
き
論
」
を
越
え

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
社
会
実
装

す
る
上
で
の
、
重
要
な
気
付
き
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
特
集
の
中
で
の
「
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
実
情

に
基
づ
い
た
適
切
な
目
標
設
定
」
が
必
要
と

の
指
摘
は
、
特
集
5
に
お
け
る
地
域
モ
デ
ル

の
提
示
に
も
通
底
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

●
特
集
３

　
特
集
3
は
、
道
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的

成
長
を
こ
れ
ま
で
も
支
援
し
、
昨
年
度
に「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
北
海
道

に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
〜
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
」を
発
行
さ
れ

た
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の
桃

井
氏
・
神
宮
氏
の
お
二
人
に
執
筆
を
担
当
い

た
だ
い
た
。
同
特
集
で
は
、
ま
ず
豊
富
な
自
然

資
源
を
持
つ
北
海
道
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
優
位

性
ゆ
え
に
、
取
組
が
遅
れ
る
こ
と
で
逆
に
観

光
地
と
し
て
の
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
い
っ
た
懸
念
点
を
挙
げ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
上
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
構
築
」と「
持
続
的
な
財
源
の
確
保
」を
北

海
道
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
に
お
け
る
2
大
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
集
2
で
古
屋
教
授
に

挙
げ
て
い
た
だ
い
た
国
内
全
体
に
お
け
る
課

題
の
2
点
と
も
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
取
組
事
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

ニ
セ
コ
町
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
、
財
源
面
の
検
討
の
一

部
は
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
内
の
多
く
の
市
町
村
で
は
ま
だ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
は
端
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

●
特
集
４

　
特
集
4
は
、大
正
大
学
の
岩
浅
准
教
授
に
、

環
境
省
職
員
と
し
て
の
豊
富
な
現
場
経
験
を

踏
ま
え
て
、
奄
美
・
沖
縄
地
方
を
対
象
と
し

た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
の
現
状
と
課
題
を
解
説
い
た
だ
い
た
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
A
T
T
A
の

定
義
で
い
え
ば
、
特
集
の
中
で
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
通
り「「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
文
化
交
流
」

の
3
つ
の
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
が
主
目

的
で
あ
る
旅
行
」
で
あ
る
が
、
同
特
集
で
は
、

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
概

念
と
し
て
の
拡
張
版
と
も
い
え
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
（
岩
浅
、

2
0
2
2
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
岩

浅
氏
の
「「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
部
分
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
置
き
換
え
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
差
し
支
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
い
ず
れ
も
概
念
は
大

き
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特

集
2
・
3
と
も
重
な
る
内
容
と
し
て
、
岩
浅

氏
も
社
会
実
装
に
向
け
た
課
題
と
し
て
挙
げ

た「
基
金
の
創
設
」及
び「
推
進
母
体
の
設
置
」

や
、
加
え
て
、
前
提
と
し
て
の
「
理
念
の
地

域
内
共
有
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
組
が
、

奄
美
・
沖
縄
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
な
く
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
標
語
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
は
非
常

に
興
味
深
く
、
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

●
特
集
５

　
特
集
5
で
は
、
海
外
、
特
に
欧
州
の
情
勢

に
詳
し
い
北
海
道
大
学
大
学
院
の
石
黒
准
教

授
と
私
の
共
同
執
筆
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
含
む
概
念
の
分
解
と
再
構
築

を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
具
体
的
な
事
象
を
、
政
策
の
課
題
や
そ

の
射
程
に
基
づ
く
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
と
、

そ
の
結
果
、
策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
る
「
施
策
」

と
い
っ
た
視
点
に
基
づ
い
て
情
報
の
整
理
・

分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
類
の
結

果
を
可
視
化
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
樹
木
の

根
と
幹
に
見
立
て
た
「
ル
ー
ツ
・
モ
デ
ル
」

と
「
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
た
。
こ

の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に「
ど
こ
ま
で
を
対
象
に（
射

程
）」「
な
ぜ
取
り
組
む
の
か（
課
題
）」を
ル
ー

ツ
・
モ
デ
ル
で
、「
ど
う
い
っ
た
成
果
を
期

待
し
て
（
目
的
）」「
何
を
実
行
し
て
い
る
の

か
（
施
策
）」
を
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
射
程
・
課

題
と
い
っ
た
取
組
の
「
背
景
」
に
あ
る
部
分

と
目
的
・
施
策
と
い
っ
た
「
具
体
的
な
取
組

事
項
」
が
、
実
際
に
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
（
意
識
し
て
い
な
い
）
こ
と
も

ま
ま
あ
る
も
の
の
、
本
来
的
に
は
マ
ッ
チ
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、
両
者
を
統

合
し
た
形
で
N
I
S
T
モ
デ
ル
を
提
案
し
、

「
射
程
」「
課
題
」「
目
的
」「
施
策
」
が
マ
ッ
チ

し
た
形
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
6
つ
提
示
し
た
。
組

み
立
て
方
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
6
つ
が
今
回
我
々
が
提
示
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
射
程
」「
課

題
」「
目
的
」「
施
策
」
の
マ
ッ
チ
し
た
典
型

的
な
地
域
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
の
分
解
か
ら
の
リ
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム

　
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
と
同
じ

2
0
1
7
年
、「
観
光
文
化
」
で
は
今
回
と
同

じ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

な
観
光
）
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
際
は
「
現
場
に
学
ぶ
解
決
力
」
と
し
て
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
国
内
8
箇
所
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
、
資
源
（
自
然
・
文
化
）、
社

会
（
住
民
・
観
光
客
）、
経
済
（
産
業
・
雇
用
）

の
視
点
か
ら
、
現
場
ご
と
に
持
続
可
能
な
観

光
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
や
解
決
の
手
法

を
示
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
逆
説
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
象
の
総
体
か

ら
持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
包
括
的
な
概
念

の
重
要
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
5
年
の
月
日
が
経
過
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し

て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
で
は
な
く
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
に

通
底
す
る
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
広
が
り
を

見
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
5
年
前
に

取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
あ
る
種
先
進

的
な
地
域
以
外
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
要
請
に
応
じ

て
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

に
新
た
に
触
れ
、
そ
の
概
念
の
広
さ
に
戸
惑

い
、
内
容
を
咀
嚼
し
き
れ
ず
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
地
域
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
言
葉
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
は

な
い
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概

念
と
そ
の
重
要
性
を
伝
え
、
国
内
で
の
浸
透
・

促
進
を
図
る
立
場
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
・

知
見
を
あ
た
か
も
た
だ
一
つ
の
正
解
の
よ
う

に
伝
え
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
一
方
で
、

取
組
を
行
う
地
域
側
も
専
門
家
・
有
識
者
に

「
頼
る
」「
聞
く
」
姿
勢
か
ら
、
自
ら
「
調
べ
る
」

「
決
定
す
る
」
姿
勢
へ
進
化
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
両
者
の
た
め
の
航
海
図
が
今
回
の

特
集
で
十
分
に
揃
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い

が
、
今
後
議
論
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
材
料
を
用
意
し
た
と
思
い
た
い
。

お
き
な
わ

サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の

設
置

　
当
財
団
で
は
今
年
度
、
沖
縄
県
那
覇
市
に

「
沖
縄
事
務
所
（
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
）」

を
開
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
財
団
と
し

て
は
、
東
京
・
青
山
に
構
え
る
事
務
所
以
外

の
地
域
に
事
業
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
手
前
事
で
は
あ
る
が
当

財
団
の
経
営
計
画
「C

h
allen

ge 2
0
2
6

」

に
お
け
る
大
き
な
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
お
き
な
わ
サ

ス
テ
ナ
ラ
ボ
で
は
、
今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
沖
縄
観
光
の
復
興
と
持
続
可
能
な

発
展
の
支
援
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
現
場
で
の
研
究
・
調
査
の
実
践
」、

そ
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実

践
す
る
人
と
知
見
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」
を
目
的
に
各
種
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
当
財
団
は
「
実
践
的
学
術
研
究
機
関
」
を
標

榜
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
理
論
」
と
「
実
践
」
の
両

立
を
掲
げ
て
、
独
自
財
源
を
用
い
た
自
主
事

業
等
を
通
じ
て
知
見
を
蓄
積
し
た
上
で
理
論

を
構
築
し
、
そ
の
理
論
を
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
受
託
事
業
で
実
践
す
る
こ
と
で
更

に
強
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
特
集
号
で
は
ま
さ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
見
方
・
理
論
の
構
築

を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
と
て
も
議
論
が
つ
く

さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
理
論
の
強
度
と
し
て

も
ま
だ
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
認
し
て

い
る
。
今
号
で
特
集
を
担
当
い
た
だ
い
た
有

識
者
、
加
え
て
そ
れ
以
外
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
幅
広
い
有
識
者
・
研

究
者
・
関
係
者
と
の
議
論
を
重
ね
て
、
現
場

の
た
め
の
航
海
図
と
し
て
精
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
客
観
的
な
知
見
の
蓄
積

に
基
づ
い
た
理
論
を
元
に
し
た
多
く
の
実
践

の
場
を
、
お
き
な
わ
サ
ス
テ
ナ
ラ
ボ
の
活
動

を
通
じ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
原
稿
の
執
筆
期
間
の
中
で
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

記
事
・
論
評
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ

た
。
内
容
と
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
念
を
改
め
て
整
理
し
た
も
の
、

そ
し
て
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
位
置
づ
け
の

違
い
を
解
説
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
さ
ら
に
高
ま
り
を
見
せ
、
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
（
あ
る
い
は
検
討
し
始
め
た
）
地

域
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
で
、
取
組
内
容
に

対
す
る
疑
問
や
質
問
も
一
斉
に
出
て
き
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ

て
い
る
。こ
の
間
の
国
内
外
の
記
事
・
論
評
は
、

現
場
側
か
ら
の
疑
問
の
噴
出
に
対
す
る
研
究

者
・
関
係
者
サ
イ
ド
か
ら
の
あ
る
種
の
回
答

で
あ
っ
た
訳
だ
が
、こ
う
し
た
現
場
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
の
双
方
の
動
き
・
盛
り
上
が
り
に

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
心
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
か
ら
は
5
年
が

経
っ
た
が
、
こ
の
盛
り
上
が
り
が
持
続
す
れ

ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
の
本
格
再
開
が
望

ま
れ
る
2
0
2
2
年
が
国
内
に
お
け
る
実
質

的
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
元
年
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

U
N
W
T
O
駐
日
事
務
所
、
観
光
庁
及
び
関

係
機
関
、
そ
し
て
釜
石
市
や
ニ
セ
コ
町
な
ど

を
始
め
と
し
た
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

い
く
つ
か
の
地
域
・
自
治
体
の
こ
の
数
年
間

の
各
種
取
組
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
と
全
国
的
な
取

組
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
努
力
に
は
大
き
な
敬

意
を
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
今
号
の
巻
頭
言

を
執
筆
い
た
だ
い
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー

ラ
先
生
に
は
、
長
年
の
日
本
国
内
で
の
研
究
・

教
育
活
動
を
経
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
さ
れ

る
大
変
お
忙
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ご
対
応
を

い
た
だ
い
た
。
ク
マ
ー
ラ
先
生
に
も
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
現
在
大
変

厳
し
い
局
面
に
あ
る
が
、
近
い
未
来
に
は
ま

た
観
光
交
流
、
経
済
交
流
、
そ
し
て
再
び
相

互
の
研
究
交
流
が
復
活
で
き
る
日
が
来
る
よ

う
祈
念
し
て
、
本
原
稿
を
締
め
る
こ
と
と
し

た
い
。
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の

動
向
5

J
T
B
F

旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　

観
光
文
化
振
興
部 

研
究
員

仲 

七
重

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長 

上
席
主
任
研
究
員

　

五
木
田
玲
子

観
光

研
究
最
前
線

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

図表 1 コロナ禍の観光旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】

図表 2 観光旅行をとりやめた理由（コロナの影響でとりやめた人のみ）【複数回答】

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の

動
向
5

J
T
B
F

旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　

観
光
文
化
振
興
部 

研
究
員

仲 

七
重

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長 

上
席
主
任
研
究
員

　

五
木
田
玲
子

観
光

研
究
最
前
線

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

図表 1 コロナ禍の観光旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】

図表 2 観光旅行をとりやめた理由（コロナの影響でとりやめた人のみ）【複数回答】

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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ル
の

一
時
停
止

旅
行
目
的
と
し
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
等
の

中
止

新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る

経
済
的
要
因

旅
行
先
の

受
入
制
限

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

で
多
忙

参
加
予
定
の

ツ
ア
ー
等
の
中
止

現
地
ま
で
の

交
通
制
限

そ
の
他

国内
旅行

%

%

※ ＊は2021年度調査より追加

当初の予定通り実施した旅行があった
コロナ禍の影響で、当月の実施をとりやめた旅行があった
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

2
．2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の

国
内
旅
行
の
実
態

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

図表 5 コロナ禍での国内宿泊観光旅行実施にあたっての気持ち【複数回答】

図表 4 コロナ禍による変更内容（コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】

図表 3 実施した国内宿泊観光旅行のコロナ禍による変更有無

旅行内容など予定を
変更して旅行に行った

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

予定通り旅行に行った
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36.4
42.4
39.6
34.8
37.8
41.1
32.4
29.4
33.9
48.4
42.9
41.0
34.6
29.4
40.0
44.1
38.0
37.1
45.6
42.2
37.9
37.8
26.2
39.0

28.8
28.3
23.1
29.0
36.5
21.4
30.9
20.0
32.2
20.3
35.7
23.1
35.8
26.5
28.3
30.1
24.1
27.1
20.6
33.7
9.1

26.7
16.7
29.3

25.8
19.6
23.9
21.9
21.6
23.8
23.5
36.5
28.7
17.2
21.4
25.6
29.6
29.4
22.5
25.8
29.1
17.1
41.2
34.9
42.4
20.0
26.2
22.0

19.7
18.5
14.2
20.0
20.3
20.2
26.5
24.7
22.6
21.9
17.9
16.7
8.6
8.8

13.3
15.1
5.1

18.6
11.8
9.6

10.6
8.9

16.7
22.0

16.7
15.2
18.7
11.6
18.9
5.4
7.4
9.4
8.7

14.1
1.8
7.7
1.2
8.8
6.7
3.2
2.5
1.4
1.5
7.2
3.0
4.4
2.4
7.3

6.1
8.7
4.5
5.8
8.1
4.2
2.9
1.2
2.6
3.1
5.4
2.6
6.2
2.9
4.2
2.2
8.9
5.7
1.5
4.8
1.5
2.2
2.4
4.9

15.2
15.2
17.9
14.8
18.9
14.3
17.6
20.0
16.5
14.1
17.9
23.1
21.0
17.6
16.7
20.4
22.8
25.7
14.7
10.8
12.1
15.6
19.0
2.4

10.6
8.7
4.5
4.5
4.1
3.0
0.0
5.9
2.6
1.6
1.8
2.6
1.2
0.0
2.5
1.1
5.1
1.4
1.5
2.4
3.0
0.0
7.1
0.0

3.0
1.1
1.5
3.2
1.4
6.5
2.9
5.9
6.1
1.6
8.9
5.1
2.5
2.9
4.2
2.2
3.8
8.6
2.9
3.6
6.1

13.3
11.9
2.4

2
0
2
1
年

12月（N=41）
11月（N=42）
10月（N=45）
9月（N=66）
8月（N=83）
7月（N=68）
6月（N=70）
5月（N=79）
4月（N=93）
3月（N=120）
2月（N=34）
1月（N=81）

2
0
2
0
年

12月（N=78）
11月（N=56）
10月（N=64）
9月（N=115）
8月（N=85）
7月（N=68）
6月（N=168）
5月（N=74）
4月（N=155）
3月（N=134）
2月（N=92）
1月（N=66）

活
動
内
容・

訪
問
先

泊
数

旅
行
先

（
国
内
↓

国
内
）

交
通
手
段

旅
行
先

（
海
外
↓

国
内
）

同
行
者
の

人
数

宿
泊
施
設

同
行
者

そ
の
他

%

66.4
37.0
26.2
20.4
20.3
21.7
20.2
22.5
23.9
25.5
23.1
24.2
22.2
24.3
25.8
26.2
27.4
32.2
24.0
24.8
26.4
35.4
35.1
34.3

13.9
19.8
19.8
26.2
33.8
27.9
33.3
37.5
36.1
27.3
26.0
28.9
28.6
27.4
28.9
33.3
29.2
26.4
26.5
28.7
26.4
27.4
23.5
24.6

8.2
14.6
21.0
17.3
19.9
24.9
21.4
21.3
19.5
25.0
22.9
17.7
18.7
18.6
17.5
19.7
19.0
18.4
14.6
12.5
14.8
23.4
22.3
21.6

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
0.8
0.4
0.5
1.3
1.3
3.6
6.6
6.4

10.7
17.2
18.9
16.9

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

15.0
15.6
15.9
14.0
17.0
15.1
15.6
15.2
17.7
12.9
14.5
15.2

6.7
12.9
18.3
13.8
11.3
10.1
14.2
13.3
13.6
12.7
18.1
20.2
12.3
13.7
13.9
15.3
17.3
14.4
15.6
15.6
14.3
10.2
14.5
15.1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

12.0
12.2
13.5
13.6
11.1
11.8
12.2
11.5
13.0
12.9
13.1
12.2

3.3
7.9

12.7
12.9
14.3
24.0
21.9
18.7
21.3
23.5
23.2
21.2
17.4
16.7
17.3
17.7
15.5
18.4
14.6
13.3
14.3
14.1
12.5
12.1

2.1
4.3
9.1
9.8

11.3
10.0
11.6
8.8
6.7
6.1
6.5
4.7

18.4
19.8
18.1
18.4
19.5
19.3
14.6
13.9
19.9
15.4
13.1
10.9

30.2
26.8
19.0
17.3
11.3
11.5
11.1
10.5
9.8

12.7
10.3
7.5

13.1
11.8
9.1

12.0
8.6

10.4
10.6
11.3
8.3

13.2
12.4
10.6

1.4
1.6
2.6
5.8
6.1
5.0
4.6
6.1
6.1
2.5
3.5
2.2

12.8
11.0
12.0
13.4
14.8
13.8
11.2
11.1
14.8
10.0
8.4

10.4

4.3
9.9

11.5
10.2
6.1

11.8
10.8
10.3
10.6
13.0
11.6
9.5

11.8
9.9
9.0

13.1
10.6
8.2
7.8
7.8

11.0
12.5
11.4
9.5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

23.0
16.0
20.7
20.3
18.4
17.3
16.0
22.1
17.9
11.6
8.2
9.0

4.3
5.7
6.3

10.2
11.7
13.8
11.3
11.8
14.2
12.8
14.4
14.7
11.5
12.5
12.4
10.7
12.4
10.7
8.4
9.0
9.4
9.5

10.0
8.5

1.2
2.4
4.6
5.1
3.9

12.8
12.3
14.7
20.0
19.6
21.8
20.4
10.7
9.5
8.3
7.7
6.4
7.8
7.0
6.4
6.7

10.0
6.8
7.9

3.4
7.3

11.9
10.7
8.2
9.0
9.9

11.8
9.5

10.0
10.0
13.0
7.2
4.9
6.2
6.3
9.7
8.0
8.6
7.8
9.4
4.3
8.0
7.7

2.9
6.7

10.3
8.7
5.2
3.2
3.9
6.9
5.0
7.5
7.6
9.5
5.3
5.3
8.8
5.3
8.0
7.6
6.6
8.6
6.0
6.8
7.4
6.0

6.5
6.7
8.1
7.6
7.8
7.8
6.5
9.7
6.6
5.5
6.8
6.0
7.0
7.6
6.6
7.6
8.4
6.4
8.2
9.2
6.3
8.2
7.2
4.9

4.3
8.0
7.7
9.6
5.2
2.2
3.9
2.5
2.0
3.9
4.4
5.7
7.0
2.7
4.8
3.7
4.6
2.7
3.6
4.9
3.6
2.9
3.2
4.9

10.2
11.9
8.1

15.6
15.6
6.4
8.9
6.1
7.2
6.8
6.8
4.2
4.5
6.1
4.3
5.2
3.5
2.9
5.8
5.7
5.1
4.1
3.2
3.9

3.0
3.6
3.8
4.0
2.6
1.4
2.7
0.4
1.4
2.3
2.2
3.7
3.5
2.3
2.3
2.9
2.4
3.1
2.6
4.5
1.3
2.3
1.2
2.2

1.5
1.6
2.6
2.0
4.3
0.8
2.7
2.3
1.3
2.0
1.5
1.5
0.5
1.9
1.2
1.3
1.8
0.4
1.0
1.0
1.8
2.0
0.8
1.7

9.8
5.9
7.5
4.0
2.6
5.3
3.4
2.3
4.4
3.0
4.2
3.5
3.2
2.7
1.7
1.7
2.0
1.3
3.6
2.3
2.0
2.0
2.4
1.3

2
0
2
1
年

12月（N=597）
11月（N=502）
10月（N=441）
9月（N=447）
8月（N=488）
7月（N=499）
6月（N=450）
5月（N=452）
4月（N=543）
3月（N=747）
2月（N=263）
1月（N=374）

2
0
2
0
年

12月（N=401）
11月（N=542）
10月（N=561）
9月（N=640）
8月（N=475）
7月（N=415）
6月（N=720）
5月（N=231）
4月（N=450）
3月（N=496）
2月（N=698）
1月（N=886）

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

不
安
は
感
じ
な
い

心
配
し
て
も
仕
方
が
な
い

旅
行
先
の
感
染
者
数
が

少
な
い
の
で
安
心

全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
い
る
の
で
、問
題
な
い

自
分
自
身
が
感
染
対
策
を

万
全
に
す
れ
ば
問
題
な
い

ど
う
し
て
も
行
き
た
い
旅
行

訪
問
先
や
公
共
交
通
機
関
等
が
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
、問
題
な
い

旅
行
先
の
観
光
地
を
応
援
し
た
い

ど
こ
も
空
い
て
い
る

今
の
状
況
で
は

自
分
に
あ
ま
り
か
か
わ
り
は
な
い

自
粛
に
疲
れ
た
／

我
慢
ば
か
り
し
て
い
ら
れ
な
い

外
国
人
観
光
客
が
少
な
い

旅
行
し
て
良
い
の
か
迷
っ
た

経
済
の
停
滞
は
避
け
る
べ
き

値
段
が
通
常
よ
り
安
い

同
行
者
の
考
え
に
応
じ
た

今
し
か
楽
し
め
な
い
旅
行

（
記
念
旅
行
な
ど
）

旅
行
先
に
は
迷
惑
は
か
か
ら
な
い

キ
ャン
セ
ル
料
が
嫌

自
分
は
感
染
し
な
い
／
感
染
し
て
も

発
症
し
な
い・軽
症
で
済
む

旅
行
の
中
止
や
変
更
を
す
る
の
が
面
倒

冠
婚
葬
祭
へ
の
出
席
を
兼
ね
る
の
で

仕
方
な
い

そ
の
他

%

※ ＊は2021年度調査より追加

2020年 2021年

＊ ＊ ＊ ＊

※日本国内新規陽性者数グラフは、厚生労働省資料よりJTBF作成

日
本
国
内
新
規
陽
性
者
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人
）
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

2
．2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の

国
内
旅
行
の
実
態

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

図表 5 コロナ禍での国内宿泊観光旅行実施にあたっての気持ち【複数回答】

図表 4 コロナ禍による変更内容（コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】

図表 3 実施した国内宿泊観光旅行のコロナ禍による変更有無

旅行内容など予定を
変更して旅行に行った

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

予定通り旅行に行った
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新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

不
安
は
感
じ
な
い

心
配
し
て
も
仕
方
が
な
い

旅
行
先
の
感
染
者
数
が

少
な
い
の
で
安
心

全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
い
る
の
で
、問
題
な
い

自
分
自
身
が
感
染
対
策
を

万
全
に
す
れ
ば
問
題
な
い

ど
う
し
て
も
行
き
た
い
旅
行

訪
問
先
や
公
共
交
通
機
関
等
が
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
、問
題
な
い

旅
行
先
の
観
光
地
を
応
援
し
た
い

ど
こ
も
空
い
て
い
る

今
の
状
況
で
は

自
分
に
あ
ま
り
か
か
わ
り
は
な
い

自
粛
に
疲
れ
た
／

我
慢
ば
か
り
し
て
い
ら
れ
な
い

外
国
人
観
光
客
が
少
な
い

旅
行
し
て
良
い
の
か
迷
っ
た

経
済
の
停
滞
は
避
け
る
べ
き

値
段
が
通
常
よ
り
安
い

同
行
者
の
考
え
に
応
じ
た

今
し
か
楽
し
め
な
い
旅
行

（
記
念
旅
行
な
ど
）

旅
行
先
に
は
迷
惑
は
か
か
ら
な
い

キ
ャン
セ
ル
料
が
嫌

自
分
は
感
染
し
な
い
／
感
染
し
て
も

発
症
し
な
い・軽
症
で
済
む

旅
行
の
中
止
や
変
更
を
す
る
の
が
面
倒

冠
婚
葬
祭
へ
の
出
席
を
兼
ね
る
の
で

仕
方
な
い

そ
の
他

%

※ ＊は2021年度調査より追加

2020年 2021年

＊ ＊ ＊ ＊

※日本国内新規陽性者数グラフは、厚生労働省資料よりJTBF作成
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

国内宿泊観光旅行中のコロナ対策【複数回答】

図表 8 この先の3ヶ月間の観光旅行の予定【複数回答】

図表 9 コロナ収束後の旅行意向

これまで以上に
旅行に行きたい

これまでと同程度
旅行に来たい

これまでのようには
旅行に行きたくない

全く旅行に
行きたくない

新型コロナが流行する以前も
あまり旅行はしていない わからない

調
査
概
要

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第3回：1,018／1,434
第4回：1,036／1,540

第1回：1,080／1,384
第2回：1,022／1,445各回 50,000／ー

ウェブ調査
期間中に国内宿泊観光旅行を実施した人※2─

全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※1） 

トリップ調査全体調査

JTBF旅行実態調査2021【全体調査】

第1回：2021/5/18～25（1-3月の旅行実態）
第2回：2021/7/5～9（4-6月の旅行実態）
第3回：2021/10/1～6（7-9月の旅行実態）
第4回：2022/1/7～14（10-12月の旅行実態）

調査時期
（調査の対象とした

旅行期間）

標本の大きさ
トリップ数※3

調査方法

調査対象

調査名

旅行に行きたい層 旅行に行きたくない層

図表 6 コロナ禍で実施した国内宿泊観光旅行の感想【複数回答】

すべてN=50,000

※1：国勢調査時の人口（地域・性
別・年代）に基づき、調査会社のモ
ニターを割り当て。ただし、一部不
足した属性あり。
※2：海外観光旅行も調査対象だ
が、2020年4月以降の海外観光
旅行実施票を十分に得られなかっ
たため、今回の分析対象からは除
外した。
※3：トリップ数：期間中に複数回
旅行した人は旅行ごとに回答。
※「1．2020年から2021年の旅行
実施状況」「3．今後の旅行予定・
意向」は全体調査を、「2．2020年
から2021年の国内旅行の実態」
はトリップ調査を対象に集計した。
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3.0
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3.0
2.8
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8.3
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6.6
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8.3
8.5
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1.6
9.3

14.8
3.1
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10.5
10.9
8.3

3.3
2.1
1.6
0.9
1.8
0.9
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1.0
0.9
0.8
0.4
0.8
0.6
0.5
0.4

2.0
2.4
1.9
1.5
1.6
1.9
1.5
1.2

1.4
1.7
1.5
1.5
0.5
1.6
1.8
1.9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

関
係
な
く
、中
止・延
期
を
決
定・

検
討
し
て
い
る
旅
行
が
あ
る

も
と
も
と

旅
行
に
行
く
予
定
は
な
い

旅
行
に
行
き
た
い
が
、

ま
だ
予
定
を
決
め
て
い
な
い

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

10月調査
7月調査
5月調査
1月調査
10月調査
7月調査
5月調査

1月調査

旅行意向あり（検討・中止含む）

2020年

2021年

2022年

国内日帰り旅行 国内宿泊旅行 海外旅行

%

前年同期と比較して5ポイント以上増加 5ポイント以上減少

82.1
60.6
44.0
26.2
24.7
33.6
32.5
37.7
39.5
46.9
45.9
40.1
26.5
24.7
29.5
31.5
29.2
33.8
28.3
30.1
29.3
36.3
35.3
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14.2
25.1
36.7
41.1
43.7
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48.9
49.4
44.3
51.2
45.8
50.0
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38.2
29.6

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

34.2
32.7
34.8
29.3
29.0
32.2
30.9
30.7
31.5
29.3
30.7
28.1

6.1
9.6

12.1
5.3
5.2

10.4
10.8
16.0
20.3
13.0
17.5
10.7
8.8

11.8
14.3
11.2
14.2
11.6
10.0
10.5
12.8
12.0
21.1
24.3

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

13.9
14.8
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13.1
10.9
14.3
17.9
12.8
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15.3
19.2
15.3
18.2
14.2
15.0
9.2

15.2
11.8
9.7

7.6
17.3
26.2
22.2
20.3
16.7
17.3
17.3
16.6
18.7
20.5
18.2
13.9
12.2
13.3
13.3
13.9
10.9
10.2
14.1
10.5
8.2
8.2
9.7

3.6
5.0

13.7
13.3
20.8
14.3
11.3
9.9
6.6
6.2
6.1
8.2
9.9
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8.7

11.6
9.2
9.8

11.4
10.5
10.4
11.0
8.6
7.4

10.2
7.6
7.4
7.6
8.3
6.8
6.2
5.7

4.4
9.6

19.4
25.6
23.8
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14.7
10.3
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16.0
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12.2
15.9
16.2
13.0
9.4

10.3
7.9
5.8
5.0

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
8.0
6.5
7.2
6.4
9.3
7.1
8.0
8.4
7.8
6.6
4.6
4.7

5.0
9.5
9.3
9.6
9.5
4.6
6.3
5.3
4.7
6.1
5.7
5.5
4.5
3.8
4.7
4.8
5.5
4.7
5.2
5.3
3.4
4.8
3.0
4.0

2.0
3.0
3.8
7.3
8.7
3.1
3.9
2.9
3.9
2.9
2.4
3.2
5.1
1.5
2.1
2.8
5.1
2.4
1.6
4.5
3.1
1.4
1.8
1.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1.1
1.5
1.1
1.5
2.9
0.7
0.6
1.2
0.7
0.9
1.2
1.0

1.2
2.0
2.0
2.4
0.9
0.3
0.5
0.4
0.3
0.2
0.2
1.0
0.8
0.4
0.7
0.6
0.4
0.4
0.8
0.6
0.0
0.5
0.8
0.7

0.9
0.6
1.0
0.7
1.3
1.0
0.7
0.6
1.7
1.6
1.7
1.2
0.8
1.1
0.9
1.1
0.0
1.3
2.2
0.8
1.6
0.9
0.4
1.3

2
0
2
1
年

12月（N=597）
11月（N=502）
10月（N=441）
9月（N=447）
8月（N=488）
7月（N=499）
6月（N=450）
5月（N=452）
4月（N=543）
3月（N=747）
2月（N=263）
1月（N=374）

2
0
2
0
年

12月（N=401）
11月（N=542）
10月（N=561）
9月（N=640）
8月（N=475）
7月（N=415）
6月（N=720）
5月（N=231）
4月（N=450）
3月（N=496）
2月（N=698）
1月（N=886）

コ
ロ
ナ
禍
前
と

特
段
変
わ
ら
な
い

混
雑
が
な
く
快
適

旅
行
先
の
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
い
た

想
定
よ
り
混
雑

旅
行
が
自
分
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
を
再
確
認

旅
行
先
で
歓
迎
さ
れ
た

感
染
が
不
安

休
業
の
店
舗・施
設
が

あ
り
残
念

自
分
が
感
染
源
に

な
ら
な
い
か
心
配

閑
散
と
し
て
い
て
寂
し
い

内
緒
で
行
っ
た
た
め
旅
行
後
に

土
産
話
が
で
き
な
か
っ
た

感
染
を
気
に
し
て
疲
れ
た

旅
行
先
で
快
く
思
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
は
と
不
安

旅
行
先
の
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
不
安

旅
行
後
に

周
囲
か
ら
非
難
さ
れ
た

そ
の
他

%

※ ＊は2021年度調査より追加

※2020年度調査の概要は、250号を参照

20% 40% 60% 80% 100%0%

5月調査
7月調査
10月調査

1月調査
5月調査
7月調査
10月調査

1月調査

2020年

2021年

2022年

15.1 51.0 5.9 3.4 12.1 12.6

14.5 50.1 8.7 3.2 11.3 12.2

18.6 50.6 6.0 2.7 10.8 11.4

22.0 47.4 4.8 3.1 11.4 11.3

24.8 47.3 4.5 2.5 10.2 10.7

23.3 48.1 4.6 2.6 10.5 11.0

23.1 47.0 5.4 2.6 10.8 11.0

26.7 43.6 4.3 2.6 10.6 12.1

図表 7

36.1
59.7
75.0
81.3
80.1
92.9
94.7
94.1
95.2
96.3
98.0
97.5
94.1
93.2
94.8
95.6
94.7
96.7
93.6
93.6
94.4
95.9
94.0
95.5

18.6
37.2
54.6
52.7
57.1
73.9
71.8
76.6
78.1
80.6
83.8
81.5
74.6
77.2
77.9
73.5
77.4
78.0
77.4
77.9
79.2
73.2
76.7
79.2

30.8
53.4
64.7
61.3
61.5
74.0
70.4
74.7
72.2
76.8
77.7
74.3
71.9
76.0
73.5
72.2
71.2
71.8
71.1
71.9
70.9
71.0
68.1
69.7

22.9
40.7
51.8
52.2
49.8
61.1
61.0
64.6
61.4
66.7
67.7
62.8
64.4
65.8
66.4
61.0
63.3
59.6
61.1
66.4
61.7
59.6
58.0
60.1

10.9
23.4
41.9
43.6
35.1
47.9
53.3
53.3
50.5
56.7
54.4
55.6
55.9
58.2
54.4
54.9
56.4
50.0
52.9
53.3
51.2
46.9
43.2
44.7

11.5
24.1
39.5
38.9
36.4
43.5
45.1
48.4
45.6
51.5
49.6
50.1
48.7
51.7
47.5
44.0
47.8
43.6
47.3
46.5
45.2
42.0
41.4
39.9

8.2
17.9
32.7
34.4
35.5
46.9
49.6
50.5
49.7
56.3
59.0
59.6
52.9
55.1
53.0
49.0
50.0
46.2
48.3
45.1
49.0
42.6
45.0
39.5

7.4
15.3
29.0
27.8
24.2
35.3
33.7
36.0
33.8
43.7
48.3
43.6
42.5
49.0
47.1
42.5
45.4
43.6
44.3
43.4
46.8
37.4
38.6
38.0

11.2
24.1
34.7
36.4
30.7
42.2
41.0
40.4
39.5
47.6
48.5
40.4
36.9
46.4
41.2
42.2
42.9
40.7
38.7
40.6
41.6
32.4
33.3
35.7

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

34.5
36.9
36.4
30.4
34.1
33.6
30.1
29.5
34.5
29.9
30.1
30.7

7.4
16.0
30.0
27.3
22.5
31.7
34.0
33.9
33.3
42.2
43.4
41.6
37.4
46.0
38.0
37.0
37.4
33.8
32.1
33.8
35.6
31.1
28.9
30.3

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

33.4
38.0
37.2
33.1
37.4
35.6
35.1
33.8
37.1
28.6
29.9
29.1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

15.8
19.0
16.2
15.1
14.2
13.6
15.8
12.5
12.5
11.8
12.2
11.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

13.4
16.0
12.6
12.5
10.4
12.2
11.0
8.8

10.3
10.2
8.8
9.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

12.0
14.8
13.7
11.2
12.2
12.7
7.0

11.5
10.5
9.3
7.4
8.9

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
9.1

12.2
9.2
9.6
9.3
8.7
7.8
5.7
7.6
8.6
7.6
7.5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
9.4

11.0
9.1
8.1
8.2
8.4
9.4
6.4
6.5
8.8
6.6
7.5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1.1
1.1
0.7
2.0
2.7
2.7
2.6
2.9
2.9
1.6
1.2
3.4

1.0
0.4
0.6
0.4
0.0
0.6
0.2
0.6
0.0
0.2
0.2
0.0
0.0
0.0
0.1
0.0
0.4
0.4
0.6
0.0
0.4
0.2
0.4
0.3

47.4
19.5
9.1
4.2
3.9
1.8
1.0
1.9
1.6
0.7
0.4
0.5
0.5
0.8
1.1
0.6
0.4
0.9
1.4
1.4
1.8
0.5
1.6
0.7

2
0
2
1
年

12月（N=597）
11月（N=502）
10月（N=441）
9月（N=447）
8月（N=488）
7月（N=499）
6月（N=450）
5月（N=452）
4月（N=543）
3月（N=747）
2月（N=263）
1月（N=374）

2
0
2
0
年

12月（N=401）
11月（N=542）
10月（N=561）
9月（N=640）
8月（N=475）
7月（N=415）
6月（N=720）
5月（N=231）
4月（N=450）
3月（N=496）
2月（N=698）
1月（N=886）

マ
ス
ク
の
着
用

設
置
さ
れ
て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
を
励
行・徹
底

手
洗
い・う
が
い
の
励
行・徹
底

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
の
携
行

多
数
が
集
ま
る
密
集
空
間
の
回
避

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
の
回
避

ソ
ー
シ
ャ
ル
ディ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

飲
食
時
の
注
意（
黙
食
や
個
食
、

マ
ス
ク
会
食
、少
人
数
で
の
食
事
等
）

不
特
定
多
数
が
触
れ
る
箇
所
を

な
る
べ
く
触
ら
な
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用

間
近
で
の
会
話
等
密
接
場
面
の
回
避

他
人
が
そ
ば
に
い
る
場
所
で
は
、

会
話
を
控
え
る

訪
問
予
定
施
設
の

コ
ロ
ナ
対
策
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク

旅
行
先
地
域
の

コ
ロ
ナ
対
策
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

「
新
し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」や

「
新
し
い
旅
の
ル
ー
ル
」の
チ
ェ
ッ
ク

体
温
計
を
持
参
し
、毎
日
検
温

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
か
ら

旅
行
に
行
く

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

%

※ ＊は2021年度調査より追加

＊＊＊＊＊＊＊＊
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
及
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
に
、
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実

態
調
査
」
の
調
査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を

進
め
て
い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
2
年
間
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以
下
、
観
光
旅
行
）
の

実
施
状
況
及
び
旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予

定
・
意
向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
年
間
の
観
光
旅
行
を
感
染
拡
大

の
時
期
と
と
も
に
振
り
返
る
（
図
表
1
）。
20

年
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

以
降
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
、
専
門
家
会
議

に
よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
が
続
き
、
第
1

波
下
（
20
年
3
〜
5
月
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
8
割
程
度
が
国
内
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
第
2
波
下
（
20
年
7
〜
8
月
）
で
は
と

り
や
め
は
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
第
3

波
下
（
20
年
11
月
〜
21
年
2
月
）
で
は
3
割

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
20
〜
21

年
を
通
じ
て
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
が
最
も
高

く
、
20
年
7
月
以
降
は
9
・
5
割
前
後
で
推

移
し
た
（
図
表
7
）。「
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
の
励
行
・
徹
底
」
も
21
年
を

通
し
て
7
割
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
20
年
12
月
と
21
年
12
月
を
比
較

す
る
と
、「
そ
の
他
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
実
施
率
が
低
下
し
て
お
り
、特
に「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
の
実
施
率

は
、
20
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　最
後
に
、
今
後
の
旅
行
の
予
定
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
ま
ず
、
こ
の
先
3
ヶ
月
間
に
「
旅

行
意
向
あ
り
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
感
染

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
21
年
10
月
に
は

5
割
を
超
え
た
も
の
の
、
再
び
感
染
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
22
年
1
月
に
は
4
・
5

割
弱
に
減
少
し
た
（
図
表
8
）。「
国
内
宿
泊
旅

行
を
い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
」
は
、
20
年

10
月
に
か
け
て
増
加
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
下
の
21
年
1
月
・
5
月
で
は
0
・
5
割
を

下
回
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
沖

縄
県
の
緊
急
事
態
宣
言
下
・
東
京
都
含
む
10

都
道
府
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
下
に

め
は
、
主
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
時
期

（
20
年
4
〜
5
月
、
21
年
1
〜
9
月
）
に
高

ま
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行
に
比
べ

て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」
や
「
現
地
ま
で
の

交
通
制
限
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
が
、
20
年

と
比
較
し
て
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し
た
国
内

宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
内
旅
行
予
定
に
変

更
が
生
じ
た
割
合
は
、
20
〜
21
年
を
通
し
て

感
染
拡
大
期
に
増
加
し
た
（
図
表
3
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
割
合
は
第
3
波
下
で
は
2

割
程
度
、
第
4
波
下
で
は
2
割
弱
、
第
5
波

下
で
は
1
・
5
割
〜
2
割
弱
と
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
的
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
21
年
11
月
以
降
に
は
1
割

未
満
と
な
り
、
感
染
拡
大
前
の
20
年
1
月
と

同
水
準
に
ま
で
戻
っ
て
い
る
。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
変
更
し
た
国
内
旅
行
の
内

容
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
で「
活
動
内
容
・
訪
問

先
」の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た（
図
表
4
）。一
方
、

20
年
8
月
・
21
年
9
月
は「
旅
行
先（
国
内
↓

あ
っ
た
21
年
7
月
、
3
回
目
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
に
実
施
し

た
21
年
10
月
に
は
1
割
を
超
え
た
。
第
6
波

の
兆
候
が
見
え
始
め
た
22
年
1
月
は
微
減
し

た
も
の
の
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
近
の
旅
行
意
向
に
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
旅
行
意
向
は

ど
う
だ
ろ
う
か
（
図
表
9
）。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
旅
行
に
行
き
た
い
」
は
、
21
年
1
月
以

降
は
2
割
以
上
で
推
移
し
、
突
如
コ
ロ
ナ
禍

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
20
年
よ
り
高

ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
、
22
年
1
月

に
は
2
・
5
割
を
超
え
、
調
査
開
始
以
降
、

最
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
時
期

の〝
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
層
〞は
6
・
9
％

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
旅

行
意
向
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

　2
年
間
分
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
旅
行
で
変
わ
る
こ
と
・
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
今
後
、
旅
行

消
費
需
要
の
増
加
や
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
旅

行
へ
の
影
響
や
、
旅
行
中
の
心
理
・
行
動
、

そ
し
て
旅
行
意
向
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
7
割
ま
で
再
び
急
増
し

た
。
そ
の
後
の
第
4
波
下
（
21

年
3
〜
6
月
）・
第
5
波
下
（
21

年
7
〜
9
月
）
で
は
、
第
3
波

下
よ
り
感
染
者
数
が
多
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
割
合
は

5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
第
5
波
が
落
ち
着
き
を

み
せ
た
21
年
11
月
に
は
「
予
定

通
り
実
施
し
た
旅
行
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
7
割

程
度
ま
で
回
復
し
、
20
年
1
月

に
迫
る
実
施
率
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
海
外
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
第
1
波
下
の
20
年
4
月
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
21

年
1
月
以
降
は
8
割
前
後
で
推

移
し
た
。
そ
の
後
、
比
較
的
発

生
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
21

年
11
〜
12
月
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、
7
割
程
度
と
な
っ
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外

旅
行
と
も
に
、
2
年
間
を
通
し

て
「
自
分
自
身
の
感
染
リ
ス
ク

回
避
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た（
図

表
2
）。
国
内
旅
行
の
「
自
粛

要
請
」
を
理
由
と
し
た
と
り
や

国内宿泊観光旅行中のコロナ対策【複数回答】

図表 8 この先の3ヶ月間の観光旅行の予定【複数回答】

図表 9 コロナ収束後の旅行意向

これまで以上に
旅行に行きたい

これまでと同程度
旅行に来たい

これまでのようには
旅行に行きたくない

全く旅行に
行きたくない

新型コロナが流行する以前も
あまり旅行はしていない わからない

調
査
概
要

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
旅
行
に
あ
た
っ
て

の
心
理
や
行
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
内
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て

の
気
持
ち
は
、
20
年
4
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
（
21
年
6
月
除
く
）
は
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
21
年
10
月

以
降
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ

な
い
」
が
最
多
と
な
っ
た
（
図
表
5
）。
ま
た
、

21
年
度
調
査
よ
り
追
加
し
た
「
全
国
的
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
問
題
な

い
」
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高
ま
り
に
あ

わ
せ
て
増
加
し
、
21
年
12
月
に
は
1
・
5
割

と
な
っ
た
。
一
方
で
、「
旅
行
し
て
良
い
の
か

迷
っ
た
」
は
、
21
年
8
月
以
降
、
徐
々
に
減

少
し
、
21
年
11
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移

し
て
い
る
。 

　国
内
旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
21
年
上
半

期
に
は「
混
雑
が
な
く
快
適
」が
最
も
高
か
っ

た
が
、
21
年
7
月
以
降
そ
の
割
合
は
減
少
し

た
（
図
表
6
）。
一
方
で
、
21
年
1
〜
9
月
は

3
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
「
コ
ロ
ナ
禍
前

と
特
段
変
わ
ら
な
い
」
は
、
21
年
10
月
以
降
、

徐
々
に
増
加
し
、
12
月
に
は
4
割
に
迫
る
割

合
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
想
定
よ
り

混
雑
」
は
、
20
年
10
月
〜
21
年
10
月
は
、
1

割
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
加
し
、

21
年
12
月
に
は
2
・
5
割
程
度
ま
で
増
加
し

た
。
旅
行
者
も
観
光
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

国
内
）」の
変
更
が
最
も
多
く
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近
隣
の

旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第3回：1,018／1,434
第4回：1,036／1,540

第1回：1,080／1,384
第2回：1,022／1,445各回 50,000／ー

ウェブ調査
期間中に国内宿泊観光旅行を実施した人※2─

全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※1） 

トリップ調査全体調査

JTBF旅行実態調査2021【全体調査】

第1回：2021/5/18～25（1-3月の旅行実態）
第2回：2021/7/5～9（4-6月の旅行実態）
第3回：2021/10/1～6（7-9月の旅行実態）
第4回：2022/1/7～14（10-12月の旅行実態）

調査時期
（調査の対象とした

旅行期間）

標本の大きさ
トリップ数※3

調査方法

調査対象

調査名

旅行に行きたい層 旅行に行きたくない層

図表 6 コロナ禍で実施した国内宿泊観光旅行の感想【複数回答】

すべてN=50,000

※1：国勢調査時の人口（地域・性
別・年代）に基づき、調査会社のモ
ニターを割り当て。ただし、一部不
足した属性あり。
※2：海外観光旅行も調査対象だ
が、2020年4月以降の海外観光
旅行実施票を十分に得られなかっ
たため、今回の分析対象からは除
外した。
※3：トリップ数：期間中に複数回
旅行した人は旅行ごとに回答。
※「1．2020年から2021年の旅行
実施状況」「3．今後の旅行予定・
意向」は全体調査を、「2．2020年
から2021年の国内旅行の実態」
はトリップ調査を対象に集計した。

55.6
45.7
45.6
63.5
59.4
50.2
48.8
55.8

44.4
54.3
54.4
36.5
40.6
49.8
51.2
44.2

17.5
30.1
29.3
19.4
22.7
29.2
32.4
24.9

0.5
0.6
0.5
0.3
0.4
0.5
0.4
0.5

6.5
2.7
2.0
2.1
2.5
1.7
1.4
1.3

2.0
1.6
1.2
0.9
1.2
1.1
0.9
1.1

6.1
5.8
4.1
4.2
5.5
4.8
3.6
4.0

0.8
3.0
4.5
1.2
1.9
3.5
4.2
2.9

14.9
6.5
4.6
7.4
5.9
3.6
3.0
3.3

3.0
2.8
1.9
2.1
1.8
1.9
1.3
2.1

8.3
10.0
6.6
6.9
8.3
8.5
5.9
6.9

1.6
9.3

14.8
3.1
4.7

10.5
10.9
8.3

3.3
2.1
1.6
0.9
1.8
0.9
0.7
0.6

1.0
0.9
0.8
0.4
0.8
0.6
0.5
0.4

2.0
2.4
1.9
1.5
1.6
1.9
1.5
1.2

1.4
1.7
1.5
1.5
0.5
1.6
1.8
1.9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

関
係
な
く
、中
止・延
期
を
決
定・

検
討
し
て
い
る
旅
行
が
あ
る

も
と
も
と

旅
行
に
行
く
予
定
は
な
い

旅
行
に
行
き
た
い
が
、

ま
だ
予
定
を
決
め
て
い
な
い

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

既
に
中
止・延
期
を
決
定

中
止・延
期
を
検
討

計
画
す
る
こ
と
を
躊
躇

い
ま
の
と
こ
ろ
実
施
予
定

10月調査
7月調査
5月調査
1月調査
10月調査
7月調査
5月調査

1月調査

旅行意向あり（検討・中止含む）

2020年

2021年

2022年

国内日帰り旅行 国内宿泊旅行 海外旅行

%

前年同期と比較して5ポイント以上増加 5ポイント以上減少

82.1
60.6
44.0
26.2
24.7
33.6
32.5
37.7
39.5
46.9
45.9
40.1
26.5
24.7
29.5
31.5
29.2
33.8
28.3
30.1
29.3
36.3
35.3
39.0

14.2
25.1
36.7
41.1
43.7
49.7
52.5
51.4
43.4
41.7
40.6
49.6
48.9
49.4
44.3
51.2
45.8
50.0
48.5
47.1
46.5
43.8
38.2
29.6

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

34.2
32.7
34.8
29.3
29.0
32.2
30.9
30.7
31.5
29.3
30.7
28.1

6.1
9.6

12.1
5.3
5.2

10.4
10.8
16.0
20.3
13.0
17.5
10.7
8.8

11.8
14.3
11.2
14.2
11.6
10.0
10.5
12.8
12.0
21.1
24.3

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

13.9
14.8
13.0
17.5
17.5
17.8
17.0
17.2
17.0
15.2
16.1
15.2

11.3
12.0
13.1
10.9
14.3
17.9
12.8
13.1
13.9
12.8
10.1
11.7
17.4
17.5
15.3
19.2
15.3
18.2
14.2
15.0
9.2

15.2
11.8
9.7

7.6
17.3
26.2
22.2
20.3
16.7
17.3
17.3
16.6
18.7
20.5
18.2
13.9
12.2
13.3
13.3
13.9
10.9
10.2
14.1
10.5
8.2
8.2
9.7

3.6
5.0

13.7
13.3
20.8
14.3
11.3
9.9
6.6
6.2
6.1
8.2
9.9
9.1

10.2
12.2
17.7
14.9
14.8
15.0
15.2
7.7
5.2
7.0

5.5
11.5
14.7
13.3
12.6
7.5
8.7

11.6
9.2
9.8

11.4
10.5
10.4
11.0
8.6
7.4

10.2
7.6
7.4
7.6
8.3
6.8
6.2
5.7

4.4
9.6

19.4
25.6
23.8
18.1
14.7
10.3
7.7
9.4
7.6
8.0

17.6
16.0
9.9

12.2
15.9
16.2
13.0
9.4

10.3
7.9
5.8
5.0

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
8.0
6.5
7.2
6.4
9.3
7.1
8.0
8.4
7.8
6.6
4.6
4.7

5.0
9.5
9.3
9.6
9.5
4.6
6.3
5.3
4.7
6.1
5.7
5.5
4.5
3.8
4.7
4.8
5.5
4.7
5.2
5.3
3.4
4.8
3.0
4.0

2.0
3.0
3.8
7.3
8.7
3.1
3.9
2.9
3.9
2.9
2.4
3.2
5.1
1.5
2.1
2.8
5.1
2.4
1.6
4.5
3.1
1.4
1.8
1.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1.1
1.5
1.1
1.5
2.9
0.7
0.6
1.2
0.7
0.9
1.2
1.0

1.2
2.0
2.0
2.4
0.9
0.3
0.5
0.4
0.3
0.2
0.2
1.0
0.8
0.4
0.7
0.6
0.4
0.4
0.8
0.6
0.0
0.5
0.8
0.7

0.9
0.6
1.0
0.7
1.3
1.0
0.7
0.6
1.7
1.6
1.7
1.2
0.8
1.1
0.9
1.1
0.0
1.3
2.2
0.8
1.6
0.9
0.4
1.3

2
0
2
1
年

12月（N=597）
11月（N=502）
10月（N=441）
9月（N=447）
8月（N=488）
7月（N=499）
6月（N=450）
5月（N=452）
4月（N=543）
3月（N=747）
2月（N=263）
1月（N=374）

2
0
2
0
年

12月（N=401）
11月（N=542）
10月（N=561）
9月（N=640）
8月（N=475）
7月（N=415）
6月（N=720）
5月（N=231）
4月（N=450）
3月（N=496）
2月（N=698）
1月（N=886）

コ
ロ
ナ
禍
前
と

特
段
変
わ
ら
な
い

混
雑
が
な
く
快
適

旅
行
先
の
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
い
た

想
定
よ
り
混
雑

旅
行
が
自
分
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
を
再
確
認

旅
行
先
で
歓
迎
さ
れ
た

感
染
が
不
安

休
業
の
店
舗・施
設
が

あ
り
残
念

自
分
が
感
染
源
に

な
ら
な
い
か
心
配

閑
散
と
し
て
い
て
寂
し
い

内
緒
で
行
っ
た
た
め
旅
行
後
に

土
産
話
が
で
き
な
か
っ
た

感
染
を
気
に
し
て
疲
れ
た

旅
行
先
で
快
く
思
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
は
と
不
安

旅
行
先
の
感
染
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
不
安

旅
行
後
に

周
囲
か
ら
非
難
さ
れ
た

そ
の
他

%

※ ＊は2021年度調査より追加

※2020年度調査の概要は、250号を参照

20% 40% 60% 80% 100%0%

5月調査
7月調査
10月調査

1月調査
5月調査
7月調査
10月調査

1月調査

2020年

2021年

2022年

15.1 51.0 5.9 3.4 12.1 12.6

14.5 50.1 8.7 3.2 11.3 12.2

18.6 50.6 6.0 2.7 10.8 11.4

22.0 47.4 4.8 3.1 11.4 11.3

24.8 47.3 4.5 2.5 10.2 10.7

23.3 48.1 4.6 2.6 10.5 11.0

23.1 47.0 5.4 2.6 10.8 11.0

26.7 43.6 4.3 2.6 10.6 12.1

図表 7

36.1
59.7
75.0
81.3
80.1
92.9
94.7
94.1
95.2
96.3
98.0
97.5
94.1
93.2
94.8
95.6
94.7
96.7
93.6
93.6
94.4
95.9
94.0
95.5

18.6
37.2
54.6
52.7
57.1
73.9
71.8
76.6
78.1
80.6
83.8
81.5
74.6
77.2
77.9
73.5
77.4
78.0
77.4
77.9
79.2
73.2
76.7
79.2

30.8
53.4
64.7
61.3
61.5
74.0
70.4
74.7
72.2
76.8
77.7
74.3
71.9
76.0
73.5
72.2
71.2
71.8
71.1
71.9
70.9
71.0
68.1
69.7

22.9
40.7
51.8
52.2
49.8
61.1
61.0
64.6
61.4
66.7
67.7
62.8
64.4
65.8
66.4
61.0
63.3
59.6
61.1
66.4
61.7
59.6
58.0
60.1

10.9
23.4
41.9
43.6
35.1
47.9
53.3
53.3
50.5
56.7
54.4
55.6
55.9
58.2
54.4
54.9
56.4
50.0
52.9
53.3
51.2
46.9
43.2
44.7

11.5
24.1
39.5
38.9
36.4
43.5
45.1
48.4
45.6
51.5
49.6
50.1
48.7
51.7
47.5
44.0
47.8
43.6
47.3
46.5
45.2
42.0
41.4
39.9

8.2
17.9
32.7
34.4
35.5
46.9
49.6
50.5
49.7
56.3
59.0
59.6
52.9
55.1
53.0
49.0
50.0
46.2
48.3
45.1
49.0
42.6
45.0
39.5

7.4
15.3
29.0
27.8
24.2
35.3
33.7
36.0
33.8
43.7
48.3
43.6
42.5
49.0
47.1
42.5
45.4
43.6
44.3
43.4
46.8
37.4
38.6
38.0

11.2
24.1
34.7
36.4
30.7
42.2
41.0
40.4
39.5
47.6
48.5
40.4
36.9
46.4
41.2
42.2
42.9
40.7
38.7
40.6
41.6
32.4
33.3
35.7

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

34.5
36.9
36.4
30.4
34.1
33.6
30.1
29.5
34.5
29.9
30.1
30.7

7.4
16.0
30.0
27.3
22.5
31.7
34.0
33.9
33.3
42.2
43.4
41.6
37.4
46.0
38.0
37.0
37.4
33.8
32.1
33.8
35.6
31.1
28.9
30.3

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

33.4
38.0
37.2
33.1
37.4
35.6
35.1
33.8
37.1
28.6
29.9
29.1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

15.8
19.0
16.2
15.1
14.2
13.6
15.8
12.5
12.5
11.8
12.2
11.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

13.4
16.0
12.6
12.5
10.4
12.2
11.0
8.8

10.3
10.2
8.8
9.2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

12.0
14.8
13.7
11.2
12.2
12.7
7.0

11.5
10.5
9.3
7.4
8.9

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
9.1

12.2
9.2
9.6
9.3
8.7
7.8
5.7
7.6
8.6
7.6
7.5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
9.4

11.0
9.1
8.1
8.2
8.4
9.4
6.4
6.5
8.8
6.6
7.5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1.1
1.1
0.7
2.0
2.7
2.7
2.6
2.9
2.9
1.6
1.2
3.4

1.0
0.4
0.6
0.4
0.0
0.6
0.2
0.6
0.0
0.2
0.2
0.0
0.0
0.0
0.1
0.0
0.4
0.4
0.6
0.0
0.4
0.2
0.4
0.3

47.4
19.5
9.1
4.2
3.9
1.8
1.0
1.9
1.6
0.7
0.4
0.5
0.5
0.8
1.1
0.6
0.4
0.9
1.4
1.4
1.8
0.5
1.6
0.7

2
0
2
1
年

12月（N=597）
11月（N=502）
10月（N=441）
9月（N=447）
8月（N=488）
7月（N=499）
6月（N=450）
5月（N=452）
4月（N=543）
3月（N=747）
2月（N=263）
1月（N=374）

2
0
2
0
年

12月（N=401）
11月（N=542）
10月（N=561）
9月（N=640）
8月（N=475）
7月（N=415）
6月（N=720）
5月（N=231）
4月（N=450）
3月（N=496）
2月（N=698）
1月（N=886）

マ
ス
ク
の
着
用

設
置
さ
れ
て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
を
励
行・徹
底

手
洗
い・う
が
い
の
励
行・徹
底

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
の
携
行

多
数
が
集
ま
る
密
集
空
間
の
回
避

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
の
回
避

ソ
ー
シ
ャ
ル
ディ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

飲
食
時
の
注
意（
黙
食
や
個
食
、

マ
ス
ク
会
食
、少
人
数
で
の
食
事
等
）

不
特
定
多
数
が
触
れ
る
箇
所
を

な
る
べ
く
触
ら
な
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用

間
近
で
の
会
話
等
密
接
場
面
の
回
避

他
人
が
そ
ば
に
い
る
場
所
で
は
、

会
話
を
控
え
る

訪
問
予
定
施
設
の

コ
ロ
ナ
対
策
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク

旅
行
先
地
域
の

コ
ロ
ナ
対
策
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

「
新
し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」や

「
新
し
い
旅
の
ル
ー
ル
」の
チ
ェ
ッ
ク

体
温
計
を
持
参
し
、毎
日
検
温

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
か
ら

旅
行
に
行
く

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

%

※ ＊は2021年度調査より追加

＊＊＊＊＊＊＊＊

＊ ＊ ＊ ＊
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 

●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

25回第

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
」を
開
催

〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す
る〝
宝
物
〞同
士
の
マッ
チ
ン
グ
〜

片
野 

陽
介（
か
た
の
・
よ
う
す
け
）

1
9
8
9
年
生
ま
れ
。埼
玉
県
新
座
市
出
身
、飯
能
市
在
住
10
年
目
。

2
0
1
2
年
飯
能
市
入
庁
、2
0
1
8
年
度
ま
で
飯
能
市
役
所
観
光・エ
コ
ツ
―
リ
ズ
ム
推
進
課
、

2
0
1
9
年
度
か
ら
現
在
ま
で
農
業
振
興
課
に
て
業
務
に
従
事
。「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
る
。」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、飯
能
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奔
走
、

農
家
さ
ん
と
飲
食
店・ふ
る
さ
と
納
税・エ
コ
ツ
ア
ー
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

図 1 誰もが安心してエコツアーガイドになれる仕組み

エコツアー実施者

・企画・協議シートの作成・提出

エコツーリズム推進協議会

・企画・協議シートの作成
・確認事項の連絡・調整

事務局 事前協議委員
（アドバイザー）
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 

●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

25回第

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
」を
開
催

〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す
る〝
宝
物
〞同
士
の
マッ
チ
ン
グ
〜

片
野 
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 

●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

図 2 製茶工場とベーグルショップのマッチング
（片野氏Facebookより）

③
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、P
R
、

　ブ
ラ
ン
ド
化

カ
フ
ェ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者
と
と
も
に

パ
ン
屋
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
農
業
委
員
会
と
と
も
に

製
茶
工
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
地
域
を
超
え
た
連
携
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 
●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

図 2 製茶工場とベーグルショップのマッチング
（片野氏Facebookより）

③
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、P
R
、

　ブ
ラ
ン
ド
化

カ
フ
ェ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者
と
と
も
に

パ
ン
屋
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
農
業
委
員
会
と
と
も
に

製
茶
工
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

〜
地
域
を
超
え
た
連
携
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 

●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

【
第
2
部
】

意
見
交
換

図 3「おいしい飯能」（片野氏Instagramより）
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●
異
動
1
年
目
の
後
半
、
転
機
が
訪
れ
た
。

主
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
者
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
作
り

た
い
の
で
梨
農
家
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
相

談
を
受
け
た
。
飲
食
店
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
「
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
た
い
が
、

飯
能
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」、
特
に
移
住
者
か
ら

は
「
少
し
高
く
て
も
顔
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
買
え
る
と
安
心
だ
が
、
地
元
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
農
家
と

飲
食
店
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
例

●
移
住
者
が
始
め
た
カ
フ
ェ
に
対
し
て
飯
能

産
の
果
物
を
使
っ
て
み
な
い
か
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
看
板
商
品
で
あ
る
季
節
の
果
物
パ

フ
ェ
に
マ
ス
カ
ッ
ト
を
使
い
た
い
と
要
望
を

受
け
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら

つ
な
が
り
の
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

●
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子

も
製
造
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
最
適
で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

を
も
ら
い
実
現
し
た
。
市
役
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
者
は
新
た
な
返
礼
品
を
探
し
て
お

り
、飲
食
店
は
販
路
拡
大
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
サ
イ
ト
で

受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
単
純
に
販
路
確
保

だ
け
で
な
く
商
品
P
R
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
。

 

●
U
タ
ー
ン
者
が
始
め
た
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ

プ
に
も
飯
能
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
み
な
い

か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
使
い
た
い
と

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
一
方
で
、
農
業
委

員
会
の
方
か
ら
新
た
に
農
家
を
始
め
た
人
が

出
荷
先
を
探
し
て
い
る
と
情
報
を
得
た
。
こ

の
両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
安
納
芋
を
使
っ

た
新
た
な
ベ
ー
グ
ル
が
誕
生
し
た
。
こ
の
事

例
で
は
、
飲
食
店
と
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

新
た
な
農
業
振
興
に
な
る
こ
と
を
農
業
委
員

会
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業
振
興
課

と
し
て
の
業
務
に
位
置
付
け
た
。

●
狭
山
茶
は
入
間
市
、
狭
山
市
、
飯
能
市
を

産
地
と
す
る
お
茶
。F

acebook

を
通
じ
て

知
っ
た
入
間
市
の
製
茶
工
場
を
訪
れ
る
と
、

そ
の
製
茶
工
場
の
方
は
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
入
間
市
と
い
う
括
り
で
は
な
く
、
狭
山
茶

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
飯
能
市
内
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
、
先
ほ
ど
の
ベ
ー
グ

ル
シ
ョ
ッ
プ
と
お
茶
屋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
ベ
ー
グ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に「
狭
山
茶
を
使
っ

た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
、
新
し

い
ベ
ー
グ
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
試
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
。
製

品
化
す
る
か
ど
う
か
は
今
後
次
第
だ
が
、
行

政
区
域
を
超
え
た
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

取
り
組
み

●
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
活

動
が
難
し
い
中
、
飯
能
市
農

業
青
年
会
議
所
で
は
農
産
物

紹
介
ア
プ
リ
の
制
作
を
進
め

て
い
る
。
様
々
な
農
家
の
情

報
を
集
約
し
、
ま
た
新
た
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
に
な
る
」

●
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
問
わ
ず
、
出
会
っ

た
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
人
とF

aceb
o
o
k

で
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
。

●
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
機
に
、「
お

い
し
い
飯
能
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
市
内
の

飲
食
店
や
農
家
の
情
報
をF

aceb
o
o
k

に

投
稿
し
始
め
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

か
ら
外
れ
た
後
も
、
別
の
形
で
飯
能
の
魅

力
を
発
信
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

②
新
た
な
客
層
の
来
訪

●
エ
コ
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飯
能

市
を
初
め
て
訪
れ
た
方
や
、
定
期
的
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
方
が
う
ま
れ
た
。
飯
能
エ
コ

ツ
ア
ー
が
飯
能
市
を
訪
れ
る
目
的
の
一
つ
に

な
っ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
飯
能
市

の
露
出
が
高
ま
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

④
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む

●
飯
能
市
民
は
よ
く
「
自
分
の
町
に
は
何
も

な
い
、
面
白
い
も
の
は
な
い
」
と
言
う
が
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

よ
そ
の
方
に
と
っ
て
は
珍
し
く
素
晴
ら
し
い

も
の
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
や
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
町
は
い
い
所
だ
」
と
認
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
。
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

の
醸
成
が
、
最
も
大
き
な
効
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

●
2
0
0
8
年
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

を
受
賞
。
2
0
1
6
年
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
特
別
継
続
賞
を
受
賞
し
た
。
特
別
継
続

賞
へ
の
応
募
は
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
実
施
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。エ

コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の

や
り
が
い
と
課
題

●
ガ
イ
ド
で
あ
る
地
元
の
方
と
一
緒
に
エ
コ

ツ
ア
ー
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
、
エ
コ
ツ

ア
ー
を
通
じ
て
飯
能
の
新
た
な
魅
力
を
知
る

こ
と
、
市
内
外
の
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し
て
の
大
き

な
や
り
が
い
だ
っ
た
。

●
一
方
で
、
取
り
組
み
開
始
当
初
か
ら
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、
年

齢
も
重
ね
る
中
で
次
第
に
疲
れ
て
し
ま
う
方

も
出
て
き
た
。
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と
復
帰

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
新
た
な
資
源
の
発
掘
を
試
み
た
当
初
は
、

飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
が
宝
物
と

言
っ
て
い
る
中
で
モ
ノ
に
着
目
し
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

人
に
着
目
し
、
現
役
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、

公
民
館
職
員
、F

aceb
o
o
k

等
を
通
し
て
、

面
白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
市
民
の
情
報

を
集
め
た
。そ
の
結
果
、実
際
に
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
ま
で
至
っ
た
例
も
あ
る
。

エ
コ
ツ
ア
ー

担
当
者
と
し
て
の
反
省

●
と
あ
る
農
家
に
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
の
打
診

を
し
た
際
は
、「
繁
忙
期
は
忙
し
く
て
対
応

で
き
な
い
」、「
農
作
業
の
知
識
の
な
い
人
が

作
業
を
す
る
と
、
次
年
度
以
降
の
収
穫
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
お
祭
り
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
中
、
お

祭
り
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
て
参
加
者
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
が
、
役
員

か
ら
は
「
た
だ
で
さ
え
人
手
が
足
り
て
い
な

い
中
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
出
番
を
つ

く
る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

●
ど
ち
ら
も
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
地
域

の
課
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
が
、
逆
に
負
担

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
。
エ
コ
ツ
ア
ー

数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り
、
相

手
の
思
い
を
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
気

づ
か
さ
れ
た
。

フ
ォ
ワ
ー
ド
か
ら

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
へ

〜
農
業
委
員
会
事
務
局
・

農
業
振
興
課
へ
の
異
動
と
転
機

●
2
0
1
9
年
4
月
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
担
当
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
農
業
振

興
課
に
異
動
と
な
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
が
、

異
動
先
の
農
業
委
員
会
事
務
局
は
農
地
法
に

基
づ
く
許
認
可
の
業
務
が
主
た
る
業
務
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
フ
ォ

ワ
ー
ド
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
異
動
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
せ
ず
非
常
に
悩

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
で
あ
る
農
業

委
員
会
事
務
局
の
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、

兼
務
し
て
い
た
農
業
振
興
課
の
業
務
に
十
分

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
当

に
く
じ
け
そ
う
な
1
年
だ
っ
た
が
、
下
ば
か

り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
農
家

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
現
場
に
出
た
と
き
に
は
農
家
に
ま
め
に
顔

を
出
し
、
会
話
を
し
た
り
農
産
物
を
購
入
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ

う
に
心
掛
け
た
。
J
A
農
産
物
直
売
所
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
農
家
と
の
会
話
の
ネ
タ
探

し
も
こ
ま
め
に
し
た
。

5
0
0
円
以
内
で
行
け
る〝
ワ
ン
コ
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
〞。

●
飯
能
市
は
、
身
近
で
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
2
0
0
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
た
。
同
年
に
は
、
里
地
里
山
型
と
し
て
、

環
境
省
が
指
定
す
る
13
の
モ
デ
ル
地
区
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
飯
能
市
と
名
栗
村

が
合
併
す
る
と
、
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

2
0
0
5
年
2
月
開
催
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
、
市
民
を
対
象
と
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
講
座
を
地
区
ご
と
に
開

催
し
た
。
市
内
に
12
あ
る
公
民
館
を
一
つ
ず

つ
回
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
地
区
ご
と
の
地
域
性
を
活
か
し
て
ど

の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
で
き
そ
う
か
、
市

役
所
職
員
と
市
民
が
話
し
合
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、そ
の
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴

●
知
床
や
屋
久
島
の
よ
う
な
大
自
然
の
な
い

飯
能
で
は
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
文
化
、

伝
統
文
化
、
歴
史
・
産
業
な
ど
、
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
。
地
域
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
や
技

術
を
通
し
て
地
域
資
源
を
伝
え
る
こ
と
で
、

魅
力
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
。

飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
カ
ギ

は
、「
地
域
に
住
む
人
」。

●
飯
能
市
で
は
、
自
然
保
護
や
伝
統
芸
能
継

承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ

ツ
ア
ー
化
し
て
い
っ
た
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー

第
1
号
は
、
地
域
の
獅
子
舞
を
素
材
に
し
た

も
の
で
、
ガ
イ
ド
は
獅
子
舞
保
存
会
役
員
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
神
社
の
社
殿
に
上

が
っ
て
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
け
る
と
い
う
、

特
別
感
の
あ
る
も
の
。

●
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、
誰
で
も
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が
事
前
協
議
制

度
。
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
希
望
者
に
は
、
ま
ず

「
企
画
協
議
シ
ー
ト
」
と
い
う
企
画
書
に
自

分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
落
と
し
込
ん
で
も
ら

う
。
実
施
希
望
者
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
タ
イ

ト
ル
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
参
加
者
に
伝

え
た
い
こ
と
、費
用
、収
支
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

行
程
、安
全
対
策
な
ど
を
記
入
し
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、事
務
局（
飯

能
市
）
と
事
前
協
議
委
員
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
企
画
内
容
を
確
認
し
、
実
施
希
望
者
と
調

整
を
重
ね
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

は
か
る
。
企
画
提
出
か
ら
事
前
協
議
終
了
ま

で
は
、
約
2
カ
月
を
要
す
る
。

●
飯
能
市
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
、
実

施
す
る
上
で
10
の
推
進
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
飯
能
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
」
は
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
通
し
て
、
飯

能
市
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
能
が
好
き
だ

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

●
主
な
広
告
手
段
は
年
に
6
回
、
1
回
に
つ

き
1
5
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
る
エ
コ
ツ

ア
ー
チ
ラ
シ
。
配
布
先
は
、
市
外
が
7
割
、

市
内
が
3
割
。
バ
ス
車
内
の
吊
り
下
げ
広
告

を
見
た
方
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

●
2
0
1
8
年
度
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、
当

時
の
ツ
ア
ー
開
催
数
は
96
件
、
延
べ
参
加
者

数
は
3
6
1
9
人
。
参
加
者
は
、
市
内
が
約

3
割
、
市
外
が
約
7
割
。
取
り
組
み
開
始
当

初
は
比
率
が
逆
転
し
て
い
て
、市
内
が
7
割
、

市
外
が
3
割
だ
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約

5
割
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
し
た
効
果

①
新
た
な
自
然
環
境
保
全
の
形

●
里
山
整
備
の
た
め
に
竹
を
間
伐
し
、
間
伐

し
た
竹
を
使
っ
て
食
器
を
つ
く
り
、
流
し
そ

う
め
ん
体
験
を
行
う
ツ
ア
ー
、
川
の
生
態
系

保
護
の
た
め
に
漁
協
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
を
駆
除
し
、
駆
除
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
試
食
す
る
ツ
ア
ー
等
、
保
全
作
業
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
の
楽
し
み
を
付
加
し
て
エ
コ

ツ
ア
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
新
た
な
自
然

環
境
保
全
の
形
が
見
え
て
き
た
。

　
2
0
2
2
年
3
月
3
日
（
木
）、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
行
政
職
員
が
挑
戦
す

る〝
宝
物
〞同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
25
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、

飯
能
市
職
員
の
片
野
陽
介
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
能
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
有
名
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
認
定
の
第
１
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
片
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
飯

能
市
に
入
庁
、
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

課
に
配
属
と
な
り
、
7
年
間
、
事
務
局
と
し

て
飯
能
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
携
わ

り
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
に
異
動
し
た
現
在

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
野
で
地
域
の
方
た

ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
専
門
家
、
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
飯
能
市
民
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
様
々
な
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
人
の
行
政
職
員
の
10
年
間
を
通
し

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、
地
域
振
興
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
能
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
経
緯

●
飯
能
市
は
、
埼
玉
県
内
で
3
番
目
に
大
き

い
市
で
、
面
積
の
76
%
が
森
林
。
池
袋
駅
か

ら
飯
能
駅
ま
で
は
電
車
で
約
50
分
、
片
道

な
か
情
報
が
入
り
に
く
い
の
で
、
も
っ
と

色
々
な
考
え
方
に
触
れ
た
い
。

参
加
者
…
そ
の
土
地
の
食
材
を
食
べ
る
と
、

人
は
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る

も
の
。
そ
の
意
味
で
農
産
物
は
地
域
の
観
光

大
使
だ
と
言
え
る
。
飯
能
の
よ
う
な
里
地
里

山
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
合
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
も
農
産
物
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
片
野
氏
と
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
担
当
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
だ
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
か
ら
農
業
セ
ク
シ
ョ

ン
に
異
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
感
じ
る
。

片
野
氏
…
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
は
、
飯
能
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
今
後
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
、
農
家
に
働
き
か
け
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
件
数
が

減
少
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

片
野
氏
…
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
、
年
齢
的

に
体
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
定
年
直
後
の
60
歳
か
ら
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
を
始
め
た
方
で
も
、
10
年
、
20
年
経
て

ば
70
代
、
80
代
に
な
る
。

　
飯
能
市
で
は
、
企
画
・
受
付
・
実
施
ま
で

の
全
て
を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
行
う
た

め
、
ガ
イ
ド
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
。
他

地
域
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
、
事
務
作
業
部
分
を

引
き
受
け
ら
れ
る
と
、
ガ
イ
ド
の
負
担
が
抑

え
ら
れ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
無
理
な
く
継
続

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
片
野
氏
が
考
え
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
象
と
な
る
資
源
と
は
何
か
。

片
野
氏
…
人
と
セ
ッ
ト
で
資
源
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
神

社
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
に
で
き
な
い

か
と
考
え
る
場
合
、
以
前
は
神
社
だ
け
を
見

て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
神
社
に
は
そ
れ

を
守
っ
て
き
た
人
が
い
る
わ
け
で
、
資
源
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
人
の

話
を
聞
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

参
加
者
…
行
政
職
員
の
立
場
だ
と
、
地
域
を

超
え
た
連
携
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

片
野
氏
…
所
属
部
署
の
業
務
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
点
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。
地
域
連

携
す
る
こ
と
で
、
飯
能
市
単
独
で
は
難
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
伝
え
る
と
、

理
解
を
得
や
す
い
。

司
会
…
色
々
な
方
の
話
を
聞
い
た
う
え
で
、

ど
ん
な
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
提
案
し
て

も
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
精
力
的

に
活
動
し
続
け
ら
れ
る
強
さ
は
ど
こ
か
ら
く

る
の
か
。

片
野
氏
…
や
は
り
「
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う

の
が
最
も
大
き
い
。
そ
し
て
、
成
功
し
て
も

失
敗
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
で
、
将
来

的
に
飯
能
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
飯
能
が
も
っ

と
面
白
い
場
所
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
考
え
て

い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
の
失
敗

や
、
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
異
動
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
近
年
、
世
界
的
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
飯
能
や
そ
の
周
辺
で
は
ど
う
か
。

片
野
氏
…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
興
味

や
関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
も
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
す
る
自
治
体
が
、
視
察

の
た
め
に
飯
能
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
。

参
加
者
…
長
く
続
く
エ
コ
ツ
ア
ー
の
特
徴
を

知
り
た
い
。

片
野
氏
…
地
域
の
暮
ら
し
や
伝
統
芸
能
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は
長
く
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施
者
の

方
は
、「
伝
統
芸
能
を
外
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
、さ
ら
に
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」や
、「
普

段
は
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
の
で
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
外
の

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
い
る
。
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ

と
が
継
続
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
観
光
は
複
合
的
な
活
動
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
積
極
的
に
現
場
に
出
か
け
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、
常
に
他

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
が
ら
人
と
人
を

つ
な
い
で
い
く
片
野
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
垣
根
を
越
え

た
熱
心
な
取
り
組
み
が
印
象
的
だ
っ
た
」、

「
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
体
験

に
基
づ
く
自
然
体
の
お
話
に
よ
り
、
大
き
な

熱
意
が
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
伝
播
す
る

よ
う
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部
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理
由
。
現
在
1
2
4
回
で
、
2
0
0
回
を
目

標
に
し
て
い
る
。

●F
aceb

o
o
k

で
発
信
を
続
け
て
い
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
新
た
な
情
報
が
手
に
入
る
。

F
aceb

o
o
k

友
達
の
紹
介
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー

実
施
に
興
味
を
持
つ
方
に
出
会
い
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
一
緒
に
話
を
聞
き
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
日
、
そ
の
方
の

F
aceb

o
o
k

を
見
る
と
、自
分
の
こ
と
を「
人

と
人
と
の
架
け
橋
」
と
表
現
し
て
あ
り
、
ま

さ
に
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
だ
と

気
づ
か
さ
れ
た
。

●
架
け
橋
に
な
り
た
い
理
由
の
一
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
時
代
と
変
わ
ら
ず
飯
能

市
内
外
の
飯
能
フ
ァ
ン
を
創
出
し
た
い
と
思

う
か
ら
。
二
つ
目
は
、
単
純
に
面
白
い
か
ら
。

自
分
が
架
け
橋
に
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

 

仕
事
の
軸
は

「
飯
能
フ
ァ
ン

を
つ
く
ろ
う
」

●
自
分
が
飯
能
市
民
に

な
っ
て
10
年
に
な
る
が
、

飯
能
市
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
業
務

を
通
し
て
飯
能
市
の
多
く

の
人
と
話
が
で
き
、
飯
能

の
こ
と
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
っ
た
。
農
業
セ
ク

シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
か
ら

は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
と
人
を
つ

な
げ
る
と
い
う
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
飯
能
市
職
員
と
し
て
、
飯
能
市
民
の
収
入

が
1
円
で
も
増
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
使
命
。
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
掛
け
た
横
石 

知
二
氏
の
言
葉
で
あ

る
「
地
域
の
人
に
出
番
と
役
割
を
つ
く
れ
れ

ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
を
、
飯
能
に
置
き

換
え
て
大
切
に
し
て
い
る
。

●
自
分
の
仕
事
の
軸
は
飯
能
フ
ァ
ン
を
つ
く

る
こ
と
。
特
に
飯
能
市
民
に
は
、
自
分
の
住

む
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
自
分
は
特
に
器
用
な
わ
け
で
は
な
く
、
人

を
惹
き
つ
け
る
話
術
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
何
か
大
き
な
こ
と
を
一
発
打
ち
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

飯
能
は
地
域
の
人
が
宝
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
農
業
で
も
同
じ
。

飯
能
の
宝
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
に
か

く
現
場
に
出
て
、
直
接
人
と
話
す
こ
と
、
そ

し
て
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
発
信
し
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
の
先
に
、
少
し
で
も
飯
能
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
嬉
し
い
。

 参
加
者
…
飯
能
市
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い

る
の
か
。

片
野
氏
…
飯
能
市
は
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
ん
だ
部
分
が
大
き
い
。
公
益
事
業
と

し
て
市
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
だ
。
エ
コ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
は
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
が
中
心
。元
々

地
域
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
方
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
。
収
益
よ
り
も
や
り
が

い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
方
が
多
く
、
行

政
主
導
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
適
し
て
い
る
。

参
加
者
…
飯
能
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
い

う
片
野
氏
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

片
野
氏
…
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る
と
非
常
に
心
強

い
。
ま
た
、
自
分
に
は
な
い
価
値
観
を
持
っ

て
い
る
人
、民
間
の
方
、移
住
者
の
方
と
も
っ

と
つ
な
が
り
た
い
。
市
役
所
に
い
る
と
な
か

【
第
2
部
】

意
見
交
換

図 3「おいしい飯能」（片野氏Instagramより）

第254号 August 202255



で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY

o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y

o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

26回第

「コロナ
禍
で
改
め
て
気
がつい
た

観
光
の
意
義
」を
開
催

〜〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜

小
関 

み
ど
り（
こ
せ
き
・
み
ど
り
）

東
京
都
大
田
区
大
森
出
身
。

旅
行
会
社
、国
際
交
流
、文
化
活
動
等
の
事
務
局
、

公
立
中
学
校
教
育
支
援
員
な
ど
を
経
て
2
0
1
0
年（
一
社
）大
田
観
光
協
会
に
入
社
。

2
0
2
2
年
4
月
で
13
年
目
を
迎
え
る
。

主
な
担
当
は
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
新
規
事
業
の
創
出
、ガ
イ
ド
養
成
講
座
な
ど
。

観
光
協
会
事
業
を
通
じ
て
関
わ
っ
た
人
数
は
、大
小
併
せ
て
延
べ
1
万
人
以
上
。

人
が
好
き
、ま
ち
が
好
き
、面
白
い
こ
と
が
好
き
。

趣
味
は
、駄
菓
子
屋
め
ぐ
り
と
昭
和
レ
ト
ロ
さ
ん
ぽ
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

写真1.2）大森海苔さんぽの様子
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で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY

o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y

o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

26回第

「コロナ
禍
で
改
め
て
気
がつい
た

観
光
の
意
義
」を
開
催

〜〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜

小
関 

み
ど
り（
こ
せ
き
・
み
ど
り
）

東
京
都
大
田
区
大
森
出
身
。

旅
行
会
社
、国
際
交
流
、文
化
活
動
等
の
事
務
局
、

公
立
中
学
校
教
育
支
援
員
な
ど
を
経
て
2
0
1
0
年（
一
社
）大
田
観
光
協
会
に
入
社
。

2
0
2
2
年
4
月
で
13
年
目
を
迎
え
る
。

主
な
担
当
は
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
新
規
事
業
の
創
出
、ガ
イ
ド
養
成
講
座
な
ど
。

観
光
協
会
事
業
を
通
じ
て
関
わ
っ
た
人
数
は
、大
小
併
せ
て
延
べ
1
万
人
以
上
。

人
が
好
き
、ま
ち
が
好
き
、面
白
い
こ
と
が
好
き
。

趣
味
は
、駄
菓
子
屋
め
ぐ
り
と
昭
和
レ
ト
ロ
さ
ん
ぽ
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供

写真1.2）大森海苔さんぽの様子

第254号 August 202257



で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY

o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y

o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

写真4）「さくらウォークで心と体を健康に！
　　　おおたの桜を楽しもう2022」マップ

写真3）小学校での出前授業
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で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY
o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y
o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

写真4）「さくらウォークで心と体を健康に！
　　　おおたの桜を楽しもう2022」マップ

写真3）小学校での出前授業

第254号 August 202259



で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY

o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y

o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換
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で
い
る
時
に
、
異
分
野
で
あ
る
学
校
か
ら
誘

い
が
あ
り
引
き
受
け
た
も
の
だ
が
、
ガ
イ
ド

と
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅
力
を
伝
え
て
き

た
経
験
が
こ
こ
ま
で
授
業
に
役
立
つ
こ
と
に

驚
い
た
。
45
分
の
授
業
を
通
し
て
30
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
大
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
協
会
と
し
て
も
継
続
す
べ
き

取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
参
加
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
完
全
非
接
触
型
で
実

施
し
た「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る
き
」

か
ら
約
1
年
が
経
ち
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ス
ク
を

し
て
消
毒
を
す
れ
ば
、
外
へ
出
て
も
良
い
の

で
は
と
考
え
始
め
て
い
た
。
こ
の
企
画
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
。
最
近
流
行
の
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

で
き
る
魅
力
が
あ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
を
ポ
ン
と
押
す
行

為
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
、
現
地
に
行
く
ま
で

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
、
集
め
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
が
魅
力
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
紙
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
良
さ
も
あ
る
。

●
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
と
、
銭
湯
入
浴
券
セ
ッ
ト
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
が
当
た
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
た
。
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」、「
知

ら
な
い
ま
ち
に
行
く
機
会
が
で
き
た
」、「
家

族
で
気
軽
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
い
い
一
日
が
過
ご
せ
た
」、「
健
康
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
あ

る
と
歩
い
て
い
て
楽
し
い
」、「
こ
の
よ
う
な

大
変
な
状
況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
心
か
ら
実
施
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
気
が
つ
い
た

観
光
や
観
光
協
会
の

意
義

●
ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
て
、
旅
は
心
身
と
も
に
元
気
に

な
る
健
康
の
源
で
あ
り
、
観
光
協
会
は
そ
れ

を
支
え
ら
れ
る
は
ず
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、
現
在
進
め
て
い

る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
で
心
と
体
を
健
康

に
！
お
お
た
の
桜
を
楽
し
も
う
2
0
2
2
」。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
き
以
前
の
よ
う
に
遠
方

に
は
行
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、「
家
に
い

て
ば
か
り
で
不
健
康
だ
か
ら
外
に
出
た
い
」、

「
何
か
楽
し
い
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声

を
聞
く
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
、
桜
の
力
を
借
り
て
健
康

的
に
歩
く
こ
と
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
企
画
。

●
ま
ち
に
出
て
、歩
い
て
い
い
景
色
を
見
て
、

気
分
転
換
を
す
る
と
、
人
は
元
気
に
な
る
。

元
気
に
な
る
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
く

な
る
。
す
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
か
も

し
れ
な
い
し
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
帰
る
か
も

し
れ
な
い
。
区
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
、

商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
明
る
い

話
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
大
田
区
内
の
全
て
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
7
つ
の

お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
地

図
を
広
げ
て
、
大
田
区
に
は
楽
し
い
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
も
成
功
と
考
え
て
い
る
。

●
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
2
つ
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
一
つ
は
理
学
療
法

士
に
よ
る
歩
き
方
の
ミ
ニ
講
座
付
き
の
健

康
さ
ん
ぽ
、
も
う
一
つ
は
商
店
街
を
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
い
て
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

ド
の
案
内
人
と
し
て
雰
囲
気
を
高
め
る
た

め
、〝
観
光
協
会
職
員
の
小
関
〞と
し
て
で
は

な
く
、〝
大
森
海
苔
ク
ラ
ブ
の
海
苔
好
き
み
っ

き
ー
〞と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
た
だ

の
解
説
者
で
は
な
く
、
ツ
ア
ー
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
関
係
者
の

出
番
を
ア
シ
ス
ト
す
る
役
目
を
務
め
た
。

●
東
京
都
内
の
ま
ち
歩
き
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
歴
史
好
き
な
グ
ル
ー
プ
が

中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
客
層
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
目
標
に
し
た
。
実
際
の
参
加
者
は

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
か
ら
一
人
参
加
の
方
ま

で
幅
広
く
、
参
加
動
機
も
、「
家
族
連
れ
の

休
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
な
る
か
ら
」、

「
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」、「
食

に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
様
々
だ
っ
た
。

多
様
な
参
加
動
機
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

か
つ
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
海
苔
は
十

分
に
ま
ち
歩
き
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
確

信
を
持
っ
た
。

●
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
海
苔
問
屋
や

元
海
苔
生
産
者
と
い
っ
た
地
元
関
係
者
の

方
々
に
、
海
苔
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
絶
対
に
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
2
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
終
了
後
、
ツ
ア
ー
の
様
子
、

参
加
者
の
反
応
、
ス
タ
ッ
フ
の
反
省
や
改
善

提
案
を
ま
と
め
、
海
苔
組
合
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

●
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
前

向
き
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東

京
都
全
体
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
海
苔
組
合
と
観
光
協
会
の
共
催
で
3

回
目
の
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
販
売
初
日
で
完
売
す

る
大
人
気
と
な
り
、
関
係
者
も
非
常
に
盛
り

上
が
っ
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
価
格

設
定
も
少
し
ず
つ
上
げ
て
い
る
。
か
つ
て
は

無
料
や
5
0
0
円
程
度
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
関
係
者
の
中
に
は
「
観
光
協
会
は
地
元

を
食
い
物
に
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
る
人
も
い
た
。ツ
ア
ー

実
施
の
明
細
書
を
見
せ
、
不
当
な
収
益
を
得

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
し

た
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
事

業
を
通
し
て
海
苔
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
ら
れ
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
協
力
関

係
は
強
く
な
っ
た
。
協
力
者
を
得
る
た
め
に

は
、
伝
え
方
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
自
分
が

心
を
開
い
て
、
粘
り
強
く
相
手
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
状
況

●
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
。
海
苔
さ
ん
ぽ

も
、
2
0
2
0
年
2
月
に
4
回
目
を
実
施
予

定
だ
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
は
一
切
実
施
し
て
お
ら
ず

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
せ
っ
か
く
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

地
元
関
係
者
も
元
気
が
な
く
、
そ
の
姿
を
見

て
自
分
自
身
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

続
い
た
。
医
療
従
事
者
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
な
か
、「
娯
楽
で
あ
る
観
光
を
仕
事

と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の
か
」
と
さ

え
思
い
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
が
あ
っ
た
。

●
そ
ん
な
時
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
た
地
元
の
人
か
ら
「
ま
た
何

か
し
ま
し
ょ
う
」、「
あ
な
た
は
観
光
が
お
仕

事
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
け
ど
頑
張
っ
て
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

た
。
準
備
し
て
も
ど
う
せ
ま
た
ダ
メ
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
、吹
っ
切
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
海
苔
に
関
す
る
新
た
な

動
き
と
し
て
大
森
駅
前
へ
の「
海
苔
養
殖
業

発
祥
の
地
」
記
念
碑
の
設
置
、
学
校
給
食
で
の

海
苔
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
地
元
で
も
様
々

な
動
き
が
あ
っ
た
。
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、

東
京
新
聞
に「
大
森
と
海
苔
文
化
」と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
観
光
協
会
で
は「
大
森
海

苔
さ
ん
ぽ
」ま
ち
歩
き
動
画
を
作
成
し

Y
ou
T
u
be

へ
投
稿
し
た
。
海
苔
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
と
は
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
ま

た
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

代
表
的
な
取
り
組
み

●
2
0
2
0
年
10
月
に
非
接
触
型
・
周
遊
型

イ
ベ
ン
ト
「
1
0
0
年
前
の
蒲
田
ま
ち
あ
る

き
」
を
開
催
し
た
。
1
0
0
年
前
と
現
在
の

蒲
田
の
地
図
を
重
ね
て
透
明
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
印
刷
、
区
内
3
カ
所
で
配
布
し
た
。

昔
と
現
在
の
地
図
を
比
較
し
な
が
ら
、
個
人

で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
。

●
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
、
最
近
の
小
学

生
に
人
気
の
職
業
で
あ
るY

o
u
T
u
b
er

に

な
ら
い
〝
大
田
区Y

o
u
T
u
b
er 

み
っ
き
ー
〞

と
し
て
、
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
で
落
ち
込
ん

間
神
社
、
大
森
貝
塚
な
ど
が
あ
る
。

●
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
企
画
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し

て
い
る
。
ま
ち
歩
き
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
企
画
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
の
企
画
運
営
の
他
、
行
政
・
企
業
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
調
整
も
重

要
な
業
務
の
一
つ
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
、
地
域
と
調
整
し
て
実
行
す

る
地
域
お
こ
し
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
広
報

は
S
N
S
で
の
発
信
が
中
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
ま
ち
歩
きY

ou
T
u
ber

と

し
て
の
活
動
も
始
め
た
。
ま
た
、
最
近
は
区

内
小
中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の

依
頼
が
増
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
が

で
き
な
い
代
わ
り
に
地
元
を
案
内
し
た
い

が
、
ど
の
よ
う
な
企
画
が
良
い
か
と
い
う
学

校
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

代
表
的
な
取
り
組
み

〜
海
苔
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

海
苔
の
ま
ち
・
大
森

●
海
苔
の
養
殖
は
江
戸
時
代
に
大
森
か
ら
始

ま
り
、全
国
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
森
で
は
海
苔
養
殖
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
長
ら
く
一
大
産
地
だ
っ
た
た
め
に
目

利
き
の
海
苔
問
屋
が
多
く
、
現
在
で
も
全
国

か
ら
海
苔
が
集
ま
っ
て
く
る
。
以
前
、
海
苔

問
屋
組
合
の
会
合
の
場
で
全
国
の
海
苔
の
食

べ
比
べ
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
産

地
ご
と
に
海
苔
の
味
が
異
な
り
、
一
般
向
け

に
開
催
し
た
ら
人
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
大
森
に
は
、
海
苔
養
殖
に
つ
い
て
紹
介
す

る
博
物
館
「
大
森 

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
が

あ
る
。大
森
本
場
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合
は
、

年
に
一
度
の
り
祭
を
開
催
し
て
い
た
。

2
0
1
4
年
に
は
、
京
急
観
光
と
大
田
区
観

光
課
が
連
携
し
て
海
苔
問
屋
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
る
。

●
し
か
し
、
地
元
に
海
苔
が
食
べ
ら
れ
る
飲

食
店
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
地
元
の
方
に

聞
く
と
、
海
苔
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
外
食
で
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
を
見

学
し
た
方
か
ら
海
苔
を
食
べ
ら
れ
る
店
は
な

い
か
と
問
合
せ
を
受
け
た
こ
と
や
、
海
苔
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
歩
き
が
し
て
み
た
い
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、個
人
的
に
海
苔
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
や
レ
シ
ピ
本
を
参
考
に

様
々
な
海
苔
料
理
を
試
作
し
、
飲
食
店
に
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
案
し
て
み
た
が
、
海
苔

は
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
反
応
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

海
苔
を
楽
し
む
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

●
そ
ん
な
時
、
宮
城
県
の
海
苔
漁
師
が
主
催

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
が
大
森
で
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
大
森
を
海
苔

が
楽
し
め
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
海
苔
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
「
海
苔
を
楽
し
む
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
」
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

●
W
E
B
サ
イ
ト
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
て
い
る
会
社
に
大
森
海
苔
さ
ん
ぽ
企
画

を
提
案
し
、
お
土
産
付
き
2
5
0
0
円
で
販

売
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
無
料
か

5
0
0
円
程
度
の
安
価
で
実
施
し
て
い
た
た

め
、
地
元
の
人
か
ら
は
集
客
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
説
得
し
た
。

●
ツ
ア
ー
内
容
は
、
海
苔
を
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
元
海
苔
生
産
者
の
方
々
と

の
交
流
や
、
海
苔
の
食
べ
比
べ
、
海
苔
問
屋

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
行
程
に
組
み

込
ん
だ
。
海
苔
の
歴
史
の
勉
強
会
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
要
素
を
強

め
、
歩
く
距
離
も
短
め
に
し
て
、
海
苔
ワ
ー

ル
ド
を
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
た
。

●
ガ
イ
ド
は
自
分
が
務
め
た
。
海
苔
ワ
ー
ル

　2
0
2
2
年
3
月
18
日
（
金
）、「
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
気
が
つ
い
た
観
光
の
意
義
〜

〝
巻
き
込
ま
れ
力
〞が
築
い
た
信
頼
関
係
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
26
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

を
開
催
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

は
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観
光
協
会
の
小
関

み
ど
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　2
0
2
0
年
か
ら
突
如
始
ま
っ
た
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
。
観
光
業
界
全
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
観
光
協
会
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　大
田
観
光
協
会
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
次

ぐ
中
止
な
ど
普
段
通
り
の
活
動
が
制
限
さ

れ
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
も
苦
労
す
る
日
々
が
続
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
通
し
て
、

観
光
の
持
つ
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
日
々
を
支
え
た

も
の
は
、
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
中
で
築
か
れ
て
き
た
信
頼
関
係
で
し
た
。

　小
関
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
見
つ
け
た
観
光
や
地
域
の
観
光
協
会

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

大
田
区
、大
田
観
光
協
会

の
概
要

●
東
京
都
大
田
区
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
、

東
京
都
品
川
区
、
世
田
谷
区
、
目
黒
区
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
区
内
に
は
、
羽
田
空
港
、
有

名
人
の
お
墓
が
あ
る
池
上
本
門
寺
、映
画『
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
多
摩
川
浅

　自
分
は
、
も
ん
ぺ
を
履
い
た
「
梅
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
取
材
に
応
じ
る
な

ど
、
P
R
に
務
め
た
。

参
加
者
…
観
光
協
会
の
予
算
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

小
関
氏
…
継
続
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
予
算
検
討
の

時
点
で
は
大
ま
か
な
企
画
案
を
提
示
し
て
お

き
、
予
算
獲
得
後
に
予
算
内
で
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
基
本

的
に
は
、
予
算
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
実
行

す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
立
て
て
、
予
算
が

あ
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
ぐ
ら
い
の
心
意
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
他
の
区
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

小
関
氏
…
隣
の
品
川
区
と
広
域
連
携
を
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

参
加
者
…
こ
れ
ま
で
に
ボ
ツ
に
な
っ
た
企
画

は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
完
全
に
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

企
画
は
思
い
当
た
ら
な
い
。

　今
後
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の

は
、
様
々
な
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
さ

ん
ぽ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
。
先
ほ
ど
紹
介

し
た
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
で
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
は
、
コ
ー
ス
上
に
坂
や
階
段
の
上
り

下
り
が
あ
る
た
め
、
健
脚
向
け
と
条
件
設
定

を
し
て
い
る
。
車
い
す
の
方
や
杖
を
突
き
な

が
ら
散
歩
を
し
た
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
る

中
で
、
健
脚
向
け
と
書
く
の
は
非
常
に
心
が

痛
ん
だ
が
、
複
数
名
で
歩
く
場
合
、
体
力
に

差
が
あ
る
と
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
ず
れ

て
し
ま
う
。
満
足
度
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
は
必
要
。

「
な
ぜ
健
脚
向
け
だ
け
な
の
か
」
と
ク
レ
ー

ム
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
光
協
会
へ

の
期
待
の
表
れ
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
観
光
協
会
に
は
、
I
T
担
当
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
人
材
が
必
要
だ
が
、

人
材
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

小
関
氏
…
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す

る
時
に
、「Illu

strato
r

が
扱
え
る
方
大
歓

迎
」
と
記
載
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
対
応
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
普
段
は
電
話
応
対
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
を
し
つ
つ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
時
に
は

Illu
strato

r

で
デ
ザ
イ
ン
も
行
う
と
い
う

形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　動
画
撮
影
・
編
集
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等

も
観
光
協
会
で
は
必
要
な
技
能
だ
が
、
常
時

雇
用
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
内
で
人
材
を
見

つ
け
る
と
い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
て
、
地
元
の
中
で
対
応
で
き
そ
う
な

方
を
一
本
釣
り
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
多

い
。

J
T
B
F
磯
貝
…
自
分
は
大
森
出
身
で
、
祖

父
が
元
海
苔
漁
師
。
食
卓
に
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
海
苔
が
つ
き
も
の
で
、
海
苔
が
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
は
全
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
は
、
大
森
の
海
苔
の
素

晴
ら
し
さ
に
光
を
当
て
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
、
地
元
に
対
す
る
愛
着
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
。

　大
森
出
身
で
、
大
田
観
光
協
会
の
職
員
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
動
機
は
何
か
。

小
関
氏
…
元
々
面
白
い
こ
と
や
人
と
一
緒
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
は

文
化
祭
で
人
一
倍
張
り
切
る
タ
イ
プ
だ
っ

た
。
大
田
観
光
協
会
へ
の
就
職
は
知
り
合
い

か
ら
の
紹
介
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
が
、
人
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
良
い

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
最
高
、
と
思
っ

た
の
が
最
大
の
理
由
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
観
光
業
を
知

ら
な
い
地
元
の
人
の
理
解
を
い
か
に
得
る

か
、
難
し
さ
と
克
服
の
お
話
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
声
を
掛
け
た
く
な
る
人
間
力
こ

そ
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
た
」、「
旅
は
心
身

と
も
に
元
気
に
な
る
健
康
の
源
、
と
い
う
言

葉
に
同
感
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。　ま

だ
ま
だ
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
諦
め
な
い
こ
と
、
面
白
が
る
こ
と
、

自
分
が
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
先
入
観
な

し
に
地
域
で
遊
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
言
葉
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
回
と
な
り

ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

副
主
任
研
究
員

門
脇
茉
海
）

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
長
引
い
た
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

運
動
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
学
療
法
士
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
正
し
い
歩

き
方
も
身
に
つ
く
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
。今

後
に
向
け
て

●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
協
会
の
活
動
に

意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期

か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
取
り
な
が
ら
新
た
な
企
画
を
実
施
し

よ
う
と
し
た
時
、
地
域
の
方
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

●
地
域
の
観
光
協
会
は
単
独
で
は
何
一
つ
で

き
な
い
。
地
域
の
方
と
の
協
力
関
係
を
深
め

る
た
め
の
近
道
は
な
く
、
粘
り
強
く
働
き
か

け
を
続
け
、
そ
の
う
え
で
縁
が
あ
っ
た
ら
実

施
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

諦
め
な
い
こ
と
、
自
分
自
身
が
地
域
で
遊
ん

で
地
域
を
楽
し
む
こ
と
、
自
分
が
病
気
に
な

ら
な
い
こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
 

司
会
…
大
田
観
光
協
会
の
体
制
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

小
関
氏
…
正
社
員
は
4
名
、
カ
ウ
ン
タ
ー
対

応
ス
タ
ッ
フ
等
を
含
め
る
と
約
12
名
。
地
域

連
携
に
取
り
組
む
の
は
こ
の
う
ち
3
〜
4

名
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
っ
た
と

思
う
が
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
増
や
す
た

め
の
秘
訣
は
何
か
。

小
関
氏
…
出
前
授
業
の
生
徒
な
ど
も
含
め
知

り
合
っ
た
人
と
い
う
基
準
で
い
う
と
、
1
万

人
は
出
会
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
分
野
の
方
に
出
会
っ
た
か
を
書

き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
曼
荼
羅
の

よ
う
に
広
が
っ
た
。

　「人
を
巻
き
込
む
」
と
よ
く
言
う
が
、
自

分
の
場
合
は
「
巻
き
込
ま
れ
る
力
」
が
あ
る

と
自
負
し
て
い
る
。
自
分
は
「
面
白
そ
う
で

す
ね
」
が
口
癖
で
、
相
手
に
対
し
て
「
面
白

そ
う
！
」
と
応
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
企
画
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
る
。
多
く

の
人
と
出
会
う
た
め
に
、
常
に
自
分
の
心
は

開
い
て
お
く
こ
と
。

　ま
た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
不
信
感
を
持

た
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
ち
ゃ

ら
ち
ゃ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
色
々
調

べ
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、
こ

ち
ら
の
熱
意
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
最
初

に
壁
を
感
じ
て
も
く
じ
け
な
い
こ
と
が
大
切
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し
た
観
光

協
会
の
活
動
の
内
、
今
後
も
定
着
す
る
と
感

じ
る
も
の
は
あ
る
か
。

小
関
氏
…
以
前
は
、
散
歩
し
な
が
ら
の
写
真

撮
影
が
趣
味
の
方
や
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
方
が
観
光
協
会
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
観
光
協
会
が
更
に
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
き
、
地
域
住
民
自
身

が
屋
外
で
楽
し
む
機
会
が
十
分
に
な
か
っ
た

な
か
で
、〝
観
光
は
外
か
ら
人
を
集
め
る
こ

と
で
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
活
動
〞と
の
み

捉
え
て
し
ま
う
と
、
観
光
協
会
は
地
域
か
ら

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
地
域
の

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
企
画
づ
く
り
が
、
観

光
協
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
情
報
発
信
の

方
法
で
何
か
変
化
は
あ
っ
た
か
。

小
関
氏
…
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
の
取
り
組

み
で
は
、
新
た
に
参
画
し
て
い
る
理
学
療
法

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
初
め
て
病
院

に
も
観
光
マ
ッ
プ
を
配
る
こ
と
が
で
き
た
。

患
者
の
方
が
「
元
気
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
り
、
看

護
師
の
方
が
「
勤
務
先
で
あ
る
大
田
区
内
に

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
」

と
気
づ
い
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
る
。
観
光
協
会
単
独
で
は

病
院
へ
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
新
た
な
協
力
者
を
得
る
こ
と

は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

参
加
者
…
小
関
氏
が
主
体
的
に
人
を
巻
き
込

ん
で
い
っ
た
他
の
事
例
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

小
関
氏
…
2
0
1
2
年
に
蒲
田
が
舞
台
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、
2
0
1
4
年
に
大
森
出

身
の
村
岡
花
子
氏
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
花

子
と
ア
ン
」
と
、
立
て
続
け
に
大
田
区
を
舞

台
と
す
る
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
放
送

さ
れ
た
。

　観
光
協
会
が
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
放
送

を
知
ら
さ
れ
た
の
は
放
送
開
始
5
カ
月
前
の

2
0
1
1
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か

し
か
時
間
が
な
い
中
で
、
ド
ラ
マ
の
時
代
設

定
で
あ
る
戦
後
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

ち
歩
き
企
画
な
ど
を
実
施
し
た
。
開
催
中

だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

も
、
急
遽
昔
の
蒲
田
を
テ
ー
マ
に
内
容
に
切

り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換
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写真：地域活動
写真：持続可能な観光ガイドライン
（JSTS-D）

通
目
標
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
講
読
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
週
と
、「
興
味
（
後

に
卒
論
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隔
週
で
行
っ

て
い
る
。
講
読
は
「
環
境
社
会
学
」
関
連
の

文
献
が
多
く
、
開
発
と
保
全
の
歴
史
、
歴
史

的
景
観
、
負
の
遺
産
、
過
疎
化
と
活
性
化
、

南
北
問
題
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
観
光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）」
も
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
書
と
し
、
地
域
が

バ
ラ
ン
ス
あ
る
観
光
推
進
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　卒
論
に
向
け
て
は
、
興
味
の
定
義
づ
け
、

関
連
デ
ー
タ
・
事
例
収
集
、
S
D
G
s
と
の

関
連
づ
け
、
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
」を
構
築
し
て
い
く
。

そ
の
後
ミ
ニ
調
査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
の
ち
、
研
究
と
し
て
深
め
て
い

く
。
ゼ
ミ
の
ル
ー
ル
は
た
だ
一
つ
、「
全
員

必
ず
意
見
・
感
想
を
言
う
こ
と
」
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
違
う
た
め
、

異
な
る
視
点
を
得
る
、
ま
た
、
多
様
な
意
見

を
尊
重
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
3
年

生
の
初
め
か
ら
数
ヶ
月
で
、
皆
即
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　地
域
活
動
は
、
野
外
で
の
活
動
も
多
く
、

農
園
や
古
民
家
ス
テ
イ
、
地
域
の
お
祭
り
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
3
年
生
は

「
京
都
S
D
G
s
旅
」
の
企
画
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
対
応
な
ど
が
中
心

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

   3
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「自
分
が
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
」
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
自
が
選

択
す
る
課
題
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
今

年
の
4
年
生
の
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説

明
す
る
。

学
部
４
年
生
の
卒
論
紹
介

＊「
花
」：
元
々
祖
母
や
母
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

好
き
で
、
昔
か
ら
花
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
散
歩
を
し
、
花
を
愛
で
る

機
会
が
増
え
た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
い
つ
も
身
近
に
花
が
存
在
し
て
い
る
と

気
づ
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
ま
だ
咲
い
て
い

る
の
に
余
剰
分
や
規
格
外
の
花
が
捨
て
ら
れ

る
、
花
の
廃
棄
ロ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
花
は

食
品
と
同
じ
く
、
鮮
度
や
日
持
ち
が
重
視
さ

討
す
る
活
動
は
、
L
I
P
（
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
L
P
P
（
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
し
て
19
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。
国
際
活
動
も
地
域
活
動
の
海
外

版
と
考
え
ら
れ
、
G
I
P
（G

lobal 

In
ten
sive P

roject

）
と
し
て
、
交
換
留
学

な
ど
と
は
異
な
る
、
多
様
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。G
I
P
は
英
語
を
使
っ
て「
観
光
」

を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
解
決

に
導
く
た
め
の
知
識
・
思
考
を
磨
く
こ
と
を

目
指
す
学
部
の
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
P

（G
lobal P

rogram

）と
も
連
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　私
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
で
は
熊
野

古
道
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
沿
い

の
田
辺
市
各
地
域
な
ど
地
域
の
方
々
、
参
詣

道
連
携
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
、
そ
し
て
復
興
支
援
で

今
も
交
流
を
続
け
る
福
島
の
浜
通
り
地
域
な

ど
、
多
方
面
で
連
携
、
ま
た
学
生
の
教
育
や

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
の
前

任
校
は
豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
だ
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な

深
い「
地
域
と
の
関
わ
り
」
を
持
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
い

学
生
が
育
ち
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
の
研
究
を

行
う
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
れ
ら
、
多
様
な
学
び
の
中
で
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
条
件
で
あ

る
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
が
「
ゼ
ミ
」
だ
。
学
生
の
所
属
ゼ

ミ
は
2
年
次
後
半
に
決
ま
り
、
実
際
の
活
動

は
3
年
生
か
ら
卒
論
を
仕
上
げ
る
ま
で
（
4

年
生
の
1
月
）
と
な
る
。

2
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ゼ
ミ 

　S
D
G
s
や
脱
炭
素
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
今
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
の

議
論
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
二
大
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
観
光
に
と
っ
て
打

撃
で
あ
っ
た
と
同
時
に
大
き
な
反
省
の
時
期

で
も
あ
っ
た
。
よ
り
安
心
安
全
へ
の
取
り
組

み
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
は
、

1
9
9
3
年
創
刊
の
学
術
誌Jo

u
rn
al o
f 

S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

を
中
心
に
多
様

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
環
境
、
社
会
、
経
済
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
、そ
の
対
象
分
野
も「
環

境
保
全
、
動
物
保
護
」
か
ら
「
伝
統
産
業
や

関
連
文
化
の
継
承
」、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」「
途
上
支
援
、
被
災
地
復
興
、
貧
困

軽
減
」
な
ど
多
様
、
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
は
復
興
や
回

復
、
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
に
寄
与
で
き
る
（
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
）
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

観
光
は
資
源
の
枯
渇
、
自
然
破
壊
、
格
差
や

不
平
等
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。楽
し
い
、

美
し
い
、
美
味
し
い
経
験
が
他
の
人
や
環
境

を
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
よ

う
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
育
て
る
の
は
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
の
目
指
す
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
国
際
的

共
通
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、

ま
た
、
よ
り
よ
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え

る
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
、
そ
れ
を

多
様
な
方
法
で
伝
え
、
ま
た
実
行
す
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考

え
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
、表
現
、行
動
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
観
光
の
視
点
を
通
し
て
の

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」
を
共

け
な
い
苦
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
日
々
が
続

い
て
い
た
と
き
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
で
、

心
が
少
し
和
ら
ぎ
、
日
々
の
喧
騒
や
辛
さ
を

忘
れ
癒
さ
れ
た
。
疲
れ
た
と
き
に
自
然
に
触

れ
る
と
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。 

し
か
し
自
然
と
な
る
と
対
象
が
あ

ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
た
め
、
す
ぐ
近
く
で

生
ま
れ
育
ち
、
常
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い

た
富
士
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
す
る
こ
と

と
し
た
。
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
富
士
山
だ

が
、
一
方
で
ご
み
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。「
富
士

山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
人
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
富
士
山
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設

の
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。 

 （
井
上
綾
乃
）

＊「
サ
ウ
ナ
」：
2
0
1
6
年
頃
か
ら
近
年
に

か
け
て
の
「
第
3
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
」
で
、
サ

ウ
ナ
の
在
り
方
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
地
域

に
訪
れ
自
然
の
中
で
建
て
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

や
、
仕
事
の
合
間
に
入
れ
る
サ
ウ
ナ
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
銭
湯
に
あ
る
よ
う
な
日
常

的
な
サ
ウ
ナ
と
は
少
し
違
う
。
さ
ら
に
は
サ

ウ
ナ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
型
の

サ
ウ
ナ
も
登
場
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ナ
は
日
常

的
な
も
の
か
ら
観
光
・
集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
「
サ
ウ
ナ
が
観
光
・

集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
れ
は
今
後
も
持
続
で
き
る
の
か
」

を
焦
点
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
時
的

な
ブ
ー
ム
が
生
み
出
す
地
域
や
観
光
地
の
環

境
変
化
や
、
施
設
の
一
時
的
な
設
置
を
課
題

と
捉
え
、
地
域
や
観
光
地
、
施
設
の
持
続
的

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
研
究
を
し
た
い
。 

（
竹
中
杏
由
紀
）

 

博
士
課
程
研
究

　博
士
課
程
は
前
期
（
修
士
）
2
年
、
後
期

3
年
が
履
修
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
は
災
害

復
興
、
宗
教
的
聖
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
少

数
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
の

継
承
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

観
光
に
お
け
る
女
性
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
「
観
光
の
視
点

に
よ
り
地
域
に
力
や
正
義
を
も
た
ら
す
視

点
」
だ
と
言
え
、
近
年
注
目
さ
れ
る
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
通
じ
る
。
以
下
、
博
士
前
期
課
程
の
研
究

を
ゼ
ミ
生
が
紹
介
す
る
。

＊《
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
》

　観
光
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
移
動
、
特
に

観
光
客
の
移
動
は
、
近
年
持
続
可
能
性
に
関

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
よ
る

移
動
手
段
の
選
択
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
の
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
日
本
の
小
さ
な
島
々
に
お
け

る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
日
本
で
は
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
移
住
な
ど
で
過

疎
化
が
進
み
、地
域
交
通
も
変
化
し
て
い
る
。

地
域
交
通
と
観
光
の
交
通
手
段
は
相
互
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
移
動
が
小
さ
な
島
の
地
域
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
環
境
的
・
社
会
的
側
面

か
ら
検
討
し
、
地
域
交
通
が
観
光
客
の
移
動

と
観
光
体
験
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
。

（
博
士
前
期
課
程
1
年 

マ
リ
ヤ
ム
・
サ
ブ
リ
ナ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
イ
ジ
ハ
ン
）

＊《
場
所
感
覚
の
研
究
》

　場
所
感
覚
（S

en
se o

f P
lace

）
の
概

念
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
場
所
感
覚
と
は
、
場
所
と

人
の
心
理
的
繋
が
り
を
表
す
総
括
的
な
用
語

で
、「
場
所
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
場
所
愛

着
」「
場
所
依
存
」
を
下
位
概
念
と
す
る
。
現

代
の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

か
ら
、
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
一
方
、
2
0
2
0
年
に
観
光
庁

が
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
刊
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
住
民
に
よ
る
内
か
ら
の
視
点
：「
場
所

感
覚
」（
住
ん
で
よ
し
）
と
観
光
客
に
よ
る
外

か
ら
の
視
点
：「
観
光
」（
訪
れ
て
よ
し
）
の

融
合
が
必
要
だ
。

　場
所
感
覚
は
地
理
学
や
環
境
心
理
学
な
ど

の
領
域
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
物
理
的
環
境
、

人
間
の
活
動
、
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
あ

る
が
、
こ
の
「
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
地
域

の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
そ
れ
が

地
域
社
会
の
本
質
を
示
す
も
の
で
、
時
代
の

変
化
の
中
で
の
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
こ
の
意
味
づ
け
は
そ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
個
人
的
経
験
（
住
む
、
写

真
を
撮
る
な
ど
）
や
集
団
的
経
験
（
地
域
行

事
へ
の
参
加
、
清
掃
活
動
な
ど
）、
ま
た
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
本
研

究
で
は
特
に
場
所
感
覚
を
継
承
す
る
手
段
と

し
て
の
地
域
行
事
の
役
割
に
注
目
し
、
和
歌

山
市
和
歌
浦
地
区
の
「
和
歌
祭
」
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
研
究

1
・
和
歌
山
大
学

観
光
学
部
：

地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に

　和
歌
山
大
学
観
光
学
部
は
2
0
0
7
年
に

経
済
学
部
観
光
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

2
0
0
8
年
か
ら
独
立
し
た
学
部
と
な
っ

た
。
2
0
1
1
年
大
学
院
修
士
課
程
、

2
0
1
4
年
に
は
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
国
立
大
学
で
は
唯
一
「
学
部
、
博
士
前
・

後
期
課
程
」
が
揃
う
独
立
し
た
観
光
学
部
と

し
て
、
現
在
常
勤
教
員
20
名
、
学
生
約

5
9
0
名
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　学
部
は
当
初
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
」

の
2
学
科
か
ら
な
り
、
現
在
は
観
光
学
科
の

中
に
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
、
観
光
文
化
」

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
宣

言
や
観
光
庁
設
置
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
観

光
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
再
生
、
活
性
化
」

は
和
歌
山
県
と
し
て
も
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
で

も
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
新
た
な
修
士
課
程
「
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）」
の
設
置
を
申

請
し
て
お
り
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
が
よ
り
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　観
光
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
活
性
化
は
、

多
く
の
学
生
が
本
学
部
を
選
ぶ
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
き
た
い
、

地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
な
ど
の
課

題
意
識
を
持
っ
て
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
。

地
域
か
ら
の
ご
協
力
に
基
づ
く
活
動
は
、
多

く
の
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
課
題
を
学
生
が
地
域
と
共
に
検

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

和
歌
山
大
学
・
観
光
学
部

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

14
回

第

加
藤
久
美（
か
と
う
・
く
み
）

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
・
大
学
院
観
光
学
研
究
科 

教
授
／
武
蔵

野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所 

教
授

豪
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
客
員
准
教
授 

G
S
T
C
理
事
。ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
卒（
P
h
D
）。観
光
庁
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
座
長（
2
0
1
9
）、観
光
庁
持
続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー（2020 ‒2022

）、W
TTC Tourism

 for Tom
orrow

審
査
員
、京
都
観

光
振
興
計
画
2
0
2
5
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
委
員（2021 ‒2022

）な
ど
、
多
方
面
で

持
続
可
能
な
観
光
推
進
に
関
わ
る
。福
島
県
飯
舘
村
狼
天
井
絵
復
元（
三
井
物
産
環
境

基
金2013 ‒16; 2016 ‒19

）、南
相
馬
、大
熊
町
な
ど
の
復
興
支
援
、東
北
お
遍
路

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
熊
野
古
道
や
サ
ン
ティ
ア
ゴ
の
巡
礼
道
の
連
携
を
通
し
て
の
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
支
援
な
ど
を
行
う
。著
書
：Sharpley, R., &

 Kato, K. （Eds

） 

（2020

）. Tourism
 developm

ent in Japan. Routledge; Kato, K. 

（2019

）. Gender and Sustainability ‒ exploring ways of knowing: 
an ecohum

anities perspective, Journal of Sustainable Tourism
, 

Vol. 27

（7

）, 939-956; Kato, K. （2007

）. W
aiting for the tide: am

a 
divers sea whistle. ABC National Radio “Radio Eye” （

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
）な
ど

れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
嗜
好
品
で
あ
る
た

め
人
々
が
花
を
買
う
頻
度
や
消
費
額
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
余
剰
在
庫
や
廃
棄
が
増
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
維
持
費
や
コ
ス
ト
も
変
わ

ら
ず
か
か
る
た
め
、
花
の
小
売
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
す
る
。
花
の
廃

棄
は
生
産
か
ら
小
売
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

発
生
す
る
が
、
特
に
小
売
で
の
花
の
廃
棄
に

着
目
し
、
改
善
策
を
探
る
こ
と
で
、
花
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
減
ら
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
口
奈
々
）

＊「
年
中
行
事
の
持
続
可
能
性
」：
近
年
、
希

薄
化
し
て
い
る
年
中
行
事
を
後
世
へ
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
現
代
・
こ
れ
か
ら
の
年
中
行

事
の
意
義
や
あ
り
方
を
発
見
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
幼
少

期
か
ら
年
中
行
事
が
好
き
だ
っ
た
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
の
文
化
交
流
の
中
で
、

年
中
行
事
が
日
本
特
有
の
誇
ら
し
い
文
化
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
か
ら
だ
。 

年
中
行
事
は
「
一
番
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
非
日
常
」
で
あ
り
、
こ
の
非
日
常
こ

そ
が
現
代
社
会
の
問
題
を
意
識
づ
け
さ
せ
て

く
れ
る
契
機
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

核
家
族
化
や
地
域
の
衰
退
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
家
族
や
地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
」
を

創
造
す
る
契
機
、
食
料
の
大
量
廃
棄
に
意
識

を
向
け
る
契
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
日

常
体
験
で
あ
る
観
光
と
も
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　（杉
村
奈
央
）

＊「
服
の
持
続
的
な
活
用
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
提
案
」：
数
多
あ
る
社
会
課
題
の
う
ち
、

特
に
注
視
し
て
い
る
の
は
以
下
の
3
点
だ
。 

●
1
年
に
約
33
億
着
も
の
服
が
捨
て
ら
れ
る

一
方
で
、
服
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
は
多
数

い
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及

し
て
い
な
い
。 

●
途
上
国
に
井
戸
を
作
る
、
学
校
を
作
る
な

ど
の
援
助
は
必
ず
し
も
弱
い
立
場
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
、
服
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
た
。不
要
な
服
を
必
要
な
人
に
届
け
る
、

社
会
課
題
に
対
し
て
何
か
し
た
い
と
考
え
る

人
が
も
っ
と
簡
単
に
は
や
く
安
く
行
動
で
き

る
、
な
ど
の
仕
組
み
だ
。
苦
し
む
人
が
自
分

自
身
の
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
法
〜
そ
ん
な
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
世
界
を
平
等
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　（宮
下
純
和
） 

＊「
富
士
山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」：
コ
ロ
ナ

禍
の
自
粛
で
誰
と
も
会
え
ず
、
ど
こ
に
も
行

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考
え
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
表
現
し
、伝
え
る

結
果
は
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。 

 （
博
士
前
期
課
程
2
年 

寺
澤
舞
花
）

4
・
ゼ
ミ
＋
の
活
動

　研
究
室
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
以
外
の
学
生

も
参
加
し
て
の
活
動
も
あ
る
。「
持
続
可
能

な
観
光
評
価
指
標
」
の
開
発
と
活
用
推
進

に
関
し
て
は
、
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O 

S
D
G
s
ゾ
ー
ン
に
てS

T
A
R
s

（S
u
stain

able T
ou
rism

 A
ssessm

en
t 

&
 R
eview

 system

。
法
政
大
学
デ
ザ
イ

ン
工
学
部
川
久
保
研
究
室
と
の
共
同
開
発
）

と
し
て
出
展
す
る
。
他
に
はU

N
W
T
O
 

T
ou
rism

 H
igh
ligh
ts

な
ど
出
版
物
の
日

本
語
訳
、D

ark tou
rism

研
究
会
、
ま
た
、

「
放
射
線
と
社
会
：
福
島
浜
通
り
研
修
（
大
阪

大
学
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）に
も
毎

年
参
加
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
を

学
ぶ
際
に
は
「
現
場
」、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
を

知
る
こ
と
の
重
要
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
き
た

い
。

5
・
お
わ
り
に

　「サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
社
会
全
体
の

多
様
な
参
画
を
得
ず
し
て
は
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
が
、
こ
の
「
必
ず
も
っ
と
良
い
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
終
わ
り
の
な
い
旅
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
よ
り
良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
は
、
学
生
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。
地
域
循
環
共

生
圏
、
S
D
G
s
未
来
都
市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ー
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
の
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る
今
日
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
将
来
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。

　卒
業
生
は
観
光
・
旅
行
関
係
だ
け
で
な
く

多
方
面
に
就
職
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
「
観

光
学
」
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
観
光
で
学
ぶ

こ
と
は
社
会
の
多
方
面
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、
熱
意

を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
観
光
分
野
か
ら

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学
生

た
ち
と
日
々
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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写真：地域活動
写真：持続可能な観光ガイドライン
（JSTS-D）

通
目
標
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
講
読
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
週
と
、「
興
味
（
後

に
卒
論
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隔
週
で
行
っ

て
い
る
。
講
読
は
「
環
境
社
会
学
」
関
連
の

文
献
が
多
く
、
開
発
と
保
全
の
歴
史
、
歴
史

的
景
観
、
負
の
遺
産
、
過
疎
化
と
活
性
化
、

南
北
問
題
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
観
光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）」
も
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
書
と
し
、
地
域
が

バ
ラ
ン
ス
あ
る
観
光
推
進
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　卒
論
に
向
け
て
は
、
興
味
の
定
義
づ
け
、

関
連
デ
ー
タ
・
事
例
収
集
、
S
D
G
s
と
の

関
連
づ
け
、
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
」を
構
築
し
て
い
く
。

そ
の
後
ミ
ニ
調
査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
の
ち
、
研
究
と
し
て
深
め
て
い

く
。
ゼ
ミ
の
ル
ー
ル
は
た
だ
一
つ
、「
全
員

必
ず
意
見
・
感
想
を
言
う
こ
と
」
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
違
う
た
め
、

異
な
る
視
点
を
得
る
、
ま
た
、
多
様
な
意
見

を
尊
重
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
3
年

生
の
初
め
か
ら
数
ヶ
月
で
、
皆
即
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　地
域
活
動
は
、
野
外
で
の
活
動
も
多
く
、

農
園
や
古
民
家
ス
テ
イ
、
地
域
の
お
祭
り
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
3
年
生
は

「
京
都
S
D
G
s
旅
」
の
企
画
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
対
応
な
ど
が
中
心

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

   3
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「自
分
が
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
」
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
自
が
選

択
す
る
課
題
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
今

年
の
4
年
生
の
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説

明
す
る
。

学
部
４
年
生
の
卒
論
紹
介

＊「
花
」：
元
々
祖
母
や
母
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

好
き
で
、
昔
か
ら
花
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
散
歩
を
し
、
花
を
愛
で
る

機
会
が
増
え
た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
い
つ
も
身
近
に
花
が
存
在
し
て
い
る
と

気
づ
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
ま
だ
咲
い
て
い

る
の
に
余
剰
分
や
規
格
外
の
花
が
捨
て
ら
れ

る
、
花
の
廃
棄
ロ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
花
は

食
品
と
同
じ
く
、
鮮
度
や
日
持
ち
が
重
視
さ

討
す
る
活
動
は
、
L
I
P
（
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
L
P
P
（
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
し
て
19
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。
国
際
活
動
も
地
域
活
動
の
海
外

版
と
考
え
ら
れ
、
G
I
P
（G

lobal 

In
ten
sive P

roject

）
と
し
て
、
交
換
留
学

な
ど
と
は
異
な
る
、
多
様
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。G
I
P
は
英
語
を
使
っ
て「
観
光
」

を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
解
決

に
導
く
た
め
の
知
識
・
思
考
を
磨
く
こ
と
を

目
指
す
学
部
の
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
P

（G
lobal P

rogram

）と
も
連
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　私
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
で
は
熊
野

古
道
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
沿
い

の
田
辺
市
各
地
域
な
ど
地
域
の
方
々
、
参
詣

道
連
携
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
、
そ
し
て
復
興
支
援
で

今
も
交
流
を
続
け
る
福
島
の
浜
通
り
地
域
な

ど
、
多
方
面
で
連
携
、
ま
た
学
生
の
教
育
や

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
の
前

任
校
は
豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
だ
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な

深
い「
地
域
と
の
関
わ
り
」
を
持
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
い

学
生
が
育
ち
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
の
研
究
を

行
う
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
れ
ら
、
多
様
な
学
び
の
中
で
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
条
件
で
あ

る
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
が
「
ゼ
ミ
」
だ
。
学
生
の
所
属
ゼ

ミ
は
2
年
次
後
半
に
決
ま
り
、
実
際
の
活
動

は
3
年
生
か
ら
卒
論
を
仕
上
げ
る
ま
で
（
4

年
生
の
1
月
）
と
な
る
。

2
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ゼ
ミ 

　S
D
G
s
や
脱
炭
素
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
今
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
の

議
論
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
二
大
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
観
光
に
と
っ
て
打

撃
で
あ
っ
た
と
同
時
に
大
き
な
反
省
の
時
期

で
も
あ
っ
た
。
よ
り
安
心
安
全
へ
の
取
り
組

み
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
は
、

1
9
9
3
年
創
刊
の
学
術
誌Jo

u
rn
al o
f 

S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

を
中
心
に
多
様

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
環
境
、
社
会
、
経
済
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
、そ
の
対
象
分
野
も「
環

境
保
全
、
動
物
保
護
」
か
ら
「
伝
統
産
業
や

関
連
文
化
の
継
承
」、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」「
途
上
支
援
、
被
災
地
復
興
、
貧
困

軽
減
」
な
ど
多
様
、
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
は
復
興
や
回

復
、
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
に
寄
与
で
き
る
（
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
）
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

観
光
は
資
源
の
枯
渇
、
自
然
破
壊
、
格
差
や

不
平
等
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。楽
し
い
、

美
し
い
、
美
味
し
い
経
験
が
他
の
人
や
環
境

を
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
よ

う
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
育
て
る
の
は
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
の
目
指
す
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
国
際
的

共
通
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、

ま
た
、
よ
り
よ
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え

る
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
、
そ
れ
を

多
様
な
方
法
で
伝
え
、
ま
た
実
行
す
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考

え
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
、表
現
、行
動
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
観
光
の
視
点
を
通
し
て
の

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」
を
共

け
な
い
苦
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
日
々
が
続

い
て
い
た
と
き
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
で
、

心
が
少
し
和
ら
ぎ
、
日
々
の
喧
騒
や
辛
さ
を

忘
れ
癒
さ
れ
た
。
疲
れ
た
と
き
に
自
然
に
触

れ
る
と
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。 

し
か
し
自
然
と
な
る
と
対
象
が
あ

ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
た
め
、
す
ぐ
近
く
で

生
ま
れ
育
ち
、
常
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い

た
富
士
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
す
る
こ
と

と
し
た
。
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
富
士
山
だ

が
、
一
方
で
ご
み
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。「
富
士

山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
人
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
富
士
山
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設

の
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。 

 （
井
上
綾
乃
）

＊「
サ
ウ
ナ
」：
2
0
1
6
年
頃
か
ら
近
年
に

か
け
て
の
「
第
3
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
」
で
、
サ

ウ
ナ
の
在
り
方
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
地
域

に
訪
れ
自
然
の
中
で
建
て
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

や
、
仕
事
の
合
間
に
入
れ
る
サ
ウ
ナ
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
銭
湯
に
あ
る
よ
う
な
日
常

的
な
サ
ウ
ナ
と
は
少
し
違
う
。
さ
ら
に
は
サ

ウ
ナ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
型
の

サ
ウ
ナ
も
登
場
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ナ
は
日
常

的
な
も
の
か
ら
観
光
・
集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
「
サ
ウ
ナ
が
観
光
・

集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
れ
は
今
後
も
持
続
で
き
る
の
か
」

を
焦
点
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
時
的

な
ブ
ー
ム
が
生
み
出
す
地
域
や
観
光
地
の
環

境
変
化
や
、
施
設
の
一
時
的
な
設
置
を
課
題

と
捉
え
、
地
域
や
観
光
地
、
施
設
の
持
続
的

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
研
究
を
し
た
い
。 

（
竹
中
杏
由
紀
）

 

博
士
課
程
研
究

　博
士
課
程
は
前
期
（
修
士
）
2
年
、
後
期

3
年
が
履
修
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
は
災
害

復
興
、
宗
教
的
聖
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
少

数
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
の

継
承
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

観
光
に
お
け
る
女
性
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
「
観
光
の
視
点

に
よ
り
地
域
に
力
や
正
義
を
も
た
ら
す
視

点
」
だ
と
言
え
、
近
年
注
目
さ
れ
る
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
通
じ
る
。
以
下
、
博
士
前
期
課
程
の
研
究

を
ゼ
ミ
生
が
紹
介
す
る
。

＊《
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
》

　観
光
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
移
動
、
特
に

観
光
客
の
移
動
は
、
近
年
持
続
可
能
性
に
関

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
よ
る

移
動
手
段
の
選
択
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
の
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
日
本
の
小
さ
な
島
々
に
お
け

る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
日
本
で
は
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
移
住
な
ど
で
過

疎
化
が
進
み
、地
域
交
通
も
変
化
し
て
い
る
。

地
域
交
通
と
観
光
の
交
通
手
段
は
相
互
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
移
動
が
小
さ
な
島
の
地
域
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
環
境
的
・
社
会
的
側
面

か
ら
検
討
し
、
地
域
交
通
が
観
光
客
の
移
動

と
観
光
体
験
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
。

（
博
士
前
期
課
程
1
年 

マ
リ
ヤ
ム
・
サ
ブ
リ
ナ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
イ
ジ
ハ
ン
）

＊《
場
所
感
覚
の
研
究
》

　場
所
感
覚
（S

en
se o

f P
lace

）
の
概

念
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
場
所
感
覚
と
は
、
場
所
と

人
の
心
理
的
繋
が
り
を
表
す
総
括
的
な
用
語

で
、「
場
所
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
場
所
愛

着
」「
場
所
依
存
」
を
下
位
概
念
と
す
る
。
現

代
の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

か
ら
、
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
一
方
、
2
0
2
0
年
に
観
光
庁

が
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
刊
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
住
民
に
よ
る
内
か
ら
の
視
点
：「
場
所

感
覚
」（
住
ん
で
よ
し
）
と
観
光
客
に
よ
る
外

か
ら
の
視
点
：「
観
光
」（
訪
れ
て
よ
し
）
の

融
合
が
必
要
だ
。

　場
所
感
覚
は
地
理
学
や
環
境
心
理
学
な
ど

の
領
域
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
物
理
的
環
境
、

人
間
の
活
動
、
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
あ

る
が
、
こ
の
「
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
地
域

の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
そ
れ
が

地
域
社
会
の
本
質
を
示
す
も
の
で
、
時
代
の

変
化
の
中
で
の
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
こ
の
意
味
づ
け
は
そ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
個
人
的
経
験
（
住
む
、
写

真
を
撮
る
な
ど
）
や
集
団
的
経
験
（
地
域
行

事
へ
の
参
加
、
清
掃
活
動
な
ど
）、
ま
た
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
本
研

究
で
は
特
に
場
所
感
覚
を
継
承
す
る
手
段
と

し
て
の
地
域
行
事
の
役
割
に
注
目
し
、
和
歌

山
市
和
歌
浦
地
区
の
「
和
歌
祭
」
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
研
究

1
・
和
歌
山
大
学

観
光
学
部
：

地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に

　和
歌
山
大
学
観
光
学
部
は
2
0
0
7
年
に

経
済
学
部
観
光
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

2
0
0
8
年
か
ら
独
立
し
た
学
部
と
な
っ

た
。
2
0
1
1
年
大
学
院
修
士
課
程
、

2
0
1
4
年
に
は
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
国
立
大
学
で
は
唯
一
「
学
部
、
博
士
前
・

後
期
課
程
」
が
揃
う
独
立
し
た
観
光
学
部
と

し
て
、
現
在
常
勤
教
員
20
名
、
学
生
約

5
9
0
名
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　学
部
は
当
初
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
」

の
2
学
科
か
ら
な
り
、
現
在
は
観
光
学
科
の

中
に
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
、
観
光
文
化
」

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
宣

言
や
観
光
庁
設
置
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
観

光
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
再
生
、
活
性
化
」

は
和
歌
山
県
と
し
て
も
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
で

も
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
新
た
な
修
士
課
程
「
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）」
の
設
置
を
申

請
し
て
お
り
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
が
よ
り
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　観
光
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
活
性
化
は
、

多
く
の
学
生
が
本
学
部
を
選
ぶ
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
き
た
い
、

地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
な
ど
の
課

題
意
識
を
持
っ
て
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
。

地
域
か
ら
の
ご
協
力
に
基
づ
く
活
動
は
、
多

く
の
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
課
題
を
学
生
が
地
域
と
共
に
検

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

和
歌
山
大
学
・
観
光
学
部

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

14
回

第

加
藤
久
美（
か
と
う
・
く
み
）

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
・
大
学
院
観
光
学
研
究
科 

教
授
／
武
蔵

野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所 

教
授

豪
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
客
員
准
教
授 

G
S
T
C
理
事
。ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
卒（
P
h
D
）。観
光
庁
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
座
長（
2
0
1
9
）、観
光
庁
持
続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー（2020 ‒2022

）、W
TTC Tourism

 for Tom
orrow

審
査
員
、京
都
観

光
振
興
計
画
2
0
2
5
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
委
員（2021 ‒2022

）な
ど
、
多
方
面
で

持
続
可
能
な
観
光
推
進
に
関
わ
る
。福
島
県
飯
舘
村
狼
天
井
絵
復
元（
三
井
物
産
環
境

基
金2013 ‒16; 2016 ‒19

）、南
相
馬
、大
熊
町
な
ど
の
復
興
支
援
、東
北
お
遍
路

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
熊
野
古
道
や
サ
ン
ティ
ア
ゴ
の
巡
礼
道
の
連
携
を
通
し
て
の
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
支
援
な
ど
を
行
う
。著
書
：Sharpley, R., &

 Kato, K. （Eds

） 

（2020

）. Tourism
 developm

ent in Japan. Routledge; Kato, K. 

（2019

）. Gender and Sustainability ‒ exploring ways of knowing: 
an ecohum

anities perspective, Journal of Sustainable Tourism
, 

Vol. 27

（7

）, 939-956; Kato, K. （2007

）. W
aiting for the tide: am

a 
divers sea whistle. ABC National Radio “Radio Eye” （

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
）な
ど

れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
嗜
好
品
で
あ
る
た

め
人
々
が
花
を
買
う
頻
度
や
消
費
額
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
余
剰
在
庫
や
廃
棄
が
増
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
維
持
費
や
コ
ス
ト
も
変
わ

ら
ず
か
か
る
た
め
、
花
の
小
売
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
す
る
。
花
の
廃

棄
は
生
産
か
ら
小
売
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

発
生
す
る
が
、
特
に
小
売
で
の
花
の
廃
棄
に

着
目
し
、
改
善
策
を
探
る
こ
と
で
、
花
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
減
ら
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
口
奈
々
）

＊「
年
中
行
事
の
持
続
可
能
性
」：
近
年
、
希

薄
化
し
て
い
る
年
中
行
事
を
後
世
へ
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
現
代
・
こ
れ
か
ら
の
年
中
行

事
の
意
義
や
あ
り
方
を
発
見
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
幼
少

期
か
ら
年
中
行
事
が
好
き
だ
っ
た
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
の
文
化
交
流
の
中
で
、

年
中
行
事
が
日
本
特
有
の
誇
ら
し
い
文
化
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
か
ら
だ
。 

年
中
行
事
は
「
一
番
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
非
日
常
」
で
あ
り
、
こ
の
非
日
常
こ

そ
が
現
代
社
会
の
問
題
を
意
識
づ
け
さ
せ
て

く
れ
る
契
機
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

核
家
族
化
や
地
域
の
衰
退
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
家
族
や
地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
」
を

創
造
す
る
契
機
、
食
料
の
大
量
廃
棄
に
意
識

を
向
け
る
契
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
日

常
体
験
で
あ
る
観
光
と
も
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　（杉
村
奈
央
）

＊「
服
の
持
続
的
な
活
用
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
提
案
」：
数
多
あ
る
社
会
課
題
の
う
ち
、

特
に
注
視
し
て
い
る
の
は
以
下
の
3
点
だ
。 

●
1
年
に
約
33
億
着
も
の
服
が
捨
て
ら
れ
る

一
方
で
、
服
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
は
多
数

い
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及

し
て
い
な
い
。 

●
途
上
国
に
井
戸
を
作
る
、
学
校
を
作
る
な

ど
の
援
助
は
必
ず
し
も
弱
い
立
場
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
、
服
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
た
。不
要
な
服
を
必
要
な
人
に
届
け
る
、

社
会
課
題
に
対
し
て
何
か
し
た
い
と
考
え
る

人
が
も
っ
と
簡
単
に
は
や
く
安
く
行
動
で
き

る
、
な
ど
の
仕
組
み
だ
。
苦
し
む
人
が
自
分

自
身
の
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
法
〜
そ
ん
な
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
世
界
を
平
等
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　（宮
下
純
和
） 

＊「
富
士
山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」：
コ
ロ
ナ

禍
の
自
粛
で
誰
と
も
会
え
ず
、
ど
こ
に
も
行

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考
え
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
表
現
し
、伝
え
る

結
果
は
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。 

 （
博
士
前
期
課
程
2
年 

寺
澤
舞
花
）

4
・
ゼ
ミ
＋
の
活
動

　研
究
室
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
以
外
の
学
生

も
参
加
し
て
の
活
動
も
あ
る
。「
持
続
可
能

な
観
光
評
価
指
標
」
の
開
発
と
活
用
推
進

に
関
し
て
は
、
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
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に
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法
政
大
学
デ
ザ
イ

ン
工
学
部
川
久
保
研
究
室
と
の
共
同
開
発
）

と
し
て
出
展
す
る
。
他
に
はU

N
W
T
O
 

T
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な
ど
出
版
物
の
日

本
語
訳
、D

ark tou
rism

研
究
会
、
ま
た
、

「
放
射
線
と
社
会
：
福
島
浜
通
り
研
修
（
大
阪

大
学
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）に
も
毎

年
参
加
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
を

学
ぶ
際
に
は
「
現
場
」、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
を

知
る
こ
と
の
重
要
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
き
た

い
。

5
・
お
わ
り
に

　「サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
社
会
全
体
の

多
様
な
参
画
を
得
ず
し
て
は
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
が
、
こ
の
「
必
ず
も
っ
と
良
い
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
終
わ
り
の
な
い
旅
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
よ
り
良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
は
、
学
生
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。
地
域
循
環
共

生
圏
、
S
D
G
s
未
来
都
市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ー
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
の
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る
今
日
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
将
来
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。

　卒
業
生
は
観
光
・
旅
行
関
係
だ
け
で
な
く

多
方
面
に
就
職
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
「
観

光
学
」
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
観
光
で
学
ぶ

こ
と
は
社
会
の
多
方
面
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、
熱
意

を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
観
光
分
野
か
ら

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学
生

た
ち
と
日
々
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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通
目
標
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
講
読
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
週
と
、「
興
味
（
後

に
卒
論
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隔
週
で
行
っ

て
い
る
。
講
読
は
「
環
境
社
会
学
」
関
連
の

文
献
が
多
く
、
開
発
と
保
全
の
歴
史
、
歴
史

的
景
観
、
負
の
遺
産
、
過
疎
化
と
活
性
化
、

南
北
問
題
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
観
光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）」
も
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
書
と
し
、
地
域
が

バ
ラ
ン
ス
あ
る
観
光
推
進
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　卒
論
に
向
け
て
は
、
興
味
の
定
義
づ
け
、

関
連
デ
ー
タ
・
事
例
収
集
、
S
D
G
s
と
の

関
連
づ
け
、
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
」を
構
築
し
て
い
く
。

そ
の
後
ミ
ニ
調
査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
の
ち
、
研
究
と
し
て
深
め
て
い

く
。
ゼ
ミ
の
ル
ー
ル
は
た
だ
一
つ
、「
全
員

必
ず
意
見
・
感
想
を
言
う
こ
と
」
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
違
う
た
め
、

異
な
る
視
点
を
得
る
、
ま
た
、
多
様
な
意
見

を
尊
重
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
3
年

生
の
初
め
か
ら
数
ヶ
月
で
、
皆
即
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　地
域
活
動
は
、
野
外
で
の
活
動
も
多
く
、

農
園
や
古
民
家
ス
テ
イ
、
地
域
の
お
祭
り
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
3
年
生
は

「
京
都
S
D
G
s
旅
」
の
企
画
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
対
応
な
ど
が
中
心

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

   3
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「自
分
が
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
」
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
自
が
選

択
す
る
課
題
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
今

年
の
4
年
生
の
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説

明
す
る
。

学
部
４
年
生
の
卒
論
紹
介

＊「
花
」：
元
々
祖
母
や
母
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

好
き
で
、
昔
か
ら
花
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
散
歩
を
し
、
花
を
愛
で
る

機
会
が
増
え
た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
い
つ
も
身
近
に
花
が
存
在
し
て
い
る
と

気
づ
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
ま
だ
咲
い
て
い

る
の
に
余
剰
分
や
規
格
外
の
花
が
捨
て
ら
れ

る
、
花
の
廃
棄
ロ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
花
は

食
品
と
同
じ
く
、
鮮
度
や
日
持
ち
が
重
視
さ

討
す
る
活
動
は
、
L
I
P
（
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
L
P
P
（
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
し
て
19
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。
国
際
活
動
も
地
域
活
動
の
海
外

版
と
考
え
ら
れ
、
G
I
P
（G

lobal 

In
ten
sive P

roject

）
と
し
て
、
交
換
留
学

な
ど
と
は
異
な
る
、
多
様
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。G
I
P
は
英
語
を
使
っ
て「
観
光
」

を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
解
決

に
導
く
た
め
の
知
識
・
思
考
を
磨
く
こ
と
を

目
指
す
学
部
の
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
P

（G
lobal P

rogram

）と
も
連
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　私
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
で
は
熊
野

古
道
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
沿
い

の
田
辺
市
各
地
域
な
ど
地
域
の
方
々
、
参
詣

道
連
携
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
、
そ
し
て
復
興
支
援
で

今
も
交
流
を
続
け
る
福
島
の
浜
通
り
地
域
な

ど
、
多
方
面
で
連
携
、
ま
た
学
生
の
教
育
や

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
の
前

任
校
は
豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
だ
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な

深
い「
地
域
と
の
関
わ
り
」
を
持
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
い

学
生
が
育
ち
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
の
研
究
を

行
う
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
れ
ら
、
多
様
な
学
び
の
中
で
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
条
件
で
あ

る
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
が
「
ゼ
ミ
」
だ
。
学
生
の
所
属
ゼ

ミ
は
2
年
次
後
半
に
決
ま
り
、
実
際
の
活
動

は
3
年
生
か
ら
卒
論
を
仕
上
げ
る
ま
で
（
4

年
生
の
1
月
）
と
な
る
。

2
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ゼ
ミ 

　S
D
G
s
や
脱
炭
素
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
今
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
の

議
論
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
二
大
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
観
光
に
と
っ
て
打

撃
で
あ
っ
た
と
同
時
に
大
き
な
反
省
の
時
期

で
も
あ
っ
た
。
よ
り
安
心
安
全
へ
の
取
り
組

み
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
は
、

1
9
9
3
年
創
刊
の
学
術
誌Jo

u
rn
al o
f 

S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

を
中
心
に
多
様

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
環
境
、
社
会
、
経
済
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
、そ
の
対
象
分
野
も「
環

境
保
全
、
動
物
保
護
」
か
ら
「
伝
統
産
業
や

関
連
文
化
の
継
承
」、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」「
途
上
支
援
、
被
災
地
復
興
、
貧
困

軽
減
」
な
ど
多
様
、
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
は
復
興
や
回

復
、
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
に
寄
与
で
き
る
（
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
）
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

観
光
は
資
源
の
枯
渇
、
自
然
破
壊
、
格
差
や

不
平
等
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。楽
し
い
、

美
し
い
、
美
味
し
い
経
験
が
他
の
人
や
環
境

を
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
よ

う
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
育
て
る
の
は
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
の
目
指
す
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
国
際
的

共
通
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、

ま
た
、
よ
り
よ
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え

る
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
、
そ
れ
を

多
様
な
方
法
で
伝
え
、
ま
た
実
行
す
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考

え
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
、表
現
、行
動
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
観
光
の
視
点
を
通
し
て
の

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」
を
共

け
な
い
苦
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
日
々
が
続

い
て
い
た
と
き
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
で
、

心
が
少
し
和
ら
ぎ
、
日
々
の
喧
騒
や
辛
さ
を

忘
れ
癒
さ
れ
た
。
疲
れ
た
と
き
に
自
然
に
触

れ
る
と
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。 

し
か
し
自
然
と
な
る
と
対
象
が
あ

ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
た
め
、
す
ぐ
近
く
で

生
ま
れ
育
ち
、
常
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い

た
富
士
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
す
る
こ
と

と
し
た
。
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
富
士
山
だ

が
、
一
方
で
ご
み
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。「
富
士

山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
人
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
富
士
山
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設

の
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。 

 （
井
上
綾
乃
）

＊「
サ
ウ
ナ
」：
2
0
1
6
年
頃
か
ら
近
年
に

か
け
て
の
「
第
3
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
」
で
、
サ

ウ
ナ
の
在
り
方
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
地
域

に
訪
れ
自
然
の
中
で
建
て
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

や
、
仕
事
の
合
間
に
入
れ
る
サ
ウ
ナ
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
銭
湯
に
あ
る
よ
う
な
日
常

的
な
サ
ウ
ナ
と
は
少
し
違
う
。
さ
ら
に
は
サ

ウ
ナ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
型
の

サ
ウ
ナ
も
登
場
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ナ
は
日
常

的
な
も
の
か
ら
観
光
・
集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
「
サ
ウ
ナ
が
観
光
・

集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
れ
は
今
後
も
持
続
で
き
る
の
か
」

を
焦
点
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
時
的

な
ブ
ー
ム
が
生
み
出
す
地
域
や
観
光
地
の
環

境
変
化
や
、
施
設
の
一
時
的
な
設
置
を
課
題

と
捉
え
、
地
域
や
観
光
地
、
施
設
の
持
続
的

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
研
究
を
し
た
い
。 

（
竹
中
杏
由
紀
）

 

博
士
課
程
研
究

　博
士
課
程
は
前
期
（
修
士
）
2
年
、
後
期

3
年
が
履
修
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
は
災
害

復
興
、
宗
教
的
聖
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
少

数
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
の

継
承
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

観
光
に
お
け
る
女
性
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
「
観
光
の
視
点

に
よ
り
地
域
に
力
や
正
義
を
も
た
ら
す
視

点
」
だ
と
言
え
、
近
年
注
目
さ
れ
る
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
通
じ
る
。
以
下
、
博
士
前
期
課
程
の
研
究

を
ゼ
ミ
生
が
紹
介
す
る
。

＊《
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
》

　観
光
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
移
動
、
特
に

観
光
客
の
移
動
は
、
近
年
持
続
可
能
性
に
関

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
よ
る

移
動
手
段
の
選
択
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
の
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
日
本
の
小
さ
な
島
々
に
お
け

る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
日
本
で
は
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
移
住
な
ど
で
過

疎
化
が
進
み
、地
域
交
通
も
変
化
し
て
い
る
。

地
域
交
通
と
観
光
の
交
通
手
段
は
相
互
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
移
動
が
小
さ
な
島
の
地
域
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
環
境
的
・
社
会
的
側
面

か
ら
検
討
し
、
地
域
交
通
が
観
光
客
の
移
動

と
観
光
体
験
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
。

（
博
士
前
期
課
程
1
年 

マ
リ
ヤ
ム
・
サ
ブ
リ
ナ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
イ
ジ
ハ
ン
）

＊《
場
所
感
覚
の
研
究
》

　場
所
感
覚
（S

en
se o

f P
lace

）
の
概

念
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
場
所
感
覚
と
は
、
場
所
と

人
の
心
理
的
繋
が
り
を
表
す
総
括
的
な
用
語

で
、「
場
所
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
場
所
愛

着
」「
場
所
依
存
」
を
下
位
概
念
と
す
る
。
現

代
の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

か
ら
、
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
一
方
、
2
0
2
0
年
に
観
光
庁

が
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
刊
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
住
民
に
よ
る
内
か
ら
の
視
点
：「
場
所

感
覚
」（
住
ん
で
よ
し
）
と
観
光
客
に
よ
る
外

か
ら
の
視
点
：「
観
光
」（
訪
れ
て
よ
し
）
の

融
合
が
必
要
だ
。

　場
所
感
覚
は
地
理
学
や
環
境
心
理
学
な
ど

の
領
域
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
物
理
的
環
境
、

人
間
の
活
動
、
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
あ

る
が
、
こ
の
「
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
地
域

の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
そ
れ
が

地
域
社
会
の
本
質
を
示
す
も
の
で
、
時
代
の

変
化
の
中
で
の
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
こ
の
意
味
づ
け
は
そ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
個
人
的
経
験
（
住
む
、
写

真
を
撮
る
な
ど
）
や
集
団
的
経
験
（
地
域
行

事
へ
の
参
加
、
清
掃
活
動
な
ど
）、
ま
た
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
本
研

究
で
は
特
に
場
所
感
覚
を
継
承
す
る
手
段
と

し
て
の
地
域
行
事
の
役
割
に
注
目
し
、
和
歌

山
市
和
歌
浦
地
区
の
「
和
歌
祭
」
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
研
究

1
・
和
歌
山
大
学

観
光
学
部
：

地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に

　和
歌
山
大
学
観
光
学
部
は
2
0
0
7
年
に

経
済
学
部
観
光
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

2
0
0
8
年
か
ら
独
立
し
た
学
部
と
な
っ

た
。
2
0
1
1
年
大
学
院
修
士
課
程
、

2
0
1
4
年
に
は
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
国
立
大
学
で
は
唯
一
「
学
部
、
博
士
前
・

後
期
課
程
」
が
揃
う
独
立
し
た
観
光
学
部
と

し
て
、
現
在
常
勤
教
員
20
名
、
学
生
約

5
9
0
名
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　学
部
は
当
初
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
」

の
2
学
科
か
ら
な
り
、
現
在
は
観
光
学
科
の

中
に
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
、
観
光
文
化
」

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
宣

言
や
観
光
庁
設
置
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
観

光
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
再
生
、
活
性
化
」

は
和
歌
山
県
と
し
て
も
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
で

も
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
新
た
な
修
士
課
程
「
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）」
の
設
置
を
申

請
し
て
お
り
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
が
よ
り
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　観
光
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
活
性
化
は
、

多
く
の
学
生
が
本
学
部
を
選
ぶ
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
き
た
い
、

地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
な
ど
の
課

題
意
識
を
持
っ
て
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
。

地
域
か
ら
の
ご
協
力
に
基
づ
く
活
動
は
、
多

く
の
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
課
題
を
学
生
が
地
域
と
共
に
検

れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
嗜
好
品
で
あ
る
た

め
人
々
が
花
を
買
う
頻
度
や
消
費
額
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
余
剰
在
庫
や
廃
棄
が
増
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
維
持
費
や
コ
ス
ト
も
変
わ

ら
ず
か
か
る
た
め
、
花
の
小
売
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
す
る
。
花
の
廃

棄
は
生
産
か
ら
小
売
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

発
生
す
る
が
、
特
に
小
売
で
の
花
の
廃
棄
に

着
目
し
、
改
善
策
を
探
る
こ
と
で
、
花
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
減
ら
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
口
奈
々
）

＊「
年
中
行
事
の
持
続
可
能
性
」：
近
年
、
希

薄
化
し
て
い
る
年
中
行
事
を
後
世
へ
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
現
代
・
こ
れ
か
ら
の
年
中
行

事
の
意
義
や
あ
り
方
を
発
見
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
幼
少

期
か
ら
年
中
行
事
が
好
き
だ
っ
た
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
の
文
化
交
流
の
中
で
、

年
中
行
事
が
日
本
特
有
の
誇
ら
し
い
文
化
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
か
ら
だ
。 

年
中
行
事
は
「
一
番
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
非
日
常
」
で
あ
り
、
こ
の
非
日
常
こ

そ
が
現
代
社
会
の
問
題
を
意
識
づ
け
さ
せ
て

く
れ
る
契
機
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

核
家
族
化
や
地
域
の
衰
退
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
家
族
や
地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
」
を

創
造
す
る
契
機
、
食
料
の
大
量
廃
棄
に
意
識

を
向
け
る
契
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
日

常
体
験
で
あ
る
観
光
と
も
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　（杉
村
奈
央
）

＊「
服
の
持
続
的
な
活
用
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
提
案
」：
数
多
あ
る
社
会
課
題
の
う
ち
、

特
に
注
視
し
て
い
る
の
は
以
下
の
3
点
だ
。 

●
1
年
に
約
33
億
着
も
の
服
が
捨
て
ら
れ
る

一
方
で
、
服
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
は
多
数

い
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及

し
て
い
な
い
。 

●
途
上
国
に
井
戸
を
作
る
、
学
校
を
作
る
な

ど
の
援
助
は
必
ず
し
も
弱
い
立
場
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
、
服
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
た
。不
要
な
服
を
必
要
な
人
に
届
け
る
、

社
会
課
題
に
対
し
て
何
か
し
た
い
と
考
え
る

人
が
も
っ
と
簡
単
に
は
や
く
安
く
行
動
で
き

る
、
な
ど
の
仕
組
み
だ
。
苦
し
む
人
が
自
分

自
身
の
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
法
〜
そ
ん
な
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
世
界
を
平
等
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　（宮
下
純
和
） 

＊「
富
士
山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」：
コ
ロ
ナ

禍
の
自
粛
で
誰
と
も
会
え
ず
、
ど
こ
に
も
行

結
果
は
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。 

 （
博
士
前
期
課
程
2
年 

寺
澤
舞
花
）

4
・
ゼ
ミ
＋
の
活
動

　研
究
室
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
以
外
の
学
生

も
参
加
し
て
の
活
動
も
あ
る
。「
持
続
可
能

な
観
光
評
価
指
標
」
の
開
発
と
活
用
推
進

に
関
し
て
は
、
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O 

S
D
G
s
ゾ
ー
ン
に
てS

T
A
R
s

（S
u
stain

able T
ou
rism

 A
ssessm

en
t 

&
 R
eview

 system

。
法
政
大
学
デ
ザ
イ

ン
工
学
部
川
久
保
研
究
室
と
の
共
同
開
発
）

と
し
て
出
展
す
る
。
他
に
はU

N
W
T
O
 

T
ou
rism

 H
igh
ligh
ts

な
ど
出
版
物
の
日

本
語
訳
、D

ark tou
rism

研
究
会
、
ま
た
、

「
放
射
線
と
社
会
：
福
島
浜
通
り
研
修
（
大
阪

大
学
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）に
も
毎

年
参
加
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
を

学
ぶ
際
に
は
「
現
場
」、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
を

知
る
こ
と
の
重
要
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
き
た

い
。

5
・
お
わ
り
に

　「サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
社
会
全
体
の

多
様
な
参
画
を
得
ず
し
て
は
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
が
、
こ
の
「
必
ず
も
っ
と
良
い
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
終
わ
り
の
な
い
旅
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
よ
り
良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
は
、
学
生
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。
地
域
循
環
共

生
圏
、
S
D
G
s
未
来
都
市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ー
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
の
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る
今
日
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
将
来
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。

　卒
業
生
は
観
光
・
旅
行
関
係
だ
け
で
な
く

多
方
面
に
就
職
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
「
観

光
学
」
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
観
光
で
学
ぶ

こ
と
は
社
会
の
多
方
面
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、
熱
意

を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
観
光
分
野
か
ら

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学
生

た
ち
と
日
々
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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通
目
標
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
講
読
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
週
と
、「
興
味
（
後

に
卒
論
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隔
週
で
行
っ

て
い
る
。
講
読
は
「
環
境
社
会
学
」
関
連
の

文
献
が
多
く
、
開
発
と
保
全
の
歴
史
、
歴
史

的
景
観
、
負
の
遺
産
、
過
疎
化
と
活
性
化
、

南
北
問
題
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
観
光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）」
も
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
書
と
し
、
地
域
が

バ
ラ
ン
ス
あ
る
観
光
推
進
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　卒
論
に
向
け
て
は
、
興
味
の
定
義
づ
け
、

関
連
デ
ー
タ
・
事
例
収
集
、
S
D
G
s
と
の

関
連
づ
け
、
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
」を
構
築
し
て
い
く
。

そ
の
後
ミ
ニ
調
査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
の
ち
、
研
究
と
し
て
深
め
て
い

く
。
ゼ
ミ
の
ル
ー
ル
は
た
だ
一
つ
、「
全
員

必
ず
意
見
・
感
想
を
言
う
こ
と
」
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
違
う
た
め
、

異
な
る
視
点
を
得
る
、
ま
た
、
多
様
な
意
見

を
尊
重
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
3
年

生
の
初
め
か
ら
数
ヶ
月
で
、
皆
即
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　地
域
活
動
は
、
野
外
で
の
活
動
も
多
く
、

農
園
や
古
民
家
ス
テ
イ
、
地
域
の
お
祭
り
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
3
年
生
は

「
京
都
S
D
G
s
旅
」
の
企
画
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
対
応
な
ど
が
中
心

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

   3
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「自
分
が
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
」
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
自
が
選

択
す
る
課
題
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
今

年
の
4
年
生
の
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説

明
す
る
。

学
部
４
年
生
の
卒
論
紹
介

＊「
花
」：
元
々
祖
母
や
母
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

好
き
で
、
昔
か
ら
花
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
散
歩
を
し
、
花
を
愛
で
る

機
会
が
増
え
た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
い
つ
も
身
近
に
花
が
存
在
し
て
い
る
と

気
づ
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
ま
だ
咲
い
て
い

る
の
に
余
剰
分
や
規
格
外
の
花
が
捨
て
ら
れ

る
、
花
の
廃
棄
ロ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
花
は

食
品
と
同
じ
く
、
鮮
度
や
日
持
ち
が
重
視
さ

討
す
る
活
動
は
、
L
I
P
（
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
L
P
P
（
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
し
て
19
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。
国
際
活
動
も
地
域
活
動
の
海
外

版
と
考
え
ら
れ
、
G
I
P
（G

lobal 

In
ten
sive P

roject

）
と
し
て
、
交
換
留
学

な
ど
と
は
異
な
る
、
多
様
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。G
I
P
は
英
語
を
使
っ
て「
観
光
」

を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
解
決

に
導
く
た
め
の
知
識
・
思
考
を
磨
く
こ
と
を

目
指
す
学
部
の
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
P

（G
lobal P

rogram

）と
も
連
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　私
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
で
は
熊
野

古
道
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
沿
い

の
田
辺
市
各
地
域
な
ど
地
域
の
方
々
、
参
詣

道
連
携
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
、
そ
し
て
復
興
支
援
で

今
も
交
流
を
続
け
る
福
島
の
浜
通
り
地
域
な

ど
、
多
方
面
で
連
携
、
ま
た
学
生
の
教
育
や

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
の
前

任
校
は
豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
だ
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な

深
い「
地
域
と
の
関
わ
り
」
を
持
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
い

学
生
が
育
ち
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
の
研
究
を

行
う
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
れ
ら
、
多
様
な
学
び
の
中
で
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
条
件
で
あ

る
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
が
「
ゼ
ミ
」
だ
。
学
生
の
所
属
ゼ

ミ
は
2
年
次
後
半
に
決
ま
り
、
実
際
の
活
動

は
3
年
生
か
ら
卒
論
を
仕
上
げ
る
ま
で
（
4

年
生
の
1
月
）
と
な
る
。

2
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ゼ
ミ 

　S
D
G
s
や
脱
炭
素
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
今
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
の

議
論
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
二
大
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
観
光
に
と
っ
て
打

撃
で
あ
っ
た
と
同
時
に
大
き
な
反
省
の
時
期

で
も
あ
っ
た
。
よ
り
安
心
安
全
へ
の
取
り
組

み
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
は
、

1
9
9
3
年
創
刊
の
学
術
誌Jo

u
rn
al o
f 

S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

を
中
心
に
多
様

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
環
境
、
社
会
、
経
済
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
、そ
の
対
象
分
野
も「
環

境
保
全
、
動
物
保
護
」
か
ら
「
伝
統
産
業
や

関
連
文
化
の
継
承
」、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」「
途
上
支
援
、
被
災
地
復
興
、
貧
困

軽
減
」
な
ど
多
様
、
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
は
復
興
や
回

復
、
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
に
寄
与
で
き
る
（
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
）
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

観
光
は
資
源
の
枯
渇
、
自
然
破
壊
、
格
差
や

不
平
等
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。楽
し
い
、

美
し
い
、
美
味
し
い
経
験
が
他
の
人
や
環
境

を
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
よ

う
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
育
て
る
の
は
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
の
目
指
す
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
国
際
的

共
通
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、

ま
た
、
よ
り
よ
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え

る
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
、
そ
れ
を

多
様
な
方
法
で
伝
え
、
ま
た
実
行
す
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考

え
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
、表
現
、行
動
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
観
光
の
視
点
を
通
し
て
の

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」
を
共

け
な
い
苦
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
日
々
が
続

い
て
い
た
と
き
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
で
、

心
が
少
し
和
ら
ぎ
、
日
々
の
喧
騒
や
辛
さ
を

忘
れ
癒
さ
れ
た
。
疲
れ
た
と
き
に
自
然
に
触

れ
る
と
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。 

し
か
し
自
然
と
な
る
と
対
象
が
あ

ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
た
め
、
す
ぐ
近
く
で

生
ま
れ
育
ち
、
常
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い

た
富
士
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
す
る
こ
と

と
し
た
。
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
富
士
山
だ

が
、
一
方
で
ご
み
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。「
富
士

山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
人
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
富
士
山
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設

の
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。 

 （
井
上
綾
乃
）

＊「
サ
ウ
ナ
」：
2
0
1
6
年
頃
か
ら
近
年
に

か
け
て
の
「
第
3
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
」
で
、
サ

ウ
ナ
の
在
り
方
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
地
域

に
訪
れ
自
然
の
中
で
建
て
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

や
、
仕
事
の
合
間
に
入
れ
る
サ
ウ
ナ
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
銭
湯
に
あ
る
よ
う
な
日
常

的
な
サ
ウ
ナ
と
は
少
し
違
う
。
さ
ら
に
は
サ

ウ
ナ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
型
の

サ
ウ
ナ
も
登
場
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ナ
は
日
常

的
な
も
の
か
ら
観
光
・
集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
「
サ
ウ
ナ
が
観
光
・

集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
れ
は
今
後
も
持
続
で
き
る
の
か
」

を
焦
点
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
時
的

な
ブ
ー
ム
が
生
み
出
す
地
域
や
観
光
地
の
環

境
変
化
や
、
施
設
の
一
時
的
な
設
置
を
課
題

と
捉
え
、
地
域
や
観
光
地
、
施
設
の
持
続
的

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
研
究
を
し
た
い
。 

（
竹
中
杏
由
紀
）

 

博
士
課
程
研
究

　博
士
課
程
は
前
期
（
修
士
）
2
年
、
後
期

3
年
が
履
修
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
は
災
害

復
興
、
宗
教
的
聖
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
少

数
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
の

継
承
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

観
光
に
お
け
る
女
性
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
「
観
光
の
視
点

に
よ
り
地
域
に
力
や
正
義
を
も
た
ら
す
視

点
」
だ
と
言
え
、
近
年
注
目
さ
れ
る
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
通
じ
る
。
以
下
、
博
士
前
期
課
程
の
研
究

を
ゼ
ミ
生
が
紹
介
す
る
。

＊《
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
》

　観
光
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
移
動
、
特
に

観
光
客
の
移
動
は
、
近
年
持
続
可
能
性
に
関

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
よ
る

移
動
手
段
の
選
択
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
の
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
日
本
の
小
さ
な
島
々
に
お
け

る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
日
本
で
は
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
移
住
な
ど
で
過

疎
化
が
進
み
、地
域
交
通
も
変
化
し
て
い
る
。

地
域
交
通
と
観
光
の
交
通
手
段
は
相
互
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
移
動
が
小
さ
な
島
の
地
域
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
環
境
的
・
社
会
的
側
面

か
ら
検
討
し
、
地
域
交
通
が
観
光
客
の
移
動

と
観
光
体
験
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
。

（
博
士
前
期
課
程
1
年 

マ
リ
ヤ
ム
・
サ
ブ
リ
ナ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
イ
ジ
ハ
ン
）

＊《
場
所
感
覚
の
研
究
》

　場
所
感
覚
（S

en
se o

f P
lace

）
の
概

念
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
場
所
感
覚
と
は
、
場
所
と

人
の
心
理
的
繋
が
り
を
表
す
総
括
的
な
用
語

で
、「
場
所
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
場
所
愛

着
」「
場
所
依
存
」
を
下
位
概
念
と
す
る
。
現

代
の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

か
ら
、
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
一
方
、
2
0
2
0
年
に
観
光
庁

が
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
刊
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
住
民
に
よ
る
内
か
ら
の
視
点
：「
場
所

感
覚
」（
住
ん
で
よ
し
）
と
観
光
客
に
よ
る
外

か
ら
の
視
点
：「
観
光
」（
訪
れ
て
よ
し
）
の

融
合
が
必
要
だ
。

　場
所
感
覚
は
地
理
学
や
環
境
心
理
学
な
ど

の
領
域
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
物
理
的
環
境
、

人
間
の
活
動
、
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
あ

る
が
、
こ
の
「
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
地
域

の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
そ
れ
が

地
域
社
会
の
本
質
を
示
す
も
の
で
、
時
代
の

変
化
の
中
で
の
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
こ
の
意
味
づ
け
は
そ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
個
人
的
経
験
（
住
む
、
写

真
を
撮
る
な
ど
）
や
集
団
的
経
験
（
地
域
行

事
へ
の
参
加
、
清
掃
活
動
な
ど
）、
ま
た
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
本
研

究
で
は
特
に
場
所
感
覚
を
継
承
す
る
手
段
と

し
て
の
地
域
行
事
の
役
割
に
注
目
し
、
和
歌

山
市
和
歌
浦
地
区
の
「
和
歌
祭
」
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
研
究

1
・
和
歌
山
大
学

観
光
学
部
：

地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に

　和
歌
山
大
学
観
光
学
部
は
2
0
0
7
年
に

経
済
学
部
観
光
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

2
0
0
8
年
か
ら
独
立
し
た
学
部
と
な
っ

た
。
2
0
1
1
年
大
学
院
修
士
課
程
、

2
0
1
4
年
に
は
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
国
立
大
学
で
は
唯
一
「
学
部
、
博
士
前
・

後
期
課
程
」
が
揃
う
独
立
し
た
観
光
学
部
と

し
て
、
現
在
常
勤
教
員
20
名
、
学
生
約

5
9
0
名
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　学
部
は
当
初
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
」

の
2
学
科
か
ら
な
り
、
現
在
は
観
光
学
科
の

中
に
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
、
観
光
文
化
」

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
宣

言
や
観
光
庁
設
置
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
観

光
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
再
生
、
活
性
化
」

は
和
歌
山
県
と
し
て
も
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
で

も
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
新
た
な
修
士
課
程
「
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）」
の
設
置
を
申

請
し
て
お
り
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
が
よ
り
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　観
光
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
活
性
化
は
、

多
く
の
学
生
が
本
学
部
を
選
ぶ
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
き
た
い
、

地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
な
ど
の
課

題
意
識
を
持
っ
て
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
。

地
域
か
ら
の
ご
協
力
に
基
づ
く
活
動
は
、
多

く
の
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
課
題
を
学
生
が
地
域
と
共
に
検

れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
嗜
好
品
で
あ
る
た

め
人
々
が
花
を
買
う
頻
度
や
消
費
額
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
余
剰
在
庫
や
廃
棄
が
増
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
維
持
費
や
コ
ス
ト
も
変
わ

ら
ず
か
か
る
た
め
、
花
の
小
売
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
す
る
。
花
の
廃

棄
は
生
産
か
ら
小
売
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

発
生
す
る
が
、
特
に
小
売
で
の
花
の
廃
棄
に

着
目
し
、
改
善
策
を
探
る
こ
と
で
、
花
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
減
ら
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
口
奈
々
）

＊「
年
中
行
事
の
持
続
可
能
性
」：
近
年
、
希

薄
化
し
て
い
る
年
中
行
事
を
後
世
へ
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
現
代
・
こ
れ
か
ら
の
年
中
行

事
の
意
義
や
あ
り
方
を
発
見
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
幼
少

期
か
ら
年
中
行
事
が
好
き
だ
っ
た
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
の
文
化
交
流
の
中
で
、

年
中
行
事
が
日
本
特
有
の
誇
ら
し
い
文
化
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
か
ら
だ
。 

年
中
行
事
は
「
一
番
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
非
日
常
」
で
あ
り
、
こ
の
非
日
常
こ

そ
が
現
代
社
会
の
問
題
を
意
識
づ
け
さ
せ
て

く
れ
る
契
機
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

核
家
族
化
や
地
域
の
衰
退
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
家
族
や
地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
」
を

創
造
す
る
契
機
、
食
料
の
大
量
廃
棄
に
意
識

を
向
け
る
契
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
日

常
体
験
で
あ
る
観
光
と
も
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　（杉
村
奈
央
）

＊「
服
の
持
続
的
な
活
用
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
提
案
」：
数
多
あ
る
社
会
課
題
の
う
ち
、

特
に
注
視
し
て
い
る
の
は
以
下
の
3
点
だ
。 

●
1
年
に
約
33
億
着
も
の
服
が
捨
て
ら
れ
る

一
方
で
、
服
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
は
多
数

い
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及

し
て
い
な
い
。 

●
途
上
国
に
井
戸
を
作
る
、
学
校
を
作
る
な

ど
の
援
助
は
必
ず
し
も
弱
い
立
場
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
、
服
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
た
。不
要
な
服
を
必
要
な
人
に
届
け
る
、

社
会
課
題
に
対
し
て
何
か
し
た
い
と
考
え
る

人
が
も
っ
と
簡
単
に
は
や
く
安
く
行
動
で
き

る
、
な
ど
の
仕
組
み
だ
。
苦
し
む
人
が
自
分

自
身
の
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
法
〜
そ
ん
な
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
世
界
を
平
等
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　（宮
下
純
和
） 

＊「
富
士
山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」：
コ
ロ
ナ

禍
の
自
粛
で
誰
と
も
会
え
ず
、
ど
こ
に
も
行

結
果
は
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。 

 （
博
士
前
期
課
程
2
年 

寺
澤
舞
花
）

4
・
ゼ
ミ
＋
の
活
動

　研
究
室
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
以
外
の
学
生

も
参
加
し
て
の
活
動
も
あ
る
。「
持
続
可
能

な
観
光
評
価
指
標
」
の
開
発
と
活
用
推
進

に
関
し
て
は
、
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O 

S
D
G
s
ゾ
ー
ン
に
てS

T
A
R
s

（S
u
stain

able T
ou
rism

 A
ssessm

en
t 

&
 R
eview

 system

。
法
政
大
学
デ
ザ
イ

ン
工
学
部
川
久
保
研
究
室
と
の
共
同
開
発
）

と
し
て
出
展
す
る
。
他
に
はU

N
W
T
O
 

T
ou
rism

 H
igh
ligh
ts

な
ど
出
版
物
の
日

本
語
訳
、D

ark tou
rism

研
究
会
、
ま
た
、

「
放
射
線
と
社
会
：
福
島
浜
通
り
研
修
（
大
阪

大
学
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）に
も
毎

年
参
加
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
を

学
ぶ
際
に
は
「
現
場
」、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
を

知
る
こ
と
の
重
要
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
き
た

い
。

5
・
お
わ
り
に

　「サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
社
会
全
体
の

多
様
な
参
画
を
得
ず
し
て
は
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
が
、
こ
の
「
必
ず
も
っ
と
良
い
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
終
わ
り
の
な
い
旅
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
よ
り
良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
は
、
学
生
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。
地
域
循
環
共

生
圏
、
S
D
G
s
未
来
都
市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ー
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
の
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る
今
日
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
将
来
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。

　卒
業
生
は
観
光
・
旅
行
関
係
だ
け
で
な
く

多
方
面
に
就
職
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
「
観

光
学
」
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
観
光
で
学
ぶ

こ
と
は
社
会
の
多
方
面
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、
熱
意

を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
観
光
分
野
か
ら

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学
生

た
ち
と
日
々
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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写真：地域ワークショップ＝地域を知る

写真：STARs（Sustainable Tourism Assessment & Review system）

通
目
標
と
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
講
読
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
週
と
、「
興
味
（
後

に
卒
論
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隔
週
で
行
っ

て
い
る
。
講
読
は
「
環
境
社
会
学
」
関
連
の

文
献
が
多
く
、
開
発
と
保
全
の
歴
史
、
歴
史

的
景
観
、
負
の
遺
産
、
過
疎
化
と
活
性
化
、

南
北
問
題
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
観
光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
J
S
T
S
‐
D
）」
も
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
参
考
書
と
し
、
地
域
が

バ
ラ
ン
ス
あ
る
観
光
推
進
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　卒
論
に
向
け
て
は
、
興
味
の
定
義
づ
け
、

関
連
デ
ー
タ
・
事
例
収
集
、
S
D
G
s
と
の

関
連
づ
け
、
な
ど
を
通
じ
て
次
第
に
「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
」を
構
築
し
て
い
く
。

そ
の
後
ミ
ニ
調
査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
の
ち
、
研
究
と
し
て
深
め
て
い

く
。
ゼ
ミ
の
ル
ー
ル
は
た
だ
一
つ
、「
全
員

必
ず
意
見
・
感
想
を
言
う
こ
と
」
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
違
う
た
め
、

異
な
る
視
点
を
得
る
、
ま
た
、
多
様
な
意
見

を
尊
重
し
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
3
年

生
の
初
め
か
ら
数
ヶ
月
で
、
皆
即
意
見
が
言

え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　地
域
活
動
は
、
野
外
で
の
活
動
も
多
く
、

農
園
や
古
民
家
ス
テ
イ
、
地
域
の
お
祭
り
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
3
年
生
は

「
京
都
S
D
G
s
旅
」
の
企
画
を
行
っ
て
お

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
対
応
な
ど
が
中
心

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

   3
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「自
分
が
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
」
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
各
自
が
選

択
す
る
課
題
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は

日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
今

年
の
4
年
生
の
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説

明
す
る
。

学
部
４
年
生
の
卒
論
紹
介

＊「
花
」：
元
々
祖
母
や
母
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

好
き
で
、
昔
か
ら
花
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
散
歩
を
し
、
花
を
愛
で
る

機
会
が
増
え
た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る

と
、
い
つ
も
身
近
に
花
が
存
在
し
て
い
る
と

気
づ
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
ま
だ
咲
い
て
い

る
の
に
余
剰
分
や
規
格
外
の
花
が
捨
て
ら
れ

る
、
花
の
廃
棄
ロ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
花
は

食
品
と
同
じ
く
、
鮮
度
や
日
持
ち
が
重
視
さ

討
す
る
活
動
は
、
L
I
P
（
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
L
P
P
（
地
域
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
し
て
19
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。
国
際
活
動
も
地
域
活
動
の
海
外

版
と
考
え
ら
れ
、
G
I
P
（G

lobal 

In
ten
sive P

roject

）
と
し
て
、
交
換
留
学

な
ど
と
は
異
な
る
、
多
様
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。G
I
P
は
英
語
を
使
っ
て「
観
光
」

を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
課
題
解
決

に
導
く
た
め
の
知
識
・
思
考
を
磨
く
こ
と
を

目
指
す
学
部
の
任
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
P

（G
lobal P

rogram

）と
も
連
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　私
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
で
は
熊
野

古
道
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
沿
い

の
田
辺
市
各
地
域
な
ど
地
域
の
方
々
、
参
詣

道
連
携
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
、
そ
し
て
復
興
支
援
で

今
も
交
流
を
続
け
る
福
島
の
浜
通
り
地
域
な

ど
、
多
方
面
で
連
携
、
ま
た
学
生
の
教
育
や

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
の
前

任
校
は
豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
だ
っ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な

深
い「
地
域
と
の
関
わ
り
」
を
持
つ
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
地
域
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
い

学
生
が
育
ち
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
の
研
究
を

行
う
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　こ
れ
ら
、
多
様
な
学
び
の
中
で
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
条
件
で
あ

る
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
の
が
「
ゼ
ミ
」
だ
。
学
生
の
所
属
ゼ

ミ
は
2
年
次
後
半
に
決
ま
り
、
実
際
の
活
動

は
3
年
生
か
ら
卒
論
を
仕
上
げ
る
ま
で
（
4

年
生
の
1
月
）
と
な
る
。

2
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ゼ
ミ 

　S
D
G
s
や
脱
炭
素
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
加
速
す
る
今
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

観
光
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
の

議
論
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
二
大
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
観
光
に
と
っ
て
打

撃
で
あ
っ
た
と
同
時
に
大
き
な
反
省
の
時
期

で
も
あ
っ
た
。
よ
り
安
心
安
全
へ
の
取
り
組

み
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
推
進
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
は
、

1
9
9
3
年
創
刊
の
学
術
誌Jo

u
rn
al o
f 

S
u
stain

ab
le T
o
u
rism

を
中
心
に
多
様

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
環
境
、
社
会
、
経
済
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
、そ
の
対
象
分
野
も「
環

境
保
全
、
動
物
保
護
」
か
ら
「
伝
統
産
業
や

関
連
文
化
の
継
承
」、「
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」「
途
上
支
援
、
被
災
地
復
興
、
貧
困

軽
減
」
な
ど
多
様
、
広
範
囲
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
は
復
興
や
回

復
、
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
に
寄
与
で
き
る
（
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
）
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

観
光
は
資
源
の
枯
渇
、
自
然
破
壊
、
格
差
や

不
平
等
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。楽
し
い
、

美
し
い
、
美
味
し
い
経
験
が
他
の
人
や
環
境

を
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
よ

う
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
育
て
る
の
は
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
の
目
指
す
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
国
際
的

共
通
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、

ま
た
、
よ
り
よ
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
常
に
考
え

る
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
、
そ
れ
を

多
様
な
方
法
で
伝
え
、
ま
た
実
行
す
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考

え
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
、表
現
、行
動
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
、「
観
光
の
視
点
を
通
し
て
の

よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
」
を
共

け
な
い
苦
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
日
々
が
続

い
て
い
た
と
き
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
で
、

心
が
少
し
和
ら
ぎ
、
日
々
の
喧
騒
や
辛
さ
を

忘
れ
癒
さ
れ
た
。
疲
れ
た
と
き
に
自
然
に
触

れ
る
と
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。 

し
か
し
自
然
と
な
る
と
対
象
が
あ

ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
た
め
、
す
ぐ
近
く
で

生
ま
れ
育
ち
、
常
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い

た
富
士
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
す
る
こ
と

と
し
た
。
雄
大
な
自
然
が
広
が
る
富
士
山
だ

が
、
一
方
で
ご
み
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。「
富
士

山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」
を
十
分
に
受
け
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
人
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
富
士
山
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設

の
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。 

 （
井
上
綾
乃
）

＊「
サ
ウ
ナ
」：
2
0
1
6
年
頃
か
ら
近
年
に

か
け
て
の
「
第
3
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
」
で
、
サ

ウ
ナ
の
在
り
方
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
地
域

に
訪
れ
自
然
の
中
で
建
て
る
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

や
、
仕
事
の
合
間
に
入
れ
る
サ
ウ
ナ
施
設
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
銭
湯
に
あ
る
よ
う
な
日
常

的
な
サ
ウ
ナ
と
は
少
し
違
う
。
さ
ら
に
は
サ

ウ
ナ
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
型
の

サ
ウ
ナ
も
登
場
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ナ
は
日
常

的
な
も
の
か
ら
観
光
・
集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
「
サ
ウ
ナ
が
観
光
・

集
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

の
か
、
そ
れ
は
今
後
も
持
続
で
き
る
の
か
」

を
焦
点
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
一
時
的

な
ブ
ー
ム
が
生
み
出
す
地
域
や
観
光
地
の
環

境
変
化
や
、
施
設
の
一
時
的
な
設
置
を
課
題

と
捉
え
、
地
域
や
観
光
地
、
施
設
の
持
続
的

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
研
究
を
し
た
い
。 

（
竹
中
杏
由
紀
）

 

博
士
課
程
研
究

　博
士
課
程
は
前
期
（
修
士
）
2
年
、
後
期

3
年
が
履
修
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ

で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
は
災
害

復
興
、
宗
教
的
聖
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
少

数
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
の

継
承
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、

観
光
に
お
け
る
女
性
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
「
観
光
の
視
点

に
よ
り
地
域
に
力
や
正
義
を
も
た
ら
す
視

点
」
だ
と
言
え
、
近
年
注
目
さ
れ
る
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

も
通
じ
る
。
以
下
、
博
士
前
期
課
程
の
研
究

を
ゼ
ミ
生
が
紹
介
す
る
。

＊《
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
》

　観
光
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
移
動
、
特
に

観
光
客
の
移
動
は
、
近
年
持
続
可
能
性
に
関

す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
に
よ
る

移
動
手
段
の
選
択
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
の
環
境
、
社
会
、
経
済
的
側
面
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
に
お
け
る
持
続
可
能

な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
日
本
の
小
さ
な
島
々
に
お
け

る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
日
本
で
は
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
移
住
な
ど
で
過

疎
化
が
進
み
、地
域
交
通
も
変
化
し
て
い
る
。

地
域
交
通
と
観
光
の
交
通
手
段
は
相
互
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
移
動
が
小
さ
な
島
の
地
域
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
環
境
的
・
社
会
的
側
面

か
ら
検
討
し
、
地
域
交
通
が
観
光
客
の
移
動

と
観
光
体
験
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
。

（
博
士
前
期
課
程
1
年 

マ
リ
ヤ
ム
・
サ
ブ
リ
ナ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
イ
ジ
ハ
ン
）

＊《
場
所
感
覚
の
研
究
》

　場
所
感
覚
（S

en
se o

f P
lace

）
の
概

念
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
場
所
感
覚
と
は
、
場
所
と

人
の
心
理
的
繋
が
り
を
表
す
総
括
的
な
用
語

で
、「
場
所
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
場
所
愛

着
」「
場
所
依
存
」
を
下
位
概
念
と
す
る
。
現

代
の
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

か
ら
、
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
一
方
、
2
0
2
0
年
に
観
光
庁

が
「
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
刊
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
住
民
に
よ
る
内
か
ら
の
視
点
：「
場
所

感
覚
」（
住
ん
で
よ
し
）
と
観
光
客
に
よ
る
外

か
ら
の
視
点
：「
観
光
」（
訪
れ
て
よ
し
）
の

融
合
が
必
要
だ
。

　場
所
感
覚
は
地
理
学
や
環
境
心
理
学
な
ど

の
領
域
で
活
発
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
物
理
的
環
境
、

人
間
の
活
動
、
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
あ

る
が
、
こ
の
「
場
所
へ
の
意
味
づ
け
」
が
地
域

の
持
続
性
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
。
そ
れ
が

地
域
社
会
の
本
質
を
示
す
も
の
で
、
時
代
の

変
化
の
中
で
の
場
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。
こ
の
意
味
づ
け
は
そ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
個
人
的
経
験
（
住
む
、
写

真
を
撮
る
な
ど
）
や
集
団
的
経
験
（
地
域
行

事
へ
の
参
加
、
清
掃
活
動
な
ど
）、
ま
た
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
く
。
本
研

究
で
は
特
に
場
所
感
覚
を
継
承
す
る
手
段
と

し
て
の
地
域
行
事
の
役
割
に
注
目
し
、
和
歌

山
市
和
歌
浦
地
区
の
「
和
歌
祭
」
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
研
究

1
・
和
歌
山
大
学

観
光
学
部
：

地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に

　和
歌
山
大
学
観
光
学
部
は
2
0
0
7
年
に

経
済
学
部
観
光
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

2
0
0
8
年
か
ら
独
立
し
た
学
部
と
な
っ

た
。
2
0
1
1
年
大
学
院
修
士
課
程
、

2
0
1
4
年
に
は
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
国
立
大
学
で
は
唯
一
「
学
部
、
博
士
前
・

後
期
課
程
」
が
揃
う
独
立
し
た
観
光
学
部
と

し
て
、
現
在
常
勤
教
員
20
名
、
学
生
約

5
9
0
名
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　学
部
は
当
初
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
」

の
2
学
科
か
ら
な
り
、
現
在
は
観
光
学
科
の

中
に
「
地
域
再
生
、
観
光
経
営
、
観
光
文
化
」

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
観
光
立
国
宣

言
や
観
光
庁
設
置
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
観

光
に
期
待
さ
れ
る
「
地
域
再
生
、
活
性
化
」

は
和
歌
山
県
と
し
て
も
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
観
光
学
部
設
置
の
経
緯
で

も
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
新
た
な
修
士
課
程
「
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）」
の
設
置
を
申

請
し
て
お
り
、
地
域
フ
ォ
ー
カ
ス
が
よ
り
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　観
光
に
よ
る
地
域
の
再
生
、
活
性
化
は
、

多
く
の
学
生
が
本
学
部
を
選
ぶ
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
働
き
た
い
、

地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
な
ど
の
課

題
意
識
を
持
っ
て
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
。

地
域
か
ら
の
ご
協
力
に
基
づ
く
活
動
は
、
多

く
の
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
課
題
を
学
生
が
地
域
と
共
に
検

れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
嗜
好
品
で
あ
る
た

め
人
々
が
花
を
買
う
頻
度
や
消
費
額
は
高
く

な
い
。
そ
の
た
め
余
剰
在
庫
や
廃
棄
が
増
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
維
持
費
や
コ
ス
ト
も
変
わ

ら
ず
か
か
る
た
め
、
花
の
小
売
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
す
る
。
花
の
廃

棄
は
生
産
か
ら
小
売
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

発
生
す
る
が
、
特
に
小
売
で
の
花
の
廃
棄
に

着
目
し
、
改
善
策
を
探
る
こ
と
で
、
花
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
減
ら
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
口
奈
々
）

＊「
年
中
行
事
の
持
続
可
能
性
」：
近
年
、
希

薄
化
し
て
い
る
年
中
行
事
を
後
世
へ
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
現
代
・
こ
れ
か
ら
の
年
中
行

事
の
意
義
や
あ
り
方
を
発
見
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
幼
少

期
か
ら
年
中
行
事
が
好
き
だ
っ
た
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
の
文
化
交
流
の
中
で
、

年
中
行
事
が
日
本
特
有
の
誇
ら
し
い
文
化
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
か
ら
だ
。 

年
中
行
事
は
「
一
番
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
非
日
常
」
で
あ
り
、
こ
の
非
日
常
こ

そ
が
現
代
社
会
の
問
題
を
意
識
づ
け
さ
せ
て

く
れ
る
契
機
と
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

核
家
族
化
や
地
域
の
衰
退
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
家
族
や
地
域
の
絆
や
つ
な
が
り
」
を

創
造
す
る
契
機
、
食
料
の
大
量
廃
棄
に
意
識

を
向
け
る
契
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
非
日

常
体
験
で
あ
る
観
光
と
も
つ
な
げ
、
持
続
可

能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
年
中
行

事
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　（杉
村
奈
央
）

＊「
服
の
持
続
的
な
活
用
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
の
提
案
」：
数
多
あ
る
社
会
課
題
の
う
ち
、

特
に
注
視
し
て
い
る
の
は
以
下
の
3
点
だ
。 

●
1
年
に
約
33
億
着
も
の
服
が
捨
て
ら
れ
る

一
方
で
、
服
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
も
い
る
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
は
多
数

い
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及

し
て
い
な
い
。 

●
途
上
国
に
井
戸
を
作
る
、
学
校
を
作
る
な

ど
の
援
助
は
必
ず
し
も
弱
い
立
場
の
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
、
服
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
た
。不
要
な
服
を
必
要
な
人
に
届
け
る
、

社
会
課
題
に
対
し
て
何
か
し
た
い
と
考
え
る

人
が
も
っ
と
簡
単
に
は
や
く
安
く
行
動
で
き

る
、
な
ど
の
仕
組
み
だ
。
苦
し
む
人
が
自
分

自
身
の
力
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
法
〜
そ
ん
な
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
世
界
を
平
等
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　（宮
下
純
和
） 

＊「
富
士
山
の
自
然
の
癒
し
の
力
」：
コ
ロ
ナ

禍
の
自
粛
で
誰
と
も
会
え
ず
、
ど
こ
に
も
行

結
果
は
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
提
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。 
 （
博
士
前
期
課
程
2
年 

寺
澤
舞
花
）

4
・
ゼ
ミ
＋
の
活
動

　研
究
室
を
中
心
に
、
ゼ
ミ
以
外
の
学
生

も
参
加
し
て
の
活
動
も
あ
る
。「
持
続
可
能

な
観
光
評
価
指
標
」
の
開
発
と
活
用
推
進

に
関
し
て
は
、
今
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
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rism

 H
igh
ligh
ts

な
ど
出
版
物
の
日

本
語
訳
、D

ark tou
rism

研
究
会
、
ま
た
、

「
放
射
線
と
社
会
：
福
島
浜
通
り
研
修
（
大
阪

大
学
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）に
も
毎

年
参
加
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
を

学
ぶ
際
に
は
「
現
場
」、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
を

知
る
こ
と
の
重
要
さ
が
改
め
て
身
に
し
み
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
重
視
し
て
い
き
た

い
。

5
・
お
わ
り
に

　「サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
社
会
全
体
の

多
様
な
参
画
を
得
ず
し
て
は
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
が
、
こ
の
「
必
ず
も
っ
と
良
い
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
終
わ
り
の
な
い
旅
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
よ
り
良
い
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
は
、
学
生
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。
地
域
循
環
共

生
圏
、
S
D
G
s
未
来
都
市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
ー
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
の
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る
今
日
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
将
来
の
活
躍
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。

　卒
業
生
は
観
光
・
旅
行
関
係
だ
け
で
な
く

多
方
面
に
就
職
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
「
観

光
学
」
の
守
備
範
囲
が
広
く
、
観
光
で
学
ぶ

こ
と
は
社
会
の
多
方
面
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、
熱
意

を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
観
光
分
野
か
ら

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学
生

た
ち
と
日
々
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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　小
学
6
年
生
の
時
、
担
任
の
先
生

か
ら
『
宮
本
武
蔵
』
の
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
、〝
強

い
武
士
〞と
の
印
象
が
強
く
残
っ
た
。

　中
学
校
で
は
部
活
動
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
熱
中
。
3
年
生
の
夏
の

郡
大
会
で
は
、
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、

練
習
試
合
で
も
5
勝
1
敗
と
好
成
績

を
収
め
て
い
た
の
で
、
周
囲
か
ら
も

優
勝
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
試
合
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
主
将
と
し
て

試
合
相
手
を
決
め
る
ク
ジ
を
引
い

た
。
対
戦
相
手
は
練
習
試
合
で
唯
一

負
け
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に

勝
ち
さ
え
す
れ
ば
と
気
を
引
き
締
め

て
試
合
に
臨
ん
だ
。
お
互
い
相
譲
ら

ず
接
戦
と
な
っ
た
が
、
僅
差
で
負
け

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
対
戦
相
手

は
順
調
に
勝
ち
上
が
り
優
勝
、
県
大

会
で
も
準
優
勝
。
ク
ジ
を
引
い
た
自

分
の
責
任
、
主
将
と
し
て
感
じ
た
重

圧
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　当
時
の
私
は
誰
と
も
逢
い
た
く
な

い
、
話
し
た
く
も
な
い
、
今
で
い
う

〝
引
き
こ
も
り
〞の
状
態
だ
っ
た
と
思

う
。
そ
ん
な
時
、
同
じ
中
学
校
の
教

師
で
野
球
部
の
監
督
を
務
め
る
義
兄

の
家
を
訪
ね
た
。部
屋
の
本
棚
に『
宮

本
武
蔵
』
が
何
巻
か
並
ん
で
い
た
。

『
宮
本
武
蔵
』
は
、
剣
禅
一
如
を
目

指
す
求
道
者
宮
本
武
蔵
を
描
い
た
作

品
。
気
性
が
荒
く
孤
剣
を
磨
い
た
武

蔵
が
、
剣
の
精
進
、
魂
の
求
道
を
通

し
て
、
鏡
の
よ
う
に
澄
明
な
境
地
へ

と
悟
達
し
て
ゆ
く
道
程
を
描
い
た
、

吉
川
英
治
先
生
の
代
表
作
。

　勝
負
の
追
求
、
そ
れ
が
た
め
の
人

間
関
係
の
深
さ
、
渦
巻
く
功
名
心
、

た
と
え
よ
う
の
な
い
敗
北
感
、
修
業

の
た
め
と
置
き
去
り
に
し
た
お
通
さ

ん
へ
の
思
い
、
本
家
の
竹
蔵
と
の
放

浪
の
旅
…
。
剣
豪
と
し
て
も
知
ら
れ

る
沢
庵
和
尚
に
城
の
天
守
閣
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
数
年
に
は
、本
を
読
み
、

教
養
を
身
に
つ
け
、
精
神
の
鍛
練
に

努
め
、
武
芸
者
と
し
て
さ
ら
な
る
高

み
に
向
き
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
へ
の
自
省
と
克
己
に
励
む
。
一
方

で
、
大
衆
に
迎
合
し
な
い
個
の
確
立

を
目
指
す
武
蔵
の
生
き
ざ
ま
。

　私
は
、〝
強
い
武
士
〞武
蔵
の
こ
と

わたしの１冊
26回第

『宮本武蔵』
吉川英治・著

吉川英治文庫（講談社）

佐
藤
和
志（
さ
と
う・か
ず
し
）

秋
田
県
由
利
郡
矢
島
町
生
ま
れ
。製
紙
会
社
で
の
勤
務
を
経
て
、父
の
手
伝

い
で
温
泉
事
業
に
加
わ
る
。1
9
6
9
年
、乳
頭
温
泉
郷「
大
釡
温
泉
」経

営
。そ
の
後
、
13
代
引
き
継
が
れ
た
羽
川
氏
か
ら「
鶴
の
湯
温
泉
」の
経
営
を

委
ね
ら
れ
現
在
に
至
る
。2
0
0
3
年
、国
土
交
通
省
観
光
カ
リ
ス
マ（「
秘

湯
の
温
泉
カ
リ
ス
マ
」）、田
沢
湖・角
館
観
光
協
会 

名
誉
会
長
、日
本
温
泉
文
化
を
守
る
会 

会
長

な
ど
役
職
多
数
。

を
思
い
出
し
、
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に

読
ん
だ
。
当
時
の
複
雑
な
心
境
も

あ
っ
て
、
砂
が
水
を
吸
う
よ
う
に
素

直
に
読
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、

今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　月
日
は
流
れ
、
私
は
父
の
温
泉
へ

の〝
夢
〞に
賛
同
し
、
温
泉
事
業
に
加

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
12
年
後
、
乳

頭
温
泉
郷
で
最
古
の
温
泉
、「
鶴
の

湯
」
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

電
気
も
電
話
も
水
道
も
な
い
自
炊
専

門
の
湯
治
場
の
温
泉
に
始
ま
り
、
食

事
付
き
の
旅
館
に
切
り
替
え
て
、
経

営
す
る
こ
と
41
年
。
乳
白
色
の
温
泉

に
、
秘
湯
ブ
ー
ム
や
露
天
風
呂
ブ
ー

ム
も
追
い
風
と
な
り
、
当
館
の
名
物

料
理
「
山
の
芋
鍋
」
も
好
評
で
、「
全

国
で
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
温
泉
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　多
く
の
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
て

今
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
常
に〝
勝
負
〞と
い
う

気
持
ち
で
生
き
て
き
た
。『
宮
本
武

蔵
』
に
は
、
吉
川
英
治
先
生
の
生
き

方
や
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
が
、
私
自
身
が
ブ
レ
ず
に
来

ら
れ
た
の
も
、
こ
の
本
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
中
学
生
と
い
う
多
感

な
時
期
に
巡
り
合
っ
た『
宮
本
武
蔵
』

は
、
私
の
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て

い
る
。

佐
藤
和
志 

有
限
会
社
鶴
の
湯
温
泉 

代
表
取
締
役
会
長
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～先進国と開発途上国～
アーナンダ クマーラ（LNBTI）

活動報告 ❶

視座

サステナブル
ツーリズム及び
周辺領域の
概念整理
中島 泰（JTBF）

国内における
持続可能な
観光の
到達点と課題
古屋秀樹（東洋大学）

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向5
仲 七重（JTBF）
五木田玲子（JTBF）

第25回
たびとしょCafe
「人と人をつなぐ
架け橋に」を
開催
片野陽介（飯能市）
文：門脇茉海（JTBF）

ゲスト

サステナブルツーリズムの
これから
中島 泰（JTBF）

巻頭言

特集

特
集

1

特集 2

北海道における
サステナブル
ツーリズムの
到達点と課題
桃井真弥（日本政策投資銀行）
神宮泰祐（日本政策投資銀行）

特集 3

奄美・沖縄における
サステナブル
ツーリズムの
到達点と課題
岩浅有記（大正大学）

特集 4

サステナブル
ツーリズムの
概念の分解と
再構築
石黒 侑介（北海道大学大学院）
中島 泰（JTBF）

特集 5

観光研究最前線

活動報告 ❷
第26回
たびとしょCafe
「コロナ禍で
改めて気がついた
観光の意義」を
開催

連載
観光を学ぶということ
第14回
和歌山大学 観光学部
サステナビリティ
ゼミ
加藤久美（和歌山大学）

わたしの1冊
第25回
『宮本武蔵』
吉川英治 著
吉川英治文庫（講談社）
佐藤和志（鶴の湯温泉）

小関みどり（大田観光協会）
文：門脇茉海（JTBF）
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